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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  品  田  好  博    ７番  松  岡  克  美  

 

 ２番  中 堀 君 子    ８番  深 川  昇  

 

 ３番  近 藤 哲 雄    ９番  勝 田 鉄 城  

 

 ４番  松 田 信 行    10番  小 島 一 弘  

 

 ５番  斎 藤 宏 司    11番  田 中 勝 吉  

 

 ６番  植 田 泰 弘    12番  後 藤 幸 太 郎  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長

副 町 長  産 業 課 長

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事

会 計 管 理 者  建 設 課 長

総 務 課 長  住 民 福 祉 課 長

総 務 課 参 事  産 業 建 設 課 長

住 民 課 長  総 務 課 主 幹

福 祉 課 長   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開会 午前１０時００分 
◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 
ただいまから平成２５年第１回大空町議会定例会を開会します。 

 

◎開議の宣告 
◇議  長 これから本日の会議を開きます。 
 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、７番、松

岡克美議員及び８番、深川曻議員を指名します。 
 

◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。 
議会運営委員会審査の結果について、委員長から報告の申し出がありますので、こ

れを許します。 
議会運営委員会委員長、植田泰弘議員。 

 
◇議会運営委員会委員長 議会運営委員会の審査結果を報告いたします。 

去る３月１日に議会運営委員会を開き、本日開会の定例会の会期等について協議を

いたしました。 
本定例会では、一般質問者が６人、町長から提出されております案件が５０件であ

ります。その内訳は、諮問１件、同意２件、条例制定等の議案が新規条例制定議案１

３件を含む３１件であります。平成２４年度補正予算８件、新年度予算８件です。議

会提出議案も予定されております。 
したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、本定

例会の会期は本日、３月７日に開会して、３月１５日までの９日間とすることが妥当

であると全会一致で判断をいたしましたので、その結果について報告いたします。 
以上、議会運営委員会の報告といたします。 

 

◇議  長 これで、議会運営委員会審査報告は終わりました。 
 

◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題とします。 
お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとおり、本

日から３月１５日までの９日間といたしたいと思います。 

御異議ありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、会期は本日から３月１５日までの９日間に決定しました。 

 



- 4 - 
 

◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。 
山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 
山下町長。 

 

◇町  長 おはようございます。 
平成２５年第１回大空町議会定例会に当たり、行政報告を申し上げます。 
１月２９日までと書いてございますが、１２月の９日から始まりまして１月２９日

まで町政懇談会、ふれあいトークおおぞらを開催してございます。この２９日までに

つきましては、２２会場、約５００人の出席をいただいたところであります。これ以

降、２月以降も３回ほど開催しておりますし、今後も４回ほど御案内をいただいて実

施をする予定としているところでございます。 
１２月１４日、大空町企業誘致委員会を開催してございます。企業振興促進補助金

指定申請に基づく審議をお願いしたところであります。製造業１件、レクリエーショ

ン施設１件について答申をいただきました。 
１２月２２日から２３日にかけまして、札幌市に出張をいたしました。劇団風の子

北海道３０周年を祝う会に出席をいたしました。本町ともかかわりが深い劇団の３０

周年ということで出席をいたしたところであります。劇団関係者と交流を深めてまい

りました。 
１２月２７日、オホーツク町村会臨時総会が網走市で開催をされました。平成２５

年度の負担金の変更について、北見赤十字病院の改築負担金について、北見医師会と

の救護活動協定についてなど協議をいたしたところでございます。 
１２月２８日には、大空町農業再生協議会水田部会を開催いたしました。追加転作

４．６ヘクタールの提示がございました。転作希望者と加工用米などで対応するとい

うことで、各地域にお願いをしたところでございます。 
年が明けまして、１月６日は、大空町成人式を挙行いたしました。９２名の対象者

のうち６９名の出席をいただいたところであります。前日の土曜日、５日の日であれ

ば、もう少し出席がかなったのかなと、そんな印象を受けたところでございます。 
１月１５日から１７日には、女満別空港整備・利用促進協議会航空会社要望活動と

して、札幌市、東京都、名古屋市、大阪府などに出向いたところでございます。エア

ドゥ、ジェットスタージャパン、全日本空輸、フジドリームエアラインズ、ピーチア

ビエーション、日本航空などに対しまして、機材の大型化、就航期間の延長、時間帯

の調整、定期便の乗り入れ、チャーター便の就航などを要請したところでございます。 
１月２５日には、オホーツク町村会農林水産委員会を美幌町で開催いたしました。

町村会の専門委員会として、ＪＡ、また、森林組合の代表者の方々と意見交換をさせ

ていただいたところでございます。 
１月２８日には、オホーツク地域づくり連携会議が網走市で開催をされました。こ

の会議は、オホーツク総合振興局、網走開発建設部が主体となる会議でありまして、

オホーツク管内の課題について意見交換を行いました。オホーツクブランドの形成、

農業と他産業との連携、さらには商業活動の支援のあり方、産業分野の担い手の確保

などについて意見交換を行いました。 
オホーツク管内「道の駅」首長会議というのが、同日、同じ会場で開催をされまし
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た。初めての開催となったところでございます。道の駅が抱える数々の情報交換、課

題の共通認識を図っていくことを確認したところでございます。 
１月２９日には、大空町畜産振興協議会を開催いたしました。平成２５年度の畜産

事業の説明、また、住吉牧野の今後のあり方について意見交換を行わせていただきま

した。 
１月３１日から２月１日におきましては、東京都に出張いたしまして、Ｂ＆Ｇ全国

サミットに出席をいたしました。東藻琴、女満別、両海洋センターとも、このＢ＆Ｇ

の特Ａというような評価を受けておりまして、その表彰を受けたところでございます。 
２月７日は、オホーツク町村会定期総会が網走市で開催をされました。平成２５年

度の事業計画、予算の決定を審議したところでございます。あわせて福祉灯油、また、

地方財政計画などについて意見交換を行ったところでございます。 
２月１１日には、網走東藻琴会が網走市で開催をされました。この２月１１日とい

うのは、当時の東藻琴村の分村の日ということで、毎年この日に開催をいたしており

ます。４４名の出席でございました。 
２月１６日には、北見大空会設立総会が北見市で開催をされ、出席をいたしました。

ふるさと会としては、初めての大空会の設立となります。当日、７６名の出席であり

ました。 
２月２０日は、大空町防災会議を開催いたしました。参加団体等から、修正意見を

いただいておりましたので、それをもとに見直しを行い了承されたところでございま

す。防災計画の決定を受け、町民皆さんへの御説明、議会や北海道への報告を行って

まいりたい。そして、町としての取り組みを推進してまいりたいと、そのように考え

ているところでございます。 
以上、申し上げまして、行政報告とさせていただきます。 

 
◇議  長 これで行政報告は終わりました。 
 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 
   事務局長に報告いたさせます。 
   小島一弘議員から中座の申し出がありますので、ここで許したいと思います。よろ

しくお願いします。 
 

◇議  長 鈴木事務局長。 
 
◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は、１２名であります。 
本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとお

りであります。 
本日の議事日程は、お手元に配付しております議事日程表のとおりであります。 
前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおりで

あります。 
町広報担当者から写真撮影の申し込みがあり、これを許可いたしましたので、御了
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承願います。同じく、議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を

得ておりますので、御了承を願います。 
以上でございます。 

 
◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 
 
    ◎日程第５  

◇議  長 日程第５、平成２５年第１回大空町議会定例会に当たり、町政執行方針の説

明を行います。 
山下町長から、町政執行方針について説明の申し出がありますので、これを許しま

す。 
   山下町長。 
 
◇町  長 （町政執行方針説明） 
 
◇議  長 これで町政執行方針の説明は終わりました。 

ここで１０分間休憩します。 
 

休憩 午前１１時１０分 
再開 午前１１時２０分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 

◎日程第６ 諮問第１号 

◇議  長 日程第６、諮問第１号 人権擁護委員の推薦についてを議題とします。 
本件について、提案理由の説明を求めます。 
山下町長。 

  

◇町  長 議案書の１ページでございます。「諮問第１号 人権擁護委員の推薦につ 
  いて 
   人権擁護委員 三村教良が平成２５年６月３０日をもって任期が満了するので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、次の者を後任委員に推薦することについて

議会の意見を求める。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   住所は北海道網走郡大空町女満別西４条１丁目２番７号、氏名は百武美智子、生年

月日は昭和３３年１０月１７日生まれでございます。 
百武氏は、家庭教育相談員としての勤務経験もあり、人権擁護委員に適任であると

判断いたしましたことから、同氏を推薦申し上げたく議会の意見を求めるものでござ

います。 
本人の経歴等につきましては、参考資料の１ページを御参照いただきたいと存じま

す。 
   提案理由を説明させていただきましたので、御審議の上、御賛同賜りますようお願
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い申し上げます。 
   

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
   これで質疑を終わります。 
   暫時休憩します。 
 

休憩 午前１１時２３分 
再開 午前１１時２４分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
   お諮りします。本件は、お手元に配付した意見書のとおり、適任と答申いたしま

す。御異議ありませんか。 
 (「異議なし」の声あり) 

◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、諮問第１号 人権擁護委員の推薦については、お手元に配付いたし

ました意見書のとおり、適任と答申することに決定しました。 
 

◎日程第７ 同意第１号 

◇議  長 日程第７、同意第１号 大空町教育委員会委員の任命についてを議題としま

す。 
提出者の説明を求めます。 
山下町長。 

  

◇町  長 議案書の３ページでございます。「同意第１号 大空町教育委員会委員の任命

について 
   大空町教育委員会委員 相馬隆が平成２５年６月１１日をもって任期が満了するの

で、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、次の者を

後任委員に任命することについて議会の同意を求める。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   住所は北海道網走郡大空町女満別眺湖台２丁目４番２号、氏名は相馬隆、生年月日

は昭和２４年１月２０日生まれでございます。 
相馬氏は、平成２３年１２月から大空町教育委員会委員、昨年６月からは委員長と

して教育行政の運営に携わってこられました。現在、女満別小学校改築事業や豊住小

学校と女満別小学校の統合に向けての事業に取り組んでおられます。文教施設の老朽

化や少子化、情報化等に対応した教育の質の向上という課題も喫緊のものとなってお

ります。また、高等学校の存続及び再編について、多角的に検討する必要がある中で、

教育委員会の役割は大変重要なものとなっております。このため、経験豊かな相馬氏

が適任であると判断しましたことから、同氏の任命につきまして議会の同意を求める

ものでございます。 
御本人の経歴等につきましては、参考資料の３ページを御参照いただきたいと存じ
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ます。 
   提案理由を説明させていただきましたので、何とぞ御審議の上、御同意賜りますよ

うお願い申し上げます。 
 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
   これで質疑を終わります。 

  
◇議  長 これから同意第１号 大空町教育委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は、これに同意することに御異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第１号 大空町教育委員会委員の任命については、同意するこ

とに決定しました。 
 

◎日程第８ 同意第２号 

◇議  長 日程第８、同意第２号 オホーツク町村公平委員会委員の選任についてを議

題とします。 
本件について提案理由の説明を求めます。 
山下町長。 

  

◇町  長 議案書の５ページでございます。「同意第２号 オホーツク町村公平委員会委

員の選任について 
   オホーツク町村公平委員会委員 安井敏和が平成２５年３月３１日をもって任期が

満了するので、オホーツク町村公平委員会規約第３条第１項の規定により、次の者を

後任委員に選任することについて議会の同意を求める。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   住所は北海道常呂郡置戸町字北光５０番地の１３３、氏名は田村昌文、生年月日は

昭和２３年６月１６日生まれであります。 
田村氏は、昨年６月まで置戸町副町長としてオホーツク管内副町長会の会長の職に

もございました。本人の経歴等につきましては、参考資料の５ページを御参照いただ

きたいと存じます。 
   提案理由を説明させていただきましたので、御審議の上、何とぞ御同意賜りますよ

うお願い申し上げます。 
 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
   これで質疑を終わります。 

  
◇議  長 これから同意第２号 オホーツク町村公平委員会委員の選任についてを採
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決します。 
お諮りします。本件は、これに同意することに御異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第２号 オホーツク町村公平委員会委員の選任については、同意

することに決定しました。 
 

◎日程第９ 議案第３号 

◇議  長 日程第９、議案第３号 大空町新型インフルエンザ等対策本部条例制定につ

いてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

  

◇福祉課長 議案書の１９ページをお開きください。「議案第３号 大空町新型インフルエ

ンザ等対策本部条例制定について 
このことについて、別紙のとおり提出する。 
平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
国民の大部分が、現在その免疫を獲得していないことなどから、新型インフルエン

ザ等が全国的かつ急速に蔓延し、かつ、これにかかった場合の症状の程度が重篤とな

るおそれがあり、また、国民生活及び国民経済に重大な影響を及ぼすおそれがあるこ

とに鑑み、新型インフルエンザ等対策の実施に関する計画、発生時における措置、緊

急事態措置、その他の事項について特別措置の定めるところにより、感染症の予防及

び感染症の患者に対する医療に関する法律、その他新型インフルエンザ等の発生の予

防及び蔓延の防止に関する法律と相まって、新型インフルエンザ等に対する対策の強

化を図り、もって新型インフルエンザ等の発生時における国民の生命及び健康を保護

し、並びに国民生活及び国民経済に及ぼす影響が最小となるようにすることを目的と

して、新型インフルエンザ等対策特別措置法が昨年４月に成立しました。この法律に

基づき、市町村は対策本部の設置が求められておりますことから、本条例を制定する

ものでございます。 
新設条例ではございますが、読み上げを省略させていただき、条文の概要について

説明をさせていただきます。 
２１ページ、２２ページが条文でございます。第２条、組織でありますが、本部長

は町長が、副本部長は副町長が当たり、それぞれの職務を規定しております。第３条

は、本部長が会議を招集し、会議には大空町職員以外の者を出席させるときは、当該

出席者に意見を求めることができる旨を規定し、第４条では、本部長が必要と認めた

ときは、班を置くことができる旨を規定しています。 
法律の施行日は、「公布の日から起算して１年を超えない範囲において政令で定め

る日」と定められており、法律の公布日は平成２４年５月１１日となっておりますの

で、本年５月１０日までに施行することとなります。 
以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお

願い申し上げます。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第３号 大空町新型インフルエンザ等対策本部条例制定についてを

採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３号 大空町新型インフルエンザ等対策本部条例制定につい

ては、原案のとおり決定されました。 
 

◎日程第１０ 議案第４号 

◇議  長 日程第１０、議案第４号 平成２４年度大空町一般会計補正予算（第７号）

を議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議案書２３ページであります。「議案第４号 平成２４年度大空町一般会計 
  補正予算（第７号） 
   平成２４年度大空町一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 
   歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億４，

５４２万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８５億２，５６８

万８，０００円とする。 
２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
繰越明許費、第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り

越して使用することができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 
債務負担行為の補正、第３条、債務負担行為の変更は、「第３表 債務負担行為補

正」による。 
地方債の補正、第４条、地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による。 

   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   ２４ページ、第１表 歳入歳出予算補正、歳入であります。１款 町税に１，２６ 
  ９万円を追加、４款 配当割交付金に３６万２，０００円を追加、７款 ゴルフ場利 
  用税交付金から２２万円を減額、１２款 分担金及び負担金から２，０１１万９，０ 
  ００円を減額、１３款 使用料及び手数料に１９５万円を追加、１４款 国庫支出金 
  に３億５，１９６万円を追加、１５款 道支出金から２，２７１万４，０００円を減 
  額、１６款 財産収入に１５８万１，０００円を追加、１７款 寄附金に１８０万円 
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  を追加、１８款 繰入金から１，３９４万８，０００円を減額、２０款 諸収入から 
  ９１万８，０００円を減額、２１款 町債に１億３，３００万円を追加、歳入合計は 
  ４億４，５４２万４，０００円を追加し、８５億２，５６８万８，０００円とするも 
  のであります。 
   ２６ページ、歳出であります。１款 議会費から６３万５，０００円を減額、２款  
  総務費に５，９９３万７，０００円を追加、３款 民生費に２，６８５万８，０００ 
  円を追加、４款 衛生費から１，０８０万２，０００円を減額、５款 労働費から２ 
  万２，０００円を減額、６款 農林水産業費に１億５９５万円を追加、７款 商工費 
  から４０８万５，０００円を減額、８款 土木費に２億１５８万２，０００円を追加、 
  ９款 消防費から５４４万５，０００円を減額、１０款 教育費に９，９０９万２， 
  ０００円を追加、１１款 公債費から６７３万１，０００円を減額、１２款 職員給 
  与費から２，０２７万５，０００円を減額、歳出合計は４億４，５４２万４，０００ 
  円を追加し、歳入合計と同額とするものであります。 
   ２８ページをお開き願います。第２表 繰越明許費です。繰越明許費については全

体で約６億円ございます。２款 ３項 戸籍住民基本台帳管理事業の５４６万円につ

いては、当初予算で外国人住民に係る住民基本台帳システム改修委託料として計上し

ておりましたが、システム改修に必要な国の仕様書が年度内に示されないために、翌

年度に繰り越すこととなりました。 
   ６款 １項の農業費については、いずれも国の緊急経済対策によるもので、年度内

に事業ができないため繰り越すものです。古梅地区基幹水利施設管理事業の５，２０

０万円につきましては、古梅ダムの老朽化している受電設備架空電線等の整備につい

て繰り越すものであります。国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理事業４７万円は、

網走市、ほか４町で管理している緑ダムが国の緊急経済対策により整備されますが、

大空町の負担分について繰り越すものです。農業体質強化基盤整備促進事業１億５，

７５０万円につきましては、暗渠排水事業として１０５ヘクタールについて繰り越す

ものです。 
   ８款 土木費についても、すべて国の緊急経済対策によるもので年度内に事業がで

きないので繰り越すものです。２項の道路橋りょう費の除雪機械整備事業４，３９０

万円は、東藻琴地区の平成７年車除雪トラックを更新するものです。３丁目線道路整

備事業１，７００万円と５丁目線道路整備事業３，５００万円は、歩道整備について

繰り越しします。舗装道路整備事業２，２００万円は、道路の路面性状調査について

繰り越しします。本郷西２号線道路整備事業２，２００万円から、千草１０１号線道

路整備事業２，２００万円までは道路の路面補修について繰り越しします。これらの

整備状況は、参考資料の８ページ、９ページに掲載していますので参考にしていただ

きたいと思います。 
６項 住宅費の中央さくら団地建設事業４，８１３万円は、１棟２戸の建設につい

て繰り越すものです。 
１０款の教育費についても国の緊急経済対策によるものです。２項 小学校費の女

満別小学校改築事業１，２８７万２，０００円は、女満別小学校のグラウンド整備に

ついて繰り越すものです。３項 中学校費の東藻琴中学校大規模改修事業１億１，７

６０万円は、屋体の窓枠や屋根防水などの大規模改修について繰り越すものでありま

す。 



- 12 - 
 

   次に、第３表 債務負担行為補正です。１ 変更で現年度議決に係る分です。農業

経営基盤強化資金利子補給金は、限度額を３０８万円から１０９万３，０００円に、

農業振興資金利子補給金は、限度額を４０５万円から３４７万９，０００円に変更す

るものですが、いずれも農業者の借入金額の確定によるものです。平成２４年度入学

資金借入金利子等助成金は、限度額を５９万円から１２万３，０００円に、金利変動

による増額分を加算した額に変更するものです。借入者の確定と借り入れる資金が変

動金利のため、一部文章による表記としております。 
   続きまして、３０ページをお開き願います。第４表 地方債補正、１ 追加でござ

います。女満別本町地区簡易水道事業債１，１４０万円は、簡易水道会計で予定して

いた過疎債の一部が本年度大変厳しく、配分が少なくなっております。その借り入れ

できない分を一般会計から繰り入れする場合に、東日本大震災関係の地方債で緊急防

災・減災事業債を一般会計で借り入れすることとなったものです。古梅地区基幹水利

施設整備事業債から千草１０１号線道路整備事業債までは、国の緊急経済対策に係る

分です。古梅地区基幹水利施設整備事業債２，３５０万円は、古梅ダムの老朽化して

いる受電設備架空電線等の整備に伴うもので、補正予算債を予定しております。除雪

機械整備事業債は、東藻琴地区の平成７年車除雪トラックの更新と５丁目線道路整備

事業債の歩道整備は、過疎債を予定しております。本郷西２号線道路整備事業債から

千草１０１号線道路整備事業債のそれぞれ７６０万円につきましては、舗装道路路面

補修で補正予算債を予定しております。 
   ３１ページ、２ 変更であります。診療施設整備事業債は、東藻琴診療所のエック

ス線画像読取装置等の医療機器について額の確定により、２８０万円から８０万円減

額し２００万円に変更しております。 
   女満別本郷地区地域水田農業再編緊急整備事業債は１，４９０万円から２１０万円

減額し１，２８０万円に、東藻琴上東地区農道保全対策事業債は１，０５０万円から

２０万円減額し１，０３０万円に、東藻琴西部地区担い手畑総整備事業債は５０万円

から２０万円減額し３０万円に、公有林整備事業債は８７０万円から３６０万円減額

し５１０万円に、藻琴山温泉芝桜公園整備事業債は４，４７０万円から３０万円減額

し４，４４０万円に、それぞれ事業費の確定により変更しております。３丁目線道路

整備事業債は、当初予算分の額の確定による分で１７０万円減少し、国の緊急経済対

策により５８０万円追加となり差し引き４１０万円の増で８６０万円に変更しており

ます。開陽中央線道路整備事業債は５，７７０万円から６９０万減額し５，０８０  

万円に、研修会館通り線道路整備事業債は１，３１０万円から５０万円減額し１，２

６０万円に、３２ページの仲通り線道路整備事業債は６００万円から１０万円を減額

し５９０万円に、西３条線道路整備事業債は９３０万円から２３０万円減額し７００

万円に、東藻琴７号線道路整備事業債は２，５１０万円から６２０万円減額し１，８

９０万円にそれぞれ変更しています。事業費の確定によるものであります。町営住宅

整備事業債は、当初予算分のはなぞの団地で額の確定により５７０万円減少し、国の

緊急経済対策により東藻琴地区の中央さくら団地で２，３１０万円追加となり、差し

引き１，７４０万円の増で１億３５０万円に変更しております。高規格救急自動車整

備事業債は３，３００万円から２９０万円減額し３，０１０万円に、女満別高等学校

生徒寄宿舎整備事業債は７，８９０万円から３９０万円に減額し７，５００万円に変

更していますが、額の確定によるものです。女満別小学校整備事業債は、当初予算分
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で過疎債から合併特例債に変更となり、限度額がふえたため８２０万円増加となりま

した。さらに緊急経済対策で８５０万円が追加となり、合わせて１，６７０万円ふえ

９，４１０万円に変更しております。償還の方法について変更しておりますが、合併

特例債を借りることとなりましたので３０年以内償還、うち据置５年以内に変更して

おります。東藻琴中学校整備事業債は、当初分で国の交付金が増額となったことや事

業費の確定で３，６１０万円減額となっておりますが、国の緊急経済対策により７，

０００万円が追加されるので、差し引き３，３９０万円ふえ１億９，０３０万円に変

更するものです。 
   スクールバス整備事業債は、事業費の確定により１，５１０万円から１１０万円減 
  額し１，４００万円に変更しております。 
   ３３ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。今回の補 
  正につきましては、年度末に向けて実行予算を実施したものであり、執行残等により 
  整理したものは説明を省略させていただきますので御了承願います。 
   ３ 歳出から説明します。ページが飛びますけれども、５４ページ、５５ページを

お開き願います。２款 １項 １目 一般管理費の庁用共通経費の１４節 複写機借

上料を５２万８，０００円追加しております。庁舎内のコピー機につきまして、本年

度は地域防災計画、都市公園や下水道等の各長寿命化計画、医療計画や障がい福祉計

画などの福祉関係の計画と、計画策定のための事務によりコピー枚数が増加し不足す

る見込みであることから追加させていただくものであります。 
  また、ページが飛びますけれども、６０ページ、６１ページをお開き願います。２

款 １項 ９目 財政調整等基金費で、公共施設等整備基金積立金に７，７７８万５，

０００円を追加しております。今回の財源調整により積み立てることとし ました。 
  次は６４ページ、６５ページでございます。中ほどの、３款 １項 １目 社会福

祉総務費で地域福祉基金積立金に７３万１，０００円を追加しております。利子分で

２万９，０００円減額となっており、寄附による積み立てが７６万円あり差し引き７

３万１，０００円を追加するものです。国民健康保険事業特別会計繰出金５，１２６

万３，０００円についてですが、保険基盤安定のための法定繰り入れが１２６万３，

０００円と、今後の国保財政基盤安定化のため国民健康保険基金に積み立てる財源と

して５，０００万円を追加していますので、合わせて５，１２６万３，０００円を追

加しております。 
  ６６ページ、６７ページであります。２目 老人福祉費の軽度生活援助事業の除雪

サービス委託料１９万６，０００円と、除雪サービス事業助成金７万円につきまして

は、この冬季の降雪の増により利用者がふえており追加しております。 
  ６８ページ、６９ページです。介護保険事業勘定特別会計繰出金に５２９万９，０

００円を追加しておりますが、各介護サービス給付費が施設等の利用増により伸びて

いるためであります。３目 障害者福祉費の障害者自立支援事業の障害者介護・訓練

等給付費に４７７万７，０００円を追加しておりますが、対象者の増によるものです。

障害者日常生活用具給付費等事業給付費に４２万５，０００円を追加しておりますが、

日常生活用具のストマ等の利用がふえたためであります。 
７０ページ、７１ページの一番上になりますが、２目 児童措置費の特別児童扶養

手当認定請求事務費の消耗品費に６，０００円を追加しております。国の事務委託金

が対象人数の増によりふえたことによるものです。 
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  ７２ページ、７３ページです。下段になりますが、４款 １項 ３目 環境衛生費

の簡易水道事業特別会計繰出金に２０１万３，０００円を追加しております。簡易水

道事業において本町地区、高台地区で水道管路の整備工事を実施しており、財源確保

のため過疎債を予定しておりましたが、本年度は過疎債の枠が厳しく、１，１４０万

円について財源不足となりました。その対策として、緊急防災・減債事業債に振りか

えられることとなりましたが、緊急防災・減債事業債は一般会計で借り入れしなけれ

ばなりません。また、簡易水道事業特別会計も実行予算により執行残等を整理してお

り、差し引き２０１万３，０００円を繰り出すこととしております。 
  ７４ページ、７５ページであります。上段の５目 健康増進対策費の健康増進事業

で、前年度感染症予防事業費等補助金返還金に９万９，０００円を追加しております。

平成２３年度のがん検診の無料クーポン券に対する補助金について、精算金が発生し

たためであります。２項 1 目の塵芥処理費の一般廃棄物焼却処理施設管理運営費で
燃料費を５７万９，０００円追加しております。燃料の高騰により追加しております。 

  ７６ページ、７７ページです。６款 １項 １目 大空町農業委員会費の農地保有

合理化促進事務費の消耗品費に２万４，０００円を追加しております。農地保有合理

化促進事業事務委託金が、取り扱い件数の増によりふえたため追加しております。 
  ７８ページ、７９ページです。上段の戸別所得補償制度対策事業で、１９節 戸別

所得補償経営安定推進事業補助金に４７１万８，０００円を追加しております。農業

者が農地を手放した場合にも、この事業の対象となりますが、本年度対象となる案件

が発生したので追加しております。下段の５目 農地費の農地一般事務費の１９節 

食料供給基盤強化特別対策事業負担金に１８２万７，０００円を追加しております。

大空町の農業者が美幌地区で農業基盤整備を実施しておりますが、美幌町への負担金

について確定したので追加しております。 
  ８０ページ、８１ページであります。上段になりますが、道営事業の女満別本郷地

区地域水田農業再編緊急整備事業の１，０４５万１，０００円の減額、女満別東部高

台地区担い手畑総整備事業負担金の１，８０７万円の減額は、秋の長雨により一部事

業が中止となり減額しております。６目 肉牛振興費の和牛産地強化事業で修繕料６

７万４，０００円を追加しております。牧野の管理人住宅のボイラーと給湯機が老朽

化し、故障がちのため修繕するものであります。７目 団体営諸土地改良費の古梅地

区基幹水利施設整備工事として５，２００万円を追加しております。国の緊急経済対

策によるもので、古梅ダムの受電設備架空電線、開閉器変圧設備、ダムゲート操作盤

の更新を行うものです。国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理事業負担金に４７万

円を追加しております。網走市、ほか４町が管理する緑ダムが国の緊急経済対策で整

備されますが、大空町の負担分について追加しております。農業体質強化基盤整備促

進事業補助金に１億１，０２５万円を追加しております。国の緊急経済対策によるも

ので、当初予算ですでに４，７２５万円ありますので、補正後の予算額は繰越明許費

予算で説明した１億５，７５０万円となり、１０５ヘクタールの暗渠排水事業を予定

しております。 
   ページが飛びますけれども、８８ページ、８９ページをお開き願います。上段の除

雪対策事業に、除雪トラック４，３９０万円を追加しております。国の緊急経済対策

によるもので、東藻琴地区の平成７年車除雪トラック１台を更新するものであります。 
  ４項 道路新設改良費の３丁目線道路整備事業の測量設計委託料２８０万円と、歩道
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整備工事１，４２０万円、そして中段から下段にかけて５丁目線道路整備事業で測量

設計委託料７２０万円、歩道整備工事２，５３０万円、支障物件補償費２５０万円、

そして、次の９０ページ、９１ページの舗装路面性状調査委託料２，２００万円、 本

郷西２号線舗装工事２，２００万円、本郷西４号線舗装工事２，２００万円、朝日巴

沢線舗装工事２，２００万円、千草１０１号線道路整備事業２，２００万円をそれぞ

れ追加しておりますが、繰越明許費で説明したとおり、国の緊急経済対策によるもの

で、これらの整備状況は、参考資料の８ページ、９ページに掲載しておりますので参

考としてください。 
   ９２ページ、９３ページです。２目の町営住宅建設費で、中央さくら団地建設事業

として設計住宅性能評価申請手数料９万６，０００円と建設工事４，８０８万２，０

００円を追加しておりますが、緊急経済対策に伴うもので木造平屋建て１棟２戸を予

定しております。 
   ９４ページ、９５ページであります。１０款 １項 ２目 事務局費の一番下にな

りますが、学校教育施設建設基金積立金に７２万７，０００円を追加しております。

利子分で２万３，０００円減少し、寄附による積立分が７５万円ありますので差し引

き７２万７，０００円を追加しております。 
   またページが飛びますけれども、９８ページ、９９ページをお開き願います。３目 

学校建設費の女満別小学校改築事業で建設工事から１５３万１，０００円を減額して

おりますが、本年度実施した校舎解体等の執行残が１，４４０万３，０００円ありま

すが、国の緊急経済対策によるグラウンド整備事業が１，２８７万２，０００円あり

ますので差し引き１５３万１，０００円を減額しております。３項 １目の女満別中

学校管理費の燃料費に１０８万９，０００円、東藻琴中学校管理費の燃料費に２０万

円を追加しておりますが、燃料の高騰によるものであります。 
   １００ページ、１０１ページの東藻琴中学校大規模改修事業で工事監理委託料２４ 
  ７万９，０００円を追加しております。本年度、大規模改修事業の執行残が工事監理    
  委託料で１２万１，０００円減額となりますが、国の緊急経済対策分として２６０万 

円ありますので、差し引き２４７万９，０００円の追加となります。また、大規模改

修工事で１億１，０８６万７，０００円を追加しておりますが、本年度の執行残で４

１３万３，０００円減額となりますが、国の緊急経済対策分として１億１，５００万

円が追加となりますので、差し引き１億１，０８６万７，０００円の追加となります。

３目のスクールバス運行費で燃料費を９９万７，０００円追加しておりますが、燃料

高騰によるものです。 
   ページが飛びますけれども、１０６ページ、１０７ページをお開き願います。４目 
  図書館費の図書館運営協議会委員報酬に１万円を追加しております。本年度、図書館 
  に関する計画の策定年であり、運営協議会の回数がふえたため追加しております。７   
  項 １目 保健体育総務費のスポーツ活動振興事業で消耗品費に５万５，０００円を

追加しておりますが、スポーツ活動にと寄附がございまして、各スポーツ競技で使用

できる得点板を購入することといたしました。 
   １０８ページ、１０９ページです。３目 給食センター費の東藻琴学校給食センタ 
  ー管理運営費で燃料費に８万２，０００円を追加しておりますが、燃料高騰によるも   
  のです。また、修繕料に１４万３，０００円を追加しておりますが、蒸気回転釜の配 
  管が不具合のため修繕するものであります。 
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   １１款 １項 １目 地方債元金償還金に３８万円を追加しております。平成１３ 
  年度に借り入れしました臨時財政対策債の１億６，４４０万円と、減税補填債１，２ 
  ００万円については償還年数が２０年となっておりますが、１０年目で利率を見直す 
  こととしております。本年度は１０年目の年となり、利率が１．４％から０．６％に 
  見直しとなり、利息については４７１万３，０００円の負担軽減となりました。全体 
  の償還額は下がりましたが、元利均等償還のため内訳として元金がふえたため追加し 
  ております。 
   続きまして、歳入の説明をしますので、３６ページ、３７ページをお開き願います。 
  １款の町税から７款のゴルフ場利用税交付金までは、実績見込みなどにより増減さ 
  せております。 
   １２款 １項 １目の農林水産業費分担金の農業基盤整備事業分担金で１，７４２ 
  万２，０００円を減額しておりますが、各事業の事業費の確定により農業者の分担金 
  について増減しております。 
   ３８ページ、３９ページであります。２項 １目 民生費負担金の老人福祉施設保 
  護措置費用徴収金から１７４万１，０００円を減額しております。入院や死亡により 
  利用者が減ったことによるものであります。２目 衛生費負担金のごみ焼却施設維持 
  管理費負担金で９５万６，０００円を減額しております。津別町からの焼却するごみ

の投入量が見込みより減ったため、減額するものであります。 
   １３款 １項 ２目 民生使用料の保育所保育料から８７万４，０００円を減額し 
  ておりますが、主に豊住保育園の入園者が当初見込みより減ったためであります。６ 
  目 土木使用料 ４節 住宅使用料は、町営住宅等の入退去により増減しております

が、全体的には滞納繰越分の増などにより１５１万２，０００円ふえております。７

目 教育使用料の２節 幼稚園使用料の預かり保育所保育料で１２６万９，０００円

を追加しておりますが、預かりの人数がふえたためであります。２項 ３目 衛生手

数料の１節 清掃手数料のごみ処分手数料に１４７万５，０００円を追加しておりま

すが、主に一般廃棄物処理場への直接搬入がふえたためであります。 
   ４０ページ、４１ページであります。１４款 １項 ２目 民生費国庫負担金の２

節 障害者福祉費負担金に３３８万８，０００円を追加しております。対象者の増に

よるものであります。次の３節 子ども手当・児童手当負担金は法律の改正に伴い増

減しておりますが、全体的には所得制限や対象者の見込み減で１，０１７万１，００

０円減額となりました。４節 障害児施設給付費等負担金で１２６万７，０００円減

額しておりますが、先ほどの障害者福祉費負担金で３３８万８，０００円を追加しま

したが、これは大人の部分でふえており、障がい児、子供の部分では減っているため

であります。２項 １目 民生費国庫補助金の子育て支援交付金から２６９万円を減

額しております。保育園や児童センターに対する交付金について、国の配分が減った

ことによるものであります。３目 農林水産業費国庫補助金の農地制度実施円滑化事

業補助金に１９９万１，０００円を追加しております。農業委員会の農家台帳システ

ム整備に伴うもので、補助対象経費がふえたことにより追加となりました。農業体質

強化基盤整備促進事業補助金に１億５００万円、古梅地区基幹水利施設整備事業補助

金に２，６５０万円を追加しておりますが、国の緊急経済対策によるものです。４目 

教育費国庫補助金 １節 小学校費補助金の学校施設環境改善交付金に３６２万４，

０００円を追加しております。女満別小学校改築に係る交付金で、本年度分について
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は事業費確定により６４万８，０００円の減額となりますが、国の緊急経済対策によ

る分が４２７万２，０００円の増額となりますので差し引き３６２万４，０００円の

追加となります。２節 中学校費補助金の学校施設環境改善交付金は、東藻琴中学校

大規模改修事業に係るもので、本年度分は補助対象経費がふえて国の配分が３，０８

２万５，０００円増額となりました。また、国の緊急経済対策によるものが３，３６

６万５，０００円ありますので、合わせて６，４４９万円の追加となります。 
４２ページ、４３ページです。４項 １目 社会資本整備総合交付金に１億６，１

５６万２，０００円を追加しております。開陽中央線道路整備事業交付金は、事業費

確定により７０３万２，０００円減額しております。除雪対策事業交付金６７６万円

は、雪寒路線の除雪費用について追加配当がありました。除雪機械整備事業交付金は、

国の緊急経済対策により２，６８３万円を追加しております。地域住宅交付金に、３，

１７４万円を追加しております。本年度、はなぞの団地建設事業分として１，１７１

万７，０００円増額となり、さらに国の緊急経済対策に係る中央さくら団地建設事業

で２，００２万３，０００円ありますので、合わせて３，１７４万円の追加となりま

す。３丁目線道路整備事業交付金は、本年度事業費確定により３１１万３，０００円

の減額となりますが、国の緊急経済対策により１，１０５万円ふえますので、差し引

き７９３万７，０００円の追加となります。西３条線道路整備事業交付金は、交付金

の追加配当により２５０万２，０００円を追加しております。舗装道路整備事業交付

金１，４３０万円から５丁目線道路整備事業交付金２，１４５万円までは、国の緊急

経済対策による追加分です。 
   １５款 １項 １目 民生費道負担金、１節 社会福祉費負担金の国民健康保険基

盤安定負担金は歳出で説明しましたが、保険基盤安定のための法定繰り入れのため道

負担金が１０４万円追加となるものです。２節 障害者福祉費負担金に２１２万３，

０００円を追加しております。先ほど国の負担金で説明したとおり、障がい者の大人

の部分について対象者がふえて、北海道の負担金も増額となります。次の３節 子ど

も手当・児童手当負担金も法律の改正に伴い増減し、全体では２０３万３，０００円

の減額となります。２項 １目 民生費国庫補助金の子育て支援交付金から２６９万

円を減額しております。保育園や児童センターに対する交付金について、国の配分が

減ったものであります。２項 １目 総務費道補助金で、地域づくり総合交付金に７

７万７，０００円を追加しております。地域再生加速事業として、乗合タクシー制度

が補助の対象となり追加しております。２目 民生費道補助金の福祉灯油購入助成事

業補助金５０万円は、北海道の補助対象となり追加しております。 
   ４４ページ、４５ページであります。５目 農林水産業費道補助金、１節 農業費

補助金の食料供給基盤強化特別対策事業補助金から８０８万１，０００円を減額して

おります。北海道のパワーアップ補助金ですが、長雨による事業中止などで減額とな

っております。レーザー式均平作業機導入補助金の８８０万円の減、コンテナ洗浄施

設整備事業補助金４３５万５，０００円の減は、執行残によるものです。戸別所得補

償経営安定推進事業補助金４７１万８，０００円の追加は歳出で説明しましたが、農

業者が農地を手放した場合にもこの事業の対象となりますが、本年度対象となる案件

が発生したので追加しております。２節 林業費補助金の森林環境保全整備事業補助

金と未来につなぐ森づくり推進事業補助金は、執行残に伴うものです。エゾシカ緊急

対策事業補助金に８万円を追加しております。町で取り組んでおりますエゾシカ対策
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が北海道の補助対象となったものです。 
   １６款 １項 １目 土地貸付料で１９７万３，０００円を追加しております。工

事現場の仮設事務所等で一時的に貸し付けたものが３８万円ございまして、福富牧野

と東洋牧野については普通財産として貸し付けしており１５９万３，０００円を追加

し、合わせて１９７万３，０００円を追加しております。一番下の２項 １目 立木

売払代に２２２万６，０００円を追加しております。保安林整備において保安林の更

新をより多く図れる方法に切りかえたため、伐採面積がふえ、立木売払代に追加して

おります。また、次のページの２目 １節 物品売払収入の素材売払代は、８５万４，

０００円の減額となっております。不用物品売払収入５９万８，０００円は、車５台

を売り払いしたものであります。 
   １７款 １項 １目の一般寄附金に１８０万円を追加しております。個人５件と団

体２件の計７件から御寄附がありました。 
   １８款 １項 ３目 地域福祉基金繰入金の２万３，０００円の減額は、緊急通報

システムの執行残に伴うものです。５目 高校教育振興基金繰入金の１０４万２，０

００円の減額は、東藻琴高校の研修費の減額によるものです。６目 学校教育施設建

設基金繰入金から１，２８８万３，０００円を減額しております。女満別小学校改築

事業の事業費確定によるものです。 
   ２０款 ４項 １目 弁償金に１１７万１，０００円を追加しております。芝桜公

園の温室で生産しているイチゴについて、昨年の９月に苗を定植し年明けから本格的

な収穫を開始する予定でしたが、出荷販売開始前に行う残留農薬検査の結果、使用を

許可されていない農薬を使用していたことが判明し、イチゴの苗と床土をすべて廃棄

処分することとなりました。このことにより、１月から３月まで町に収入される予定

であったイチゴの売り払い収入が未収になったことから、ハウス施設管理業務委託者

から弁償してもらうため追加しております。９目 雑入については、それぞれ事業の

状況により増減しておりますが、草地利用負担金について２３２万５，０００円を減

額しておりますが、福富牧野と東洋牧野の貸し付けについて普通財産に切りかえたた

め全額減額しております。再商品化合理化拠出金配分金１６万７，０００円を追加し

ております。日本容器包装リサイクル協会から、リサイクルにかかった費用が見込み

より下がったため配分されることとなりました。 
   ４９ページでございます。上段の北海道観光振興機構助成金５０万円の減額は、ク

ロスメディア事業に対するもので、また、日本森林林業振興会助成金７０万円の減に

ついては、藻琴山のバイオトイレ設置に伴い予定しておりましたけれども、それぞれ

配分されなかったため減額しております。芝桜公園ハウス施設生産物売払代８８万９，

０００円はイチゴの売り払い代について追加しております。環境対応車普及促進事業

補助金２０万円を追加しております。公用車の更新をしておりますが、いわゆるエコ

カー補助金の対象となったものであります。過年度農地・水・環境保全向上対策事業

返還金について、平成１９年度から平成２３年度の１期目の終了に伴う精算金として、

土地改良事業団体連合会から返還されるものであります。長寿健康増進事業特別対策

補助金２４万４，０００円を追加しております。後期高齢者の肺炎球菌予防接種など

に対して、後期高齢者医療広域連合から助成されることとなりました。食料供給基盤

強化特別対策事業負担金１５２万６，０００円は、農村基盤整備において網走市と美

幌町の農家の方が女満別東部高台地区で事業を行っておりますが、そのパワーアップ
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事業に係る負担金を網走市と美幌町から負担していただくものであります。 
   ２１款 町債につきましては、第４表で説明したとおりなので省略をさせていただ

きます。 
なお、地方譲与税、地方交付税、町債など３月下旬でないとわからない経費につき

ましては、従来どおり専決処分をさせていただきたいと思っておりますので御了承願

います。 
  以上で補正予算の内容について説明申し上げましたが、よろしく御審議くださるよ

うお願いいたします。 
 
◇議  長 平成２４年度大空町一般会計補正予算（第７号）の議案の説明が終わりまし

た。 
   ここで昼食のため休憩します。 

再開は午後１時といたします。 

 
休憩 午前１２時１２分 
再開 午後 １時００分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   日程第１０、議案第４号の議事を続けます。 
   これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
   １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 提案された補正予算の関係で、７５ページです。それから、８３ページにわ 
  たって、ちょっと２カ所お聞かせ願いたいです。 
   ７５ページに関しては、執行残の関係ですけれども、東藻琴の診療所の管理運営費 
  が１７１万２，０００円減額になっています。その内訳の大きなものは、備品購入費

ということで１５５万３，０００円が計上されて、執行残として補正されるようでご

ざいますけれども、この減額補正について、もうちょっと詳しい説明を中身としてお

聞かせ願えればありがたいということでございます。 
   ２点目は、８３ページの住宅リフォーム促進事業補助金の１３９万４，０００円で 
  あります。これは、だいぶ好評だというふうに私は伺っておったわけですが、何らか 
  の知恵で執行残のないように希望者も結構……１回目の抽選といいますか、終わった 
  後、応募がないということであるのかどうなのか、よくわからないので、もう少し中 
  身をわかりやくす御説明いただければありがたいと思います。 

以上です。 
 
◇議  長 阿部住民福祉課長。 
 
◇住民福祉課長 １点目の診療所の備品購入費の執行残でございますけれども、これは医 
  療用の備品の購入でございまして、入札による執行残ということで残ったものでござ 
  います。 
   以上です。 
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◇議  長 福田産業課長。 
 
◇産業課長 住宅リフォームの関係でございますけれども、平成２４年度につきましては、 
  ９０件の方が本申請と申しましょうか、該当するということで決まったわけでござい 
  ますけれども、その後何らかの理由によりまして４件の方が御辞退申し上げてきたと

いうことでございます。それに伴いますものが１００万９，０００円、それから申請

後、リフォームの内容を変更して補助金の額が減額されたものが７件ほどございまし

て、これで３８万５，０００円の補助金の金額が変わりまして、合計１３９万４，０

００円の執行残ということでございます。 
 
◇議  長 阿部住民福祉課長。 
 
◇住民福祉課長 説明不足がございましたので、御説明申し上げます。医療用の備品でご 
  ざいますが、エックス線の画像読取装置、それからエックス線のフィルム自動現像機 
  の備品購入に係る入札減ということでございますので、御理解をいただきたいと思い 
  ます。 
 
◇議  長 １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 ありがとうございます。１５５万３，０００円の備品購入費の件です。より

詳しくわかりたいと思っているのですが、最初の予算の割合からいって、これが入札

による減だと。見積もり、その他との予算の措置の関係からいって、何か特別安くな

った理由があるのかなという感じをするわけです。丁寧にもう一つだけ、お聞かせ願

えるとありがたいと思っております。 
   なお、住宅リフォーム事業については、理解をいたしました。 
 
◇議  長 阿部住民福祉課長。 
 
◇住民福祉課長 予算措置の段階では、１社より見積もりをとりまして、それに基づいて 
  予算を見るわけでございますけれども、今回２社で入札をやりまして、特にこれが原

因という入札減の状況ではございません。 
 
◇小島議員 わかりました。 
 
◇議  長 そのほかありませんか。 
   １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 ５点ほど。５３ページ、２款 総務費 情報公開及び個人情報保護審査会に

ついてであります。次いで５７ページ、職員研修事業。ページ７３、４款 衛生費 自

動体外式除細動器購入費補助金についてです。４番目、ページ８５、７款 商工費 朝

日ヶ丘公園管理費について。５番目、９３ページ、８款 土木費 ６項 住宅費につ
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いてです。 
   総務費の情報公開及び個人情報保護審査会の補正でございますけれども、５万４， 
  ０００円ほどあったと思いますが、２万８，０００円の減と。これは、何回開かれた 
  のでしょうか。また、案件はどのようなものだったか、お聞かせ願いたいと思います。 
   ページ５７の職員研修事業については、昨年度も町長の執行方針にもあったようで

ありますが、これも６８万４，０００円ほど減額となっております。どの程度の職員

が研修に参加したことになったのか。また、どのような研修内容であったか。 
   ページ７３の衛生費です。自動体外式除細動器の補助金でございます。これも４０ 
  万円ほど予算ではありましたけれども、マイナス３０万円。１件のみとなったと思い 
  ますが、どういった施設に設置されたのか。 
   ページ８５、７款 商工費 朝日ヶ丘公園管理費でございます。この芝張りの工事 
  でございますけれども、２年度にわたって行うと。本年度も予算をつけられているよ 
  うでございますけれども、この芝はどこの業者からであったのか。また、過日の議会 
  報告会でも、全国のパークゴルフ場を経験しているお方から質問がありました。その 
  中で、レイアウトの変更をしていただきたいとか、うちどもの内容が余りよくないと

か、いろんな意見を頂戴したわけですけれども、そういったことにどのように対応で

きるような形でこの工事に踏み切っているのか。 
   ページ９３の住宅費につきましては、風呂場の設置工事についてでありますけれど 
  も、これも５６万９，０００円ほど減額になっておりますけれども、どのようなスケ 
  ジュールでこの工事が進められているのか。 
   この５点でございます。 
 
◇議  長 竹内総務課長。 
 
◇総務課長 ５３ページの情報公開及び個人情報保護審査会の関係ですけれども、予算は 
  ２回分を見ていたわけなんですけれども、１回の開催で終了してございます。 
   あと、職員の研修の関係の５７ページなんですけれども、これにつきましては、定 
  住自立圏の関係で網走市と研修を一緒に開催する予定で、ある程度予算を組んでいま 

したけれども、その金額が下がったりしております。ただ、職員の人数等は、今資料 
を取りそろえておりますので、後ほど御説明申し上げます。 

   それから、７３ページの一番上の自動体外式除細動器購入補助金につきましては、 
  当初入浴施設にだとか、旅館のほうに、町内の旅館４件を予定しておりましたけれど 
  も、最終的に１件の入浴施設の関係のところが申し込まれて、そこに１０万円助成す 
  るということになりましたので、３０万円を減額するということでございます。１件 
  対象としております。 
 
◇議  長 福田産業課長。 
 
◇産業課長 パークゴルフ場の芝の関係でございますけれども、道東の芝の業者が専用の 
  芝ということで、張り芝でございます。その後のコースの関係につきましては、これ

から協議をしてまいりたいというふうに思っております。 
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◇議  長 藤田住民課長。 
 
◇住民課長 ９３ページ、町営住宅浴槽設置工事５６万９，０００円の減額の関係でござ 
  います。この工事につきましては、住宅に浴槽が設置されていないところに浴槽を設 
  置するというものでございまして、退去された後に浴槽が設置されていない住宅につ 
  いて浴槽と、それから三カ所給湯ができるように配管を設置するという工事でござい  
  ます。当初予算の中では、１０戸予算のほうを計上しておりましたけれども、実際に

退去した後、工事を行った戸数については１０戸でございます。内容といたしまして

は、浴槽設置、給湯の配管を行ったものが６戸、浴槽のみの設置が３戸、配管のみの

設置が１戸ということで、工事の内容が変更といいますか、一部していないものもご

ざいますので減額というようなことになってございます。 
   以上でございます。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 まず、情報公開及び個人情報保護審査会の件なんですけれども、答弁漏れが

あったかに思いますが、案件は１回ということですけれども、その案件内容。 
 
◇議  長 竹内総務課長。 
 
◇総務課長 情報公開の関係につきましては、特に案件はございませんでした。今回の開 
  催につきましては研修を兼ねて、いろいろ案件がない場合でも、情報公開に関する研 
  修を委員さんに、事例とかお話をして開催したり、施設等の見学とか、そういうこと 
  を開催して、特に案件はございませんでした。あと、研修の内容なんですけれども、 
  全体研修、いろいろ初任者研修だとか、中級研修だとかあるのですけれども、職員全 
  体を対象にした研修というのは、その中で３回ほどございまして５０人ほど出席して 
  ございます。あと、この中で大きく金額が減少している部分につきましては、研修の 
  旅費の部分で、これの当初予定していた人数が予定よりも減っておりまして、そうい 
  う関係で金額が主に、研修旅費が減っているということでございますので、御理解願 
  います。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 案件がなくて開いたと。どういうふうに質問していいか、わからないのです 
  けれども。そういう要求はなかったというふうな報告程度であったと、こういうふう 
  に解釈していいのですか。 
   ２番の職員研修なんですけれども、充実した研修云々というふうな、本年度も同じ 
  ような執行方針であったのだけれども、参加者が見込んだより少ないとか、どうも目 
  的がはっきりしないで研修事業というものを考えているのかなというふうな感じをす 
  るわけなんだけれども。何か、自分で研修の事業計画を立てないで、外来的な意味で 
  何かあった場合は研修に行くとか、そういう感じで研修事業を捉えているというふう 
  に認識してよろしいのですか。 
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◇議  長 竹内総務課長。 
 
◇総務課長 旅費の減の内訳を説明しなければいけないのですけれども、北海道との職員 
  の交流研修をやっておりまして、今１名を北海道に派遣しております。それの研修の 
  年齢だとか、そういうことによって金額が違ってくるのですけれども、北海道との派 
  遣研修の金額を、ちょっと当初は多く見積もってやっておりましたので、その分が４ 
  ０万円ほど大きく占めております。それで、ほかの研修につきましては、例えばこと 
  しですと、自治大学校にもやっておりますし、先ほど言いました北海道の研修にもや 
  っておりますし、いろいろな法制の研修だとか、いろんな研修も当初の目的どおりあ 
  る程度やっておりますので、研修内容は今回の執行方針にもありますけれども、年々、 
  町長に理解をしていただいて研修費は多くつけていただいているような状況で、その 
  範囲内で取り組んでおりますので御理解願いたいと思います。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 ３番目のことでございますけれども、自動体外式除細動器。これも入浴施設 
  １件ということで、あとの方は断られたということでよろしいのですか。考えてみる 
  とか、そういうことではなかったというふうに理解してよろしいですか。 
 
◇議  長 竹内総務課長。 
 
◇総務課長 いろいろとお話に行って、お聞きしたりして要請はしたのですけれども、や 
  はり元になる金額が四十万、五十万円とかかかる、その程度によりますけれども、購 
  入金額が大きいことが、なかなか整備してもらえないような状況でした。いずれにし 
  ても、いろいろと要請に行ったのですけれども、１件で終わったということでござい 
  ます。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 グループホームに関しては、火災報知機などの補助もいたしたというふうな 
  記憶を持っております。そういう説得の中で、これはつけていただきたい、置いてい 
  ただきたいというふうに、やっぱり要請をしてもらいたかったなと。グループホーム 
  で火事がまた起きまして、火災についてはかなり世論も敏感でありますけれども、こ 
  の体外式除細動器においても同じような意味合いがあるだろうと、そういうことであ 
  りますので、もう少し根強く要請活動を行っていくべきではないかというふうに思い 
  ますが、いかがですか。 
 
◇議  長 竹内総務課長。 
 
◇総務課長 おっしゃられるとおり、各民間の方もこういう助成がなくても準備、用意し 
  ているところは、各戸に見られております。ある程度、予算を持っておりましたので、 
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  いろいろと要請はしましたけれども、こういう結果になって残念とは思いますけれど 
  も、とりあえず１件だけは取り組んでくれたということでございます。今後とも、そ 
  ういう必要性をいろいろアピールしていきたいなと思っております。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 朝日ヶ丘の公園管理費でございますけれども、今、課長さんの答弁でありま 
  したけれども、でき上がり当初からレイアウトの問題といいますか、利用者から、ま 
  た、特に町外の方から、無駄の多い回り方をさせられているということで、大変クレ 
  ームが長く続いていたことは承知のことだと思います。今、そんなことで、この工事 
  を同時にレイアウトの更新も含めて、芝の張りかえ工事をやれれば大変よかったのか 
  なと、このように思いますけれども、近々そういうことは考えておられませんか。 
 
◇議  長 福田産業課長。 
 
◇産業課長 この朝日ヶ丘のパークゴルフ場の芝の張りかえ工事は４ホールございまして、 
  ３カ年で計画をしているところでございます。平成２４年度につきましては９ホール 
  が終了し、平成２５年度の秋からまた工事ということで計画しておりますけれども、 
  皆様からそのような御意見、要望が聞こえてきておりますので、秋の工事までにそう 
  いうのが可能なのか、また、利用者の意見を聞いて検討してまいりたいというふうに 
  思っております。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 わかりました。よろしくお願いいたします。 
   最後になりますけれども、今、課長から答弁がありました。退去された方々からや 
  っていくと、こういうことですね。これは、退去されなくても入れるということは考 
  えていないということで、よろしいんでしょうか。 
 
◇議  長 藤田住民課長。 
 
◇住民課長 退去された方について浴槽等を設置していくということで、考えております。 
  まだ設置されていない住宅等もございますので、今後も継続して対応してまいりたい 
  というふうに考えております。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 たまたま、公園公住に入っている障がい者の方でありますけれども、この寒 
  い中、ひまわり温泉によく来られているわけで、歩いてきています。往復歩きです。 
  「大変だね。」という話をかけたのですけれども、「お風呂が欲しい。」と言ったら、 
  「欲しい。」と、こういうふうにおっしゃったものですから、何とかならないのかと 
  いうふうに現場の方にお話をさせてもらいましたけれども、答えは退去なさった方が 
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  投げていくのを廃棄しないで、それを持っていってつけることは可能だというふうな 
  ことを聞きましたので、それでも結構だからつけてやってくれないかという話をした 
  経緯があります。そういった、やっぱりニーズといいますか、同じ事業をやるのであ 
  れば、今喜んでもらうという、そういう方向性といいますか、スタンスで考えられな 
  いでしょうか。 
 
◇議  長 藤田住民課長。 
 
◇住民課長 そういったような要望がございましたら、こちらのほうでも検討させていた 
  だきながら対応させていただきたいというふうに思います。 
   以上です。 
 
◇品田議員 終わります。 
 
◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第４号 平成２４年度大空町一般会計補正予算（第７号）を採決しま

す。 
お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号 平成２４年度大空町一般会計補正予算（第７号）は、原

案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１１ 議案第５号 

◇議  長 日程第１１、議案第５号 平成２４年度大空町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第３号）を議題とします。 
本件について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 
◇福祉課長 議案書１１９ページをお開きください。「議案第５号 平成２４年度大空町 
  国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 
   平成２４年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定める 
  ところによる。 
   歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９４４万

５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億７，１８８万６，０
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００円とする。 
２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   １２１ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。 
  １款 国民健康保険税に１３万２，０００円を追加、２款 国庫支出金から３，１５ 
  ４万８，０００円を減額、３款 療養給付費交付金から６３６万１，０００円を減額、 
  ５款 道支出金に１，７００万８，０００円を追加、６款 共同事業交付金から３， 
  １３４万８，０００円を減額、８款 繰入金に６，１０６万円を追加、１０款 諸収 
  入に５０万２，０００円を追加いたしまして、歳入合計は９４４万５，０００円を追 
  加し、１１億７，１８８万６，０００円とするものでございます。 
   １２２ページ、歳出でございます。１款 総務費から７２万２，０００円を減額、 
  ２款 保険給付費から４，１２１万７，０００円を減額、７款 共同事業拠出金に１ 
  ７５万２，０００円を追加、８款 保健事業費から３６万８，０００円を減額、９款  
  財政調整基金費に５，０００万円を追加いたしまして、歳出合計は９４４万５，００ 
  ０円を追加し、歳入合計と同額とするものでございます。 
   次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明申し上 
  げますので、１３０、１３１ページをお開きください。今回の補正予算につきまして 
  は、平成２４年度最後の定例会であることから、歳入歳出額の精査を行い増額や減額 
  を行ったところでございます。説明に当たりましては、執行残に係ります減額の説明 
  は省略をさせていただきます。増額部分を主に説明させていただきますので、御了承 
  賜りますようお願いいたします。 
   １款 １項 １目 一般管理費 １２節 役務費の郵便料に２万７，０００円、１ 
  ３節 委託料に国保システム改修委託料として２１万円の追加でございます。７０歳 
  から７４歳の医療費自己負担割合を２割から１割に変更する特別措置を継続すること 
  となったため、保険者証の更新通知をするため郵便料とシステム改修費に追加するも 
  のでございます。 
   ２款 １項 ３目 一般被保険者療養費に７５万円の追加でございます。一般被保 
  険者療養費に不足が予想されますことから追加するものでございます。 
   １３２、１３３ページ、７款 １項 ４目 保険財政共同安定化事業拠出金に３５ 
  ６万円を追加でございます。平成２４年度分拠出金の額の確定に伴い追加するもので 
  ございます。 
   ９款 １項 １目 財政調整基金費 ２５節 積立金に国民健康保険基金積立金と 
  して５，０００万円の追加でございます。本年度の国民健康保険税率につきましては、 
  課税の根拠となる所得が減少したこと、並びに国からの補助金である普通調整交付金 
  が平成２２年度、平成２３年度と不交付であり、本年度も交付の見込みがないことか 
  ら、税率の引き上げをさせていただいたところでございます。しかし、税率の引き上 
  げだけでは国保会計の収支がとれないことから、国民健康保険基金からの取り崩しを 
  行い、収入の均衡を図ったところでございます。その結果、今回の補正後の基金残高 
  は、１，２３０万円と大幅に減少する見込みとなっております。基金の設置目的とい 
  たしましては、所得の前年度格差による保険税収入の上がり下がりを調整すること、 
  ２点目といたしましては、突発的な医療費の増加に対応することの２点が挙げられま 
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  す。基金残高が減少しますと、基金の設置目的を達成することができなくなりますこ 
  とから、国民健康保険会計の安定的運営を考慮し、一般会計より法定外の繰り入れと 
  して５，０００万円を繰り入れし、同額を国民健康保険基金に積み立てを行おうとす 
  るものでございます。 
   続きまして、歳入の説明を申し上げますので１２６、１２７ページをお開きくださ 
  い。１款 １項 １目 一般被保険者国民健康保険税に１６９万６，０００円、２目  
  退職被保険者国民健康保険税から１５６万４，０００円の減額でございます。実績見 
  込みにより増額、減額するものでございます。 
   ２款 国庫支出金、１２８ページ、１２９ページ、３款 療養給付費交付金につき 
  ましては、実績見込みにより増額、減額するものでございます。 
   ５款 ２項 １目 １節 財政調整交付金ですが、普通調整交付金から２，８２１ 
  万４，０００円の減額でございます。補助率の改正により減額するものでございます。 
  特別調整交付金に４，５８５万７，０００円の追加でございます。補助率の改正によ 
  り、増額及び共同事業拠出金の額確定に伴う拠出金超過費補填分の追加によるもので   
  ございます。 
   ８款 １項 １目 １節 一般会計繰入金として５，１２６万３，０００円の追加 
  でございます。保険税の軽減相当額を一般会計から繰り入れる保険基盤安定繰入金の 
  額が確定したことから、１２６万３，０００円の追加でございます。５，０００万円 
  につきましては、歳出で説明申し上げましたように国民健康保険基金に積み増しを行 
  うため追加するものでございます。２項 １目 １節 国民健康保険基金繰入金に９ 
  ７９万７，０００円の追加でございます。今回の補正財源として繰り入れるものでご 
  ざいます。今回の補正によりまして、国民健康保険基金からの繰入額は５，０５２万 
  ３，０００円となり、本年度末基金残高見込みといたしまして１，２３０万円に、さ  
  きの説明で申し上げました５，０００万円を追加いたしまして、６，２００万円と見 
  込んでいるところでございます。 
   １０款 ３項 ３目 １節 一般被保険者返還金に５０万８，０００円の追加でご 
  ざいます。第３者加害行為に伴う返還金が確定したことから、追加するものでござい 
  ます。 
   以上、補正予算の内容について説明申し上げましたので、よろしく御審議ください 
  ますようお願い申し上げます。 
 
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第５号 平成２４年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）を採決します。 
お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号 平成２４年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１２ 議案第６号 

◇議  長 日程第１２、議案第６号 平成２４年度大空町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 
◇福祉課長 議案書１３５ページをお開きください。「議案第６号 平成２４年度大空町 
  後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
   平成２４年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定める 
  ところによる。 
   歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３８９万

６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３４７万９，０００円

とする。 
２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   １３７ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。 
  １款 後期高齢者医療保険料に５００万を追加、２款 繰入金から１２３万７，００

０円を減額、３款 繰越金に１３万３，０００円を追加いたしまして、歳入合計は３

８９万６，０００円を増額し、１億３４７万９，０００円とするものでございます。 
   １３８ページ、歳出でございます。１款 総務費から２３万９，０００円を減額、 
  ２款 後期高齢者医療広域連合納付金に４１３万５，０００円を追加いたしまして、 
  歳出合計は３８９万６，０００円を増額し、歳入合計と同額とするものでございます。 
   次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明申し上 
  げますので、１４４、１４５ページをお開きください。１款 １項 １目 一般管理 
  費 ９節 旅費 １２節 役務費から１９万２，０００円、２項 １目 徴収費 １ 
  ２節 役務費から４万７，０００円を減額するものでございます。後期高齢者医療保 
  険者証や納付書の送付に要する郵便料が、当初見込んでいた単価より安く済んだこと 
  から減額するものでございます。 
   ２款 １項 １目 後期高齢者医療広域連合納付金 １９節 負担金補助及び交付 
  金に後期高齢者医療広域連合納付金として４１３万５，０００円の追加でございます。 
  歳入で後期高齢者医療保険料が追加となったため、追加するものでございます。 
   続きまして、歳入の説明を申し上げますので１４２ページ、１４３ページをお開き 
  ください。１款 １項 １目 １節 特別徴収保険料から４４万７，０００円の減額、 
  ２目 普通徴収保険料 １節 現年度分に５４４万７，０００円の増額でございます。 
  実績見込みにより増額、減額するものでございます。 
   ２款 １項 １目 １節 事務費繰入金から７５万８，０００円の減額でございま 
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  す。財政調整のため減額するものでございます。２目 １節 保険基盤安定繰入金か 
  ら４７万９，０００円の減額でございます。実績により減額するものでございます。 
   ３款 １項 １目 １節 前年度繰越金に１３万３，０００円を追加するものでご 
  ざいます。前年度繰越金を予算化するものでございます。 
   以上、補正予算の内容について説明申し上げましたので、よろしく御審議ください 
  ますようお願い申し上げます。 
 
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第６号 平成２４年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）を採決します。 
お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６号 平成２４年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１３ 議案第７号 

◇議  長 日程第１３、議案第７号 平成２４年度大空町介護保険事業勘定特別会計補

正予算（第２号）を議題とします。 
本件について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 
◇福祉課長 議案書１４７ページをお開きください。「議案第７号 平成２４年度大空町 
  介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号） 
   平成２４年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に定める 
  ところによる。 
   歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，２３

９万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６億５，１４７万３，０００円と

する。 
２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   １４９ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。 
  １款 保険料から１５万９，０００円を減額、３款 国庫支出金に１，０５４万円を

追加、４款 支払基金交付金に１，２２９万３，０００円を追加、５款 道支出金に
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１，０９２万９，０００円を追加、７款 繰入金に８７８万７，０００円を追加いた

しまして、歳入合計は４，２３９万を追加し、６億５，１４７万３，０００円とする

ものでございます。 
   １５０ページ、歳出でございます。２款 保険給付費に４，２３９万円を追加いた 
  しまして、歳入合計は４，２３９万円を追加し、歳入合計と同額とするものでござい 
  ます。 
   次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明申し上 
  げますので、１５６、１５７ページをお開きください。２款 １項 １目 居宅介護 
  サービス給付費に１，１５７万５，０００円を追加してございます。デイサービスや 
  デイケア、短期入所の利用者が当初予定を上回るため追加するものでございます。２ 
  目 施設介護サービス給付費に２，３４５万８，０００円を追加してございます。特 
  別養護老人ホームや老人保健施設の利用者がふえたため追加するものでございます。 
  ３目 居宅介護福祉用具購入費に７万円、４目 居宅介護住宅改修費に２３万５，０ 
  ００円、２項 １目 介護予防サービス給付費に２９８万５，０００円、３目 介護 
  予防住宅改修費に１９万５，０００円の追加でございます。利用者の増加により追加 
  するものでございます。３項 １目 審査支払手数料に２万６，０００円、４項 １ 
  目 高額介護サービス給付費に１１１万５，０００円、６項 １目 特定入所者介護 
  サービス給付費に２７３万１，０００円を追加してございます。介護サービス給付費 
  の対象者や給付費がふえたため追加するものでございます。 
   続きまして、歳入の説明を申し上げますので１５４、１５５ページをお開きくださ

い。１款 １項 １目 １節 介護保険料現年課料分から２７万２，０００円の減額、

２節 滞納繰越分に１１万３，０００円を追加してございます。実績見込みにより増

額、減額するものでございます。 
   ３款 １項 １目 １節 現年度分介護納付費負担金に７１４万９，０００円、２

項 １目 １節 現年度分調整交付金に３３９万１，０００円。４款 １項 １目 １

節 現年度分介護給付費交付金に１，２２９万３，０００円、５款 １項 １目 １

節 現年度分介護給付費負担金に６６２万７，０００円。３目 １節 交付金に４３

０万２，０００円。７款 １項 １目 １節 介護給付費繰入金に５２９万９，００

０円の追加でございます。歳出で説明申し上げましたように、給付費が増額となった

ため追加するのもでございます。２項 １目 １節 介護保険基金繰入金に３４８万

８，０００円の追加でございます。今回の補正財源の調整のため繰入額を追加するも

のでございます。 
   以上、補正予算の内容について説明申し上げましたので、よろしく御審議ください 
  ますようお願い申し上げます。 
 
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 
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これで討論を終わります。 
これから議案第７号 平成２４年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第

２号）を採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７号 平成２４年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第

２号）は、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１４ 議案第８号 

◇議  長 日程第１４、議案第８号 平成２４年度大空町介護サービス事業勘定特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１５９ページをお開きください。「議案第８号 平成２４年度大空町介

護サービス事業勘定特別会計補正予算（第２号） 
   平成２４年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に定

めるところによる。 
   歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４万１，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８５３万９，０００円とする。 
２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   １６１ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。 
  １款 サービス収入に１１６万７，０００円を追加、２款 繰入金から１４６万５，

０００円を減額、３款 繰越金に２５万７，０００円を追加いたしまして、歳入合計

は４万１，０００円を減額し、８５３万９，０００円とするものでございます。 
   １６２ページ、歳出でございます。１款 サービス事業費から４万１，０００円を

減額いたしまして、歳出合計は４万１，０００円を減額し、歳入合計と同額とするも

のでございます。 
   次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明申し上 
  げますので、１６８、１６９ページをお開きください。１款 １項 １目 介護予防 
  支援事業費 １３節 委託料ですが、介護予防支援計画作成委託料から４万１，００ 
  ０円の減額でございます。町外利用の介護予防計画作成が見込みより下回ったため、 
  減額するものでございます。 
   続きまして、歳入の説明を申し上げますので１６６、１６７ページをお開きくださ

い。１款 １項 ２目 １節 介護予防サービス計画収入に１１６万７，０００円の

追加でございます。介護予防サービス計画の作成が当初予定よりふえたため、増額す

るものでございます。 
   ２款 １項 １目 一般会計繰入金から１４６万５，０００円を減額でございます。

収入がふえ、歳出が減額となったため財政調整のため減額するものでございます。 
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   ３款 １項 １目 １節 前年度繰越金に２５万７，０００円の追加でございます。

前年度繰越金を予算化するものでございます。 
   以上、補正予算の内容について説明申し上げましたので、よろしく御審議ください 
  ますようお願い申し上げます。 
 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第８号 平成２４年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算

（第２号）を採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８号 平成２４年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正

予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１５ 議案第９号 

◇議  長 日程第１５、議案第９号 平成２４年度大空町簡易水道事業特別会計補正予

算（第２号）を議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１７１ページでございます。「議案第９号 平成２４年度大空町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号） 
   平成２４年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 
   歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８２３

万４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億６，３２２万２，０

００円とする。 
２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
地方債の補正、第２条 地方債の変更及び廃止は、「第２表 地方債補正」による。 

   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   １７２ページ、第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。１款 使用料及び

手数料に８万７，０００円を追加、２款 国庫支出金から２４万２，０００円を減額、

４款 繰入金に２０１万３，０００円を追加、５款 繰越金に５４０万８，０００円

を追加、７款 町債から１，５５０万円を減額し、歳入合計は８２３万４，０００円
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を減額し、３億６，３２２万２，０００円とするものでございます。 
   １７３ページ、歳出でございます。１款 総務費から７５４万９，０００円を減額、

２款 公債費から６８万５，０００円を減額し、歳出合計は同じく８２３万４，００

０円を減額し、歳入合計と同額とするものでございます。 
   １７４ページの第２表 地方債補正でございます。１ 変更でございます。起債の 
  目的、女満別本町地区簡易水道事業債、限度額３，３００万円から１，１００万円を 
  減額し、２，２００万円とするものです。補正の理由につきましては、起債の対象と 
  なる事業につきまして東日本大震災に関連する事業分であります、緊急防災・減債事 
  業として事業採択を受けることとなりましたことから、起債の借り入れにつきまして 
  は一般会計において行うため、減額するものでございます。 
   起債の目的、女満別高台地区簡易水道事業債、限度額６３０万円から１００万円を 
  減額し、５３０万円とするものでございます。補正の理由といたしましては、事業費 
  の額の確定により減額するものでございます。 
   以上申し上げました２本の事業債につきましては、起債の方法、利率、償還の方法 
  につきましては、いずれも変更はございません。 
   ２ 廃止でございます。起債の目的、東藻琴地区簡易水道事業債につきましては、 
  本年度予定をいたしておりました配水管布設工事につきまして、精査の上、先送りと 
  いたしましたことから廃止するものでございます。 
   続きまして、１７５ページ以降、歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては、 
  先に歳出から御説明を申し上げますので、１８０、１８１ページをお開き願います。 
  １款 １項 １目 一般管理費、簡易水道一般管理事業につきましては、全体で１６ 
  １万５，０００円を追加するものでございます。９節 旅費 ６万７，０００円の減 
  額から、１３節 委託料５万９，０００円の減額までにつきましては、予算精査によ 
  る減額でございます。２７節 消費税及び地方消費税１８４万円の追加につきまして 
  は、課税仕入れの額が減少したことによりまして消費税の増額補正ということになっ 
  てございます。 
   １款 ２項 １目 施設管理費、簡易水道施設管理費につきましては、全体で２４ 
  １万８，０００円を減額するものでございます。１１節 需用費５万３，０００円の 
  減額、１２節 役務費１０５万５，０００円の減額につきましては、電気料及び水質 
  検査料に係る予算精査による減額でございます。１３節 委託料４２万６，０００円 
  の減額、１５節 工事請負費３万円の減額、１８節 備品購入費８５万４，０００円 
  の減額につきましては、それぞれ執行残に伴う減額でございます。   
   １款 ２項 ２目 建設改良費、女満別本町地区簡易水道事業につきましては、全 
  体で２０８万６，０００円の減額でございます。１３節 委託料５０万円の減額、１ 
  ５節 工事請負費１５６万４，０００円の減額につきましては、執行残に伴う減額と 
  なってございます。女満別高台地区簡易水道整備事業につきましては、全体で１１６ 
  万円の減額でございます。１３節の委託料５万５，０００円の減額、１５節 工事請 
  負費１０２万７，０００円の減額につきましては、執行残に伴う減額ということにな 
  ってございます。 
   １８２ページ、１８３ページになってございます。東藻琴地区簡易水道整備事業に 
  つきましては、３５０万円の減額でございます。先ほど地方債補正で説明したとおり 
  でございます。 
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   ２款 １項 ２目 利子、地方債償還利子につきましては、６８万５，０００円の 
  減額でございます。地方債利子償還金の利率確定に伴う減額補正でございます。 
   続きまして、１７８ページ、１７９ページ、２ 歳入でございます。１款 １項  
  １目 手数料、工事検査手数料につきましては８万７，０００円の追加でございます。 
  新設や撤去などの増によるものでございます。 
   ２款 １項 １目 国庫補助金、簡易水道施設整備費補助金につきましては、２４ 
  万２，０００円の減額でございます。補助金の確定による減額でございます。 
   ４款 １項 １目 一般会計繰入金は歳出増に伴いまして、２０１万３，０００円 
  を一般会計から繰り入れるものでございます。 
   ５款 １項 １目 繰越金、前年度繰越金につきましては５４０万８，０００円を 
  追加でございます。平成２３年度決算における繰越金の確定によるものでございます。 
   ７款 １項 １目 簡易水道事業債は、女満別本町地区簡易水道事業債１，１００ 
  万円の減額、女満別高台地区簡易水道事業債は１００万円の減額、東藻琴地区簡易水 
  道事業債は３５０万円の減額でございます。地方債補正で説明をさせていただいたと 
  おりでございます。 
   以上、補正予算の内容につきまして御説明をさせていただきましたので、よろしく 
  御審議賜りますようよろしくお願いいたします。 
 
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第９号 平成２４年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９号 平成２４年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第

２号）は、原案のとおり可決されました。 
 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 
 

休憩 午後 ２時００分 
再開 午後 ２時１０分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
   ここで諸般の報告を行います。 
   事務局長に報告いたさせます。 
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   鈴木事務局長。 
 
◇事務局長 諸般の報告を行います。 

小島一弘議員から欠席の届け出が出されております。したがいまして、ただいまの

出席議員は１１名となっております。 
   以上、諸般の報告を申し上げます。 
 

◎日程第１６ 議案第１０号 

◇議  長 日程第１６、議案第１０号 平成２４年度大空町下水道事業特別会計補正予

算（第２号）を議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１８５ページでございます。「議案第１０号 平成２４年度大空町下水

道事業特別会計補正予算（第２号） 
   平成２４年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 
   歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，８

３８万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億４，１４２万５，

０００円とする。 
２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
地方債の補正、第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   １８６ページ、第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。１款 分担金及び

負担金に３３万９，０００円を追加、３款 国庫支出金に１，０８７万３，０００円

を減額、５款 繰入金から５９６万８，０００円を減額、６款 繰越金に２７２万１，

０００円を追加、８款 町債から１，４６０万円を減額し、歳入合計は２，８３８万

１，０００円を減額し、３億４，１４２万５，０００円とするものでございます。 
   １８７ページ、歳出でございます。１款 総務費から２，７７９万５，０００円を

減額、２款 公債費から５８万６，０００円を減額し、歳出合計は同じく２，８３８

万１，０００円を減額し、歳入合計と同額とするものでございます。 
   １８８ページ、第２表 地方債補正、１ 変更でございます。起債の目的、下水道

事業債、限度額３，８００万円から１，４６０万円を減額し、２，３４０万円とする

ものでございます。補正の理由につきましては、事業費の減及び入札執行残による減

額補正でございます。起債の方法、利率、償還の方法につきましては、変更はござい

ません。 
   続きまして、１８９ページから、歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては、 
  先に歳出から御説明を申し上げますので、１９４、１９５ページをお開き願います。

１款 １項 １目 一般管理費、下水道一般管理事業につきましては、全体で５ 
万９，０００円の追加でございます。８節 報償費１万６，０００円の減額から、１ 
９節 負担金補助及び交付金１万４，０００円の減額までにつきましては、精算によ 
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る減額でございます。２７節 消費税及び地方消費税１３万４，０００円の追加につ 
きましては、課税仕入れの額が減少したことによる消費税の増額補正でございます。 

   １款 １項 ２目 施設管理費、下水道施設管理費につきましては、全体で４５万

７，０００円の減額でございます。１２節 電話料２０万円の減額、１３節 委託料

２５万７，０００円の減額につきましては、執行残及び精算による減額でございます。 
１款 １項 ３目 建設改良費、汚水管渠布設事業につきましては、全体で４６６

万８，０００円の減額でございます。１３節 委託料５７万３，０００円の減額、１

５節 工事費４０５万９，０００円の減額につきましては、執行残に伴う減額でござ

います。改築更新事業につきましては、全体で２，２７２万９，０００円の減額でご

ざいます。１３節 委託料３３万５，０００円の減額、１５節 工事請負費２，２３

５万２，０００円の減額につきましては、執行残に伴う減額でございます。 
 ２款 １項 １目 元金につきましては、財源の振りかえでございます。 
 ２款 １項 ２目 利子、地方債償還利子５８万６，０００円の減額につきまして

は、地方債利子償還金の利率確定に伴う減額補正でございます。 
 続きまして、１９２ページ、１９３ページでございます。２ 歳入でございます。

１款 １項 １目 受益者負担金等３３万９，０００円の追加につきましては、負担

金の一括納付による増でございます。 
   ３款 １項 １目 社会資本整備総合交付金、公共下水道事業交付金１，０８７万

３，０００円の減額につきましては、交付金の額の確定によるものでございます。 
   ５款 １項 １目 一般会計繰入金につきましては、歳出減に伴い５９６万８，０

００円を一般会計へ戻し入れするものでございます。 
   ６款 １項 １目 繰越金、１節の前年度繰越金２７２万１，０００円の追加につ

きましては、前年度の繰越金全額を繰り入れするものでございます。  
   ８款 １項 １目 下水道事業債１，４６０万円の減額につきましては、地方債補

正で説明いたしましたとおりでございます。 
   以上、補正予算の内容につきまして御説明をさせていただきましたので、よろしく

御審議賜りますようよろしくお願いいたします。 
 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第１０号 平成２４年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１０号 平成２４年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第
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２号）は、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１７ 議案第１１号 

◇議  長 日程第１７、議案第１１号 平成２４年度大空町個別排水処理事業特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１９７ページでございます。「議案第１１号 平成２４年度大空町個別

排水処理事業特別会計補正予算（第２号） 
   平成２４年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 
   歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６８万

円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，９６１万７，０００円とする。 
２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   １９９ページ、第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。１款 使用料及び

手数料から７万５，０００円を減額、２款 繰入金から６０万５，０００円を減額し、

歳入合計は６８万円を減額し、２，９６１万７，０００円とするものでございます。 
   ２００ページ、歳出でございます。１款 総務費から６８万減額し、歳出合計は同

じく６８万円を減額し、歳入合計と同額とするものでございます。 
   続きまして、２０１ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては、

先に歳出から御説明を申し上げますので、２０６、２０７ページをお開きください。

１款 １項 １目 施設管理費、個別排水処理施設管理費は、全体で６８万円の減額

であります。１２節 役務費３万１，０００円の減額から１５節 工事請負費５１万

５，０００円の減額まで、予算精査によるものでございます。 
   続きまして、２０４ページ、２０５ページ、２ 歳入でございます。１款 １項 １

目 個別排水使用料７万５，０００円の減額につきましては、住宅の建てかえ等によ

りまして一時的に浄化槽の使用を休止したことによるものでございます。 
   ２款 １項 １目 一般会計繰入金の減額につきましては、歳出減に伴いまして６

０万５，０００円を一般会計へ戻し入れするものでございます。 
   以上、補正予算の内容につきまして御説明いたしましたので、よろしく御審議賜り

ますようよろしくお願いいたします。 
 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 
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これで討論を終わります。 
これから議案第１１号 平成２４年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算

（第２号）を採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１１号 平成２４年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予

算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１８ 議案第２号 

◇議  長 日程第１８、議案第２号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更に

ついてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
山本総務課参事。 

 

◇総務課参事 議案書の７ページをお開き願いたいと思います。「議案第２号 大空町過疎

地域自立促進市町村計画の一部変更について 
   大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部を別紙のとおり変更したいので、過疎地

域自立促進特別措置法第６条第７項の規定に基づき、議会の議決を求める。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   変更箇所につきまして、御説明を申し上げます。議案書の９ページ目をお開き願い

たいと思います。変更後につきましては、左側の頁をごらん願いたいと思います。１

つ目につきましては、基盤整備農業事業の上から５行目です。女満別湖南昭和地区農

地整備事業、客土、暗渠排水、区画整理、農地保全につきまして整備を行うものです。

この事業は、平成２５年から平成３３年までの実施事業でありまして、合わせて７，

０００万円の事業となっております。 
   続きまして、議案書の１１ページ目をお開き願いたいと思います。１１ページ目の

一番下の欄でございます。農道の部分です。先ほども説明しました同じ地域でござい

まして、女満別湖南昭和地区農地整備事業の農道の部分でございます。これにつきま

して、１，７４０メートルの事業につきまして、これは平成２５年度の単年度事業で、

測量にかかわりまして２，０００万円の事業となっております。 
   続きまして、１２ページ目をお開き願いたいと思います。１２ページの一番下の欄

でございます。新たに追加をしております。ＰＣＢ廃棄物については、人の健康や生

活環境に影響を及ぼすおそれがあることから、安心で安全な町民の生活を維持するた

め、現在保管しているＰＣＢを含む廃棄物を、専門の事業者において適切に処理する

必要があります。この頁を追加しております。 
   続きまして、１３ページ目です。１３ページ目では、先ほど説明したＰＣＢにかか

わります項目を新たに１つ追加をしております。 
 続きまして、１４ページ目でございます。１４ページ目の一番下でございます。こ

れも、先ほど説明しましたＰＣＢにかかわるものでございます。「ＰＣＢ廃棄物処理事

業、町内公共施設で使用していたＰＣＢを含む廃棄物について適切に処理し、町民の

安心で安全な生活を確保する。」というのを追加しております。これにつきましても平
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成２５年度の単年度事業で、委託につきましては３，５４２万円の予定でございます。 
   続きまして、１５ページ目でございます。１５ページ目の病院の欄でございます。

北見赤十字病院改築工事負担金としまして、これはオホーツク管内の市町村で応分を

負担するものでございまして、平成２５年度単年度事業で大空町としましては、１，

５０６万４，０００円の負担をする予定となってございます。 
   続きまして、１６ページ目でございます。１６ページ目の一番下の欄でございます

が、新たに「集会施設、体育施設等の整備」を追加するものでございます。 
   続きまして、１７ページ目をお開き願いたいと思います。今、説明しました集会施

設、体育施設の整備につきましてかかわるものでございます。下から３番目、東藻琴

中央会館整備事業でございます。これにつきましては、雨漏りなど老朽化の激しい東

藻琴中央会館の解体整備を行いまして、コミュニティーの活動を円滑に進めるもので

ございます。この事業につきましては、平成２５年度の単年度事業でございまして、

改築整備に３，３２６万１，０００円の事業予定でございます。 
   以上、変更箇所につきまして御説明申し上げましたので、御審議願いますようよろ

しくお願いいたします。 
 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第１９ 議案第１２号 

◇議  長 日程第１９、議案第１２号 美幌地域３町障害程度区分認定等審査会共同設

置規約の変更についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書の２０９ページをお開きください。「議案第１２号 美幌地域３町障害

程度区分認定等審査会共同設置規約の変更について 
   美幌地域３町障害程度区分認定等審査会共同設置規約を別紙のとおり変更したいの

で、地方自治法第２５２条の７第３項において準用する同法第２５２条の２第３項の

規定により議会の議決を求める。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   議案書２１１ページは、美幌地域３町障害程度区分認定等審査会共同設置規約の一

部を改正する規約でございます。美幌地域３町障害程度区分認定等審査会は、障害者

自立支援法に定める介護給付費等の支給に関する障害程度区分の審査及び判定を行う

ことを目的として、美幌町、津別町、大空町の３町で共同設置しているものでござい

ます。 
   それでは、改正の内容を説明申し上げますので、参考資料１１ページをお開きくだ

さい。今回の改正につきましては、障害者制度改革推進本部等における検討を踏まえ、
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地域社会における共生の実現に向けた新たな障害保健福祉施策を講ずるため、関係法

律の整備について定める「地域社会における共生の実現に向けた新たな障害保健福祉

施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律」が平成２４年６月に成立し、公布

されました。同法の成立により、「障害者自立支援法」の題名が「障害者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援するための法律」に改められたことから、美幌地域３町障

害程度区分認定審査会共同設置規約第１条中、「障害者自立支援法」とあるのを「障害

者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」に改めるものでございま

す。施行日は、法律の施行日であります平成２５年４月１日とするものでございます。 
   なお、美幌地域３町障害程度区分認定等審査会は、地方自治法第２５２条の７の規

定により設置された審査会でありますことから、規約の改正について議会の同意を得

ようとするものでございます。 
   以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお

願い申し上げます。 
 
◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第２０ 議案第１３号 

◇議  長 日程第２０、議案第１３号 大空町暴力団排除条例制定についてを議題とし

ます。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
藤田住民課長。 

 

◇住民課長 議案書の２１３ページをお開き願います。「議案第１３号 大空町暴力団排除

条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   ２１５ページをお開き願います。大空町暴力団排除条例を２１５ページから２１８

ページのほうに記載してございます。条例の概要等につきまして、御説明を申し上げ

ます。現在の暴力団の活動は、行政を対象とする暴力や振り込め詐欺等による資金獲

得活動など、その形態は多様化、巧妙化している状況にあります。こうした動きを受

けて国では、平成２０年に「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」を改

正し対策の強化を図り、また、平成２４年の改正では、国・地方公共団体・事業者の

責務が整備され、指定暴力団等を入札に参加させないための措置を講じるほか、事務

事業における暴力団員の不当な行為の防止等に努めることとされました。北海道では

平成２３年４月に「北海道暴力団排除条例」を施行し、暴力団の排除に関する総合的

な施策の強化を図っており、その後、北海道内各市町村において条例の整備が進めら

れているところでございます。 
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   大空町では、公共施設の利用や町営住宅への入居にかかわる制限、町の事務事業に

対する不当要求行為等の防止、公共工事の指名基準に関することについて、条例・規

則等で、暴力団の排除に関する取り組みを進めてきております。 
   今回のこの暴力団排除条例につきましては、暴力団が町民に身近な生活や社会経済

活動、青少年の健全育成に悪影響を及ぼすことから、町民、事業者、町が一体となり、

さらには北海道や北海道警察等と連携を図りながら社会全体で暴力団を排除するため、

「暴力団の排除に関する条例」を制定し、町民が安心して暮らすことができる社会を

実現することを目的として制定するものでございます。 
   また、暴力団排除に関します基本理念につきましては、暴力団が町民生活や事業活

動に不当な影響を与える存在であるという認識のもとに、「暴力団を恐れないこと」、

「暴力団に資金を提供しないこと」、「暴力団を利用しないこと」の３点としておりま

す。その他、町の責務、不当要求行為への対応、町の事務事業における措置、公の施

設の利用、町民等に対する支援等について、この条例で定めるものであります。想定

される暴力団及び暴力団員を大空町における社会経済活動に介入させないための排除

対策として、この条例を整備するものであります。 
   この条例の施行日は、平成２５年４月１日からとしてございます。 
   現在、各市町村におきまして条例を制定し、暴力団活動の抑止に努めておりますこ

とから、本町におきましても条例を制定するものでございます。また、個別の例規に

おきまして、この条例と整合性を図る必要のあるものがございますが、先進市町村の

取り組み情報等を入手しながら、関係課と連携し関係例規等の改正に速やかに取り組

んでまいりたいというふうに考えております。 
   以上、提案理由の説明を申し上げましたので、御審議くださいますようよろしくお

願いいたします。 
 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第２１ 議案第１４号 

◇議  長 日程第２１、議案第１４号 大空町財産の交換、譲与、無償貸付等に関する

条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議案書２１９ページをお開き願います。「議案第１４号 大空町財産の交換、

譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   ２２１ページをお開き願います。変更内容につきましては、参考資料により説明申
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し上げます。参考資料の１３ページをお開き願います。地域主権一括法の施行に伴い、

普通財産及び物品における国に対する寄附等の制限がなくなったために、その対象団

体に「国」の文言を追加するものであります。地方公共団体の国等に対する寄附を原

則禁止しておりました「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が改正され、寄

附行為の禁止規定が削除されました。寄附に当たっては、地方公共団体の自主的な判

断に委ねることとされました。第３条の１号と２号に規定をしております、「他の地方

公共団体」を「国又は他の地方公共団体」に改めております。また、「当該地方公共団

体」を「当該国又は地方公共団体」に改めております。第４条、第５条及び第６条に

規定しております、「他の地方公共団体」を「国若しくは他の地方公共団体」の表現に

改めております。 
附則としまして、この条例は平成２５年４月１日から施行することとしております。 

   以上、説明申し上げましたけれども、よろしく御審議くださいますようお願いいた

します。 
 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第２２ 議案第１５号 

◇議  長 日程第２２、議案第１５号 大空町女満別高等学校生徒寄宿舎条例制定につ

いてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 議案書の２２３ページでございます。「議案第１５号 大空町女満別高等

学校生徒寄宿舎条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   女満別高等学校生徒確保対策として、通学に困難な事情のある生徒を対象とした寄

宿舎を平成２５年度より供用を開始することに伴い、条例を制定するものでございま

す。 
   ２２５ページでございます。大空町女満別高等学校生徒寄宿舎条例の内容につきま

して、御説明申し上げます。目的及び設置といたしましては、通学に困難な事情のあ

る生徒が、北海道女満別高等学校へ進学する機会を確保し、もって大空町高等学校教

育の充実及び発展に寄与することを目的とし、通学に困難な事情のある生徒の利用に

供するため、寄宿舎を設置するものでございます。 
   寄宿舎の名称は、女満別高等学校生徒寄宿舎とし、現在、女満別高等学校同窓会に

貸し付けている建物及び現在建設中の建物の２棟を対象としております。 
   寄宿舎の管理は、大空町教育委員会が管理し、寄宿舎に管理人、その他必要な職員
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を置くこととしております。 
   寄宿舎の休日は、北海道学校職員の勤務時間等に関する条例に基づく、年末年始の

休日と合わせており、また、必要に応じて臨時に開館、または休館をすることができ

ることとしております。 
   寄宿舎を使用できる者は、女満別高等学校に在籍、または入学が決定している者で

あって、通学に困難な事情があると教育委員会が認めた者、その他教育委員会が特別

な事情があると認めた者としております。  
   使用の許可は、寄宿舎を使用する者の保護者が教育委員会の許可を受けることとし、

教育委員会は許可に際し、管理上必要な条件を付することができることとしており、

また、使用制限の規定を設けております。 
   使用料は、寄宿舎の維持管理経費等を積算根拠とし、２２７ページの別表に記載の

とおり、居室１カ月で一人当たり１万４，０００円と定めております。 
   また、一月当たりの使用期間が２０日に満たない場合は、料金を日割り計算をする

とともに、使用料の減免、使用料の還付規定を設けております。 
   使用者がこの条例、規則、または使用許可の条件等に違反したとき、また、許可申

請に偽りがあったときなどについては、状況に応じて使用許可の取り消し、使用停止、

もしくは使用条件を変更し、または施設から退去を命ずることができるとともに、原

状回復の義務、損害賠償の義務規定を設け、適正な寄宿舎の運営に努めていきます。 
   また、寄宿舎の管理運営上、必要があると認めた場合は、当該施設に関する業務の

一部を委託することができることとし、舎監業務、調理業務については委託を予定し

ております。 
   附則といたしまして、この条例は、平成２５年４月１日から施行することにしてお

ります。 
   なお、施行規則につきましては、お手元に配付してございます参考資料１５ページ

に掲載してございます。規則では、条例の施行に関し必要な事項を定めており、使用

許可の申請、許可、使用者の遵守事項等を定めるとともに、食費の規定を設けており

ますのでごらんいただきたいと存じます。 
   以上、提案理由の説明とさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 
 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第２３ 議案第１６号 

◇議  長 日程第２３、議案第１６号 大空町東藻琴生涯学習センター条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
阿部住民福祉課長。 
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◇住民福祉課長 議案書の２２９ページをお開きください。「議案第１６号 大空町東藻琴

生涯学習センター条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   改正の内容について御説明申し上げます。東藻琴生涯学習センター２階において、

小学校低学年の児童が下校後、留守家庭等になる児童の健全育成と福祉の充実を図る

ために、放課後児童対策事業を実施しております。放課後児童対策事業は、放課後と

土曜日及び学校の長期休業期間に開設し、土曜日と長期休業期間中は、午前８時３０

分から午後６時まで開設しておりましたが、開設時間を８時に繰り上げてほしいとの

要望があり、昨年７月の長期休業開始日から試験的に８時から開設してまいりました。

７月２６日から１月末日までの試行期間中、延べ３３６名の方に利用をいただき、う

ち１８２人、約６０パーセントの方が８時から８時３０分の間で来館されております

ことから、開設時間を変更するため条例改正をしようとするものでございます。 
改正の内容につきましては、参考資料１７ページ、「大空町東藻琴生涯学習センタ

ー条例の一部を改正する条例新旧対照表」により御説明申し上げますので、参考資料

１７ページをお開きください。第５条 開館時間及び休館日、第２号中「午前８時３

０分から」を「午前８時から」に改め、４月１日から施行するものでございます。 
   以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお

願いいたします。 
 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第２４ 議案第１７号 

◇議  長 日程第２４、議案第１７号 大空町災害に伴う住家被害見舞金支給条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書２３３ページをお開きください、「議案第１７号 大空町災害に伴う住

家被害見舞金支給条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

大空町災害に伴う住家被害見舞金支給条例は、災害により自己の所有する家屋及び

借家に居住し、被災した世帯主に見舞金を支給する基準を定めるものであり、市町村

合併前から両町村で条例を有しておりましたが、合併調整により女満別の例により調

整がされ、現在に至っております。見舞金額を決定してから相当の期間が経過してい

ること、また、本年度防災計画の見直しが行われておりますので、あわせて近隣市町
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村の支給金額を勘案し改正しようとするものでございます。 
   改正内容の説明は、参考資料１９ページ「大空町災害に伴う住家被害見舞金支給条

例の一部を改正する条例新旧対照表」により説明を申し上げます。従前の条例では、

居住用家屋の被害に対してのみ見舞金を支給することとしておりましたが、改正によ

り災害により亡くなられた方がおられる場合は弔慰金を支給することと改正するため、

題名中「住家被害見舞金」を「住家被害見舞金等」に、第１条中「世帯主」を「世帯

主又は死亡した者の遺族」に、「災害見舞金」を「見舞金又は弔慰金」に改めます。第

３条、第５条、第６条、第７条中、見出しを含め「災害見舞金」を「災害見舞金等」

に改め、第３条表中、従前の表記を「住宅災害」とし、次に「死亡」、「弔慰金」、「死

亡した者の遺族」を加えるものでございます。第５条の表を全部改め、全壊、流失、

全焼 ２人以上世帯「９万５，０００円」を「１０万円」に、単身世帯「３万１，６

６６円」を「５万円」に、半壊、半焼、２人以上世帯「５万７，０００円」を「６万

円」に、単身世帯「１万９，０００円」を「３万円」に改め、「借家」区分を廃止し、

「床上浸水」を「半壊、半焼」に統合し、死亡、１人につき「１０万円」を追加する

ものでございます。第６条第３号に支給除外として「大空町災害弔慰金の支給に関す

る条例に該当となったとき。」を加え、平成２５年４月１日より施行しようとするもの

でございます。 
   以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議下さいますようお願

い申し上げます。 
 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

これによって、そのように決しました。 
 

◎日程第２５ 議案第１８号 

◇議  長 日程第２５、議案第１８号 大空町日常生活用具給付事業に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書２３７ページをお開きください。「議案第１８号 大空町日常生活用具

給付事業に関する条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

大空町日常生活用具給付事業に関する条例は、要援護老人、ひとり暮らし老人、ま

たは難病患者に対し、日常生活の便宜を図るための用具を給付する事業であり、今回

の改正はさきの議案第１２号で説明申し上げました、法律の改正に伴い改正するもの

でございます。 
改正の内容説明は、参考資料２１ページ「大空町日常生活用具給付事業に関する条
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例の一部を改正する条例新旧対照表」により説明申し上げますのでお開きください。 
 「障害者自立支援法」の題名が「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する

ための法律」に改められたことから、第３条第３号、イ中「障害者自立支援法」を「障

害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」に改め、平成２５年４

月１日より施行しようとするものでございます。 
   以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議下さいますようお願

い申し上げます 
 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第２６ 議案第１９号 

◇議  長 日程第２６、議案第１９号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書の２４１ページをお開きください「議案第１９号 大空町乳幼児医療

費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

大空町乳幼児医療費の助成に関する条例は、医療費の一部を助成することにより疾

病の早期診断と早期治療を促進し、もって乳幼児等の保健の向上と福祉の増進を図る

ことを目的に、小学校入学前の乳幼児に対しては、入院と外来の医療費、小学生につ

きましては、入院の医療費を受給者が負担すべき基本利用料等を控除した額を助成す

るものでございます。 
今回の改正は、小学生の外来に係る医療費を新たに助成対象とすることにより、子

育て世帯の経済的負担の軽減と子供の保健向上を図るものでございます。 
改正の内容説明は、参考資料２３ページ「大空町乳幼児医療費の助成に関する条例

の一部を改正する条例新旧対照表」により説明申し上げますので、お開きいただきた

いと思います。第６条中「ただし、満６歳に達する日後の最初の４月１日から満１２

歳に達する日以後の最初の３月３１日までの者にあっては、入院及び指定訪問看護に

係る助成額に限り、保護者に対して助成する。」を削り、平成２５年４月１日より施行

するものでございます。 
   以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議下さいますようお願

い申し上げます。 
 
◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、
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質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第２７ 議案第２０号 

◇議  長 日程第２７、議案第２０号 大空町障がい者福祉センター条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書の２４５ページをお開きください。「議案第２０号 大空町障がい者福

祉センター条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

今回の改正は、さきの議案第１２号、議案第１８号で説明申し上げましたように、

法律の改正に伴い改正しようとするものでございます。 
改正内容の説明は、参考資料２５ページ「大空町障がい者福祉センター条例の一部

を改正する条例新旧対照表」により説明申し上げますので、お開きいただきたいと思

います。第３条第１号中「障害者自立支援法」を「障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律」に改めるものでございます。法律の改正により法令名

が変更となったものでございます。「共同生活介護」が「共同生活援助」に統合された

ことから、改正前同条第２号を削り、同条第３号を第２号として「法第５条第１６項」

を「法第５条第１５項」に改め、第４号を第３号とし、同号中「障害者自立支援法に

基づく指定障害者福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準第２１９

条」については、地域主権一括法により都道府県条例で規定することとなったことか

ら「北海道障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例第２０６

条」に改め、第５号を第４号とし、同号中「前４号」を「前３号」に改めるものでご

ざいます。第４条中「前条第４号」を「前条第３号」に改め、２６ページ、第５条第

２号中「共同生活介護及び共同生活援助」を「共同生活援助」に改めるものでござい

ます。 
附則として、「この条例は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、第３条第

２号を削る改正規定、第３条第３号の改正規定及び同号を同条第２号とする改正規定、

第３条第４号の改正規定中同号を同条第３号とする部分の改正規定並びに第３条第５

号から第５条第２号の改正規定は、平成２６年４月１日から施行する。」と規定してお

ります。法律の施行日が条文により異なるため、ただし書き以下で規定したものでご

ざいます。 
   以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお

願い申し上げます。 
 
◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、
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質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第２８ 議案第２１号 

◇議  長 日程第２８、議案第２１号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定

についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書２４９ページをお開きください。「議案第２１号 大空町介護保険条例

の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」   

地域主権改革の観点から「介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を

改正する法律」が平成２３年６月１５日に可決成立し、平成２４年４月１日より施行

されました。同法では、従前国において定められていた「指定地域密着型介護老人福

祉施設の入所定員と指定地域密着型サービス事業者・指定地域密着型介護予防サービ

ス事業者の申請者の法人格の有無に係る基準」について、市町村条例において定める

ことと改正されたところでございます。 
改正の内容説明は、参考資料２７ページ「大空町介護保険条例の一部を改正する条例

新旧対照表」により説明申し上げますのでお開きください。第１８条の次に「指定地

域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定に関する

基準、第１９条、法第７８条の２第１項の条例で定める数は、２９人とする。２項 法

第７８条の２第４項第１号及び第１１５号の１２第２項第１号の条例で定める者は、

法人とする。」を加え、改正前条例第１９条を第２０条に改めるものでございます。な

お、条例で定めなければならない基準は、いずれも「従うべき基準」であり、国と異

なる基準を設定することはできないことになっております。 
附則として、平成２５年４月１日より施行するものでございます。 
以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第２９ 議案第２２号 
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◇議  長 日程第２９、議案第２２号 大空町指定地域密着型サービス事業の人員、設

備及び運営に関する基準を定める条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 

◇大槻福祉課長 議案書２５３ページをお開きください。「議案第２２号 大空町指定地域

密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   議案書２５５ページから３５８ページにつきましては、条例文でございます。新設

条例でありますが、読み上げを省略させていただき、条例の概要を説明させていただ

きます。参考資料２９ページをお開きください。地域主権一括法によって、介護保険

法が一部改正され、指定地域密着型サービスの運営に必要な職員の配置基準や、居室

面積等の設備基準などについて、町が条例で定めることができるようになりました。

２点目としては、指定地域密着型サービスの運営に必要な職員の配置基準や、居室面

積等の設備基準を条例で定めるに当たっては、国が全国一律で定めている基準を十分

に理解した上で、町の実情に応じた独自の基準を定めることができるようになったこ

とから、本条例を制定するものでございます。 
   条例の考え方でございますが、指定地域密着型サービスの事業については、現在の

職員の配置基準、居室の面積等の設備基準及び利用者の処遇等に関する運営基準につ

いては、すでに詳細な基準が定められており、その基準に基づき必要なサービスの提

供がなされ、町内の各事業所において適切な設備整備と適正な事業運営がなされてい

るところでございます。そのため、この条例においては、現在の国基準を参酌して定

めることと考えています。町が独自に設ける基準でございます。国が示している参酌

すべき基準については、全般的に国基準が妥当と判断し、現在の国基準内容とします

が、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の居室定員のみ、町独自の基準とす

ることが適切と判断し、表にありますように、 国の基準、居室定員につきまして、
「一つの居室の定員は、１人とすること。ただし、入所者へのサービス提供上、必要

と認められる場合は、２人とすることができる。」となっておりますのを、町独自基準

といたしまして、「現在の国基準を原則とするが、入所者のプライバシー確保に配慮し

た措置がなされ、町長が必要と認める場合は、４人以下とすることができる。」。理由

といたしまして、利用者の費用負担等、多様なニーズに対応するため、多床室の整備

が必要となる可能性があるためでございます。上記以外の部分につきましては、国基

準どおりとしてございます。 
   参考資料３０ページをお開きください。この条例で基準として定めている事業は、

記載のとおり、①定期巡回・随時対応型訪問介護看護から、⑧複合型サービスまでの

８サービスでございます。なお、町内で行われているサービスは、⑤認知症対応型共

同生活介護を２事業所で運営されているところでございます。条例制定に当たって参

考とした法令は、「介護保険法」、「指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準」でございます。 
   条文の説明でございますが、条文全体として条例の内容は、「指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準」を参酌し定めております。第２章以下
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では、サービスの種類ごとに人員、設備及び運営の基準を定めています。この中には、

提供拒否の禁止、運営規程の策定といった複数のサービスに共通する項目と、各サー

ビス独自の項目がありますが、事業者にとってのわかりやすさの観点から、１章ごと

に、そのサービスについて必要な基準を規定しているところでございます。第１章 総

則でございます。第１条は、この条例の趣旨を定めてございます。第２条は、この条

例における用語の定義を行うもので、内容は基準省令のとおりとなってございます。 
参考資料３１ページでございます。第３条で、指定地域密着型サービスの事業の一

般原則を定めるものでございます。第２章から第９章までは、第２章以下では、サー

ビスの種類ごとに人員、設備及び運営の基準を定めています。また、参考としてサー

ビスの内容を簡単に説明しておりますので御参照いただきたいと存じます。 
   ３３ページ、施行期日は、附則第１条で第１次地域主権一括法による法の改正は、

平成２４年４月１日に既に施行されていますが、第１次地域主権一括法の附則第６条

第２項により、施行の日から起算して１年を超えない期間内において、条例が制定さ

れるまでの間は、厚生労働省令で定める基準が条例で定める基準とみなされておりま

す。そのため、施行日は平成２５年４月１日から施行することとしてございます。経

過措置として、附則第２条から第１４条で過去の経過措置のうち、条例の施行後も適

用があるものについて規定してございます。 
   参考資料３４ページから３９ページに、条例の３類型適用一覧を登載させて頂いて

おります。左側に「条例見出し名」として定められている基準の項目を、上段見出し

に第２章から第９章のサービス名を記載し、サービス名に対する基準を定めている条

項を記載させていただいております。また、サービス区分の右側に基準の類型を記載

しております。国が定める基準に対して、「従うべき基準」、「標準」、「参酌すべき基準」

の３類型に分けられ、「参酌すべき基準」以外は国の基準と同じにすることとなってご

ざいます。 
   その横に、町として参酌した結果を記載してございます。初めに説明しましたよう

に、町が参酌し独自に決めた基準は、参考資料３４ページの下から２行目「設備及び

備品等」の第７章「地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護」の部分でございま

す。それ以外の部分につきましては、全て国の基準が妥当と判断したところでござい

ます。 
   以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお

願い申し上げます。 
 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
ここで１０分間休憩します。 

 
休憩 午後 ３時１０分 
再開 午後 ３時２０分 
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◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 

◎日程第３０ 議案第２３号 

◇議  長 日程第３０、議案第２３号 大空町指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書の３５９ページをお開きください。「議案第２３号 大空町指定地域密

着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例制定に

ついて 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

議案書３６１ページから４０４ページは条例文でございます。条例の概要を説明さ

せていただきますので、参考資料４１ページをお開きください。条例制定の背景、条

例の考え方、町独自の基準を設けない理由につきましては、先ほど議案第２２号の説

明と同様でございますので、省略をさせていただきます。 
   この条例で基準として定める事業は、①介護予防認知症対応型通所介護、②介護予

防小規模多機能型居宅介護、③介護予防認知症対応型共同生活介護の３つのサービス

でございます。なお、町内で行われているサービスは③介護予防認知症対応型共同生

活介護を２事業所で運営をしているところでございます。 
   参考資料４２ページをお開きください。条例の制定に当たり参考とした法令は、「介

護保険法」、「指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並  び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準」でございます。 
   条文の説明につきましては、先ほどの内容と同様でございますので、後ほどごらんを
いただきたいと思います。 

   ４３ページ、施行期日でございます。附則第１条で、前条例で説明しました理由によ
り平成２５年４月１日からとしてございます。経過措置として、附則第２条から第４

条で過去の経過措置のうち、条例の施行後も適用のあるものについて規定しておりま

す。 
   参考資料４４ページから４７ページに、条例の３類型適用一覧を登載させて頂いてお
ります。表の見方につきましては、さきの条例提案で説明させていただいた内容と同

様でございますので、省略をさせていただきます。 
   以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお願
い申し上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
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これに御異議ありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第３１ 議案第２４号 

◇議  長 日程第３１、議案第２４号 大空町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
藤田住民課長。 

 

◇住民課長 議案書の４０５ページをお開き願います。「議案第２４号 大空町廃棄物の処

理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   改正の内容につきましては、参考資料の新旧対照表にて行いますので、参考資料の

４９ページをお開き願います。「大空町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改

正する条例新旧対照表」。改正の趣旨につきましては、これまで市町村が設置する一般

廃棄物処理施設に配置します技術管理者の資格につきましては、廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行規則で定められておりましたが、地域主権一括法の施行に伴いま

して、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第２１条第３項で「国で定める基準を参酌

し条例で定める」ということに改められましたことから、国と同じ基準を本町の条例

で定めることが妥当と判断し、改正を行うものであります。第２９条の次に、第３０

条「技術管理者の資格」を追加するもので、「第３０条、法第２１条第３項に規定する

条例で定める資格は、次のとおりとする。」。第１号から５１ページになりますけれど

も、第１１号まで、これにつきましては、国の基準をそのまま規定してございます。

朗読のほうは省略させていただきますので、御参照をいただきたいというふうに思い

ます。「第３０条」を「第３１条」に改め、附則といたしまして、「この条例は、平成

２５年４月１日から施行する。」というものでございます。 
以上、説明申し上げましたので、御審議くださいますようよろしくお願いいた

します。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第３２ 議案第２６号及び日程第３３ 議案第２７号 

◇議  長 日程第３２、議案第２６号 大空町鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例

制定について及び日程第３３、議案第２７号 大空町特別職公務員の報酬及び費用弁
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償条例の一部を改正する条例制定についてを一括議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
田中産業建設課長。 

 

◇産業建設課長 議案書の４１３ページでございます。「議案第２６号 大空町鳥獣被害対

策実施隊の設置に関する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   議案書４１５ページをお開きください。初めに、条例制定の趣旨について御説明申

し上げます。本町では、近年の鳥獣による農林水産業等に係る被害の深刻化、鳥獣駆

除の担い手である狩猟者の減少、高齢化が進んでいることから、国の鳥獣被害防止特

別措置法に基づき、平成２３年７月に「大空町鳥獣被害防止計画」を策定し、平成２

４年度には町、農協、猟友会で組織する協議会を設置しております。平成２５年度に

は、新たに「鳥獣被害対策実施隊」を設置し、一斉駆除の実施など、被害防止対策の

一層の充実強化を図りたいと考えておりますことから、今回実施隊の設置に関する条

例を整備するものでございます。 
   なお、鳥獣被害防止特別措置法の一部改正により、実施隊設置市町村に対して、交

付金等による重点支援や狩猟税の軽減など、実施隊への優遇措置が受けられることと

なっております。 
   次に、条例の内容について御説明申し上げます。第１条は、実施隊の設置目的でご

ざいます。第２条は、実施隊の職務でございます。被害防止計画により町長が指示す

る対象鳥獣につきましては、エゾシカ、ヒグマ、キツネ、カラス、ハトなどとなって

おります。第３条は、実施隊の隊員でございます。第１号、町長が町の職員のうちか

ら指名する者は、鳥獣被害対策を所管する課の職員を予定しております。第２号、被

害防止施策の実施に積極的に取り組むことが見込まれる者のうちから、町長が任命す

るものは猟友会会員で、過去３年間連続して狩猟者登録の実績を有する方を予定して

おります。なお、第２号の隊員につきましては、町の非常勤特別職となります。第４

条は、隊員の任期でございます。任期は３年間としております。第５条は、隊員の定

数及び組織でございます。定数は５０人以内とし、隊長には大空町産業課長、副隊長

には大空町産業建設課長。また、女満別地区、東藻琴地区の班長には、それぞれ北海

道猟友会大空支部長、北海道猟友会網走支部東藻琴分会長が当たることとしておりま

す。第６条は、実施隊の事務局。第７条には、その他として、この条例に定める者の

ほか、必要な事項は町長が定める規定を設けております。 
  最後に、議案書の４１６ページになりますが、この条例の施行は平成２５年４月１

日からとしてございます。 
 続きまして、議案書の４１７ページでございます。「議案第２７号 大空町特別職公

務員報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   改正内容につきましては、新旧対照表にて御説明申し上げますので、参考資料の５

５ページをお開きください。今回の条例の一部改正の趣旨でございますが、議案第２

６号 大空町鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例の制定に伴い、町長が任命する
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実施隊員を特別職の非常勤職員として加えるものでございます。 
   改正の内容でございますが、別表第１の区分欄中「スポーツ推進委員」の次に「鳥

獣被害対策実施隊員」を加え、職名の欄の「委員」を「委員又は隊員」に改めるもの

でございます。 
   この条例の施行につきましては、平成２５年４月１日としてございます。 
   以上、議案第２６号、議案第２７号の提案理由について、御説明申し上げましたの

で、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 
 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日、

質疑、採決を行いたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決しました。 
 

◎日程第３４ 議案第４１号ないし日程第４１ 議案第４８号 

◇議  長 日程第３４、議案第４１号 平成２５年度大空町一般会計予算から日程第４

１、議案第４８号 平成２５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの８件を

一括議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の５２７ページをお開き願います。「議案第４１号 平成２５年度大空

町一般会計予算 
   このことについて、別冊のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   平成２５年度大空町各会計予算書の１ページをお開き願います。「平成２５年度大空

町一般会計予算 
   平成２５年度の大空町一般会計の予算は、次に定めるところによる。 
   歳入歳出予算、第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７１億８，３７

２万４，０００円と定める。 
   ２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。」 
   ２ページから６ページにわたり掲載しております歳入及び歳出予算であります。 
   「債務負担行為、第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担すること

ができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。」   
   ７ページの３件、１億８，９４７万８，０００円の債務負担行為を設定しようとす

るものであります。 
   「地方債、第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる

地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」

による。」 
   ８ページの１７件、６億４，９７７万３，０００円の地方債でございます。 
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   「一時借入金、第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金 
  の借入れの最高額は、８億円と定める。」 
   一時的な資金不足を補うための一時借入金の限度額を、地方債と国の補助金額を目

安に設定しようとするものであります。 
   「平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   次に、議案書の５２９ページをお開き願います。「議案第４２号 平成２５年度大空

町国民健康保険事業特別会計予算 
   このことについて、別冊のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   平成２５年度大空町各会計予算書の２２３ページをお開き願います。「平成２５年度

大空町国民健康保険事業特別会計予算 
  平成２５年度の大空町国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 
   歳入歳出予算、第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１億３，６９

０万２，０００円と定める。 
   ２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。」 
   ２２４ページから２２５ページに掲載しております歳入及び歳出予算であります。 
   「平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   議案書の５３１ページをお開き願います。「議案第４３号 平成２５年度大空町後期

高齢者医療特別会計予算 
   このことについて、別冊のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   平成２５年度大空町各会計予算書の２４７ページをお開き願います。「平成２５年度

大空町後期高齢者医療特別会計予算 
   平成２５年度の大空町後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 
   歳入歳出予算、第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億２９万２，

０００円と定める。 
   ２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。」 
   ２４８ページから２４９ページに掲載しております歳入及び歳出予算です。 
   「平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   議案書の５３３ページをお開き願います。「議案第４４号 平成２５年度大空町介護

保険事業勘定特別会計予算 
   このことについて、別冊のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   平成２５年度大空町各会計予算書の２５９ページをお開き願います。「平成２５年度

大空町介護保険事業勘定特別会計予算 
   平成２５年度の大空町介護保険事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 
   歳入歳出予算、第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億５，７８２

万５，０００円と定める。 
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   ２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。」 
   ２６０ページから２６１ページに掲載しています歳入及び歳出予算です。 
   「平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 

議案書の５３５ページをお開きください。「議案第４５号 平成２５年度大空町介

護サービス事業勘定特別会計予算  
   このことについて、別冊のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   平成２５年度大空町各会計予算書２８１ページをお開き願います。「平成２５年度大

空町介護サービス事業勘定特別会計予算 
   平成２５年度の大空町介護サービス事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 
   歳入歳出予算、第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８７４万円と定

める。 
   ２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。」 
   ２８２ページから２８３ページに掲載しております歳入及び歳出予算です。 
   「平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   議案書の５３７ページをお開き願います。「議案第４６号 平成２５年度大空町簡易

水道事業特別会計予算 
   このことについて、別冊のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   平成２５年度大空町各会計予算書２９５ページをお開き願います。「平成２５年度大

空町簡易水道事業特別会計予算 
   平成２５年度の大空町簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 
   歳入歳出予算、第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億７，６５７

万８，０００円と定める。 
   ２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。」 
   ２９６ページから２９７ページに掲載しております歳入及び歳出予算です。 
   「地方債、第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる

地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」

による。」 
   ２９８ページの２件、３，６４０万円の地方債であります。 
   「一時借入金、第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの最高額は、３，７００万円と定める。」 
   地方債の限度額を目安に設定しようとするものであります。 
   「平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」  
   議案書の５３９ページをお開き願います。「議案第４７号 平成２５年度大空町下水

道事業特別会計予算 
   このことについて、別冊のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 



- 57 - 
 

   平成２５年度大空町各会計予算書の３１５ページをお開き願います。「平成２５年度

大空町下水道事業特別会計予算 
   平成２５年度の大空町下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 
   歳入歳出予算、第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億９，７５１

万２，０００円と定める。 
   ２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。」 
   ３１６ページから３１７ページに掲載しております歳入及び歳出予算であります。 
   「地方債、第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる

地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」

による。」 
   ３１８ページの２件、６，８７０万円の地方債であります。 
   「一時借入金、第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの最高額は、８，３００万円と定める。」 
   地方債の限度額と国の補助金額を目安に設定しようとするものであります。 
   「平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」  
   議案書の５４１ページをお開き願います。「議案第４８号 平成２５年度大空町個別

排水処理事業特別会計予算 
   このことについて、別冊のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
  平成２５年度大空町各会計予算書の３３７ページをお開き願います。「平成２５年度大

空町個別排水処理事業特別会計予算 
   平成２５年度の大空町個別排水処理事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 
   歳入歳出予算、第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，９３６万３，

０００円と定める。 
   ２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。」 
   ３３８ページから３３９ページに掲載しております歳入及び歳出予算であります。 
   「平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」  
   以上、大空町各会計予算の提案理由の説明を申し上げましたが、よろしく御審議く

ださいますようお願いいたします。 
 

◇議  長 以上で、提案理由の説明は終わりました。 
お諮りします。本案については、議長を除く１１人の委員で構成する予算審査特別

委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。 
御異議ありませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、本案については、議長を除く１１人の委員で構成する予算審査特別委

員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 
暫時休憩いたします。 
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休憩 午後 ３時４３分 
再開 午後 ３時４４分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

お諮りします。ただいま設置されました、予算審査特別委員会の委員の選任につい

ては、委員会条例第７条第１項の規定によって、お手元に配りました名簿のとおり指

名したいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、予算審査特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任

することに決定しました。 
ここで、しばらく休憩いたします。休憩中に議員控室において、予算審査特別委員

会を開催し、委員長の互選を行ってください。 
再開は、ブザーをもってお知らせします。 

 
休憩 午後 ３時４５分 
再開 午後 ４時００分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

お諮りします。先ほど、予算審査等特別委員会に付託した議案第４１号から議案第

４８号までの８件については、会議規則第４６条第１項の規定によって、３月１３日

までに審査をするよう、期限をつけることにしたいと思います。 
これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４１号から議案第４８号までの８件については、３月１３日ま

でに審査を終了するよう期限をつけることに決定いたしました。 
ここで、諸般の報告をいたします。 
休憩中に、先ほど設置されました予算審査特別委員会において、委員長及び副委員

長の互選が行われ、その結果の報告が議長の手元にまいりましたので報告いたします。 
委員長に田中勝吉議員、副委員長に中堀君子議員が互選された旨の報告がありまし

た。 
    
    ◎散会の宣言 

◇議  長 以上で、本日の日程は全部終了しました。 
   本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

散会 午後 ４時０２分 
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大空町議会定例会会議録 

〔その２〕 
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 ・開 会 平成25年３月７日 
 

 ・閉 会 平成25年３月15日 
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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  品  田  好  博    ７番  松  岡  克  美  

 

 ２番  中 堀 君 子    ８番  深 川  昇  

 

 ３番  近 藤 哲 雄    ９番  勝 田 鉄 城  

 

 ４番  松 田 信 行    10番  小 島 一 弘  

 

 ５番  斎 藤 宏 司    11番  田 中 勝 吉  

 

 ６番  植 田 泰 弘    12番  後 藤 幸 太 郎  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長

副 町 長  産 業 課 長

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事

会 計 管 理 者  建 設 課 長

総 務 課 長  住 民 福 祉 課 長

総 務 課 参 事  産 業 建 設 課 長

住 民 課 長  総 務 課 主 幹

福 祉 課 長   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開議 午前１０時００分 
◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 
ただいまから平成２５年第１回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、９番、勝

田鉄城議員及び１１番、田中勝吉議員を指名します。 
 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 
事務局長に報告いたさせます。 
鈴木事務局長。 

 
◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は、１１名であります。１０番、小島一弘議員から遅参する旨

の届け出があります。 
本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとお

りであります。 
本日の議事日程は、お手元に配付しております議事日程表のとおりであります。 
議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を得ておりますので、

御了承をお願いいたします。 
以上でございます。 

 
◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 
 

◎日程第２ 一般質問 

◇議  長 日程第２、一般質問を行います。 
   順番に一般質問を許します。 
   １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 おはようございます。 

平成２５年第１回定例会の開催に当たり、一般質問の通告をさせていただきま

した。通告に従い、質問をいたします。 

   大空町自治基本条例における町民主体の原則とは何か。大空町自治基本条例が

施行されてはや９カ月、実質的には１年が過ぎようとしております。過日、議会

報告会並びに意見交流会が両地区で開催をされました。大変厳しい御意見をお聞

きしたところであります。 

   そこで、まずお尋ねいたします。町民主体の原則が、他の基本原則である情報

共有及び町民参加の原則に及ぼす自治の基本であると考えますが、町長は町民主

体の原則についてどのような考え方をされているのか、お示しをしていただきた
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いと思います。 

   施行後、速やかに大空町民自治推進委員会規則及び大空町町民意見の公募制度

実施要綱が定められるに至っておりますが、その後、推進のための職員研修を含

め情報提供のあり方、説明責任、会議の公開等のフォローアップは、どのように

進められているのか。自治推進委員会の設置は、いつごろを念頭に置いているの

か、また、人選についてどのような考え方を持っておられるのか。なお、住民意

見公募制度の住民周知に対して、どのように対処なされたかお聞かせください。 

   大空町町民意見の公募制度実施要綱第３条の対象項目について、どのような施

策等の内容が考えられるのかお聞きしたいのであります。 

   同時施行された大空町議会基本条例は、大空町の最高規範である自治基本条例

の第７章、議会の条項の中の第３０条、議会の基本的事項として定められたもの

であります。そこで、お尋ねでありますが、この大空町議会基本条例は、さきの

大空町民自治推進委員会の検証範囲に入っているのか、明確な町長の答弁を求め

ます。 

   ２番目でございます。東藻琴芝桜公園温室イチゴハウスの残留農薬事件につい

ての質問をいたします。この件に関しても、さきの議会報告会の中で最も時間を

要され、厳しく意見を求められた次第であります。市場に流れる前段で、最小限

の影響で事なきを得たわけでありますが、説明責任と情報の共有といった点で大

きく時間を費やしたところです。この件に関する業務委託先の東藻琴芝桜公園管

理公社の委託能力を、町長はどのように認識されていたかお聞きしたいと思いま

す。 

   また、１月末に発行された広報おおぞらに東藻琴芝桜公園からのお知らせとし

て、わずか１５０文字程度のおわびが掲載されましたが、大いに町民の不信を買

い、火に油を注いだ格好になったのではないかと考えますが、町長は町民に対す

る説明責任はこれでよかったのかとお思いになったのか、お考えをお示ししてく

ださい。 

   平成２４年度４月から６月にかけてまでの収穫されたイチゴの販売先の内容に

ついてお伺いをします。町内８店舗となっておりますが、どこであったかお聞か

せください。 

   町長は、平成２３年度のふれあいトークを通じて、イチゴハウスの内容を説明

のテーマに据えて話をされております。出席者からは、多くの質問が寄せられて

いたわけでございますが、この経緯を踏まえてどのように処理なされていくのか、

お考えをお示しください。 

   この事件を通じて、作物を自分で栽培したことのない私は感じたわけでありま

す。イチゴのみでなく農業町である大空町において安心、安全な農産物を流通さ

せ得ることは誇りに思っておりますし、町政推進の基軸であります農業を考える

ときに、消費者に安心して食していただけることが重要なことであろうと思いま

す。このことに対して、どのようなチェックがなされて市場に出されているのか、

どのような法令があるのか知る由もありません。出荷前の検査というものが義務

づけられているのか、また、農協を通さず直接消費者に売買されている直売所等

において、農薬残留という概念は消費者には持ち得ていないのではないでしょう

か。初めから安心だと考えられて購入しているものと思われます。残留基準値と



- 64 - 
 

は何なのか、基準値を超えたものを食すると、どういう影響があるのか知るすべ

もないのであります。トレーサビリティーという方法があると聞きますが、これ

を切り口に積極的に取り組まなければならないと思いますが、町長の考え方をお

聞かせください。 

   ３番目、乗り合いタクシー試験運行事業の中間報告の問題点について。２月末

までの中間報告のあらましをお聞かせください。 

   この政策の町民周知のあり方が適切であったか、考えを示してください。 

   当初、私はこの政策を審議する際から、運行区のあり方に対して異議を申して

おりましたが、残念ながら運行区と運行区近隣という取り扱いをされたわけであ

りますが、町民にはわかりづらかったと感じております。町長の考え方をお聞か

せください。 

   申し込み時に登録をするというまとめ方に対して、現場では大変苦労している

ということでありますが、この議論はなされたのか、十分であったかお聞かせく

ださい。 

   政策推進の熱意が感じられないと、率直に言って感じております。町長は、政

策立案のプロセスのあり方をどのように考えているかお聞きしたいのであります。 

   以上、３項目の質問をさせていただきました。第１回目の質問といたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 品田議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   １点目の大空町自治基本条例でございますが、この条例は平成２０年から御議

論をいただきました。議会では自治基本条例審査特別委員会を設置いただき、審

議を重ねていただき、昨年の６月に制定となったものでございます。あわせて、

自治推進委員会の規則、町民意見の公募制度実施要綱など、そういったものを順

次整備させていただきました。自治推進委員会は、条例に規定されております「条

例を守り育て、実効性を高めるため、町長の附属機関として設置し、必要な意見

を求める」ということになっておりまして、４年を超えない期間ごとに条例の見

直しなどについて諮問をするものでございます。委員は１０人以内、任期は２年、

２回まで再任することができるという内容でございます。今時点で具体的な人選

などについてまで踏み込んで検討しているわけではございません。施行後１年の

取り組みを一つの期間と捉えて検証を重ねていくことが必要ではないかと、その

ように考えております。昨年の６月の制定ということであります。新年度になっ

てから、そういったこの自治推進委員会の設置について具体的なところを詰めて

いきたいと、そのように考えております。町民意見の公募制度への意見表明が条

例の中に明記されております。町の広報紙などでも順次、意見募集を実施させて

いただいておりますので、お気づきの方々もいらっしゃるのではないかというふ

うに思います。また、計画などの途中経過についても町の広報紙や町政懇談会な

ど、情報提供を今まで以上に心がけていかなければならないと感じながら当たっ

ているところでございます。この町民意見の公募制度の実施要綱は、先進地の取

り組みを参考にまとめさせていただきました。その中に対象とするものの考え方

などを明記したところでございます。検証範囲に議会基本条例は入るのかとの御
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質問でありますが、対象からは除かれるものと私は判断をしてございます。 

   続きまして、イチゴの栽培の関係でございます。昨年１２月末に出荷間近のイ

チゴを、許可されていない農薬を使用していたということが判明をいたしました。

そのため廃棄処分することとなってしまいました。町民の皆様に深くおわびを申

し上げたいと存じます。この温室でありますけれども、東藻琴芝桜公園の新たな

魅力づくりを創出するために観光農園として、また、障がいを持つ方などの就労

の場として整備をし、活用していこうという考え方でございます。そのため、公

園の一施設として一体的に管理していくことが最良であると、そのように判断を

いたしまして、現在、東藻琴芝桜公園の指定管理者であります東藻琴芝桜公園管

理公社に業務委託という形で平成２４年度に委託をいたしました。しかし、町と

しても、委託先であります東藻琴芝桜公園管理公社にいたしましても十分なノウ

ハウを持っているというわけではございません。そのため、ハウスの販売メーカ

ーでありますとか農協など、そういうところから情報をいただきながら町も、さ

らには委託先も一緒になって技術構築をしていかなければならないものと、その

ような意識の中で取り組みをさせていただいているところでございます。この関

係につきましては、判明がいたしました後、議会に報告するとともに、広報紙に

も掲載をさせていただきました。それだけでは十分に伝わらない部分があるとい

うことも承知しておりましたので、町政懇談会、また、町民の方々が集う会合な

どにおいて、私からも状況を説明させていただいたところであります。昨年も試

験的に栽培をいたしまして、出荷をさせていただきました。１年目ということで

もありましたし、適期の定植ということではなかったということもありまして、

量的なものが限られておりました。町内の東藻琴で７店、女満別で１店の商店で

販売をさせていただき、芝桜まつり期間中は東藻琴芝桜公園の中の４店舗で販売

をさせていただきました。今後も売っていくわけでありますけれども、１棟から

できるイチゴの量というものは限られてございます。そのようなことから、今年

度につきましては地元の商店、取り扱いができるようなところに意向調査を実施

して対処してまいりたいと、そのように考えているところでございます。 

また、その安全基準でありますけれども、出荷に当たって法的なものというの

は、先ほど言いました農薬などが指定されているものかどうかというようなとこ

ろがありますけれども、明確な基準というものが法的に定められているというも

のではないと、そのように受けとめております。しかし、消費者に提供していか

なければならない、そういう形の商品であるというようなことから、私どもとし

ては自主検査ということで農薬のことなどについて検査をさせていただいたとい

うことでございます。これらにつきまして、大変多くの皆様に御迷惑をかけたこ

とに改めておわびを申し上げたいと思います。 

   ３点目の乗り合いタクシーでありますけれども、この試験運行業務であります

が、御自身で移動手段を持たない方、また、公共交通機関を利用することが困難

な方など、そういった方々の支援のあり方を検討するために試験運行とさせてい

ただいております。１月は、運行日２２日の中で２４名の利用、２月は２４日の

運行日の中で３１名の利用ということであります。広報１２月号、また、３月号

に掲載をさせていただき、情報掲示板などでも周知を図っております。あわせて、

対象となります農村部の関係の方々には直接郵送で周知もさせていただいており
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ます。そのほか、町政懇談会など各種の集まりで私自身も、さらには担当職員も

事業の説明をさせていただいております。さらに、見守りネット事業などで訪問

員が家庭訪問をする際、さらにはタクシーの会社のほうからも乗務員によって周

知をさせていただいているところでございます。また、運行範囲でございますが、

市街地と農村部の中間に居住している方々でも交通手段に困っておられる方がい

ると、そういうところも拾い上げていくべきではないかというような御指摘もい

ただきました。ＰＲとしては、個別に御相談をいただきというような表現があり

ましたけれども、農村部の方々の利用がどの程度あるか、そちらが非常に多いよ

うであれば、そういった中間地点の方々のニーズにお応えできない場合もあるの

ではないか、そんな心配をしておりましたけれども、現実、先ほど言ったような

数でございます。現在、そういう形で個別に御相談をいただいている方について

も登録をさせていただいて、御利用いただいているところでございます。 

それから、登録のあり方についてでありますけれども、これは対象者を決めて

ございますので、その都度、その都度、その方がそういう利用者に該当するのか

どうなのかということを確認する必要があります。そのことをハイヤー会社の乗

務員の方々だけにお願いをするということになりますと、大変事務的に煩雑さを

伴うというようなこともありまして、あらかじめ登録をさせていただく、また、

誤りがあっては大変でございます。そんな中での登録とさせていただいておりま

す。登録用紙などは簡素化をし、電話などでのお申し込みも受け付けさせていた

だいているということで御理解を賜りたいと思います。 

熱意はあったのかということでありますけれども、当然これは熱意がなくては

できないわけであります。福祉関係の各種計画を策定する中で、高齢者の方々の

足を確保する、また、その計画策定に当たる委員の方などから、その確保につい

て多くの課題提起がされておりました。そんな中で、現在は公共交通機関やスク

ールバスの混乗、さらには福祉タクシー券なども配付をし、患者輸送バスなどに

も乗っていただいておりますけれども、さらにそれを補完するものとして、今回

乗り合いタクシーというものを提案したわけでございます。そういった複合的に

高齢者の足を確保する手段というものを何とか構築をしてまいりたいと、そのよ

うに考えての取り組みでございます。そのため、庁舎の中に地域交通システム検

討会議というものを設置して、総体的に検証し、実施をしていきたいというふう

に考えてございますので、今後とも御指導いただきますようにお願いを申し上げ、

御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 ただいま、町長のほうから答弁をいただいたわけでございます。なぜ、

私が町長の町政執行方針の町民主体と町長さんも話されておることを大項目にし

たのか、この認識が私は一番大事だろうと、こんなふうに思ったわけです。９カ

月しかたっていませんけれども、その後どうなっているのだと、何も見えない、

いろんなものに対する自治基本条例の影響等が見えない、内容が見えないという

ふうな話が議会報告会でもされたところでありましたので、質問をさせていただ

きました。これは４つの原則があるけれども、町民主体の原則、情報共有、町民
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参加、協働。基礎となるのは、町民主体の原則、これがなければ情報の共有、町

民参加、協働は語れない、こういう認識でいらっしゃるのかというふうな問いで

あったわけであります。それについて考え方をと確認の意味で申し上げましたけ

れども、確認する必要すらない。なぜならば、条例に全て載っていることであり

ます。その理解力、理解度、認識度、覚悟といったものが、行政の覚悟はどのよ

うにあったかといったことが大事なことだろうと思っているわけです。まだ、自

治推進委員会の設置はこれからということでありますけれども、早いほうがよか

ろう、検証は既にスタートからなされなければならないと私は考えております。

早い段階の設置を望むものであります。人選もまだということでありましたけれ

ども、私から大変僣越ではございますけれども、提案があります。この条例に携

わってくれて、大変お世話になりました講師でありました水澤さんではいかがか

というふうな考え方でございます。自治推進委員会委員の皆様が全く自治基本条

例の内容がわからないというのでは困ります。自治推進委員会委員へのレクチャ

ーも必要であると思います。講習も必要であると思います。 

 

◇議  長 品田議員、通告書の内容とちょっとずれるところがありますから、個人

名を挙げてやるのは、いかがなものかと思います。 

 

◇品田議員 ずれていないよ。自治推進委員会の内容について聞いているのだから。 

 

◇議  長 あなた、そうは言っていないよ。その人も必要ではないですかという言

い方をしているから、そういうことはちょっと一般質問、この案件にはなじみま

せん。 

 

◇品田議員 それは判断の違いだと思いますけれども、議会からそういったことがあ

ってもおかしくはないと思います。 

   続いて、町民意見の公募制度の周知に対して。これは町長、私も見忘れたのか

なと思いまして、事務局に調べてもらいました。この要綱が６月の２１日に施行

されておりますけれども、ホームページにもこの施行の……。 

 

◇議  長 品田議員、ちょっと言っておきますけれども、項目の１項目、①とあり

ますよね、そこをとりあえず解決してください。 

 

◇品田議員 だから、に対して言っているのですよ。 

 

◇議  長 だから……。 

 

◇品田議員 それを１つずつやったら、大変なことになってしまう。 

 

◇議  長 一緒だよね。これは１と２は一緒ということで。 

 

◇品田議員 １番の１について言っているのです。 
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◇議  長 はい。 

 

◇品田議員 項目の中の意見の公募周知の周知が、実際に要綱を立てましたよという

案内書がないというふうな報告で、あらっと思ったのですが、その後、いろんな

地域防災計画等、以下諸計画に対してパブリックコメントは求めております。そ

の第一の要綱について、こういう形で町民参加のという形の要綱施行、それの案

内がない。スタートから町民は、これをわかりません。我々はわかっています、

町長。パブリックコメントの要綱ということが何をなさろうとしているのかとい

うことが、それは自治基本条例にのっとってやってきているのだという、そのス

トーリーを町民がわからないでいるということだと思うのですが、それについて

私の認識違いでないと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 新しい条例として制定をさせていただきました。また、御議論にも大変

時間がかかった中での制定となりました。しかし、それを町民の皆さんにしっか

りと浸透させていくということにおいては、時間がかかるものと思います。そん

なことから、この自治推進委員会などでの継続的な御議論ということもあるので

はないかと思ってございます。 

   また、町民主体の行政を運営していく、その覚悟ということでありますけれど

も、行政報告の中でもお話をさせていただいた中に、今年度はこの２月までに町

政懇談会を２５カ所、さらに４カ所開催をしていると。私の記憶でありますけれ

ども、過去にも町政懇談会というのは歴代の町長さんたちもずっと取り組んでき

たかというふうに思いますけれども、だんだんと就任の年限が長くなってくる中

で、開催回数というのは私は少なくなっていたのではないかと思いますが、この

時期に至って３０カ所程度の町政懇談会という形でやらせていただいている、そ

れはそれなりのやはり覚悟を持って取り組んでいかなければできないことだと、

そのように考えているところでございますので、御理解を賜りたいと思います。 

   また、条例の制定に当たって水澤先生にたくさんの御尽力をいただきました。

そういった方ということでありますが、自治推進委員会の中の人選といいましょ

うか、には町民というようなことで規定をしてございます。ただ、かかわりが非

常に深かったということで事務担当のほうからは、そこを進めていくためのアド

バイザー的な存在というものが必要になるのではないかと、そのように考えてお

りますので、全くかかわりをここで絶つというような考え方は持っておりません

ので、御理解を賜りたいと思います。 

   また、意見の公募要綱などにつきましては、当然要綱でございますので、町の

ホームページなどに掲載をしてございます。しかし、その内容等について、どこ

まで細かく説明ができているかということに関しましては、今までも自治基本条

例の考え方を広報などで説明をさせていただきましたけれども、とりたてて、こ

の部分だけを特筆してということにはなっていないかもしれません。今後のそう

いう御指摘をいただきましたので、そのことも課題と受けとめて取り組んでまい
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りたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 わかりました。町民意見の公募制度の周知に対しても、ストーリーを持

って見なければ、我々でさえも見逃してしまうということでございますので、町

民の人方が自治基本条例とパブリックコメントの関係といいますか、町民意見の

推進、町民参加の推進の項の中に具体的に書いてあることを今、順次行政はやっ

ているのだよということの認識を持っていくためには、それが必要でないのかな

と。それで結構だと思いますけれども。 

   第２の小項目ですけれども、パブリックコメントの対象についての考え方につ

いては、ちょっと答弁がなかったかに思いますけれども、時間もないことであり

ますので、計画等については今順次出しております。ところが、それ以外の政策

についてパブリックコメントの中では書いてあるわけです。「第３条 第４項、

広く町民が利用する公の施設の利用の方法及び管理運営の方法を決定又は変更す

るとき。」、「第３条 第５項、公の施設を新設、改良又は廃止するとき。」と

あります。このようなときには、政策の公表をしてパブリックコメントを求める

ということが、うちの自治基本条例の本当の心だと思うのです。計画は今やって

います。ところが、一般町民の方は、ああいう計画についてはなかなか閲覧にも

来ないし、正直興味は余りないと思います。やっぱり生活に携わる、実際に目で

確認できる、そういった政策について、例えば今般も公有財産の取得について云々

という、昭和地区のこと、ああいう類いの問題については、早い段階でわかって

いたならば、パブリックコメントに訴えてこれでよかろうかという、やっぱり意

見の公募を求めるべきだった、それだけの時間は去年あったわけですから。その

辺、土地の取得に関しては、私が入って情報を提供したということでなっており

ますから、よくわかるのですけれども、その施設の運用、利用というものに対し

て広く町民から求めるという姿勢があってほしかったなと、そういうことだと思

うのです。それに対して、やっぱりいら立ちを持っていらっしゃるということだ

ったと私は思うのです。そういう機会を保障したわけですから、それを実行して

いく、これが自治基本条例の精神ではないでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほど言いましたように、要綱の中にどのようなものを対象とするかと

いうことで書かれてございます。今、品田議員が言われましたように、広く町民

が利用する公の施設の利用方法及び管理運営方式を決定または変更するとき、さ

らには公の施設、その利用が特定の地域の利用に限られるものを除く、を改良ま

たは廃止をするときというふうに書かれてございます。私どももこれにのっとっ

て、おのおのの事案などについて対処しているという状況でございます。今、具

体的なお話が多少ございましたけれども、私どもはあくまでこの要綱に沿って取

り扱いを行っていくという姿勢に変わりはございませんので、御理解を賜りたい

と、そのように思います。 
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◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 議案の大小ということについては、規模については、これには付してお

りません。いわゆる豊住小学校の跡地検討プロジェクト、そういった形もパブリ

ックコメントにかけるために今、長い時間をかけてやっている、このスタイルが

なぜほかのことでできないのかということなのです。それは、全然興味がないの

かと。興味があるわけですから、それに対して何も隠し立てなく、我々が政策を

立てたものはこうなのだと、町民の皆さんはどう思うかということをやって何が

難しいのか、それが本当に大事だと思うのです。そのときに、ああ、行政は変わ

ったな、そのような認識を私は絶対に持たれると思うのです。従来と全く手法が

違う、それを堂々とやる。それは、軽微なものについては、なかなかできないで

しょう。でも、２，０００万円、３，０００万円、５，０００万円となってくれ

ば、額の提示もありません。でも、関心事ということでそれをやってあげること

が私は大事なことだろうと思うのです。それをやれば、私は、町長、町民は大変

評価をいたすだろうと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 難しいからしないというようなことではございませんし、その額が多い

少ないということでも私はないというふうに思っております。ここに書いてあり

ます要綱に基づいて広く町民の方々が利用する公の施設でありますとか、そうい

うようなものについて、いろいろなものを決めていくときということについては、

きちっとこの要綱に基づいて対処をするということでございます。極端に言いま

すと、このことをしっかりと守っていくということでございますので、ここのと

ころに個別の、個人としての意見を余り入れるということではなくて、この要綱

をしっかりと守っていく、その取り組みをしなければならないことだと、そのよ

うに受けとめておりますので、その中で取り扱いをさせていただきたいと、その

ように思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 時間もないことですから、ゆっくりお考えになってください。私は、３

年有余をかけて自治基本条例の検討委員を務めておりますけれども、それは並々

ならぬ時間であったし、本当に大変な労作であったと私は今振り返っています。

町長さんは一回も来られなかった、そういうのがやっぱり影響しているのかなと

いう感じを持っております。 

   そんなことで３番目の議会基本条例についてでございますけれども、この議会

基本条例第６条、これは議会だけの条例ではなくて、町の町政にも影響すること

がいっぱいあります。町長による政策等の形成過程の説明という項目の中で、６

つほどの要点をまとめて政策を提案してくれということでありますけれども、そ

れがまだ私の記憶であれば、ぴしっとした用紙で提示されたことは一回もないな
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と、後出しみたく、また出てきたり、提案の形が参考資料のふぞろいであったり

ということがあるわけなので、この辺も議会基本条例に載っておりますので、そ

の辺を遵守していただきたいと思います。 

   ２番目の芝桜について移りたいと思います。 

 

◇議  長 ちょっと待って、今１番が終わったのでしょう。 

 

◇品田議員 はい。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私も自治基本条例の委員会等には何回か顔を出しておりましたけれども、

町長が出てくるとまたいろんな議論に支障もあるというようなことから、遠慮す

べきというようなお話もありまして、一時期はペーパーだけを出して考え方など

を説明させていただいたところでありますので、その点については重々御理解を

賜りたいと、そのように思います。 

   また、議会基本条例のことについて、私が今、特別何かを申すつもりはござい

ません。先ほどから言いましたように、検証範囲の中には私は含まれていないと、

そのように思っておりますし、それは議会の皆さんがきっといろんな形でお考え

になっているものと、そのように思ってございます。 

   また、政策等の形成過程の説明ということでございますが、私はよくほかの町

の方々、ほかの町の理事者の方々や議員の方々にも言います。うちの町の議員の

方々は、すごいですよと。それは、常任委員会がございます。２つの常任委員会

ですけれども、毎月最低１回以上は開催をされていて、その案件というのは年間

を通じると百数十項目にもなると、それだけ町といろんな情報交換をしながら議

論をいただいて、最終的には本会議の議論を経て物事を決めさせていただいてい

ると、そのようなお話をしますと、ほとんどの方が驚嘆をいたします。うちの町

の議会の常任委員会は、そんなに頻繁に行われているわけではないと、諮られる

案件もそんなに多くはないぞと、一体どこの情報まで議会に事前にいろんな形で

提供しているのだというような形で言われることが、かなり多くございます。そ

んな意味で私どもは、その企画の段階からいろいろな提案、最終的に本会議に提

案をされるまでに、議員の皆様方のいろいろな御意見もいただき、そこには町民

の方々の意見も数多く入っているものと思っております。そんな形の中で今進め

させていただいておりますので、今後ともそういう視点から、また御指導いただ

きますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 ２番目に入ります。 

   １番については、町長の答弁、従来と変わりませんけれども、その体制でやっ

ていくと再度確認をして、適正管理に努めていくよう努力するということで了解

をいたしました。 
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   ２番目に関しては、情報共有のあり方、住民説明の責任についてということで

ございますけれども、２番手の同僚議員さんが同じ項目でありますので、この項

目については譲りたいと思っております。 

   ３番目の平成２４年度の夏季のイチゴの販売先でございますけれども、町長さ

んが東藻琴地区７店、女満別地区１店と、こういうふうに仰せられました。何ゆ

えに女満別地区が１店なのか、よく私はわかりません。どうしてそういう経緯に

なったのか。少なかったから、近間のところに７軒にやって、地元は「キッチン

ほのか」だけだったと、こういう現実を私は偶然知ったわけでございます。町長

は、ふれあいトークでもお菓子屋さんに納入をしてスイーツをつくってもらうと、

そういう町民の夢をというふうなことを申しておったように記憶しております。

ところが、うちの洋菓子屋さんは一回もそんな話は聞いていないと、たまたまニ

ュースがあったので、譲ってもらえないかと電話したら、運転免許がないから持

っていけないと、こういうふうに言われたとはっきり言っております。大きなス

ーパーさんにも聞きました。一回もそんな話はないと。何ゆえにそういうふうな、

同じ町でありますけれども、偏ってしまったのかと、こういうことでございます。

書いてありますけれども、たかだかとれるのは２２５キログラムとあります。我々

商人は、私も青果担当でやったことがありますのでわかりますけれども、２２５

キログラムといったら大体３００グラムのパックで売っておられます。キロでは

取引はなされておりません。パック販売です、小売の場合は。３００グラムから

３５０グラム入っております。それで換算しますと、７５０パック程度であった

と思われます。それが町内の８店舗にやられたのですけれども、これを１年で見

ると、５，５００パックぐらいとれるはずです。そういう予定だそうです。そう

すれば、シバザクラは期間がありますから、販売は大体１，５００パックと見て

いるそうです。あとの多くのものは町内でさばくということになりますので、ま

ず１回目のときにそういう味を覚えてもらうとか、地元産だよということを認識

させるということに関しては、５パックでも３パックでもいいから、やはり各店

に置いて宣伝行為を行うというのが普通であろうと思っていますけれども、それ

がなぜできなかったかお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 昨年度につきましては、東藻琴芝桜公園で生産をされたイチゴというよ

うなことから、そのネーミングといいましょうか、まだ決まってはおりませんで

したけれども、そんな位置づけでスタートしたものですから、その中で東藻琴地

域の商店が中心となってしまったということでございます。先ほど言いましたよ

うに、量も限りがあったということで御理解を賜りたいと思います。今年度につ

きましては、各商店、また、製造加工などを行うお菓子屋さんなど、そういうと

ころから意向調査を実施して、取り扱いなどについて決めていきたいというふう

に考えておりますので、御理解を賜りますようにお願いをいたします。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 
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◇品田議員 わかりました。 

   ４番目のイチゴ栽培における意気込みということで質問をさせていただいたの

です。これは、質問は先ほどから議長さんが言われていますけれども、これだけ

ということではないですから、道しるべの感覚で小項目を出していますので、こ

れだけを捉えるのだったら、抽象的に私は書いたほうがよかろうとなりますので、

御理解を賜りたいと思います。 

意気込みということでございますけれども、これも町長は先ほどふれあいトー

クのことでも言いましたけれども、町長は役場庁舎の１階の会議室で地元の市街

地のふれあいトークを臨まれまして、このようなことを言っています。私は、大

風呂敷を広げるつもりはないのだと、町民の夢を少しでもというふうな考え方を

表明されたと私は記憶しております。確かにそうでありますけれども、町民から

見たら４，０００万円有余といえば、やはり大風呂敷ではなくても中風呂敷ぐら

いにはなるのだろうなと、こういうふうな感じを持っております。それで、私は

大風呂敷は何なのかと、それは伊達市、今ちょうど、とちおとめがすごく売られ

ております。１パック４９８円、亘理町、こう書いてあります。伊達市では、亘

理町の被災にあった農家の方々を招請して、イチゴ栽培のレクチャーを受けてや

っぱり栽培をしていると。その町長さんが言うには、私はこれを産業にしたい、

小さな遊びではないのだというふうな形の表明をしていたのを、私はテレビで見

ました。ところが、そのハウスというのは、私どものハウスよりか本当に普通の

ハウスです。パイプ状のハウスです。通常見られる、いわゆるビニールハウスで

す。うちらは、すばらしい形をとっております。私は農家ではないですから、ビ

ニールハウスが幾らなのかわかりませんけれども、３００万円から５００万円す

るのでしょうと思います。そうすれば、安易にはできないかもしれないけれども、

成功すれば大きなものになると私は思っております。そんな形でこの質問をさせ

ていただきました。女満別地区にもメルヘンカルチャーセンター、農業施設があ

ります。あそこには立派な施設がそろっています。あそこでヒートポンプ、温泉

はできませんけれども、ヒートポンプを入れて温泉ハウスで、温泉ではなくて地

熱でとれないのか、そういうチャレンジをできる場所が用意されています。あそ

こにも、この間質問をいたしました就農施設もあります。そういったことを利用

して、そういう今までの巧みなわざを、やはり伝授してもらうという、最高のケ

ースではないかと私は思っているのですけれども、町長にそれ以上の大風呂敷を

広げさせるつもりはないですけれども、その辺の意気込みをと思ったつもりでご

ざいます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私が言いましたその大風呂敷といいますのは、最初から大きな風呂敷を

広げて全部を行っていくということには、今回の場合はならないということを申

し上げたつもりでした。今回のイチゴ栽培においても大変な大失敗をしてしまっ

たわけであります。物を栽培するということは大変難しくて、一歩一歩階段を上

っていって技術が確立されていくというふうに思っております。そのことも十分

できない中で、先ほど言ったように、あっちにもこっちにもというところまでは
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いかないということで、将来的にそういうものが確立されていけば、当然そうい

う可能性というものもあろうかと思いますけれども、今はまだそこまで検討する

といいましょうか、考えて計画を持っていくということになっていないというこ

とについては御理解を賜りたいと思います。 

   また、伊達市での園芸作物などの栽培、私も農政の担当のときに何回かあの方

面に足を運ばせていただきましたけれども、道内の中でも非常に温暖な地域であ

ります。イチゴに限らず、いろいろな野菜などがハウス栽培の中で生産をされて

いる、一つの地域の産業の大きな柱となっているように思います。しかし、私ど

もの地域におきまして今回取り組ませていただいておりますのは、温泉熱を利用

した中でのイチゴ栽培ということであります。そんなことから、一般に広く普及

させるということにはなかなか難しい面がある、そんなことから私どもとしては

東藻琴芝桜公園の中の要素として、観光農園としてそういうものを取り入れて、

東藻琴芝桜公園の魅力をアップさせたい、さらには先ほど言いました障がいを持

つ方々などの就労の場としていきたいというような視点から整備をさせていただ

いたと。当初から伊達市などとの取り組みの方向性というものが少し異なってお

りますので、そこをそのまま参考にするというのは難しいものがあるのではない

かと、そのように考えているところでございます。 

   また、被災地の方々などの受け入れということは、今回のことに限らず、いろ

んな面で考えていかなければならないものと思っております。今回のことについ

ても、そういうところから技術を持った方を招聘するということも考えられなく

はありませんでしたけれども、将来のことを考えますと、まず地元で人材育成を

して取り組んでいかなければならない、そんな思いがありまして、地元の中で何

とかやっていこうというところから途についたところであります。今後ともそう

いった面で御不便をかけたり、また、十分でないところがあろうかと思いますが、

御指導いただきますようにお願いを申し上げたいと存じます。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 せんだって議員会が主催ということでありませんけれども、共催で農協

さんと農業委員会さんと東京農業大学の先生、講師を招いて講演を企画して、出

席をさせていただきました。６次化産業の形成ということで、いろいろ聞かせて

いただきました。産業課からも課長が来られておりましたけれども、やはり大空

町は長い間農業の町ですけれども、農業の形、私はわかりません。ですけれども、

国民なり町民なり道民なり、そういった方々からやはり肌でわかる農業、そうい

ったことに一歩迫っていかなければ、ＴＰＰの問題もありますけれども、将来的

にはスパンを広げていくということは計画的になされていかなければならないわ

けで、意図的にやっていくということが小さなことでも大事だということを申し

上げているつもりなのです。いたずらに大きなことを考えれということではない

のです。また、逆に言えば、小さなことだからいいのだということではなくて、

そういうものの積み上げをどういうふうに形成していくのかというふうなことが、

僕は計画値であろうと思っているのです。いわゆる行き当たりばったりというこ

とでは、ないだろうというふうなことで申し上げたところであります。 
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   ５番目については、大空町の農産物は安心、安全かと。農業の町を長くやって

いるけれども、消費者の方は皆さん地元のものは安心、安全だと、こういうふう

な認識でいると思うのです。どのような形でつくられているか、内容はどうなの

か、農薬は何を使っているか、そんなものは全然わかりません。ところが、出す

側としては、こういうもので安心ですよという明示の仕方、食品では皆さん、こ

れはあります。ところが、農産物に対しては、余りはっきりしたものが私はない

ように思っているのです。スーパーでは顔写真入りだとか、いろんなことを書い

て、コメントを書いたりという形で、そういった形で消費者に理解を求めてＰＲ

をしているところもあります。ところが、うちはそういった形までまだ進んでい

ない、地産地消というふうな農産物に関してはまだない、農協流通で回る分につ

いては、そういうことはまずしなくてもよろしいのでしょうから、いわゆる地産

地消、消費者に直接渡る、近隣の消費者の手に直接渡る、御婦人の手にさわると

いうものについて、はっきりと大空町というものを認識させる絶好のチャンスで

あるわけですから、それを同時にやっていったらいかがかというふうな意味合い

で、この項目に挙げさせていただいたわけです。やはり信頼を失ったら、いかに

食べ物であっても難しい状況があるというのは中国の事件のことでもおわかりの

ことだと思いますけれども、まずもって農業町としてのそういう姿勢というもの

を、近代化といいますか、そういったものを進めていくべきであるだろうと私は

思っている次第です。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 イチゴの栽培に向ける将来展望といいましょうか、それが農業の多角化

などというところにおいて今、御質問をいただいたものと思っております。小さ

なことからと、私もそのように申し上げたつもりで、最初から大きな計画でやろ

うということには、まだまだ遠いと。一つ一つそういったものをやりながら、１

つの階段を上がってそういうものを皆さんに、また御提示させていただけるよう

なことになれば、また新しい取り組みも当然考えてまいりたい、そういった意味

では、品田議員と同じような考え方に立っているのかなと今思いましたので、今

後とも応援をいただければありがたいなと思っております。 

   また、農産物の関係の安全性、我が町の取り組みでありますけれども、国は今

環境保全型農業直接支援対策事業というものを推進してございます。農薬であり

ますとか化学肥料などの低減というようなものをして、それを実践していく農家

の方々に支援金を出していくと、そういうような取り組みもしておりまして、私

どもの町でも昨年度から取り組みを開始、昨年からでしょうか、取り組みを開始

している部分があります。こういったものもＰＲしていきたいと思いますし、北

海道の段階でも北のクリーン農産物表示制度というものを運用してございます。

女満別の稲作生産組合やカボチャ生産組合などが登録をして、こういった中で安

心して食べていただける農産物の表示をもとに消費者の方に訴えている活動など

も行っているところであります。全体的な農産物の認証制度というものがしっか

りと確立できていけば、もちろんいいわけであります。また、これは農産物だけ

ではなくて、商品や加工品などにおいても認証制度というものが過去から課題に
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なっておりますが、現実、実現には至っていない状況にあります。そういったも

のを町として、地域として認証していくということに当たっては、その栽培をさ

れる方々、関係団体の方々の理解と協力がなければなりません。そういった方々

にも御協力、御理解をいただきながら、今後もそういう可能性について町として

働きかけをしてまいりたいと思いますので、その点についても御支援賜りますよ

うにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 ２項目めが終わりました。 

   ３つ目の乗り合いタクシーの試験運行でございますけれども、試験運行だから

いいのだということでなくて、もう少しという話で何回も福祉課の説明で私は申

し上げたところでございますけれども、今、町長さんの中間報告、１月末までは

出ておりましたけれども、余りにも抽出点が少ないということで、２月までのも

のを中間報告ということでお願いをしたところであります。大した変わらない数

字でございますけれども、少し数字が多くなりましたので、あれだと思います。

乗られる目的、これは通院、サークル、買い物のほか、４０％、４０％、２０％

ぐらいな程度であったろうと思います。これも予測に反しないだろうと思ってい

ます。運行率に関しては、４６回あったものを２２回しか運行できていなかった

ということで４７％。実利用者は１５名、延べ５５名。大変小さいもので、これ

を見渡せば２カ月間で反復利用をしているということがうかがわれます。登録者

数は、わずか３０件です。免許ありが１１名、免許なしが２５名。これを考える

と、３月末までを考えると、９５名ぐらいな延べ人数になるだろうなと。 

   その中で運行区と、これはちょっと３番手の問題ですから、住民周知のあり方

についてに移りたいと思います。これは、２回目ぐらいのときに説明がありまし

て、決定ではありませんけれども、こういった形で各地区、各方法において広報

に出すという形のスケジュール表をいただいたことがあります。たまたま１２月

７日がスタート日だったけれども、１月７日にずれた、１１月末に第１回目のカ

ラー刷りで広報に出ています。残念なことに１２月１５日、１２月末新春号、１

月１５日、１月末の広報には一切出ていないのです。出たのが２月の末の広報に

出たと。早過ぎてしまった広報と実施時期のずれ、それといろんな諸問題がある

のだろうと思っています。だが、なぜ計画をしていたものをやれなかったのか、

これは不思議でならない。それは、たまたま、ふれあいトークと絡んだりなんか

して、十分な説明をしたのだというふうな認識があっただろうと私は推察をして

いるわけでありますけれども、実態はほとんど知られない。タクシー会社さんに

聞いても全然わかっていないのだと、町民の方はと。まるっきりこれはわかって

いない。どうなっているのだと。私は、スタートから、１月７日から、正直に言

って１０日間、毎朝歩いてきますから、行きに寄ってきます。きょうは何件、き

ょうは何件、きょうは何件、１０日間やりました。そして、いろいろ事情を聞き

ました。これは、難しくなってきたなと。まず、認識が全然ない。本当にニーズ

がなければ、それでいいのです。ニーズがあるだろうと思ってやっている施策で

す。なかったらないでいいのだよということではないのだろうかと私は思います。
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どこがおかしかったかという検証を、やはり早目にやっていかなければだめだけ

れども、随分ゆったりしているなと。３月の末の数字は、大体もう決まったよう

なものです。それを夏にどうやってフィードバックして生かしていくかという、

そういうことで５番目の政策推進の熱意はあったかというふうな問いになってい

るだろうと思うわけでございますけれども、町長の考え方を。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 お答えを申し上げたいと思います。 

   当然熱意はありましたけれども、このような民間の事業者の方にも御協力をい

ただきながら、また、試験というようなことで初めて行うということで内部でも

非常に議論がありました。曜日を決めて地域を回る、もっと毎日できないのかと

か、先ほど言った中間地点の方々をどのようにするか、いろんな議論がある中で

スタートを切りましたけれども、そんなことから十分時間をとりながらＰＲをす

るというところに至らなかったことについて反省を申し上げたいと思います。し

かし、先ほど申しましたように、このことだけで全てが解決できる問題ではなく

て、いろんな交通手段を使いながら高齢者の方々の移動というものを考えていか

なければならないと思ってございます。ですので、いただいた意見、また町政懇

談会などでも御指摘をいただきました。また、担当として感じているようなもの

を今の時点で申し上げますと、曜日ごとに地域を決めておりましたけれども、こ

の利用の形態であれば全地域を全て曜日を決めないでもできるのではないか、そ

れから先ほど言われておりました市街地と農村部の中間に位置する方々のことも

当然必要になってくると。さらに、御指摘いただきましたのは、市街地から農村

部へ行く、そういうような運行の経路はできないのかというような話もありまし

た。また、これは我が家のことでもございますが、今町の中の停留施設というの

は何カ所かに決めておりますけれども、それをもっとフリーにして、いろいろな

ところに直接行けるようにしていただくわけにはいかないのかというようなこと

などの指摘などがございます。今回、御指摘いただきましたいろいろな点につい

て改善をしながら、平成２５年度の試験運行、その後の本格的運用に向けて取り

組んでまいりたいと、そのように考えておりますので、今後ともいろいろな視点

から御指導いただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 ありがとうございました。 

   ３番目の運行区と運行区近隣の扱い方、これも先ほど申したとおり、当初から

私は問題だと、なぜ夕陽台や眺湖台や公園が入らないのかと、及び自治会連合会

の会長さんに夕陽台もいっぱいいるよというふうなこともお聞きしておりました

ので、近隣区扱いではなくて、基本的に３つの路線の中に組み入れてくれと、湖

畔の中に公園を入れてくれと、朝日開陽の線に夕陽台、眺湖台を入れてくれと私

は何度も行きました。ところが、一向に原案にこだわっているせいか図柄が変わ

ってきません。図柄の中も一切変わらないで、とうとう町民に流されてしまった



- 78 - 
 

と。ですから、正直言って昭和の会長さんは、「品田さん、これはうち、関係な

いんだわ。」と。この間、町長は、ふれあいトークでそういうふうに考慮します

よと言っていたから、「やれるよと、年寄りに話しかけて。」と言ったら、「い

や、検討と言ったのだもの、役場が検討と言ったらやらないのだわ、やるという

報告を受けていないよ。」こういうふうなやっぱりミスマッチがあるのです。町

長は、一生懸命答弁をなさっています。ところが、とり手側が全然そうとってい

ないのです。そして、図面が直されていない、何ゆえにこれだけの時間があるの

に図面を直せなかったのか。例えば、２カ月間の数値を見ても、運行区の比率は

５０％です。これは大きいと思います。やっぱり、そして免許のない方は近隣の

人のほうが多いということです。農家の人は、大世帯の人が多いわけですから、

何なりとまだ交通のあれがあるのでしょうか。意外に少ない、全然いないという

ことなのですけれども、やっぱり中で一生懸命たたいてきていますから、ですか

ら簡単に崩されたくない、変えたくないという気持ちを私は企画をした人間です

から十分にわかるのですが、やはり抜け落ちているなというものが指摘されたら、

やはり敏速に直すという考え方も必要だと。原論を通したい、そういう形では何

ぼパブリックコメントを求めても、それは変わらないです。ジェスチャーになり

ます。聞いて、やっぱりその内容を認めたら、直すということの姿勢をやはり持

っていかなければ、議会もだんだん、それこそ無用だと言われるような時代にな

ってきているのです。何のためにおまえらいるのだと、正直言われているのです。

何をチェックしたのだと。このチェック機能というのは、物すごく難しくて、全

能みたく思われているのも実態なのです。だから、責任は議会なのだと、おまえ

らが通したのだ、こういうふうなやはり住民の方が多いということ、これは町長

も理解していただきたいなと思っています。いかがでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私の検討という概念は、決してできないことをあげつらえて難しいと言

うことのための検討ではございません。必ず何とかできないのかというようなこ

とで検討するというのが当然のことでございます。今回、その中間地点の方々、

私どもも内部の議論の中で、そういったところを取り入れていくべきではないか

というような議論もありました。しかし、先ほど言いましたように、農村部のと

ころでもっと御利用があるのではないかと、そんなようなことから、そこのとこ

ろを最初から取り込んでいくと農村部の方々の御期待に応えられないのではない

か、そんな意見も内部の中にありまして、スタートの時点ではそういう仕切りの

中でＰＲをさせていただきました。ただ、当然、町政懇談会などでもお話があり

ました。ですので、ぜひそのことについては途中からででも、それは取り込むべ

きだということで随時そういった方々、御相談いただいた方々について運行をさ

せていただいております。現にそういうところからお問い合わせがあって断った

事例は全くございませんし、できるだけそういった方々にもこれからもＰＲをさ

せていただきたいと思っております。先ほど使われていない理由の中に、そうい

うところもあるのかというふうにも思っております。今回は試験運行であります。

そういったところをしっかりと検証していきたいと思いますが、例えば私の家の
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実情でいいますと、父親も母親も歩くことがなかなか難しくなってきていると。

例えば、町の中に用事があって女満別研修会館でおりても、そこから１００メー

トル、近くの住宅に行くのでもなかなか大変だなと、そういうことであれば逆に

何とかして家族で送ってくれないかというような話にもなります。そういうよう

なこともあって、今回使われていないというようなところもございます。いろい

ろな要因があって利用が伸びていないと、そこのところをしっかりと検証してま

いりたいと思いますし、先ほど言いましたように、企画をしたから最後までこれ

でやるのだというような考え方ではなくて、途中からでもそういうものを何とか

少しずつ改善していこうという考え方でございます。議員におかれましてもそう

いうような町民のお話がありました折には、ぜひそんなことはないよというよう

なことで言っていただいているとは思いますけれども、さらにお伝えをいただけ

ればありがたいなと、そのように思っております。格好だけの乗り合いタクシー

の試験運行ということでやっているつもりは毛頭ございませんので、何とか困っ

ている方々もたくさんいらっしゃると、そういう方々の利用に供したいという思

いで取り組んでおりますので、今後とも御理解を賜りますようにお願いを申し上

げたいと思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 私が本当につらかったのは、この事業がスタートされるときに、そうい

う悩みを持っていた御婦人、福祉タクシー券がもらえる状況にない年、年齢、そ

れで自分の虚弱な体になっていくつらさ、そんなことを日々聞いておりましたの

で、これはあの人のためにいいなと、いいことだということで「使ってください

よ。」と、「そうなの。」と喜んでいただきました。ところが、何かの都合で役

場へ来たときに「今度やるんですってね、私は乗れるんですよね。」と言ったら、

正直に言って町長、「あなたの運行区ではないです。」と言われた人がいるので

す。私は、その人に聞いて、「そんなことはない、私の名前を出してください。」

と正直言いました。「ちゃんと米印に相談してくださいと書いてある、そんなこ

とないから。」。それは大分前のことで、スタートのときは確かにそうだったと

思います。だから、スタートのときはそういう答弁をしたのだろうと私は思いま

すけれども、「それから変わって直ってきているから、間違いないから。」こう

いうふうなことを私は言ったつもりでありますので、別に行政の隅をつつくばか

りが能ではないですから。「そういうことで間違いないよ、絶対だから、ただ図

面がちょっとわかりづらいよね、でも間違いなく使えるから、何ならすぐ登録し

て。」と言って、この３０名の登録数の中に近隣の方が多いというのも、そうい

う事情だということを私は暴露いたします。 

   ４番目の利用者登録用紙の取りまとめの考え方でございますけれども、まだい

まだかつて３０名しか、全然ふえていない、これが要するに基本なのです。登録

がないものはないのです。ですから、登録を導入したのならば、とことんやっぱ

り登録をするということを、まず第一義的に進めることなのです。ですから、各

場所へ行って説明したときに登録用紙を持っていって、その場で書いてもらう。

また、来られない方は郵送する、そういう根強い、福祉課の保健の話ではないで
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すけれども、特定健診と同じなのです。ある程度しつこくしたところが上がって

いる、スムーズにやったところは上がらない、これは当たり前だと、先進地に行

って聞かされました。やっぱりそこが熱意です。人のために一生懸命心配してや

るのですけれども、迷惑だと言われることはないのです。熱心だなと。ですから、

その後、見守りネットの人方にもパンフレットを持たせて説明をしたり、そうい

う動きが後半にあったと私は聞いています。それは、町民から聞いているのです。

「品田さんに言われてから、また役場に来たわ。」はっきり聞いていますから、

わかります。でも、私は後手になっていないかということを言っているのです。

それがもしか命をとられるような事業であれば、これが利益を考える事業であれ

ば、その会社は倒産します。企画が当たって飯を食える企業がほとんどなのです

から、そういう認識があるかということは大事なことだと思います。民から学ぶ

だとか、いろんなことを言っているけれども、全然そんなことにはなっていない。

言葉はいい、リップはいい、実践はどうかといったら、かたくなな殻をかぶった

姿勢では、自治基本条例をつくろうが何をつくろうが、それはうたかたの夢でし

かない、かえって信頼を失うことになるのだという認識を持っていただきたい、

私はそのように考えているところであります。町長の最後の見解をお聞きしたい

と思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私自身では、担当のほうから先ほど言ったように、そういう形でお断り

をしたということの報告は受けておりませんけれども、議員はそのようにおっし

ゃいますので、差し支えがなければ後ほどお教えいただいて登録をさせていただ

く手続をとりたいと思います。私が思いますのは、この福祉にかかわるこういっ

た事業、企画が当たるとか当たらないとか、そういうようなものではないと。必

要な方がいらっしゃる、そういうときに町としてどのような、いろいろな施策を

講じて、そういった方々の不便さを解消していくかということだと、そのように

思っております。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 町長が言うのはわかりますけれども、再度言うわけではないですけれど

も、町長、行政はそれでいいと思います。ところが、タクシー会社さんは違うの

です。これからいろんな形の実践計画ができますけれども、会社は大変なのです。

運転手の手配、ローテーション、大変だとお聞きします。これが限界だよと。相

手があることなのです。どれほどもうけれる仕事か私は知りませんけれども、そ

れが有料になって、また補助金を出すという形になってくるのだと思いますけれ

ども、いろんな町のやり方がありますけれども、たまたまきょう、これは不思議

なもので……。 

 

◇議  長 品田議員、通告しておきますけれども、会社とかそういうのを挙げたら

政治倫理にひっかかりますので、気をつけて質問をしてください。 
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◇品田議員 委託で走っているということをわかっているわけだから……。 

 

◇議  長 わかっているとしても、私たちの議会の倫理があるのです。 

 

◇品田議員 それを言ったら、しゃべれないよ。 

 

◇議  長 それを言わないように質問をしてください。 

 

◇品田議員 名前を、固有名詞を出しているわけではないのですよ。 

 

◇議  長 いや、それを言わないように質問してください。 

 

◇品田議員 そんながんじがらめだったら、意味がわからなくなってしまって、聞く

人が何もわからなくなりますから、どういう事業かということは、そういうこと

も認識がなかったらわからないです、それは。そういうことでございますので。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 地元の民間の会社にこういったものを委託という形でお願いをしてござ

います。当然、そこの御負担になってしまうというような重荷であれば、そうい

った仕組み自体も考え直さなければならないものと思っております。しかし、私

からすると、人口減少の中で高齢の方々がふえていくと、地域の足の確保、さら

には現在ある、そういう運行されている会社などの底辺を拡大するというような

ことにもある意味ではつながるのではないかと、そのように感じておりました。

それが非常に重荷なのだということであれば、その視点というものについては考

え直さなければならないものと、そのように考えます。今後そういうところも、

今回の試験運行を利用される方々におけるいろいろな課題点を拾い出すものでも

ありますけれども、一方では、その運営の主体となる、その母体となるようなと

ころも含めて課題を拾い出すということでありますので、そういった視点からも

考えてまいりたい、課題の整理に当たってまいりたいと、そのように思います。 

 

◇品田議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて品田好博議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 
休憩 午前１０時４１分 
再開 午前１０時５１分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
   日程第２、一般質問を続けます。 
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   次に、２番、中堀君子議員の一般質問を許します。 
 
◇中堀議員 大変お疲れのところ、前段でお隣の１番の議員さんが大変密度の濃い質

問をして、しかも私に宿題まで残してくださいました。私は、同僚議員のように

密度の濃いものはできませんけれども、３０分、お昼までどうぞ御協力をよろし

くお願いいたします。 

   暑さ寒さも彼岸までといいますが、昨年末からことしの１月、２月の大雪と気

温の低さ、そして今月、３月２日から３日にかけての爆弾低気圧による国道、道

道の吹きだまり、道路寸断や農業施設の崩壊などで我が大空町も甚大な被害を受

けて、そんな中で役場職員や消防職員、消防団員、大勢の町民の皆様たちが夜を

徹して動けなくなった人たちを助け出し、毛布や温かい飲み物を配ってくださっ

たと網走市のお友達からお電話がありまして、息子さんとお孫さんがこうだった

のですよというふうに今のようなことを言ってくださいました。私も５分おくれ

ておりましたら、その行列の中に巻き込まれたかと思います。網走市でその会、

女性の集まりがありまして、少し早かったのですけれども、帰ってまいりました

ら、もうやっぱり国道は見えませんでした。道道に入り、我が家のほんの５０メ

ートルほど前に来ましたら、もう本当に見えないという大変な思いをいたしまし

た。春の嵐と言ってしまえば、それまでですが、作業に出られた皆様へ本当にあ

りがとうございましたとお礼を申し上げたい。寒さや除雪になれている私どもに

とっても過酷な、そして恐ろしい１日でした。幸いにして３日の午後から日差し

が出て除雪が進み、雪に埋もれた車も整理されましたが、オホーツク管内で３人

もの人命が奪われました。雪国に住む者として、常日ごろ、この教訓を忘れるこ

となく生活をしていきたいものです。 

少し温かいお話ですけれども、円安のためかどうかはわかりませんが、灯油、

ガソリンの高騰が続いており、低所得者や高齢者が大変困窮している折、我が町

でも福祉灯油が配られ、あるひとり暮らしのおばあちゃんが私を見つけて、昨夜

のお通夜でも会いました。この方に「町長さんから油をもらってさ、ぬくい思い

をしているよ。」というふうに話しかけられました。もちろん町長が配ったわけ

ではないでしょう。でも、網走市も美幌町も小清水町も配られた後に、我が町で

はようやく公表したというような、早ければいいということではありませんけれ

ども、北海道新聞の記者さんに「大きく書いてくださいよ。」というふうに注文

をいたしましたら、早速その翌日の新聞、北海道新聞に発表していただきました。

このおばあちゃんの幸せそうな笑顔がいつまでも続くということを願うばかりで

あります。お彼岸まであと１０日余りとなりましたが、春もそこまで来ているこ

とを信じて、前段が大変長くなりましたが、質問に入らせていただきます。 

   私は、東藻琴芝桜公園、前任者が大変密の濃い御質問をいたしましたので、芝

桜公園の温室イチゴの事故と言っていいか、事件といいますか、この廃棄に対し

て町長を初め担当職員、業務委託を受けた東藻琴芝桜公園管理公社の方たちは、

町民に対してどのように考えていらっしゃるのか。先ほどの御答弁を町長はいた

しましたので、何か私がその後煎じをして質問をするのが非常に心苦しいところ

でございますが、定例会になり、町政執行方針が私の手元に届きました。私は、

二度三度と読み返してみましたが、イチゴの件については字数にして先ほど品田
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さんは百数十幾つという字数を示しましたが、私はわずか２０文字だと思います、

イチゴに関しては。町民に対するおわびもなければ、姿勢も見えない。大大空町

の一般会計、特別会計を合わせて９８億円もの予算の中のほんの３００万円ぐら

いと誰も言っていませんが、私にはそのように見えるのです。町民に対して、も

う少しつまびらかにごめんなさいと謝れないものか。実は、公の場できょうの町

長、私は初めて申しわけありませんでしたというふうに聞いたように思います。

大変言いづらいです。町長に対して言いづらいですけれども、そのように見えま

した。町民に対して納得のいく説明があってしかるべきだと思いますが、いかが

でしょうか。 

   私は、この１点のみをお伺いいたしまして、第１回目を終わります。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 中堀議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   昨年１２月末に出荷間近のイチゴを、使用許可されていない農薬を使用してい

たということが判明いたしまして、廃棄処分をすることとなりました。町民の皆

様に深くおわびを申し上げたいと存じます。この関係でありますけれども、実際

に使用いたしましたのは殺虫剤でございました。この殺虫剤につきましては、葉

茎菜類といたしましては白菜やキャベツ、ブロッコリー、また根菜類といたしま

してはカブ、大根、ゴボウ、果菜類といたしましてはキュウリ、トマト、ピーマ

ン、ナスなどにおいて日常的に使用されているものでございます。そんなことか

ら、ハエが非常に多くなったということでこれらを使用したわけでありますが、

これらの薬品につきましてはイチゴ栽培の中では認められていないということで

ございました。そういったことがございまして、廃棄処分をするということにし

たわけでございますけれども、そのことについては議会に説明をさせていただき、

２月号の広報にも掲載をさせていただいたところであります。前出の議員のお話

からいいますと、広報紙に係る文章表現の字数が先ほど言った字数だったという

ことだというふうに受けとめております。また、私はちょうどこの時期、町政懇

談会に当たっておりましたので、そういった中でも機会があるごとに、実は今言

いましたような状況の中で使って、それが認められていないということが判明を

したということで、町民の皆さんにおわびを含めてお話を申し上げてきたところ

でございます。また、町政執行方針につきましては、新年度に向けた町政に対す

る基本的な考え方や新年度の事業、予算というものが中心となっておりましたの

で、このことについて具体的な表現ということになれなかったことについては御

理解を賜りたいと、そのように思ってございます。 

   具体的な日時について、少しお話を申し上げたいと思います。１２月の２１日

に出荷前の自主検査ということで関係機関に依頼をしたところであります。１２

月の２５日に先ほど言った殺虫剤の成分などが超えているというような電話があ

りまして、２６日、栽培過程などを説明した中で、先ほど言った状況が判明をし

たということでございました。そのため、同日、委託を行っている業者と町との

中で、その対応について協議をその日のうちに行ったわけであります。当然、そ

ういったものを消費者に提供していくわけにはいかないというようなことから、
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廃棄処分、また苗の残量などがあるかどうかということを確認をして、ある場合

については植えかえをしていこうということを決定させていただいたところでご

ざいます。大変、今回のことについては町民の皆様に御不安や、また情報提供な

どについて不信感を招いたことにおわびを申し上げたいと思いますが、その中で

も幸いにして出荷前にこういう自主検査というものを実施したことによって未然

に防止できたことは、不幸中の幸いであったというふうに考えてございます。今

回のことを糧としながら、しっかりと栽培管理に当たってまいりたいと思ってお

ります。 

   また、栽培管理につきましては、現在委託業者にお願いをしておりますけれど

も、一方的にそこだけが担うということではなくて、町としてもそういった栽培

のノウハウというものを同時に、一緒になって構築していくことが必要ではない

かと考えてございます。ですので、今回いろいろなところに問題があったわけで

ありますけれども、当然委託業者、町にもいろいろな課題点、問題点があったと、

そのように認識をしてございます。しかし、契約の中からは管理上の瑕疵がある

と、今回お互いに判断をいたしましたことから、契約に基づいて売り払い代金の

分については弁償をいただくというような手続をとったところでございます。過

去に女満別町時代においては、昭和４８年から肉牛を町として導入をして飼養し

てまいったことがございます。昭和５０年には、肉牛センターというものを町と

して経営してまいりました。さらに、昭和６０年に花と音楽の町を宣言した前後

からめまんべつ産業開発公社が中心となり、カスミソウなどの花の栽培も行って

きた経過にあります。また、旧東藻琴村におきましては、昭和５４年からチーズ

の生産というものに携わってまいりました。また、北海道東藻琴高等学校などで

は肉製品などもつくってございます。当時から、すばらしい技術者がいたという

わけではありませんけれども、町とそれらに携わる人たちによって何回となく失

敗を繰り返しながら今日の形というものをつくってきてくださったものと、その

ように思っております。今回、私どもは大変な失敗をいたしたわけでありますけ

れども、今回のことを糧として、それをしっかりと克服して、よりよいものをつ

くって町民の皆さん、さらには消費者の皆さんにお届けをするということが大き

な責務であると、そのように考えてございます。今回、いろいろな御指導をいた

だきました。そのことをしっかりと受けとめながら、今後の後輩たち、後世の方々

にイチゴが東藻琴芝桜公園の一つの名物になったねと言われるように努力をして

まいりたいと、そのように思っておりますので、今後とも御指導いただきますよ

うにお願いを申し上げたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 私は、産業建設常任委員会に属しておりまして、課長からこの件につい

てお電話をいただいたのは昨年の１２月２８日午後４時２０分でした。思わず、

「えっ、大変なことになったね、課長、では早速、産業建設常任委員会を開きま

しょうよ。」、課長がそうですね、開きましょうなんて言えるものではないです

から、何事か、課長の大変優しいことでということでした。しかし、産業建設常
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任委員会を開くというのは、もちろん私も勝手にできることではないです。議長

なり町長から許可を得、許可というか、を得て開くのが当然と思っておりました

が、できることなら私も一緒に、私どもも一緒にと言っていいかな、産業建設常

任委員会も一緒になって、この難局を乗り越えたいというふうに思ったからこそ、

産業建設常任委員会を開きましょうよという言葉を発しました。しかし、開けな

いということで、もちろん課長は御用納めです、年末ですということでしたけれ

ども。それはそれで終わりまして、その後イチゴのイの字もなく１月の１８日に

産業建設常任委員会が開かれました。もちろんそのことは町長も産業建設常任委

員会の人たちも担当職員も御存じでしょうけれども、先ほども言いましたように、

９８億円もの大予算の中の３００万円ぐらいということで細かいことを言うなよ

という人もおります。でも、私どもというか、私の我が家でいいますと、いわゆ

る後期高齢者、年金生活です。３００万円を国家からいただくのは、２年もあれ

ば、私はあります。でも、それを３００万円をためるというのは５年も１０年も

かかるのではないでしょうか。そういう家庭が多いのが今の現在の状況でありま

す。にもかかわらず、町長は、大変申しわけないのですけれども、町長を責める

ようで申しわけないのですけれども、町長が直接このイチゴにかかわっているこ

とではないということは重々わかっているのですけれども、先ほど同僚議員も言

っていましたけれども、この大空町の中でも収穫体験などを楽しみにしていた町

民の皆様におわび申し上げますということです。では、ほかの町民にはおわびし

ないのかと言いたいところですけれども、そんなにつついてもしようがないです。

しかし、例えばの話ですけれども、せんだって網走市で断水がありました。網走

市の現在の市長さんには関係ないといえば、その何十年も前に埋められた管が破

れて水漏れをしていた、でも現在の市のトップである首長ですから責任があると

いうことで、２月の２８日、私は消防議員として網走地区消防議会第１回定例会

へ出席をいたしました。大空町からは４人しか行かない、その前でも網走市の市

長さんは「大変御迷惑をおかけいたしました。大空町さんには、消防署さんには

給水のお手伝いをいただきまして、本当に市民の皆様、町民の皆様には御迷惑を

おかけいたしました。」と、たった４人の前で頭を下げてくださるのです。下げ

るのがいいのか、下げないのがいいのかということですけれども、やっぱり町民

から見ると、じかに町長が頭を下げてくださったということ、こういったことに

もじかに町長が言ってくださっているということでは、やっぱり感覚が違うので

はないでしょうか。この中にもないけれども、１５日の町広報にも町長のコメン

トが載っていますけれども、一言もなかったということを指摘しまして、２回目

を終わります。 

 

◇議  長 山下町長。 
 

◇町  長 先ほどの日程といいましょうか、１２月の２６日に判明をしたと、翌日

などに苗の手配がつくかどうかということで、私といたしましてはそういった状

況などについて議員の皆さんに逐一御説明をしなければならないと、複数の議員

の方々がいらっしゃるので、手分けをしてなるべく早い時間にそういったことに

ついてお知らせをすると、場合によっては産業建設常任委員会の招集などもある
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かもしれないというようなことで話をいたしました。私が産業建設常任委員会の、

各常任委員会の招集をするとか、許可権限を持っているとかというわけではあり

ませんけれども、私どもとして、もう少ししっかりと事の重大さというものを感

じながらお願いをするべきであったかというふうに反省をいたしております。 

   また、広報などでというようなことで、手記の中でというような意味合いかと

も受けとめますが、今回のことはそういったところで一般的に書くというよりは、

先ほど言いましたように町政懇談会などを開催しているときでもございました。

そういう中でお話を申し上げることのほうが適切ではないか、しかしそれだけで

は皆さんに内容が全部伝わるということにもならないというようなことから、広

報の記事の一部分として書かせていただいたところであります。表現の仕方につ

いて配慮が足りないという御指摘だったかというふうに思います。今後こういう

ようなことがないように努力をしていきたいとは思いますが、今後こういうよう

なものの表現の仕方、取り扱いについては十分意を払うようにしてまいりたいと、

そのように思いますので、今後とも御指導いただきますようにお願いを申し上げ

たいと思います。 

 

◇議  長 ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 私は、議員としてこの席に座らせていただいているのであれば、町民の

６００人の方に支援をしていただいてこの席におります。その方たちと楽しいこ

ともうれしいことも苦しいことも一緒に解決していこうではないかというふうに

常日ごろ思っております。ですから、そういった事件が突発的に起こったときに

は、議員も一緒に苗を抜いたり、抜くということではないけれども、苗の現場を

見せていただいたりというようなことはあってしかるべきだったかなと私は今、

反省しております。しかし、きょう、これはけさの北海道新聞の切り抜きでござ

いますけれども、北海道新聞さんはさすがですねと、町長のきのうの町政執行方

針を見ただけでこれだけのことが書けるのですから、何で私はそこを町長の意を

酌んであげられないのかと反省しているところですけれども、やはり打てば響く

ではないですけれども、町側ももう少しつまびらかに町民に対して事故のこと、

事故と言っていいか、事件と言っていいか、先ほど町長はお野菜にはまいている、

言ってみれば殺虫剤なのですよね、殺虫剤も農薬というふうに言われますけれど

も、やっぱり殺虫剤は殺虫剤、虫を殺すと書いて殺虫剤ですから、それをそこの

イチゴにかけたということは、恐らく委託業務をする先がそれで適当だったのか

どうかというふうにクエスチョンマークをつけたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 その現場を見ていただくということも確かに考えられることかと思いま

したけれども、決して何かそれを見せたくないということではなくて、すぐ次の

対処にかかりたいというようなことから、イチゴのことについてはその２７日、

２８日、年内のうちに撤去をして次の定植に備えるということを第一に考えて作

業を開始したということでございます。 
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   また、農薬という言い方と殺虫剤という言い方、別に何かを特別に表現しよう

と思っていたわけではありませんけれども、その殺虫剤についてはイチゴにかけ

たということではなくて、土壌のところにそういったものを置いて虫が寄らない

ようにするというようなことでございます。しかし、当然イチゴはそこのところ

から、土壌から栄養分を吸い込みますので、先ほど言った成分がイチゴの中にあ

るというようなことになるということでございます。 

   また、委託先の適正さといいましょうか、そういうことであります。ほかの、

例えば先ほども１番の議員のほうから、例えば被災地の方々の中からそういうノ

ウハウを持っているような方々にお願いをするような、そんな方法もあったので

はないかというようなお話もございました。しかし、そういった方々というのは、

基本的に将来的には、またその地域にお戻りになりたいというようなことでもあ

ります。私どもとしては、先ほど言いました過去の肉牛でありますとか、花であ

りますとか、チーズ、そういったものも地域の方々と相談をしながら今日までや

ってまいりました。そういう中では、将来のことを考えますと、ぜひ地元の方で

しっかりとそういう栽培ノウハウを持っていくという、その人材を育て上げたい

ものだと、そのように考えておりました。そんな中で東藻琴芝桜公園管理公社と

人材の育成でありますとか、相対する作業員の方々などともお話をした中で、若

い世代の方の中でそこのところを中心に一生懸命取り組んでみたいと、そういう

ような意欲を持たれている方もいました。そんなことから、その方に将来ともし

っかりとやっていただくことをひとつ基本としながら、そこにお願いをしていこ

うというようなことでスタートをさせたところでございます。しかし、今回のよ

うなことになりました。反省点が多々ございます。しかし、そのことをしっかり

と受けとめて、さらにそれを克服して栽培技術をしっかりと身につけていくとい

うことに全力を挙げてまいりたい、そのように考えてございます。ぜひ、今後も

御指導いただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 人間には間違いがあって当たり前のことですから、決してこのことに関

して職員を責めるとか、そういったことではございませんけれども、先ほどから

ずっと今後改めますという町長の言葉を了として、私の質問を終わらせていただ

きます。ありがとうございました。 

 

◇議  長 ちょっと報告をしておきますけれども、先ほど一般質問の中で中堀議員

のほうから福祉灯油のことでちょっと触れましたよね。それで、議会も２月４日

に臨時会で決議しているわけなのですけれども、先ほどちょっと間違った、オホ

ーツク管内では津別町に次いで２番目に決議しているということを、私たちも議

員ですから、皆さん、きょうマスコミも来ておりますので、そういうことでちょ

っと報告をさせていただきます。 

    

◇議  長 これにて中堀君子議員の一般質問を終了します。 

   ここで昼食のため休憩します。 
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再開は午後１時といたします。 

 
休憩 午前１２時００分 
再開 午後 １時００分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
   ここで諸般の報告をいたします。 
   鈴木事務局長。 
 
◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 
   小島一弘議員が、本日午後から出席されております。よって、ただいまの出席議員

は１２名であります。 
   以上、報告させていただきます。 
 
◇議  長 日程第２、一般質問を続けます。 
   次に、５番、齋藤宏司議員の一般質問を許します。 
 

◇齋藤議員 平成２５年第１回定例会に当たり、通告書に基づき、一般質問をさせて

いただきます。大項目として２点について質問をいたします。 

   １点目、大空町地域防災計画についてです。中項目の１つとして、東日本大震

災の発生から丸２年目を迎えました。いまだにニュースや新聞などで被災地域の

死亡や行方不明者の名前が報道されております。ことし、道内でも２月２日の午

後１１時に震度３から４の大きな揺れがありました。大変驚かされたわけであり

ます。また、先般３月２日、３日の道東、道北を襲った暴風雪は犠牲者を９人も

出し、改めて自然の恐怖を身にしみて感じたところであります。被害に遭われま

した犠牲者の方々に対しまして、心から追悼の意を表します。これらを踏まえ、

災害時における行政と地域、特に自治会ですけれども、との連帯、対応と課題に

ついて伺いたいと思います。 

   中項目の２として、安否情報システムの利用に向けての課題と今後の対応につ

いて伺います。 

   大項目の２点目として、企業誘致対策についてです。まず、１点目、町内にお

ける誘致企業の現況について伺います。 

   ２点目として、今後の新規誘致企業の見通しについて。最近近隣の市町では、

大規模太陽光発電施設の誘致が進んでおりますが、特に小清水町では誘致に向け

て企業立地促進条例を一部改正し、受け入れ態勢を整えたとの新聞報道がありま

した。町有地の有効活用、また雇用、また節電対策など、将来の税収入増が期待

できるものと考えられますが、大空町での取り組みについて伺いたいと思います。 

   以上、町長に答弁をお願いし、１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 齋藤議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 
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   東日本大震災の被災地の経験からいきますと、災害時の避難所の運営というも

のは地域の住民が自治組織を設置して運営をしており、行政では対応していない

現状にございます。災害時におけるふだんの心構えというものが大切であり、そ

ういった意識の高揚を図らなければならないものと考えております。大空町では

過去に大きな災害はなく、防災に対する意識が低いということが大きな課題では

ないかと、そのように捉えております。防災計画を大幅に見直しました。自助、

共助、公助、これらを基本に掲げて取り組むこととしております。自助が防災の

基本でありますが、共助の考え方をふだんから醸成する自主防災組織の重要性を

掲げております。そのためには、自治会内部の合意形成と協力が必要であります

が、現在設立には至っておりません。自主防災組織の活動事例などを紹介し、組

織化に取り組んでまいりたいと、そのように思います。平成２５年度予定してお

ります防災訓練において、被災地で交流のあります岩手県陸前高田市米崎小学校

を中心とする仮設住宅の自治会長さんなどをお招きしたいと、そのように考えて

おります。そういったところから、いろいろ御示唆をいただければありがたいな

と思っております。また、全ての地域で一度に自主防災組織を立ち上げるという

ことはなかなか難しいと考えておりますので、モデル地域などを設定して、その

中で自主防災組織の立ち上げということを検討してみたいと、そのように考えて

いるところでございます。 

   続きまして、企業誘致についてでありますが、今までにボッシュ女満別テクニ

カルセンター、株式会社オーエスライズ、プリンスホテル女満別ゴルフコース、

株式会社北海道畜産公社、双日北海道与志本株式会社などの企業が本町に進出を

しており、地域の雇用対策のみならず、地域振興上多大な御貢献をいただいてい

るところでございます。一方で、近年では女満別食品、北見東京電波株式会社、

ボッシュ女満別テクニカルセンターの製造部門などが撤退をするというような状

況もあるところでございます。大空町としての企業の誘致活動については、企業

振興促進条例というものを定めてございます。工場、宿泊施設、研修施設、試験

研究施設等の新増設に対して固定資産税相当額の助成を行ったり、雇用がふえた

り、また事業所の賃貸借料、環境対策に投資をすることを基準として助成策をと

っているところでございます。この条例につきましては、昨年の４月、改正をい

ただきました。改正内容についてでありますが、１つには高額投資に対して助成

期間を３年から５年に延長する、２つ目として対象施設に太陽光発電等の新エネ

ルギー電力供給施設を加えております。さらに、東日本大震災により被害を受け

た事業者の方々が町内に進出した場合については助成期間を３年から５年に延長

する、そして４番目といたしまして機械を賃借する場合の賃借料についても助成

対象に加えるという内容にしてございます。また、美幌・大空・津別地域産業活

性化基本計画というものを３町の間でつくってございます。これをつくりました

ことから、この３町に進出する企業などについては国税、道税の優遇措置などが

受けられることとなってございます。このほか、北海道では産業振興条例を持っ

ておりまして、一定の投資額と雇用増を要件に補助金が交付される支援制度など

もございます。先ほど言いました町の企業振興促進条例に基づきましては、平成

２４年度は２事業所、来年度も２事業所が該当になるというふうに思ってござい

ます。そのような中で支援をさせていただいているところでございます。今後の
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企業誘致の見通しについてでありますが、なかなか簡単なものではないと、その

ように認識をしてございます。先ほど言いました企業振興促進条例による業種の

誘致というものも当然でありますけれども、それ以外においても町内にいかに多

くの事業所の方を誘致できるか、また企業化をしながら振興できるかということ

が大きな地域の活性化につながるものと、このように考えてございます。そうい

った面から、いろいろな取り組みを行ってまいりたいと、そのように考えてござ

います。現状、ふるさと会の会員の方々からの情報提供でありますとか、既に私

どもの町に誘致といいましょうか、進出をしている企業などの関連企業における

情報でありますとかいうところから情報などの収集もしております。また一方で、

ホームページなどで町の状況などについて発信もしているところであります。平

成２４年度は、そういった町の情報のパンフレットなどの作成もしておりますの

で、そういったものを使いながら私自身もトップセールスとして企業誘致に当た

ってまいりたいと、そのように考えておりますので、今後とも御指導いただきま

すようにお願いを申し上げたいと思います。 

   失礼をいたしました。今、担当のほうから安否情報システムのことについて答

弁をしていないということで指摘がありましたので、そのことについて申し上げ

たいと思います。安否情報システムというシステムがございますが、これは国民

保護法によるものでございまして、平成２０年の４月から運用がされております。

この情報は、自然災害や事故の際にも利用することが可能でありますが、この情

報といいますのは避難所に避難をしている方、また病院などで負傷や残念ながら

死亡が確認されている方などについては対応できますけれども、それ以外につい

ては把握できないと、そのような課題もございます。そういったいろいろな方々

の情報を漏れなく収集するためには、地域住民の方々による安否情報の相互提供

というものが必要になると、そのように考えてございます。そのために、地域集

団であります自治会の力というものが必要になってまいりますので、先ほどの自

主防災組織などとあわせて御理解、御協力をいただけるようにお願いをしながら、

こういったものの活用について検討していきたい、そのように思っているところ

でございます。 

   以上、申し上げまして、答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 どうもありがとうございます。最初に始まる前に、前議員もおっしゃっ

たのですけれども、３月２日、３日、私も東京農業大学オホーツクキャンパスで

行事がありまして、本当に帰れなくて泊まった経験をした者なのですけれども、

その中で事前に帰った方も何人かいました。その方々は、ほとんどが道の駅「メ

ルヘンの丘めまんべつ」にひっかかってという言葉が適当ではないかもしれませ

んけれども、大変な思いもしたのだと。でも、「さすが大空町、対応がよくて本

当に安心しました。」と言ってくれました。自分も何か誇らしげに聞いておりま

した。それを最初に言って始めたいと思います。 

   今、町長からもありましたけれども、防災については自助、共助、公助、これ

が基本だと私も思います。この中で特に共助、うちらの地区でも自治会に入って
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いない方がおりますけれども、なかなか町民全部を把握するというのが行政側で

も大変ではないのかなと思っております。その中で、特にさっき言った自主防災

組織の推進ということなのですけれども、まだ完全にできていないということな

のですけれども、その中で一番気になるのは、なかなか自治会単位といっても人

数もおりますし、今自治会の役員を見ましても、自分も自治会には入っています

けれども、自治会の役員さんというのは災害に向けての役員というのはいないの

です。まず、その辺から、自治会の役員さんからもそういう組織、役員からそう

いう支援をするような、恐らくこの自主防災組織の一番のネックは年寄りとか子

供たちを助ける、そういうのが一番の目的になる組織だと思うのですけれども、

そういう方々を常に把握できるような人が自治会の役員として入っていれば違う

のかなと思っておりますけれども、そういう形で本当になかなかつくれ、つくれ

と行政が言っても、ではつくるのにもいろんな資材も必要だと思うのですけれど

も、そういう形を行政で具体的にどういう形で支援できるのか、その辺を再度よ

ろしくお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 
 

◇町  長 この地域の要援護者の把握というものが大きな課題になっております。

行政で取り組んでいるという部分もありますが、それは例えば私どもの町でいい

ますと、自治会連合会、おのおのの自治会でありますとか社会福祉協議会などの

活動と相まって、そういう機関と連携をとりながら進めている状況にあります。

例えば、社会福祉協議会でふれあいネットワーク活動推進事業というようなもの

があります。これは、その地域の安心カードの作成でありますとか、こういった

ことを行う、そのときに社会福祉協議会としても支援をするというような内容に

なっております。そういうようなことをいろいろ積み重ねていきながら、地域の

中でいろいろな情報を共有し、支援の必要な方々というものを把握していくとい

うことであります。町といたしましては、ことしで２年目になります自治会活動

支援交付金というようなものを各自治会に交付をさせていただいております。使

い方を決めているわけではありませんけれども、最近の状況でいいますと、防災

活動なども非常に地域の関心事になってきているのではないかと、そういうとこ

ろにもこの自治会活動支援交付金を向けていただければありがたいと、そのよう

に感じているところでございます。また、地域で自主防災組織が立ち上がる、そ

の中にいろいろな資材でありますとか備蓄をしなければならないようなもの、そ

ういうようなものについては、先ほど言った細かなところでは町の自治会活動支

援交付金もありますが、コミュニティ助成事業というようなものがございまして、

備蓄品の整備などについては、そういうようなものも活用できるということにな

ってございます。先ほど言いましたモデル地区のまず立ち上げなどにおいて、そ

ういうようなものを少し例示をしながら取り組んでいただく、それをまた全町に

広げていく活動ができるように努力をしてまいりたい、そのように考えていると

ころでございます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 
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◇齋藤議員 大変ありがとうございます。自助、共助、これの後押しは行政しかない

と思うのですけれども、この中でなかなか防災に対しての正しい知識と言ったほ

うがいいのか、そういう教育というか、そういうことも行政でしていただきたい

と思うのですけれども。その中で防災に対しての備えとか行動、自分自身が、い

ざ何かあった場合に何を一番すべきなのか、そういうことがわかればいざ災害が

あったとき、緊急の場合、どれだけ自分が役に立つのか、言葉は悪いですけれど

も、そういう形で進んでできるのかなと思います。今回の風雪害でも本当に職員

が自主的に行動をしてくれたことはよく聞いております。その中でやっぱり、な

かなか自治会の中でも、隣組ってかなり大昔にあったそうですけれども、本当に

田舎でも隣の人を知らない人もいます。役場でもただ名前だけで、顔と名前が本

当に一致するのかなという形で一番心配なところなのですけれども、先ほど安否

情報システム、それはこういう害ではない、使い道はそういうことではないとお

っしゃったのですけれども、本当に日ごろから自治会活動なり、地域担当者もお

りますけれども、そういう形で接していないと、なかなか地域の人を隅々までわ

かり合えるということはないと思うのですけれども、先ほど言いましたけれども、

そういう役員、地域でそういう担当役員を置いて、そういう地域の担当役員は名

前も公表していいと思うのですけれども、その中で声かけ運動をしていただけれ

ば本当に民生委員だけではなくて、いろんな形でもうちょっと身近に住民、年寄

りも子供もわかり合えるのかなと思いますけれども、再度申しわけない、町長に

お願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 子供たちにおける防災教育というようなことも大切ではないかと、その

ように考えておりますし、今回防災計画の見直し、途中ということではありまし

たけれども、町政懇談会の中でも防災に対する考え方について、私からも地域の

方々にお話を申し上げてまいりました。また、地域の方の顔と名前がわかるよう

な関係というようなことは、大変大切なことではないかと。地域の方々の中であ

っても大切ですし、私ども行政の職員と地域の方々という関係も大切ではないか

と、そのようにも思います。地域担当職員なども配置をさせていただいておりま

すけれども、そういった中にあっても今言われたような顔と名前を一致させてい

く、要援護者がどこにいるのかというようなことについて、しっかりと心にとめ

ながら行動できるように今後も教育をしていきたいと思ってございます。 

   また、安否確認の情報についてでありますけれども、もともとは国民保護法の

もとでこのシステムが運用されるということではありますけれども、災害時にお

いても当然使うことができるというシステムであります。ただ、先ほど言ったよ

うに、避難所などにおられる方々ということで、全てを把握するというところに

までは至っていないということでございます。御理解を賜りたいと思います。 

   また、自治会の部署の中には当然、例えば総務部でありますとか、さらには私

の記憶では交通安全防犯部などというものがあろうかと思います。役場の中の仕

組みでいいますと、交通安全、防犯、防災というところにつながっていくのかな
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というふうに思いますけれども、ただそのことをもって自治会の役員をお集めし

て何かお話をするとか、お願いをするということは今までにはありませんでした。

ただ、今後はこの防災というところが非常に大きなウエートを占める地域活動に

なろうかと思いますので、今後そういった面での自治会との協力体制というもの

について考えてまいりたいと、そのように思っております。今後も御指導いただ

きますようにお願いをいたします。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 どうもありがとうございます。これについては最後にしますけれども、

自分が思うのは、自然災害って本当に人間の力ではどうしようもないなというの

が一番感じました。その中で突然、特に３月２日あたりは早朝は快晴で、こんな

いい日はないだろうと思っていたのが、昼から急に吹雪になって、夜はあんな暴

風雪、誰もが信じられなかったのですけれども、一番思うのは気象台では２月２

７日から３月２日は荒れますよという話は、警報は出ていました。でも、確かに

自分はそれを見ていましたけれども、警報なれ、そういうのがあるのかな。また

いつもの警報かなという感じしか捉えていなかったというか、結構マンネリにな

っていた。本当に気象台でも、今度からはもっと具体的な言葉で表現しますと北

海道新聞には報道されていましたけれども、本当に車が埋まるような状態になる

とか、そういう形の言葉にしたほうがもっとわかりやすくなるのかなという説明

が報道されておりました。確かに、この大空町でも地域防災計画、また水防計画

が出ておりますけれども、その中でいろんな文言が変わりましたけれども、やっ

ぱり最終的にはもっと極端な言い方というか、具体的な言葉、そのほうがわかり

やすいのかなと、つくづく今回はそう思いました。やっぱり風速何メートルとか

言われても、ちょっとぴんとこない。それより車が埋まるような状態にとか、そ

ういうふうに表現したほうが本当に誰でもわかるのかなと思いました。その中で、

これに関しては最後にしますけれども、本当に先ほど言いましたけれども、地域

で自分も、自分ではまだ若いとは思っておりますけれども、その中でいざ災害に

なったら、自分がどんな力を発揮してどんなことをすればいいのか、そういう手

引書というか、そういうのも行政で対応していただければいいのかなと思ってお

ります。それについて、これは最後にしますけれども、よろしくお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 警報なれといいますか、津波の警報などのときにもそういうようなお話

があったかと思います。最近の気象情報、かなり精度が高くなってきている部分

もありますので、しっかりと受けとめていかなければならないと、そのことを皆

様にも御理解をいただいていきたいと思います。 

   また、今回は町の防災計画につきまして見直しをさせていただきました。各関

係機関からもいろいろ意見をいただきましたけれども、実際に計画があればいい

のだということではなくて、いかにそれに沿って町民の皆さんに近いところで活

用していただくかということになりますと、もう少し具体的な今言われました手
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引書とか、そういうようなものというのは、もう少し具体的なものとして進めて

いかなければならない部分も多分にあるのではないかと、そのように感じたとこ

ろであります。計画は計画として、その趣旨はしっかりと受けとめながら、地域

に説明をする、具体的な行動に結びつけるためのものというものについては、今

後も考えて取り組んでまいりたいなと思ってございます。また、町政懇談会など

でも今回は防災計画の見直しだということでお話を申し上げましたけれども、こ

れからも折に触れ、いろいろな取り組みの事例だとか、対応の方法だとか、そう

いうことについてお話を申し上げてまいりたいと思ってございます。今回は停電

などもありました。直接的な自然災害で家屋が倒壊するということにとどまらず、

停電が引き起こす災害といいましょうか、不安の状況というのも多分にあるので

はないか、そういったときにどのように対処するべきかというようなことなど細

かなところ、身にかかる具体的なところをお示しするようなことを心がけてまい

りたいと思いますので、今後とも御指導いただきますようにお願いを申し上げた

いと思います。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 ２番目の質問に移りたいと思います。 

   企業誘致についてなのですけれども、先ほど町長から答弁いただきました。 

 

◇議  長 安否情報システムについては。 

 

◇齋藤議員 安否情報システムについては、先ほど兼ねて質問で聞きましたので、よ

ろしいです。はい、済みません。 

   それで、２番目の企業誘致対策について再度お聞きしたいと思います。去年９

月に自分も機会がありまして、大阪の認定ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センター

に行ってきましたけれども、その中で一番言われたのは「大空町はどこですか。」、

まずそれが一番先に言われました。「女満別です、東藻琴です。」と言ったらわ

かりましたけれども、その辺のこともあったのですけれども、その中でもう一つ

言われたのは、果たして自分たち夫婦で、若い方が来られて、きょうも担当の職

員がいらっしゃいますけれども、一番言われたのはやっぱり「仕事はありますか。」、

それが言われました。その中で、「飛行場は近いです。」ということぐらいしか

答えられなかったのですけれども、確かにこう考えてみますと仕事、せっかく定

住してもよろしいですと言っても、やっぱり若い方は仕事がなかったら来られな

いと思います。今まで企業誘致、ほかにも本当にいろんな形で会社が設立をされ

ておりますけれども、その中でなかなか大きな数を雇用する施設というか、会社

というか、見当たらないと思うのですけれども。先ほど、町長の答弁でもありま

したけれども、トップセールスとして企業誘致に努力したいという言葉がありま

したけれども、一番言われるのは大空町、女満別空港、飛行場がありますよねと

いうのは言われます。その中で何か企業はというのは必ず言われる言葉なのです

けれども、実際に何かの企業が来て、こういうふうにやりたいのだという説明を

受けたときに、どういう形で受け答えをしてくれるのか、その辺からまずちょっ
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と聞きたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 企業の進出の可能性があるという中にあっては、私どもでいいますと先

ほど言いました町の、さらには北海道の、また国なども含めた優遇制度がござい

ますというようなことをまず説明をさせていただいております。また、最近オホ

ーツク地域づくり連携会議というものがありました。そんな中で言われておりま

したのは、企業が進出する中では労働力というものが必要になってくるのですけ

れども、今地域の中で過疎化でありますとか高齢化が進む中においては、その労

働力を地域として確保していくということが１つの町などでは非常に難しくなっ

てきていると、そのような現状も報告されております。これは、私どもの町でも、

ある意味で仕事場がないという言い方のところもありますけれども、一方では、

ある程度のまとまった人数を雇用しようという中にあっては、その募集の人員が

集まらないというような、一方で相反するような現象も起きているということが

あろうかと思います。先ほど言いました、私どもとしましては地域における環境

の優位さ、さらには支援策の内容などについて説明を申し上げているところでご

ざいます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 今回の議会報告会でもあったのですけれども、なかなか大空町を知らな

い、ＰＲが足りないのではないかということを言われました。８年たつのですけ

れども、本当にまだまだ大空町を知らない方は多いと思います。その中で、企業

といってもなかなかぴんとこないのかなと思っております。その中である都市、

ある町なのですけれども、長野県の佐久市というところで子育て支援都市という

特区みたいな形をとっているのですけれども、働き手が安心して働ける環境の整

備、働き手の生活支援による企業誘致をというキャッチフレーズで企業誘致を行

っている地区なのですけれども。大空町、ある意味では本当に小学校を卒業する

まで乳幼児の医療費はただですよとか、本当に違う町のメリット、デメリット、

いろいろあるのですけれども、そういう形のメリットはたくさんあると思うので

すけれども、安心して子供たち、年寄りもそうなのですけれども、住めるような

環境、そういうのもＰＲの方法なのかなと思っております。企業といっても今、

なかなか厳しい時代ですから、需要がないというか、そういう人材もいないとこ

ろに本当に来てくれる企業も少ないのかもしれませんけれども、それでいてやっ

ぱり何か違うメリットがあるような地区、先ほど言った子育てに対して本当に熱

心な地域だとか、そういうものがＰＲできるような地域だったら、また一味違う

のかなと思っております。企業誘致については、先ほど聞いたら４社ぐらいなの

かなと現況を聞きましたけれども、本当にまだまだ町有地もあいておりますし、

使っていない施設もたくさんあります。その中でもっとＰＲができないのかなと、

していただきたいなと思うのですけれども、やっぱりトップセールスとして町長

がみずから率先して、せっかく空港もある町ですので、もっとＰＲしていただき
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たいと思いますけれども、再度よろしくお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 よそから企業を誘致するということももちろん必要でありますし、地域

の中で業を起こしていただく、さらには現在企業活動をされている方々をしっか

りと守っていく、そういう面があろうかと思います。よそからそういった企業を

誘致する中にあっては、雇用者の方々が必要になる、私どもの地域だけでは難し

いというような言い方もしましたけれども、今、御指摘のありました子供、子育

てに充実した町である、それも一つの企業が進出するといいましょうか、企業に

働く人たちが住んでいただける一つのアピールポイントになるのかというふうな

ことも思いました。これからＰＲをさせていただく中にあっては、そういうとこ

ろも十分紹介をしながら企業の方々にも御理解をいただけるように努力をしてま

いりたいと思います。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 大空町の企業誘致のいろんな条件、助成なりのことがあるのですけれど

も、昨年４月に改正したということだったのですけれども、その中で固定資産税

の助成とか、いろんな形で助成はありますけれども、たしか３年だったと思うの

ですけれども。本当にせっかく来てくれた企業は、もっと５年でも１０年でもと

いうキャッチフレーズも使ってもいいのかなと思っております。何かほかと違う

メリット、その辺を何か考えていただきたいなと思います。再度申しわけないで

す。 

 

◇議  長 山下町長。 

 
◇町  長 基本、固定資産税の助成制度などについては３年ということでありますが、

先ほど言いましたように、ある一定程度の金額以上の方については５年、また東日本

大震災の被災事業者の方々などについても５年というようなことで拡充もさせていた

だきました。当然、雇用に結びつくというようなことから、こういうようなものに対

して御支援をさせていただいておりますが、先ほど地元でも今ある企業の方々が企業

活動をさらに拡充をしたいというようなことで取り組んだものにもこういうものは対

象としてございます。何もかにもどんどんと大盤振る舞いができれば、もちろんいい

わけでありますけれども、ある程度限度もあろうかというふうに思う中で、昨年の４

月に改正をさせていただきました。企業誘致委員会などの意見もいただきながら、そ

の今後の誘導方策などについても検証を加えてまいりたいと思いますので、今後とも

御指導いただきますようにお願いをいたします。 
 
◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 
 

◇齋藤議員 なかなか企業誘致は大変なことだと思うのですけれども、これが最終的
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には町税にもつながることだと思います。その中で、ぜひ雇用の拡大、また町有

地の有効利用、施設の有効利用もあるのですけれども、そういう形で広い視野に

立っていただいて、せっかく飛行場がある町、本当に言葉は申しわけないのです

けれども、御用聞きという立場でトップセールスとしてもっとＰＲをしていただ

いて企業誘致を推進していただきたいと思います。 

   これで私の質問を終わらせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今後も努力をしてまいりたいと思います。また、いろいろな情報があれ

ば、それに基づいて御指導いただければありがたいと思います。よろしくお願い

をいたします。 

 

◇議  長 これにて齋藤宏司議員の一般質問を終了します。 

次に、４番、松田信行議員の一般質問を許します。 
 

◇松田議員 それでは、平成２５年第１回大空町議会定例会において、通告書に従い

質問を行いたいと思います。 

   まず、質問に入る前に、先ほど同僚議員の話にもありましたけれども、３月２

日から３日、暴風雪により道東を中心に多大な被害が発生しました。大空町にお

いてもハウスの破損、倒壊などに遭われた皆様方については心よりお見舞い申し

上げたいと思います。さらに、国道３９号線での立ち往生された多くの車の方々

への対応についてですけれども、関係各位、町民の皆様方の対応、そして町職員

の方々を初め、私からもお礼を申し上げたいと思います。 

  さて、平成２５年第１回大空町議会定例会に当たって、山下町長より町政執行

方針の概要の説明がありました。今回私は、町政執行方針の中から２点について

質問をしたいと思います。まず、大項目１点目として、網走刑務所住吉作業所用

地の活用について伺います。この議論は、旧女満別町時代から今日まで議会の中

で何度か議論されてきました。また、地域内においても農地としての活用はどう

なのか、また観光としての活用はどうなのか、話題にはなってきましたけれども、

余りにも莫大な面積、そして地形を考えたときに農業情勢、魅力ある観光とはと

考えたときに、なかなか進展しなかったと、そういう状況にありました。 

   そこで、小項目１点目、平成２４年度地域づくり活性化施設調査事業として２

００万円を計上されて、貴重な資源を有効に活用することの可能性を探るため地

域資源の調査が実施されましたが、その調査方法と調査結果について伺います。 

   次に、小項目２点目、平成２５年度予算において町民探索会ガイド業務委託料

が計上されていますが、具体的な取り組みについてお伺いいたします。 

   次に、大項目２点目、定住自立圏構想について伺います。平成２３年３月２３

日、定住自立圏形成協定が網走市と大空町との間で締結されました。それを受け

て定住自立圏共生ビジョンが策定されたところですけれども、定住自立圏共生ビ

ジョンは平成２３年から平成２７年、５カ年として毎年度見直すこととされてい

ます。今後、定住自立圏の住民理解の促進が課題であろうと、そういう視点に立
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って質問をさせていただきます。 

   項目１点目、定住自立圏共生ビジョン推進に当たり、今日までの進捗状況と課

題と成果について伺います。 

   小項目２点目、定住自立圏共生ビジョン推進に当たり、網走市及び大空町にお

いて予算措置を伴う事業内容と整合性について伺います。 

   小項目３点目、定住自立圏での今後の取り組み、それから抱負について伺いた

いと思います。 

  以上、私の１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 松田議員の一般質問にお答えを申し上げたいと存じます。 

   網走刑務所住吉作業所は、総面積５０３ヘクタール、うち山林面積が５０２ヘ

クタールとなっております。大正１３年に燃料であるまきや炭を確保するための

伐採作業所として、さらには水田の開墾や野菜など自給自足を目指して小屋を整

備したのが始まりとされております。昭和３年ころから泊まり込み所として官舎、

職員宿舎、農畜産庫、馬小屋などが整備され、あわせて水田１５ヘクタール、貯

水池２カ所、畑２５ヘクタール、牧草地５ヘクタールなどが整備をされてきた経

過にございます。昭和４５年には水田を廃田し、通所して造林作業などが続けら

れてまいりました。この広大な刑務所用地を利用できないものかと、網走刑務所

にいろいろ相談を申し上げました。どのような計画を持っているのか、購入をす

るとしたら５０３ヘクタール一括ということが基本前提になるであろうというよ

うなお答えでございました。そんなことから、平成２４年度調査委託により検討

を行わせていただいたところであります。この業務内容でありますけれども、当

該地の状況、現況を調査し、どのような資源が存在するかについて調査を行う、

そしてその資源、用地の特性を生かした活用方策はどのようなものがあるかにつ

いて検討を行う、さらにその活用方法によって地域活性化に及ぼす影響や経済効

果などはどの程度のものになるか、さらにそういったものを進めていく中での課

題などについて整理をするというような内容になってございます。５０３ヘクタ

ールと非常に広大なために、全てのエリアを踏査して調査するということは難し

くございましたので、旧官舎などがありました河川の流域などを中心とした動植

物でありますとか、地形などの地域特性についての調査が中心となりました。そ

れらの結果が役場のほうへ報告となってございます。内部において先日庁議に諮

られましたけれども、そういった内部における検討を踏まえて町民の皆さん、ま

た議会の皆様にも内容等について説明をしてまいりたいと、そのように思ってご

ざいます。平成２５年度の予算との関係でありますけれども、この住吉刑務所用

地については町民の皆様もほとんどの方が御存じないのではないかと、このよう

に思っておりますし、あそこの地域に足を運ばれた方というのは限られているも

のと思います。新年度の事業で動植物に専門的な知識を持つガイドを１人お願い

をして、町民の皆様とともにその地域を探索する会を行いたいと考えてございま

す。余り草が伸び過ぎてしまいますと、視界が遮られてしまいますので、そうい

ったことを考えながら適切な時期にと考えてございます。議員の皆様はもちろん
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でありますけれども、町民の皆様へもこういった内容についてお知らせをしてい

きたいというふうに思いますので、ぜひ、たくさんの方に御参加をいただければ

と思っているところでございます。 

   続きまして、定住自立圏でありますけれども、平成２３年の３月に網走市と提

携をいたしたところであります。また、昨年の３月におきましては、防災対策活

動の推進、圏域経済の活性化と雇用の創出、交流人口の拡大という３項目につい

て協定書の一部内容の変更について議会の御承認をいただいたところであります。

取り組みの事例につきましては、まだ多くはございません。少しずつ実績が重な

っていくものと思っておりますが、一つ二つ例を申し上げます。１つには、緊急

医療体制の維持確保対策事業ということで、緊急搬送体制の中での財政負担につ

いて網走市医師会と合意に至ってございます。こういったものも、この実績の一

つかと思います。さらに、国内外国人観光客誘致事業というものがございますが、

これに基づきましてホノルル国際空港、与那国空港、福岡空港などからチャータ

ー便が女満別空港との間で就航をしております。これも網走市などと相図った事

業となってございます。 

   ３番目といたしまして、両市町の職員の研修事業がございます。圏域職員合同

研修事業でございますが、こういったものということで平成２４年度両市町の職

員の合同研修会というものを開催しているところでございます。これに伴う財政

的なものの考え方でありますけれども、こういった提携を結んでいろんな事業を

行っている、そのことによって特別交付税の措置がございます。定住自立圏共生

ビジョン事業の一覧表がございますが、その総額事業費の内数として１，０００

万円を限度に特別交付税が措置されているという状況にあります。ですので、こ

の事業に具体的に幾らというような割り振り方はしておりませんけれども、総体

の中での１，０００万円上乗せというようなことであると、私どもは認識をして

ございます。今後の取り組みの抱負でありますけれども、当然医療や福祉、生活

基盤、観光や産業というようなところをお互いに補完をしながらサービス向上を

図っていくということ、また効率的なそれが財政運営につながっていくものとい

うふうに考えてございます。さらには、おのおのの持っております施設の利用な

ど、こういったものの相互利用というようなことが実現してまいれば、町民の方々

におけるこの取り組みの意義というものもわかりやすくなるのではないか、そう

いうことも今後課題だというふうに受けとめておりまして、こういったものの取

り組みについても協議を進めてまいりたいと思っております。今後も町政懇談会

や議会の皆さんからの意見を踏まえながら、有意義なものになるように取り進め

てまいりたいと思いますので、よろしく御指導いただきますようにお願いを申し

上げます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 それでは最初に、刑務所、法務省用地の活用についてですけれども、こ

れは全てこれから始まるのだという答弁を聞いて感じたわけですけれども、なか

なか結論めいたことは出ないのでしょうけれども、その中で確認も含めて、ちょ

っとお聞きしたいと思います。今回の調査については、委託をしたということな
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のですけれども、私は調査を委託する場合、当然そういう人たちの、第三者の視

点から調査をすること、これは非常に大切だと思っています。ただ、進める上で

どうなのでしょう。地元の状況というか、そういう意見が配慮されるような、そ

ういう体制であったのかどうか、ここを１つちょっと確認させてください。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今回の調査内容については、あくまでも第三者的なところから、先ほど

言った資源は何があるかと、そういう専門的な情報を集約するという視点から調

査をいたしましたので、地域の方々の意見を聞いていくというのはこの調査の後、

今後になろうかと、そのように思っております。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 ぜひ、今後そういうことで問いかけがあるということで、そういう形で、

やっぱり机上の、机上と言うのは失礼ですけれども、そういう第三者の目だけで

はなかなか的を射ない部分があるのだろうと思いますので、そういう地元の今ま

での背景だとか状況だとか、下流には西網走漁業協同組合だとかいろいろありま

すので、そういう状況も含めた中で参考にして進めていただければなと思うので

す。 

   もう一つは、実際のところ、これはどうなのでしょう。先ほどの答弁を聞いて

いて、生態学的に魅力あるようなものがあるのか、全てはこれからなのでしょう

か、どうなのでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 報告書を後ほど議員の皆様にもお渡しをしたいと思いますが、私はさま

ざまな可能性があると、そのように思っております。実際に今回の調査は、動植

物など、こんな魚がいる、こんな昆虫がいる、こんな植物が生えているというよ

うなところ、それは先ほど言いましたように専門的な知識などがなければ分類が

不可能だということで今回の委託をさせていただきました。そんな中では、自然

林のエリアがかなり多く広がっておりますし、造林をした人工林のところもある

と、その中に先ほど言ったさまざまな生物、限られた範囲ではありましたけれど

も、見受けることができたと。この前、役場の内部でも見ておりましたけれども、

まだここではマムシを発見したという報告にはなっていないけれども、あのあた

りは結構そういうようなものもいるのではないかというような意見などもありま

した。そういうようなものを今後活用していくということになれば当然、なれば

といいましょうか、するためには地域の方々のいろんな御意見なども入れていか

なければなりませんし、私は非常に大きく開発をして大規模リゾートをやるとい

うことではいかがなものかと思いますけれども、自然のそういったものを一方で

は残しながら、そういうようなものに触れる機会というような意味合いから考え

れば、非常に大きな財産がそこにあるのではないかと、そのように受けとめてお
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ります。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 今後の方向性というのも聞かせていただきました。それについては、最

後にまた述べたいと思いますけれども。 

   次に、探索会と、これは具体的にいついつまで、そしてタイムスケジュールで

すか、それと考え方によっては、これは教育と結びつけて考えたらいいのか、そ

こら辺も含めてなのですけれども、ただ探索といっても、なかなか専門ガイドの

人がついても、果たして来てくれるのかどうなのか、ちょっと素人な考えで申し

わけないのですけれども、来てもらえるのでしょうか。学校の遠足とはちょっと

違った形なのだろうと思うのですけれども、ちょっと表現が適当でないかもしれ

ませんけれども、どうでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 専門ガイドといいますのは、今回委託をいたしました会社などに所属を

するといいましょうか、関係のある、そういう職員といいましょうか、人物とい

うことを想定してございます。先ほど言いましたように、あの地域に入り込んで、

例えば川を上りながら、そこに見かけるいろいろな魚類でありますとか生物、そ

ういったものがこういうところにいるのだというようなものを説明に加えながら

踏査していくというようなことを考えております。また、生えている植物などに

ついては、これは何科の何ていう植物で、これは食用に例えば充てることができ

る、これは薬用のものであるとか、さらにはこれは毒性のあるものだとか、そう

いうようなことを説明できる方々とともに、探索会というような言い方を今現在

ではしておりますけれども、行っていきたいと。イメージとすれば、町民遠足と

かハイキングとか、そういうような雰囲気といいましょうか、ものができればい

いなと思いますけれども、今まで人がほとんど入ったことがない場所ですので、

そんなに生易しいものではないのではないかというふうに思っております。やは

り先ほど言いましたように草が大きくなってしまえば、草をかき分けながら歩く

というようなことにもなりますので、そういった意味で大きくならない、夏場を

迎える前までにはそういうようなものについて企画をして、町民の皆様にお知ら

せをして集っていただくというようなことを考えてまいりたい、そのように思っ

てございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 何となくイメージが湧いたところなのですけれども、もう一つ先ほど確

認をすればよかったのですけれども、この用地については、やるのであれば一括

払い下げと、そういう考えだという、国の考えなのでしょうけれども、ちなみに

あの５０３ヘクタール、木が植わったり、いろいろ地形もあるのですけれども、

これは払い下げになったとき、額というのは今はまだわからないのですけれども、
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ちなみに参考として網走市で払い下げになっていますね、参考になるかどうかは

わからないですけれども、その額を知り得ていたらちょっと教えてください。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先日、網走市の市長と懇談をした際の話でございます。網走市は、大曲

にあります刑務所用地約７０ヘクタールを一括で購入されたということでござい

ました。先ほど言ったように、私どものところはほとんどが山林ということでい

きますと、大曲の土地条件とは少し違うかというところが、まず１つあるという

ことは御理解をいただきたいと思います。その中で、当時は平米が約１００円程

度というようなことでありますので、７０ヘクタールで７，０００万円程度の予

算であったかというふうに思います。ちなみに、５０３ヘクタールを１００円で

計算をいたしますと約５億円というようなことになります。一方で、この近隣の

山林の取引状況などからいいますと、山林に木が生えていないような状況のとき

には、最近は平米３円から５円ぐらいの取引になってございます。もし、今でい

う平米５円だということであれば、５０３ヘクタールで２，５００万円程度にな

るかと思っておりますけれども、これはあくまでも机上での数字の計算でござい

ますので、参考になるかどうかもわかりません。そういうような周りの状況はあ

るということだけお伝えをしたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 あくまでも参考だということで私も捉まえていますけれども、額を聞い

てちょっと、うっというのが正直なところなのですけれども。これはちょっと総

論になるかもしれないのですけれども、確かに先ほど冒頭で申し上げたように、

うちの地域の中でも、一時均平、造成をして畑としての活用はどうなのだろうか、

観光としての魅力はどうなのだろうか、そういう話の中で今、私自身が総合して

考えると、これはまだ結論ではないですけれども、やっぱり地域の資源を造形す

る、それも一つの、先ほど町長が言ったとおりです。そういう手法もあるでしょ

う。しかしながら、私はこれから求められるのは、特に過疎化が進む市町村の中

では一つの売りとしてはやっぱり自然なのだろうなと、そこら辺も糸口の一つに

なるのだろうと。そういったときに、自然イコール地域の資源をいかに利用でき

るかと、あるがまま、背伸びをしないで、そういう活用から少しずつ展開してい

くべきなのだろうと思います。そして、やはりここで糸口なのは今回の探索会を

やるということ、私なりのこの理解ではやっぱり地域の皆さん方、町の皆様に知

ってもらうと、それも確かに理解できます。それも必要です。それと同時に、や

っぱり地域の皆さんが、あるいは町の方に動いてもらうということは、連帯と交

流というのが当然、その後についてくるのだろうと。ひいては、それを地域の中

で連帯と交流に結びつけてほしい、そしてその後については、町外にも連帯と交

流を結びつければ、これはある意味、地域づくりに結びつくのではないかと、ま

だちょっと漠然とした言い方かもしれないですけれども、これも地域活性化の一

つになるのではないだろうかと私は思うのですけれども、町長どうでしょう。 
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◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 この地域の土地の活用などについては、先ほど冒頭で申し上げたように

過去に農地であったところもあるというようなこと、また農地の拡大規制という

時代があった折には、畑として活用することができないかというような意見もた

くさんありました。また、現在では山林資源を造林した跡があるので、そういっ

たものの活用はというような御意見もあったかと思います。今回の報告書の中で

は、やはり多様な生態系、植物、動物、昆虫などがあるということで、いずれに

いたしましても、そういったものをしっかりと活用する、そういう方策が一番い

いのではないかというような報告書の内容にもなっております。さらに、報告書

の中でつけ加えられておりますのは、こういったものを進めていく中にあっては、

単に行政が進めるだけではなくて、地域の方々の理解を、また知恵を入れながら

進めていかなければ成功はしないというような言い方にもなってございます。そ

の一環、一つとしての探索会ということを考えております。当然、そういうこと

で地域の方々の関心が深いのはもちろんでありますけれども、町民の方々にも関

心を持っていただく、そしてあれほどの自然豊かなところを町外の方々にもアピ

ールをしていく、それが交流人口などにもつながっていくものと考えてございま

す。報告書の中にも、そういうような活用の方法が最も適しているのではないか

というような内容にもなっております。そういったことの御議論も今後行ってま

いりたいと、そのように考えておりますので、そういった視点からのまた御指摘

もたくさんいただきたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 今ので理解したところなのですけれども、いま一度くどいようですけれ

ども、刑務所用地の活用を通して、やっぱり教育、体験、交流、宿泊、地域づく

りにぜひ結びつけて、私どももそうですけれども、頑張っていただきたいと申し

上げて、この質問は終わらせていただきます。 

   続いて、定住自立圏構想についてですけれども、締結から始まって１年余りが

もうたっているわけなのですけれども、この間、定住自立圏共生ビジョン懇談会

というのは何度ほど開催されているのか。それと、定住自立圏共生ビジョンとい

うのは年次的に必要とあらば見直していくという、そういうスタンスと聞いてお

ります。そんな視点からも見て何回ぐらいやっているか、ちょっとお伺いをした

いと思います。 

 

◇議  長 議長。済みません、山下町長。 

 

◇町  長 済みません。私がすぐに立たなかったものですから、申しわけありませ

ん。 

   前の年の検証と、それからその年度の課題ということで年に２回開催というこ

とになってございます。 
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◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 そういう趣旨で２度、これまでに行われていると。ちなみに、これは事

細かくはいいです。その懇談会でどういう内容が話し合われたのか、聞かせてい

ただければありがたいのですが。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 具体的な内容は、後ほど担当のほうからお話を申し上げたいと思います

が、私が出ているわけではありませんで、報告書という形で承っております。そ

んな中にあっては、私の印象でありますけれども、両地域から出ている委員の方々

のその定住自立圏共生ビジョンに対する考え方、そこのところに少し温度差があ

るのではないかなと、そんな印象を受けております。私どもの委員の方々は、何

とかこれを一つの手段としながら地域の活性化に結びつけていくことができない

かと、いろんな意味で相互の利用といいましょうか、利用価値といいましょうか、

というようなものと何か一つの事業でもできないだろうかということを思ってい

る部分がありますけれども、そういったところは網走市の委員の方の御発言の中

には少し違うところがあろうかなと、そんな印象を受けております。 

 

◇議  長 山本総務課参事。 

 

◇総務課参事 今、松田議員から御質問ございました、定住自立圏共生ビジョン懇談

会の中でどういうような意見が出ているかと。定住自立圏共生ビジョン懇談会、

御存じのとおり、最初につきましては定住自立圏共生ビジョンを形成するための

懇談会を開かせていただきました。議会の皆様にも説明をさせていただきました

けれども、一番最初につきましては両市町が持っています総合計画をもとに、そ

れらについて両市町の中で同じような共通点を探っていくという、まず定住自立

圏共生ビジョンのやり方をしました。定住自立圏共生ビジョンの委員さんにつき

ましては、網走市のほうが、中心市が委嘱をしまして、募集をしておりますけれ

ども、例えば観光協会の皆様だとか、それぞれ地域にいらっしゃいますいろんな

団体関係、それから医療関係も含めて、それから公募委員もいらっしゃいます。

そういうさまざまな方々から、いろいろと出ていただきました。その出た中では、

やはりせっかく両市町がこういうふうに初めて集まったことによりますから、で

きればなるべくもっと具体的な取り組みができないのかという、多分議員もそう

おっしゃると思いますけれども、やはり何か１つ具体的な取り組みをしたいとい

うことは非常に大きかったです。ただ、今回、一部定住自立圏共生ビジョンの中

も見直しをさせていただきました医療だとか、それから両市町がまずできること、

というのは今まで両市町の担当者が顔を合わせていろんな協議をするということ

はまずありませんでした。そういうことが非常に重要だということも、その定住

自立圏共生ビジョン懇談会の中から言われておりました。ただ、その後にも今協

議をしておりますけれども、両市町にせっかくあります施設の相互利用をもっと
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うまくできないだろうかということがございましたので、それらについても話し

合いをしております。当然、その定住自立圏共生ビジョン懇談会の中から出てき

たのは、網走市については現在のところ３つの施設が相互利用できるのではない

かと、また大空町では１つの施設が利用できるのではないかということで、それ

らをお互いに検証し合いながら、今両市町の担当者同士で検討を進めているとい

う段階にあります。ただ、今までの年２回の中では基本的には前年度の踏襲、そ

れからそれらについて新年度予算に向けての新たな意見を募集してやっていると

いうような形で、基本的には年２回ほどをベースとしてやらせていただいており

ます。ただ、まだまだ２年が過ぎた段階でございますので、５年目に向けてまた

さらに充実をして、いろんな形で見直しをしながらやっていこうということで、

皆さんの意見としてはようやく委員同士の懇談ができた、交流ができたという段

階にあるということを御理解願いたいと思います。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 まだまだこれからつくり上げていくものがあると、そういう段階にある

と理解しましたけれども、おっしゃるとおりそれは理解できましたけれども、や

っぱり私から言わせてもらえば、掲げている目標はお互いの生活機能の向上、そ

れから経費削減、いろいろ求められるところあるのでしょうけれども、これはつ

くればいいというものではないです。確かに最初の取っかかりは、お互いあるも

のの中で連帯を組めればという、そういう模索の中でつくったのでしょうけれど

も、やはりこれから問われるのはスピード感を持って連携から集約、そして一体

化、求められるところのスピード感を上げてほしいなと、そう申し上げたいと思

います。 

   それと、これは私どもも正直言って、まだまだ理解し得ないところがたくさん

あります。それだけに、住民にこの定住自立圏が何なのかということの理解促進

というのは、やっぱり課題になると思うのです。どういう形で理解してもらうの

か、ちょっと何かお考えがあれば、今の時点で聞かせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 御指摘の向き、もっともかと思いますので、今後も努力をしてまいりた

いと思います。町民の方々に、このことについて御理解をいただくというのは、

先ほど申しましたように、何か一つの事業を展開するでありますとか、さらには

この施設の共同利用が相なっているということで、そのことを生活の中から実感

をしていただくというようなことが大切なことではないかなと思っております。

今現在、下水道の終末処理場などについては、女満別、東藻琴地区ともに網走市

の処理場を使っております。また、し尿などのくみ取りの最終処理なども網走市

にあるセンターなどで行っているというようなところもあります。さらに、火葬

場などについては、私どもの町にもありますが、網走市の火葬場の利用について

は、例えば網走市の市民と同じ金額でもって使えるというような今、状況になっ

たりもしております。限られた施設で、生活の中に直接日々密着をしているかと
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いうことでは、なかなかあり得ませんので、中には加工施設であるとか、またス

ポーツや文化のそういう文教施設、そういうようなものが相互利用できるのだと

いうようなこと、さらには図書館の連携などというようなものが形として皆様に

お示しができるようであれば、実感をいただけるのではないか、そういうような

取り組みを中心に何とか進めてまいりたいなと、そのように考えているところで

ございます。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 それでは、最後の質問にしたいと思いますが、本定例会の前に行政報告、

町長のほうからありました。そうすると、その中にオホーツク圏の首長さん同士

でいろいろ意見交換をやっていると、常々やっているのでしょう。これを変に結

びつけるわけではないですけれども、定住自立圏共生ビジョン懇談会にしてもい

ろいろな方、民間の方々の御意見を聞きながらいろいろあると、情報交換をしな

がらやっていくと。ふと思ったのですけれども、私がここで質問するのはおかし

いかもしれないのですけれども、網走市には網走市議会があります。うちも当然、

町の議会があります。議員同士の交流というのも一つの方法なのかなと。職員も

たしか合同研修ということでお互いにやりとりがあるみたいですけれども、こう

いうのは可能なのかどうなのか、ちょっとお伺いをするのが非常に失礼かもしれ

ないですけれども、どうでしょう。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 可能だと思っております。お互いの議会の考え方などがそういうところ

ですり合わせができれば、可能ではないかと思っております。また、定住自立圏

共生ビジョンの委員の方々などがお互いの議会でのこういったやりとり、まちづ

くり、地域づくりについて例えば研さんをするというようなことで傍聴をすると

か、そんなようなこともあってもいいのではないかなと、今のお話を聞いていて

そのようにも感じました。今後、事務担当のところからも今回の議論などについ

ても網走市などにお伝えをして、できることになるのかどうなのか、そんなこと

についても可能性を探ってみたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 これで本当に最後ですけれども、今、議会のことをちょっと引き合いに

出して申しわけないのですけれども、要は首長を初め行政、ともかく議会も含め

て一体にならないと、この定住自立圏構想というのはうまくならないのだと、そ

ういう共通の認識を持って今後進めていただきたい、自分にも言い聞かせながら、

私の一般質問を終わります。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 どうもありがとうございました。今回の議論の内容などをしっかりと網

走市、関係部局などにもお伝えをしながら、よりよいものになるように努めてま

いりたいと思います。 

 

◇議  長 これにて松田信行議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 
休憩 午後 ２時１５分 
再開 午後 ２時２５分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
   日程第２、一般質問を続けます。 
   次に、１０番、小島一弘議員の一般質問を許します。 
 
◇小島議員 通告に従い一般質問を始める前に、一言だけ申し上げたいと思います。

将来有望な幹部職員がつい最近お亡くなりになりました。将来を嘱望されている

という意味では、大変残念なことだなと思いつつ、哀悼の意を表したいと考えて

おります。奥様は、私の次女と同級生で、孫の姿と二重写しになりまして、もら

い泣きをさせていただいた次第でございます。今後とも家族の皆さんには、従来

とも皆さんの懇意ある指導をお願いしたいと私からも思う次第でございます。 

   さらに、もう一つつけ加えたいと思います。先ほど同僚議員からもお話がござ

いましたけれども、暴風雪の際には本町においても農業被害のみならず、大変、

車が立ち往生したなど、幹部職員を初めとして民間の方々も協力をされた中で消

防庁舎及び本庁庁舎などに困った方々へ食事と避難場所を提供するなど、泊まり

込みで対応をされたというお話を聞いてございます。職員の皆さんの御苦労に深

く感謝を申し上げたいと思います。 

   さて、通告に従いまして、私はしばらくやっていないものですから、いっぱい

課題を挙げ過ぎました。時間の使い方がうまくいくかどうかわかりませんが、よ

ろしくお願いいたしたいと思っております。大きな１番として、町政執行方針に

ついてでございます。その中で①自治基本条例制定によって住民の意識はどう変

わるか、情報共有と広報を中心にして伺わせていただきたいと思います。 

   ②といたしまして、報道その他では、ＴＰＰ交渉参加は既成事実のようでござ

います。安倍内閣においてアベノミクスの大きな要素の一つであるＴＰＰ推進、

これが本町の農業にどのような影響をもたらすのか、これについてお伺いをした

い。 

   ３番目として、指定管理者制度について課題と問題はという通告をしておりま

したけれども、同僚議員が後ほどこれを中心にしておやりになると思いますので、

論客にお任せをして今回は執行側に通告を既にしておりますが、割愛をさせてい

ただきます。 

   ４点目として、商工振興政策としてのそらっきーポイントカードと住宅リフォ

ームなどの事業推進の今後の展望についてお伺いをしたいと、このように思って

おります。 
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   ５番目、都市公園の課題と活用のあり方についてお伺いをします。 

   ６番目、その他執行方針に関する事項などという通告をさせていただきました

けれども、このことにつきましてはより具体的にお聞かせ願うことが必要だと思

いますので、私のほうからちょっと詳しく簡単に申し上げたいと思います。具体

的に申し上げますと、町政執行方針の予算でありますけれども、その他全体を含

めて町長の積極性が非常ににじみ出ていて平成２７年度についての言及がなされ

ております。１つは、大空町の１０周年を迎えてと、記念の年を迎えてというこ

とで歴史とかそういうものについてを記していく活動、伝統を継承していく活動

というふうにうたっていますので、もう一つは総合計画、その他町史編さんの準

備等というふうにうたっております。一般的に私の理解では、町政執行方針は予

算の反映で、予算を具体的に基礎としていますから、単年度事業なのであります

けれども、これに強く町長の意思があらわれているなと、何かしら意味があるの

ではないかと思いますので、この観点からひとつお聞かせを願いたい。 

   もう一つ新しいこととして、後段の町政執行方針のほうに町長自身の１０年に

向けて家族のことも含めて、家庭のことも含めて私的なお話がありました。町政

執行方針になじむなじまないは別にして、大変親近感を町民の皆さんも感じるか

とは思いますが、これもまた何かしら意味があるのかなという観点から、ぜひと

も答弁を願いたいと、このように思っている次第であります。 

   それから、大きな２点目として、教育行政の基本的な考え方についてというこ

とで質問をさせていただいています。このことにつきましては、教育行政の進め

方と基本的な考え方でございますが、私はその１点として、なぜ教育行政執行方

針を示さないのかということを伺いたいのであります。このことにつきましては、

以前から議論があったところでございますが、相馬教育委員長の新体制が出発し

てから、このことについてなかなかお話を聞く機会がなかったわけでございます

ので、この機会にこの観点からいろいろとお聞かせ願いたいと思っています。な

お、相馬教育委員長におかれましては、教育現場を熟知した方でございますし、

校長を退職したという意味で、教育長にはいろんなケースがありましたけれども、

たしか私の記憶では、教育委員長で現場を知り尽くした方がなったという意味で

は適任であると思っておりますが、今までで初めてではないかと、初めてぐらい

のことではないかと、このように思っております。そのことで忌憚のない所信を

お伺いさせていただきたいと、このように思っておる次第でございます。 

   それから、②といたしまして、歴史、文化を継承する事業の進め方について。

るる説明をいただいておりますが、もう一度踏み込んでお聞かせ願いたいと思っ

ております。 

   それから、３番目として、女満別湿生植物群落の調査についてでございますが、

過去の決算審査特別委員会、その他それまでの予算審議等々も含めて、いろんな

意見を申し上げておりましたので、この機会にまた町政執行方針の中にも出てお

りますので、改めて教育委員長と教育長の見解をお聞かせ願いたいと、このよう

に思います。 

   ４番目といたしまして、いじめ、不登校、体罰などの教育現場での本町の現状

認識について。このことについては、大津市事件を初めとしていろんなことが、

いじめについてかなり大きな問題になってきたわけでございますけれども、本町
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においてもこのことがどういうことになっているのか。あわせて、文部科学省の

ほうでアンケート調査を行ったということなどが報道されておりますので、そん

なことなどに即して本町の現状認識をお尋ねしたいというふうに思います。よろ

しくお願いをいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 小島議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   １点目でありますが、自治基本条例の関係などについてでございます。自治基

本条例につきましては、皆様の御協力により昨年の６月に制定をさせていただき

ました。この条例の基本原則は、町民主体の原則、情報共有の原則、参加の原則、

協働の原則でございます。とりわけ、この情報の共有ということは、きっかけを

つくる上で大切なものと、そのように思ってございます。必要な情報を町民の皆

様に提供していく、わかりやすく説明をしていく、そういうことを規定している

ものでございます。このことが住民の皆さん、町民の皆さん方の意識にどう変化

となってあらわれるかということでございますが、私どもが、町がいろいろな情

報を町民の皆様に御提供を申し上げる、町民の皆さんが知るということが次に考

えるということにつながっていくのではないか、そしてそれが行動という形にあ

らわれてくる、それが自治基本条例の原則といいましょうか、狙うべきところで

はないかと、そのように考えております。まだまだ、そういうところにまでは達

していないかと思いますけれども、そのことを常に意識しながら情報提供などを

させていただくことが必要と考えてございます。そのため、ふれあいトーク、町

政懇談会なども今年度既に２５カ所で開催をさせていただきました。また、これ

より先４カ所ほど予定を入れてございます。そういった中で、自治会の総会など

の際にもお邪魔をしてお話をさせていただくなどということを試行したりもして

ございます。また、広報紙などにつきましては、わかりやすい、読みやすい紙面

とするためにモニター制度というものを取り入れて改善を図ってございます。こ

のほか、平成２５年度においては町のホームページなどについても充実をしてい

かなければならないということから、こちらもモニター制度というものを立ち上

げてまいりたいと、そのように考えてございます。いろいろな機会を捉えながら、

情報提供の充実ということに取り組んでまいりたいと思います。今、申し上げま

したのは、以上のような例でありますけれども、私どもがまだ考えついていない、

いろいろな手段というものがあるのではないかと、いろんな機会を捉えながらそ

の可能性などについて探ってまいりたいと思いますので、今後とも御指導いただ

きたいと思います。 

   次に、ＴＰＰ関係の答弁でございます。平成２２年でありました。当時の菅直

人首相は、１０月の所信表明演説で農業再生と開国との両立を目指す、と環太平

洋連携協定の参加検討を表明いたしました。その後、参加の判断は先送りされて

おりましたけれども、安倍晋三首相は聖域なき関税撤廃を前提とする限り交渉に

は参加しない、と表明をしておりました。しかしながら、先日オバマ大統領との

会談の中でＴＰＰについて、非常に難しい言葉になりますけれども、交渉参加に

際し一方的に全ての関税を撤廃することをあらかじめ約束することを求められる
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ものではないというような内容の共同声明を発表いたしました。一転、参加交渉

というような方向に向かって進みつつあるというふうに感じております。ＴＰＰ

は、さまざまな分野に影響が考えられますけれども、私たちの地域の中にあって

は農業、さらには地域社会そのものの崩壊につながると、反対の主張を従来ずっ

と掲げてまいりました。大空町において影響額の試算を過去に行っておりますが、

農業産出影響額は１２２億円、関連産業影響額は１２０億円、地域経済に及ぼす

影響も２０２億円、総額は４４４億円と過去の議会でも説明をさせていただきま

した。ただ、この当時から見ると、いろんな状況が変わりつつあるということで、

北海道はこの試算のやり方を見直すというふうに言ってございます。そういった

試算の方法などが出ましたら、また私どもでもいろいろな試算を行ってみたいと、

そのように考えているところでございます。本町の農業は、米や小麦、乳製品、

砂糖、でん粉など多くの関税品目を抱えております。はっきりとした、しっかり

とした農業対策を講じなければ大きな農産物を生産している国との競争にはなり

得ないと、そのように考えてございます。しっかりとそのあたりの情報をいただ

き、国民的な議論がなければＴＰＰの参加というものに対して賛成を唱えられる

ものではないと、そのように強く思ってございます。そういう立場でこれからも

活動をしてまいりたいと、このように考えているところでございます。 

   続きまして、そらっきーポイントカードでございますけれども、現在加盟店６

１店舗ということで運営をされてきております。町がポイントを発行しておりま

すけれども、２月末時点で約５０万ポイント、金額にして１００万円程度の発行

となってございます。これをこの地域にしっかりと根づかせていくためには、加

盟店の増加、さらにはいろんな業種にわたる方々の加盟というものが必要になっ

てくるだろうと、さらに町民へのポイント事業、町としてのポイント事業という

ようなものもしっかりとＰＲをしていくということが大切ではないかと考えてお

ります。一方で、発行するばかりではなくて、その回収というところ、地域内で

の経済循環という観点も必要かと思っております。そのそらっきーポイントカー

ドを持って地元の商店などで、さらに買い物をしていただくということが一番で

ありますけれども、その用途を広げるということも必要ではないかと。過去に、

あおぞらスタンプなどで公共料金の支払いなどというような取り組みの事例もご

ざいます。今後、租税でありますとか公共料金など、そらっきーポイントカード

で支払うことができるような仕組みということについても検討してまいりたいと、

そのように思ってございます。 

   住宅リフォームについてでございますが、平成２３年度は９１件、平成２４年

度は８２件、補助金総額で４，８４１万５，０００円の支出をいたしました。実

際の工事費ベースで見ますと、２億５，８５９万５，０００円ということになり

ます。地域への経済効果という観点から、大きな効果になったのではないかと受

けとめてございます。３年間の事業ということで進めてまいりました。平成２５

年度は、この要綱による最終年次となります。一方で、住環境の向上であります

とか定住対策、さらには地域経済への波及効果、そういうような観点からも今後

の取り扱いも検討していかなければならないものと、そのように思ってございま

す。新しい制度設計をどのようにしていくか、関係機関の方々にも御意見などを

いただきながら検討してまいりたいと、そのように思っているところでございま
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す。 

   続きまして、都市公園の関係でございます。都市公園は、現在女満別地区に４

カ所でございます。運動公園、ふれあい公園、いこいの広場、トマップ川公園で

ございます。運動公園は、昭和５５年に供用が開始されておりまして、野球場、

テニスコート、多目的広場、アスレチックスなどの遊具施設がございます。いこ

いの広場は、役場周辺の公園として昭和５５年、ふれあい公園はパークゴルフ場

を中心として平成４年に整備されました。トマップ川公園につきましては、周囲

の自然に囲まれた安らぎの空間として平成１８年度から供用が開始されておりま

す。維持管理につきましては、委託業者によりまして芝や樹木等の管理を行い、

運動公園などの運動施設については教育委員会において管理をしているところで

ございます。課題もたくさんございます。１つには、施設や設備が非常に老朽化

しているということがございます。そのため、安全性を確保していくことが困難

なものもございます。また、公園というのは、子供の遊び場であり、憩いの場で

あり、地域コミュニティーの場であり、さらに最近は防災上の空間でもあるとい

うことで、公園の持つ機能というのはいろいろなものがございますが、そこに十

分応え切れていないところがあるというふうに感じてございます。一方、こうい

ったことから整備を進めたいわけでありますけれども、維持の経費、またさらに

は整備していくための経費、そういったものの財源の確保ということが大きな課

題となっているところでございます。平成２４年度は、都市公園の長寿命化計画

の策定に取り組んでございます。そのため、利用者などに対するアンケート調査、

さらには施設の中にあります遊具等、施設そのものの点検作業を実施していると

ころでございます。こういったものがはっきりと形づけられてくれば、国の交付

金の対象ともなってくる部分がございますので、そういう交付金などを活用しな

がら、この公園などの整備というものに当たっていきたい、そのことで公園機能

の充実を図ってまいりたいと、そのように考えてございます。また、公園の管理

のあり方などについても今後検討していく必要があるのではないかと、そのよう

にも認識してございます。先ほど言いました、それぞれの緑地、公園などがござ

います。おのおのが特色を持った公園となるように、施設等の充実に努力をして

まいりたいと、そのように思いますので、御理解を賜りたいと思います。 

   最後の関係でありますけれども、町政執行方針の中で平成２７年度、大空町１

０年という節目を迎えるということであります。小島議員からは、そこの裏には

何か思いがあるのかというようなことでありましたけれども、私といたしまして

は平成２７年度になってから、例えばいろんなものを提案するということでは遅

い、過去に開基１００年記念事業、女満別町で行われた折、その事務を担当させ

ていただきました。平成２年でありましたけれども、昭和６３年からこの準備作

業などに入ったという、そういう経験から平成２５年度のあたりからは、こうい

ったもろもろのことについて準備を進めていかなければならない、当然事務的な

こともありますけれども、町民皆様の意識の高揚というようなところも必要であ

ろうと、そんな意味から今回書かせていただきました。さらに、このことは町政

懇談会の席上などでも町民の方々に語りかけている内容でございます。また、町

政執行方針の最後のところについても触れられておりましたけれども、これにつ

きましても私は常日ごろから、いろいろな生活観を持った立場で物事に対処して
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いきたいというお話をさせていただいております。そんなことから、自分のこと

で大変恐縮ではありましたけれども、私自身も生活者の一人であると、その考え

方を持ちながら町政の執行に当たっていきたいということで表現をさせていただ

いたところでありますので、御理解を賜りますようにお願いを申し上げたいと思

います。 

   以上、申し上げまして、御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 相馬教育委員長。 

 

◇教育委員会委員長 大空町の教育行政の推進に当たりましては、日ごろより議員各

位に御指導いただいておりますことに対しましてお礼を申し上げます。 

   小島議員からの一般質問にお答えを申し上げます。教育行政の管理、執行につ

きましては、平成２１年４月に策定いたしました８カ年計画である大空町教育推

進計画を柱とするとともに、毎年度、大空町教育推進方針、大空町教育委員会事

務局経営方針、大空町社会教育推進計画などを定め、柔軟かつ的確な教育行政の

遂行に努めているところであります。また、御質問をいただいております教育に

関する執行方針でありますが、従来から町政執行方針の中に教育の分野における

執行方針も包括した中でお示しをしてきたところですが、今後、教育委員会とし

てそのような説明の手法を取り入れることも念頭に置き、前向きに検討してまい

りたいと考えております。 

   次に、大空町には地域において育まれてきました郷土の貴重な文化的、歴史的

な遺産が数多く存在しております。これらの遺産は、郷土の生活文化や文化財な

どであり、後世に伝えるよう継続した活動が必要であると考えております。今後

も大空町の郷土の貴重な文化や文化財の調査、保護並びに後世に伝える活動を進

めてまいりたいと考えております。 

   昭和４７年に国の天然記念物に指定されました女満別湿生植物群落は、広葉樹

の天然林と林床にはミズバショウ等の湿生植物が群落する極めて貴重な群落地で

あります。このような貴重な植物群落を保全、存続していくためには、定期的な

実態把握調査や衰退の原因を究明していくことが何より重要であります。また、

国など関係機関に対する保全要請に向けた検討も進めてまいりたいと考えており

ます。 

   次に、いじめ、不登校、体罰などの現状認識でありますが、このことは全国的

な問題となっておりますが、本町においても定期的あるいは随時に現状の把握に

努め、迅速な対応を行っているところでございます。いじめにつきましては、ど

の子供にも、どの学校においても起こり得るものであることを認識するとともに、

学校全体で早期発見、早期対応を心がけるよう指導しており、児童生徒への定期

調査や個別面談などから事案発生の都度、学校から速やかに報告を受けていると

ころでございます。問題が発生した場合には、学級、学年、学校全体での指導連

携強化、保護者、ＰＴＡとの連携、協力関係の構築など総合的に取り組むよう指

導をしているところでありますが、今後ともいじめ防止のための教育を進めると

ともに、問題を抱えた児童生徒一人一人に応じた指導、支援が的確に行われるよ

う学校との連携を深めてまいりたいと存じております。 
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   次に、不登校の関係でありますが、不登校に至るには何らかの心理的、情緒的、

身体的、あるいは社会的要因や背景があるものと認識しております。本町におき

ましても不登校の児童生徒がいることも確認しております。今後とも、きめ細か

く柔軟な対応が必要であり、学校、関係機関の連携、協力により対応してまいり

たいと存じます。 

   また、体罰の関係でありますが、現在、児童生徒、保護者及び教職員を対象に

国による全国的な調査が実施されております。本町におきましても各学校に調査

を依頼し、現状の把握に努めているところであります。今後ともお互いを思いや

り、尊重し、生命や人権を大切にすることに十分配慮した教育活動に取り組むこ

とが必要であり、学校、ＰＴＡ、保護者との連携を密にしながら対応してまいり

たいと存じます。 

   具体的な内容につきましては、この後、教育長から答弁いたさせますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 ただいま、教育委員長から小島議員への御答弁を申し上げましたが、私

からも引き続き御答弁を申し上げたいと存じます。 

   １点目の教育行政の執行方針についてでございますが、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第２４条では、教育財産の取得・処分、契約の締結及び予算

の執行は町の職務権限に属することと規定されておりますことから、教育委員会

として教育行政に係る執行方針や教育予算の執行等については、町長部局との連

携、協議のもと適正な教育行政の運営に努めてきているところでございます。そ

のようなことから、従来から町政執行方針の中に教育行政に関する基本姿勢や主

な施策を包括した中で、予算の概要等について住民の皆さんにお示しをさせてい

ただいておりました。また、教育委員会では、平成２１年４月策定の大空町教育

推進計画を土台として、毎年度教育目標となる大空町教育推進方針等を定め、当

該年度の課題に応じた的確な教育の推進に鋭意取り組んでいるところでございま

す。しかしながら、近年、町政執行方針とともに教育に関する執行方針を示す自

治体もふえている傾向にあると認識をしております。理由といたしましては、教

育の分野における基本姿勢や重点施策をより明確化し、理解を深めていただくた

めであると思われます。教育委員会といたしましても、教育推進に臨む考えを広

く住民の皆さんに知っていただくことは何より重要であると考えており、今後、

教育に関する執行方針の提案につきまして前向きに検討してまいりたいと考えて

おりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

   ２点目の歴史、文化を継承する事業の進め方についてでございます。大空町に

は、貴重な文化財や歴史的遺産が数多く存在しております。それらを後世に伝え

ていくためには、しっかりとした保存、保護活動や資料管理が重要と考え、これ

まで郷土資料の整理保存や開拓資料の台帳整理などに努めてきたところでござい

ます。既に古木や石碑の資料化や郷土資料室などで保管されております文化財な

どの台帳整理も終わり、ＤＶＤへの収録も完了しているところでございます。現

在は、町内各学校や関係機関への貸し出しや郷土学習を進める際の教材として活
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用をいただいております。今後は、地域にあります開拓碑や記念碑、文化的、歴

史的遺産や掩体ごうなどの現状を調査、資料化し、保全に向けた取り組みを進め

ていくことが歴史、文化の継承につながっていくものと考えているところでござ

います。また、町内には郷土の歴史、文化の研究に造詣が深く、元町遺跡などの

保全活動や文化財の調査活動に主体的に取り組まれている大空町郷土・歴史文化

保勝会という団体がございます。大空町郷土・歴史文化保勝会では、昨年１０月、

写真集「女満別の碑」を独自に発刊されました。会員皆さんが年月をかけ、労を

惜しまず、町内７８カ所にも及ぶ碑を探索され、最新の情報をもとに写真集とし

てまとめられたものとお聞きしているところでございます。教育委員会といたし

ましても、今後さまざまな資料収集や保全策を進めていくに当たっては大空町郷

土・歴史文化保勝会の御協力をいただくと同時に、大空町郷土・歴史文化保勝会

としての主体的な活動に対しましても御支援してまいりたいと考えております。 

   次に、３点目の女満別湿生植物群落の調査についてでございます。女満別湿生

植物群落は、かつては北海道に広く分布していた低地広葉林が原生の形で残存す

るもので、学術的にも極めて貴重な植生であると言われております。昭和４７年

に国の天然記念物に指定されましたが、それから長い年月を経て群生地としての

変化が見られるようになってまいりました。過去、平成７年度及び平成１５年度

に北海道大学の協力を得て実施いたしました現況調査によりますと、ハンノキや

ヤチダモの倒木が頻繁に起こり、高木、低木等の構成や植物群落に大きな影響と

いうものがあらわれておりました。また、林内は倒木により樹木の更新がうまく

進んでいない状態の箇所もあり、そのことがヨシ原の面積が著しくふえた原因で

ないかと推測されております。また、そのような関連から、女満別湿性植物群落

の南側に位置するミズバショウの密度が低くなっているものと考えられておりま

す。前回の調査から９年経過をいたしまして、その後どのような経年変化が生じ

ているのか現状を把握するため、今年度におきましても北海道大学にお願いし、

現況調査を実施したところでございます。今年度の調査では、主にミズバショウ

の分布状況や地下水位の変動状況、さらに湿地林の倒木の状況とヨシ原の変化の

４つの視点で調査を行っております。ミズバショウの分布状況につきましては、

個体調査を行ったところ、開花個数でいいますと４メーター掛ける４メーターの

方形区１６平方メートル当たり約２０個体、女満別湿性植物群落全体では６万個

体程度が存在すると推定されております。未開花分も含めますと、倍以上となる

ものと伺っているところでございます。また、ハンノキ、ヤチダモ林の分布する

場所につきましては開花密度が高く、ハルニレ林やヨシ群落では密度が低いとい

った状況でございました。地下水位の変動状況につきましては、地下水位計を設

置し、連続測定を行った結果、ヨシ原や地下水位が地表面に達する場所ではミズ

バショウの密度が低い状況でありました。また、平均水位は、ハンノキ、ミズバ

ショウ群落で低下、木道が設置されております南側のヨシ原では上昇の傾向にあ

るという状況でありました。湿地林の倒木の状況及びヨシ原の変化につきまして

は、過去からの航空写真により湿地林内を覆う木と木のすき間とヨシ原の面積の

変化を調べてみますと、すき間がふえることに伴いヨシ原もふえており、特に木

道が設置されております南側のヨシ原が約２倍に広がっているという状況でござ

いました。このような状況から、ミズバショウに特に影響があると思われますヨ
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シ原につきましては、倒木後の樹木の更新が進まず、直射日光が当たり気温、水

温が上昇することから、日の光がヨシの繁茂する大きな原因となっていると考え

られております。また、水の流れや水位も何らかの影響をもたらしているという

ことから、南側のヨシ原やハンノキが少なくなってきている場所の水位を低くす

るなどの方策が考えられるのではないかという報告も一部受けたところでござい

ます。そのようなことから、本年度の調査を踏まえまして、平成２５年度におき

ましても湿生植物群落を保全するために湿生林がどのような環境において更新し

ていくのかの調査、また湿生地と湖との水位の比較による水の往来状況調査、さ

らには土壌と堆積物の調査を行うことによりまして水と土壌の関係を明らかにし、

保全に向けての必要な提言をいただきたいと考えております。また、国への保全

要望を行うための資料作成もあわせて実施してまいりたいと考えておりますので、

御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

   ４点目のいじめ、不登校、体罰などの教育現場の本町の現状認識についてであ

ります。いじめ問題につきましては、先ほど教育委員長から答弁がありましたよ

うに、どの子供にも、どの学校においても起こり得るものであることを認識し、

早期発見、早期対応に当たっているところでございます。現状把握の状況ですが、

各学校においては随時児童生徒への個別面談を実施し、学校で困っていることや

いじめに遭っていないかなど、聞き取り調査に取り組んでおります。また、教育

委員会に所属しております教育相談員による毎月の学校訪問において、校長、教

頭を初め、必要に応じて生徒指導担当教諭や該当担任に現状や取り組み状況、課

題を確認するとともに、毎月各学校から提出される学校経営報告書や随時報告の

ある事故報告書により教育委員会として速やかな状況把握に努めているところで

ございます。また、北海道によるいじめ把握のためのアンケート調査やいじめ問

題への各学校の対応状況の調査、さらにいじめ問題の取り組み状況の調査を毎年

定期的に実施しているとともに、大津市のいじめによる自殺問題を受け、昨年８

月には国の緊急調査が実施されたところであります。この調査における本町のい

じめの状況でありますが、児童生徒へのアンケート結果では回答６９９名中８４

人、およそ１２％が４月から調査時点までにいじめられたことがあると回答して

おります。また、いじめの内容といたしましては、悪口を言われる、仲間外れ、

たたかれたり蹴られたりなどといったものがございました。また、実際にいじめ

と認められる件数としては、調査時点で６件ほどございまして、うち２件は解消

に向け継続取り組み中であり、４件は解消済みとの結果でありました。内容とい

たしましては、冷やかし、嫌なことをされるなどでありました。解消に向け継続

取り組み中であった２件につきましては、学校、保護者の連携により１２月調査

時点では全て解消済みとなってございます。いじめは、児童生徒の心身の健全な

発達に重大な影響を及ぼし、不登校や自殺などを引き起こす背景ともなる深刻な

問題であります。いじめをなくし、かけがえのない子供たちの命を守るため、児

童生徒への日ごろからの指導や学校、家庭、地域の方々としっかり連携し、いじ

めの未然防止、早期発見、早期解消に向け全力を尽くしてまいりたいと思います。 

   続いて、本町の不登校の現状でありますが、本町においても不登校の実態はご

ざいます。不登校につきましても毎月教育委員会の教育相談員による学校訪問で

の現状把握、また学校から毎月提出されます学校経営報告書で教育委員会として
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の状況の把握をしているところであります。不登校となる背景にある要因や直接

的なきっかけはさまざまでございまして、多様化が進んでいると認識をしており

ます。教育委員会、学校、保護者、町福祉部局や児童相談所等との連携により、

児童生徒が不登校に至らず、通常の学校生活に復帰することができたといったケ

ースもございます。今後も引き続き学校の取り組みへの支援や相談体制の充実、

保護者への親身な支援などにより児童生徒に対するきめ細かい柔軟な対応をして

いきたいと考えております。 

   次に、本町の体罰の現状であります。平成２４年１２月、大阪市において部活

動中の体罰が背景にあると考えられる高校生の自殺事案が発生したことにより、

現在、国による体罰の実態把握調査が実施されているところでございます。これ

まで町内各学校からは、今年度体罰に当たるような事案はないということで報告

をいただいておりますが、現在教職員、小学校、中学校、高校の児童生徒及びそ

の保護者を対象に個別調査票による実態把握調査というものが進められておりま

す。調査票の回収、点検は、市町村教育委員会が行うこととなっておりまして、

まさに今、その作業を進めているところでございます。学校における児童生徒へ

の体罰は、あってはならないことであり、学校教育法により禁止されている行為

であります。そのような事実が認められた場合には、厳正に対処してまいりたい

と考えております。今後とも学校や家庭、地域や関係機関と連携し、いじめ、不

登校、体罰の未然防止や早期発見、早期解消に全力で取り組んでまいりたいと存

じます。 

   以上、小島議員への１回目の御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 丁寧なる答弁をそれぞれいただきました。 

   まず、第１点目の自治基本条例に関することで住民の意識はどう変化していく

のかということで、通告に従って２回目を聞かせていただきたいと思います。こ

のことにつきましては、先ほども申し上げましたように、情報共有と広報のあり

方という観点からお聞かせを願いたいと思っている次第であります。一般質問の

同僚議員のほうから午前中にいろいろ質疑があったかと思います。私は、葬儀に

出席のため、それを聞いておりませんので、重複することがもしかしたらあるの

かと思いますが、ひとつお許しをいただいて質問を進めさせていただきます。で

きることであれば、やはり具体的に聞いたほうがわかりやすいと思いますので、

一番今問題になっている温室栽培のイチゴの問題、出荷できなかったということ

に関する事項について議会報告会を２回開いた中で、大変厳しい議論、指摘をさ

れて、議員は認識が甘いというような御指摘も実はいただいたところであります。

そんな観点から、具体的にこのことに即して言うならば、一番問題になったのは、

町民の皆さんから御指摘を受けたのは、広報にお知らせというタイトルをつけて

内容的にはおわびが書いてあるのですけれども、このことについて危機意識がな

いという指摘が、やっぱり強かったように私は受けとめております。つまり行政

のほうの説明責任、このことがやはりきちっとされていない、したがって議会は、

そういうことについて行政に厳しく申し上げていないからこういう結果になった
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のではないかと、こんなようなことではなかったのかなと私なりに考えていると

ころでございます。そんなことで、大変我々も立ち往生をさせられたのでござい

ますが、一歩進んで、ではどうしたらいいのかということについては、このイチ

ゴ問題については大変な問題であるから、町長みずからおわびの広報をすべきだ

という説明、要求といいますか、提案があったわけであります。このことにつき

ましては、私どもとしては、私個人といたしましても町長に直接お伝えするのが

一番いいだろうと、こういう機会を通じて申し上げておきたいと、このように思

っている次第でございますので、なぜあのような広報のあり方になったかという

ことを、まず先にお聞かせを願いたいと思っている次第でございます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 午前中もこの関係で御答弁をさせていただきました。私どもの不手際に

際して議員の皆様にも御心配をかけたり、また御迷惑をかけたことに対してもお

わびを申し上げたいと、そのように思っております。危機意識がなかったという

ことでは私どもは考えておりませんで、１２月２５日にそういった内容の第１報

があり、確定報として１２月の２６日にありました。その中で委託業者と私ども、

そのことに対する対応ということについて協議をいたしました。まずは、そのこ

とを市場に出すわけにはいかないというようなことから廃棄処分をし、そのこと

について議員の皆様にもお知らせをしなければならないということでお話を差し

上げたかと思います。その折、常任委員会の開催などについて、私どもから十分

な熱意といいましょうか、状況が伝わらなかったために、その開催なども少し後

ろのほうにずれてしまったというようなことから、町民の皆さん方の御不信も買

った部分もあるのではないかと、そのように思ってございます。また、イチゴが

できましたらということで各報道機関などにも事前にＰＲをいたしておりました。

そんなことから、そういった報道機関の方々にも状況説明などをさせていただい

たところでございます。ある程度、状況といいましょうか、その対応方針などが

決まって、そのことも含めて町民の皆様にお知らせをしなければならないと、そ

んなことで考えたところであります。そんなことから、結果的にその情報、広報

での記載というところが遅くなってしまったわけでございます。私どもの対応、

町民の皆さんからすれば遅いのではないかという御指摘になったものと思ってお

ります。この点について、大変皆様方に御不安や御迷惑をおかけしたということ

でおわびを申し上げたいと思います。広報に載せるということももちろんであり

ますけれども、その内容について、今回もいろいろ御指摘をいただきましたので、

今回のものをしっかりと御指摘を受けとめて今後十分配慮した物の言い回し、記

載の仕方に努めてまいりたいと思います。私といたしましては、文書で書けばい

いという思いではなくて、本来は町政懇談会などを行っておりましたので、その

中で細かなところも含めて、その内容などを伝えてまいりたいというようなこと

から、どちらかというとそちらに主眼を置いたというようなことで、文章表現な

ど十分なものとならなかったということで反省をしてございます。いろいろな御

指摘をいただいておりますので、今後それらのこと、二度と同じことを繰り返さ

ないように努力をしてといいましょうか、十分意識を持って取り組んでまいりた
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いと思ってございます。今後も御指導いただきますようにお願いを申し上げたい

と思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 町長からは真摯な答弁をいただきました。私も産業建設常任委員会のメ

ンバーでございますから、１月１８日以来、その日も含めて３回にわたって常任

委員会で審議をやって、かなり執行側に対しても厳しいお話をさせていただいた

経緯がありましたし、なおかつ再発防止対策もきちっと提案されたのです。１８

日に延ばしたことによって、逆に農薬の種類も、使用の種類も明らかになったり

して、私個人としては１月１８日に開催したことがおくれているというふうには

思っていません。再発防止体制なのですけれども、このことにつきましてもかな

り真摯な対応、提案を受けとめたわけでございますから。私もふと思ったのです、

問題なのは自治基本条例でいうと、二元代表制だということをうたってきて、我々

は一義的に町長から提案される事項を、あるいは報告事項を審議するわけです、

ところが、それは町民の代表としてするから、それで終わりみたいな感覚の残滓

がやっぱりちょっと、議会基本条例の精神からいうと、もうちょっと積極的にし

なければ、我々も情報を提示しなければいけないという意味では足らざるところ

ももちろんあったかとは思いますが、直接民主主義と間接民主主義の関係を住民

の皆さんにもやっぱり強く理解をしていただかなければならぬのだと、そのこと

の説明責任は逆に議会側が負わなければいけないと、このように思っている次第

でございます。ただ、行政側としては、先ほど真摯な答弁をいただきましたから、

あえて強く申し上げませんが、私は商人でございますから、大体クレーム処理と

同じなのです、商売上の。最初の対応が肝心なのです。クレーム処理の初期対応

ということになりますけれども、ここを誤ると大概問題が深刻化するのです。だ

から、最初にまず心から謝るというところから出発しなければならないというこ

とで、共通した意見でございますので、御答弁を了とさせていただきたいと思っ

ている次第であります。これ以上、答弁は要りません。 

   ２つ目のＴＰＰの問題について直ちに移りたいのでありますけれども、ＴＰＰ

に関する本町農業への影響額は先ほど４４４億円という数字が示されております

が、これが過小なのか過大なのか、私にとっては専門的な分野でございますので、

どういう統計的なデータからそうなっているかということはわかりません、正直

言って。しかし、断固反対を貫くという立場から見たときに、果たしてこれが実

際にどうなっていくのかということで、行政もそうだと思いますが、影響額がわ

かったら、簡単に言うと影響額に相当するものを補償というか、補助金ですよね、

簡単に言うと、そんなことで整理すればいいという考え方も裏には出てくるわけ

です。そうすると、交渉に入ることがもうほとんど確実だと私は思っております

ので、アベノミクスと言うならば聖域なき関税撤廃云々という、そういうことで

選挙態勢を戦った自由民主党が言うならば、レトリックを使ったトリックでこれ

を乗り切ろうとしているという意味においては甚だ疑問に思っておりますし、そ

ういう意味で一部の農業関係者に聞くと、農協も含めてということなのかどうか、

公式には別な問題ですが、既に条件闘争に入っているというようなお話も伺った



- 119 - 
 

りするわけであります。だけれども、これまでの農業、日本農業の問題、北海道

農業の問題の観点からいいますと、農業改革だとか自立した農業という観点から

いうと、補助金漬けになると旧態依然とした農業政策に戻るという心配がござい

ます。いわゆる補助金漬けでございます。このことによる問題点もございますの

で、改めてこの観点から町長はどう思われているのか御答弁をいただきたいと思

います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 イチゴの件につきましては、御指導いただきましてありがとうございま

す。 

   また、ＴＰＰの関係でございますが、影響額につきましては先ほど言った関税

品目などが全く関税がない中で入ってきた、私どもの今町でつくっている農産品、

乳製品などが全く太刀打ちができなくて、つくれなくなるであろうというゼロ査

定の中での金額というふうに受けとめております。ですので、最大でこういうよ

うな数字というふうな意味合いでございますが、先ほど言ったように、こういう

ところももう少し精度の高いものに見直していかなければならないと思っており

ます。また、過去に農業者の方とお話をしました。国は、これに踏み切るとする

ならば、一体農業政策をどのように考えているのだろうかと。そんな中で私個人

の意見でありますけれども、今の経営所得安定対策などによって農業者の所得を

確保する、そういう方法を一方では考えているのではないかと、どこにもそんな

ような表現はありませんけれども、そのように考えられるのではないかというこ

とをお話しした記憶があります。しかし、それで本当に農業者として国民が食べ

る食料をしっかりとつくっているという意識に立てるかということになると、そ

れはまた別の問題になってくるように思っております。非常に食料をつくるとい

うことはすばらしい職業、立場であるというふうに思いますが、単に金で解決が

できるということだけの問題ではないと、そのように受けとめております。そん

な中で今、北海道の農業は、外国のそういった農産品と競争をしなければならな

い分野もあります。一方で、そうではなくて、国内の農業と競争していかなけれ

ばならない野菜でありますとか花、そういった分野などもございます。今後、私

どもの地域の農業の形態を考えていく中で、諸外国と対決していかなければなら

ない作目などについても当然つくっていかなければなりませんし、一方では先ほ

ど言った多種多様な国内農業の中で競争を勝ち抜いていくような、そういう作目

体系ということも考えていかなければならないのではないかなと、そのように思

ってございます。そういう視点からも本町の農業と、ＴＰＰのことももちろんあ

りますけれども、将来の農業を考えていった中で、そのことが一番足腰の強い農

業になるのではないかと、そのように考えております。なかなか、きょう言って

あすできるわけではありませんけれども、そういうものを一つの目標に掲げなが

ら、農業の関係の方々と知恵を出し合って取り組んでまいりたいと、そのように

思っているところでございます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 
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◇小島議員 ありがとうございます。共通の認識に立っているなというふうな実感を

持ちました。一番主張しなければいけないのは、私の見解でございますが、やっ

ぱり食料安全保障を戦略として、そして同時に食の安全の確保ということを言わ

なければいけないのだと思っているのです。ですから、グローバルな形での農業

の対応ということについては、２国間のＦＴＡで十分だというふうに私などは実

は考えておりまして、そういう意味で自由民主党も、そして答弁の中で触れられ

たように民主党の菅内閣からそんなことが始まっている。菅さんは消費税の増税

もうたった人でして、民主党の２００９年のマニフェストとは全く違う性質のも

のだったということも、ちょっと私は言いわけめきますが、民主党の同胞はそう

いう意味ではＴＰＰに絶対反対、消費税増税反対、それから原子力発電所再稼働

反対と３本柱でやったのですが、なかなか結果は思わしくないということでござ

います。改めて今後の課題として、町長が先頭になってＴＰＰに反対するという

決意表明をいただいて、このことについては質問を終えたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先日の新聞などでは、既に農業生産物の輸入ということではなくて、逆

に自動車の輸出に対してその関税を例外として認めるというようなことの機先を

制せられたような、そんな印象も抱きました。そんなようなことがどんどん２つ

の国の間で、ＴＰＰというテーブルではありますけれども、話し合いがいくとい

うことになれば、本来全くの自由貿易であるよと、環太平洋を取り巻く国々の自

由貿易であると言っていたＴＰＰそのものが本来おかしくなってきているのでは

ないか、そういったふうに考えますと、議員の言われましたように、それであれ

ば２国間でＦＴＡでありますとかＥＰＡというようなことで交渉していくという

ことのほうが、本当は現実味があるのではないか、そんな感じさえ最近ここ何日

かしているところがございます。この１０日には、オホーツク管内の関係団体が

集まって全く今の情報のない中でＴＰＰについて当然賛成できるものではなく、

しっかりとした議論ができる情報というものをまずは提供し、国民議論を行うべ

きだと、そうでなければＴＰＰについては絶対反対だという集会が予定されてお

ります。私も、この日曜日に出席をしようと思っております。天候が先週のよう

なことにならないように願っているところでございます。これからもそういう姿

勢で取り組んでまいりたいと思いますので、今後とも御指導いただきますように

お願いを申し上げます。 

 

◇議  長 傍聴者にお願いいたします。なるべくしゃべらないで、お願いします。 

   １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 答弁ありがとうございました。了といたしたいと思いますので、次のそ

らっきーポイントカードと住宅リフォームなどの将来展望というようなことにつ

いてお聞かせを願いたいと思っております。このことについては、昨年の決算審

査特別委員会でも私が総括で申し上げましたように、別にお世辞ではなくて山下
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カラーが本当に出たし、この２つの政策は大変すばらしいという評価をいたして

おりまして、これは今日も変わってございません。しかし、ただこの段階で終わ

らせることなく、町長みずからがいろいろ考えていることもあろうかと思います、

今後の展望について。私のほうからいろいろと御提案をちょっとさせていただき

ますので、それについてお答えをいただければ幸いかなと、このように考えてお

ります。積極答弁の中には、公共料金への支払いの実現等も検討されていると、

租税、公共料金ですね、本当に非常に積極的だと思います。それを踏まえた上で、

さらに提言をさせていただきます。 

   まず、既に内部でも町長のリードのもと展望についての議論をやっておられる

と思いますが、恐らく一致するかしないか私はわかりませんが、第１にそらっき

ーポイントカード事業については販売促進のために本部予算みたいなものとして、

やっぱり支援策を期待したいと、このように考えてございますので、このことに

ついてお答えをいただきたいものだなというふうに思ってございます。 

   先ほど一般質問に入る前に暴風雪のことで触れましたけれども、積極答弁を受

けて、あえてまた中身として申し上げたいのですが、そらっきーポイントの給付

を、ボランティア的に管理職の皆さんが暴風雪の態勢のときには泊まり込みをや

ったりしているわけです。管理職というのは、大体残業手当が当たりませんので、

ただその他の職員の皆さんにも、ともすると事実上のサービス残業というような

経緯もあるやに、正確かどうかわかりませんが聞こえておりますので、このとき

にもそらっきーポイントカードをお渡ししても構わないのではないかなと、こん

なふうに私などは思っておりますので、このことについてもお聞かせを願いたい

というふうに思っております。 

   それから次に、問題は答弁の中にもあったと思いますけれども、加盟団体をふ

やすということがそらっきーポイントカードの大事な肝になるわけでございます

が、これは社会福祉協議会等々が今年度に入ってからか昨年度の暮れからか、ち

ょっと忘れましたけれども、入って協力体制が組まれて加盟店同様ポイントカー

ドを給付するという形になっているようでございます。例えばの話ですけれども、

将来的には就労センターなども営利事業をやっているわけですから、加盟店にな

るよう行政の立場からもひとつ御配慮をいただけないものかなと。あるいは指定

管理業者、それぞれ営利事業を行っています。このことについても、そんなよう

な働きかけを行政サイドからしていただけると一層進むのではないかと、このよ

うに考えてございます。 

   そして、もう一つ、それはそらっきーポイントカードのことなのですが、住宅

リフォームについては３カ年で大体最終年度という説明もございました。他の地

方公共団体、周辺自治体でも３年間で終わらすことなく、延長するという意見書

等々の動きがあるやに聞いておりますので、これも大評判でございますので、大

好評でございますから、町長の特段の判断で、平成２５年度のことではもちろん

ございませんが、先ほどもあった平成２７年にもわたるようなことでひとつお考

えを、延長も検討に入れてもらいたいということを提言させていただきたいと思

います。この点についてもお答えを願いたいと思っています。 

   もう一つは、発想を変えて、せっかく商工振興策としてより具体的な地域経済

循環まで念頭に置いてやっていただくという意味で、私の意見と全く共有する状
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態になりましたので、さらにその気になってもう一つ申し上げたいのですが、住

宅リフォームの店舗版として店舗リニューアル事業というような取り組みも将来

構想としてはないのかどうか、こんなことなどもお聞かせ願いたいと思っていま

す。よろしくお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 職員のボランティアといいましょうか、仕事などについてということで

ございますが、年度当初このことについても出そうかという話がありましたが、

職員から「それは町長、きちっと明確に分けたほうがいい。」と、職員としては

給料をいただいているということなので、全く別なところでのボランティアなど

であればあれですけれども、仕事の延長線と思われるようなところではもらうべ

きではないのではないかという職員からの話もあり、そのことについては取りや

めたところであります。社会福祉協議会が窓口となっておりますいろいろなボラ

ンティア活動などについては、そのほかの議員の方々からの御意見などもありま

して、年度途中ではありましたけれども、取り組みを開始させていただいており

ます。実質には昨年の年末からであったかというふうに思いますが、広げました。

さらに、指定管理者の中でめまんべつ産業開発公社などについては、既にそらっ

きーポイントカードを発行してくださっております。そんなことから、これから

も１つのところで足をとどめると、これでいいということではなくて、今言われ

ましたような、もろもろのところの拡充などについて、今後も取り組んでまいり

たいと。いろんな課題もないわけではありませんけれども、どのように解決がで

きるのかというようなことだとか、相手側の御理解もいただきながらという中で

進めてまいりたいと思ってございます。決して今が完全な制度ではございません

ので、さらにこれが多くの皆さんに認知されるように、御利用いただけるように

努力をしてまいりたいと思ってございます。 

   また、販売促進ということで、先ほど言いましたように、現在町の予算額とし

ては半分程度の発行になってございます。残りは少ないわけでありますけれども、

単にＰＲするということだけではなくて、いかに販売促進につなげられるかとい

うことでこの予算の取り扱いなどについても十分検討をしたいと、そのように思

ってございます。 

   また、リフォーム事業につきましては、３年間として一区切りつけさせていた

だきました。その中で、たくさんの方に御利用をいただいたものと思ってござい

ます。私は今単純に、その期間だけを延長すればいいということは思っておりま

せんで、平成２５年度にいろいろ検討してみたいというふうに思っております中

には、今現在、住みかえ事業につきましては単純に個人の住宅だけではなくて事

務所を借り受ける、例えば買い受けるといったときにも住みかえの補助金などを

２０万円出している現状にあります。しかし、リフォームのところというのは、

その対象になっていないというようなこともありますので、そういったようなも

のも含めてどうであるかと。さらには、議会が中心となっていろいろなところに

視察なり、また調査研究をいただきました空き家対策、廃屋となっている空き家

など、住みかえができるものはいいですけれども、できないものなどに対する支
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援のあり方と、そういったものもあわせて住宅政策の中の一環として考えなけれ

ばならないのではないか。さらに、商工業を取り巻く状況から考えますと、企業

誘致も先ほど別な議員の方のところで答弁いたしましたけれども、必要で大切で

ありますけれども、地域の中で起業化をしていく、そんな取り組みでありますと

か、さらに今現在、営業をされている事業所などのしっかりとした基盤をつくっ

ていく、そういうところも必要ではないかと。さらには、先ほど言いました定住

対策でありますとか、お住みである住環境の向上、地域の経済循環というような

今言いましたもろもろのところ、まだ頭の中で十分整理はついておりませんけれ

ども、そういうものを体系づけて政策として次につなげていくことが必要なので

はないかなと、そのように考えてございます。また、十分な内容ということで内

部の協議なども進んではおりませんけれども、今後そういうような視点を大切に

しながら議論をさせていただきたいと、そのように考えてございます。その折々

において、また御指摘などをいただければありがたい、そのように思っていると

ころでございます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ありがとうございます。何の異論もございません。積極的にお進めいた

だきたいと考えております。 

   続きまして、都市公園の課題と活用のあり方についてでございますけれども、

このことについて私の考えでは、特にトマップ川に関係する公園について申し上

げたいのでありますが、なかなか特徴がないというふうに、コンセプトという話

もありましたけれども、そういう印象をずっと持っておりまして、トマップ川を

中心とした公園については何らかの手を打たなければいけないのではないかと。

これは、以前議論をしてきた経緯がありまして、野外ステージだとかバーベキュ

ーハウスだとか、あるいは湿生植物群に関する植物園をつくるだとか、さまざま

な意見が過去にあったわけでございますけれども、こういうことをもう一度見詰

め直した上で、何とか検討をしていくという方向性をひとつ検討していただきた

いということを、まずは率直に申し上げたいと思います。今のままでは町民の皆

さんが、活用がなかなか、散歩とか犬を連れてとか、そういうことでは随分お話

も聞きますけれども、バイオトイレだとかその他については以前提案をしてやっ

ていただいたという意味で、全面的に評価しているわけでありますが、やっぱり

どうも目玉がないということで画竜点睛を欠いている公園だなと、このように思

っているところでございますので、ひとつそのことについてのお答えをいただき

たいと思います。 

   特にはバーベキューハウスコーナーについては、私はたまたま肉屋だから申し

上げるわけではないのですが、販売のときに団体で使って屋根のついたバーベキ

ューハウスが女満別地区にはないと、買い物した方々はやっぱり口々に言ってお

られまして、先ほどの話ではないですけれども、網走市の呼人の施設をある意味

で有効活用しているのです。それは、先ほどの話ではないですが、連携でよしな

のですが、やっぱり地元に欲しいという声は、私は結構根強く以前から聞いてい

るところでもございますから、この点についてもひとつお答えを願えればありが
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たいというふうに思っております。よろしくお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 トマップ川公園でございます。あの公園を当初建設しようというときに

は、左岸側、右岸側、また女満別昭和線から下も含めて壮大な計画があり、非常

に大きな予算を費やして整備をするという構想がございました。しかし、非常に

財政的な困窮度合いを深めながらそういった大きな規模、建物、施設などについ

ては、なかなか取り組むことができないということで、一旦旗をおろしたような

形になって最低限の整備をさせていただいたところでございます。そんな中では、

今御指摘のとおり、これはというようなところの公園にはなっていないと、その

ように私も認識をしてございます。しかし、しかしといいましょうか、その折に

説明をさせていただいた中では、今までのように補助事業をどんどんと入れなが

ら大きな予算でもって、きらびやかな公園ということはできないですけれども、

少し時間をかけながら町民の皆さんとともに御意見をいただいて１つずつ何か整

備ができていけばいいなというようなことで、考えてさせてほしいということを

常々説明をしてまいりました。昨年は、そんな御趣旨に御賛同をいただいた中で、

梅なども町民の方々に植えていただいた経過などもございます。そういう中で今

ステージでありますとか、野外のバーベキュー施設、過去に私どもの公園であっ

たところもありましたけれども、十分活用にならないまま現状に至っているとい

うところもありますので、そういった町民の声があるのではないかというふうに

も思います。検討してまいりたいと思いますが、私が思いますにはバーベキュー

ハウス、ステージ、そういったもの、人が集まる施設をつくっていくためには、

今のバイオトイレのようなものは本当に簡易的なものでありますので、トイレ施

設というものもあわせて必要になるのではないか。今は、公園の外れにあります

ポンプ場のトイレなどを御利用いただくこととして、簡易的なものとしてバイオ

トイレを設置させていただいておりますが、設置する場所などによっては、あわ

せてそういったものも検討しなければならないと、そのように思ってございます。

都市公園、先ほど言いましたように４つございます。どういったところにそうい

った機能を持たせるかということの議論も、もう少しさせていただきたいと思い

ますけれども、発想の内容については十分私も理解を示すところでございますの

で、その考え方などをしっかりと持ちながら今後の公園のあり方、先ほど言いま

した長寿命化計画なども立てておりますので、そういった議論とあわせて進めて

まいりたい、そのように考えるところでございます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ありがとうございます。そのように進めていただければ結構だと思いま

すので、よろしく御検討いただきたいと、このように思います。 

   続きまして、先ほど申し上げた町政執行方針に関する事項について、なんてい

う抽象的な通告をした中身を具体的に説明させていただきました。私が言いたい

のは、来年は改選期であります。この時期にどうするのだと、来年の話を聞けば
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時期尚早で、まだ発表する段階にはないという答弁が出てくるに決まっているの

ではありますけれども、なかなか平成２７年は必要だからこういうふうに言及し

たのだというお話も先ほどありましたし、それは了としますが、強い意欲が私は

見受けられると、勝手ながら依然として変わらずそう思っておりますので、それ

を了とした上でこの機会にはっきりと来期についての意思表明があるかないかだ

けお聞かせ願って終わりたいと、１番目の総括的なことは終わりたいと思ってい

ます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今回の議会をどうやって乗り切っていくか、今回提案をさせていただい

た予算をどのように皆様に御説明をしながら、またそれをお認めいただければ執

行していくかというところで、もう精いっぱいでございます。正直言って、そこ

までの考え方というか、全くないといいましょうか、考えられない状況に今あり

ます。もともと、余り将来をそんなに長く展望して町政運営を今までもやれてこ

れたわけではありませんので、何とかその日、その日といいましょうか、その年

度、年度を一生懸命に取り組んでまいりたいと、今はそんな思いでございますの

で、その点についてはこのような答弁で御容赦をいただきたいと、そのように思

います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 それ以上深追いすることは、私も避けたいと思います。せっかく自信満々

になって町民の意見も十分聞いた上で、いろんな問題がこれからも起きるでしょ

うけれども、まさに乗り切った上で町民のための行政執行に進んでいただきたい

ということを申し上げておきたいと思います。 

   続きまして、教育委員会に……。 

 

◇議  長 休憩したいと思いますので。 

 

◇小島議員 そうですか。はい。 

 

◇議  長 小島一弘議員の一般質問中ですが、ここで１０分間休憩します。 

 
休憩 午後 ３時４７分 
再開 午後 ３時５７分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
   日程第２、小島一弘議員の一般質問を続けます。 
   １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 教育委員長からは丁寧な御答弁、まことにありがとうございます。意を強く
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するところがありまして、大変感謝を申し上げたいと思っております。教育長のほう

からも、前向きに答弁はしていただきましたけれども、教育行政の執行方針の件なの

ですけれども、これはもう既に御承知のとおり、オホーツク管内１８町村のうち１５

自治体が既に提案済みだということなので、念を押して大変恐縮なのでございますが、

ぜひとも実現をしていただきたいということを、さらに念押しでお聞かせ願いたいと

思います。 
 
◇議  長 山下町長。 
 
◇町  長 今まで私が町政執行方針ということで、その教育分野についても触れてまい

りました。私のほうがそういうような対応でやってきたものですから、教育委員会の

中には遠慮もあったのではないのかというふうに感じております。そんなようなこと

から、今回の答弁に当たっては事前に私どもも今回の答弁の内容についてお話を聞か

せていただきながら、あわせてあのような御発言になったものかと、そのように思っ

てございます。そんな意味で私からも、先ほどの御答弁の内容について補足で御答弁

を申し上げておきたいと、そのように思っているところでございます。 
 
◇議  長 渡邊教育長。 
 
◇教 育 長 教育行政の執行方針の御質問でありますけれども、その内容につきましても、

いろいろと研究をさせていただきまして、またその時期につきましても教育委員会会

議において検討して内容を詰めてまいりたいと、そのように考えております。よろし

くお願いいたします。 
 
◇議  長 １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 教育行政の執行方針の件については、前向きな御答弁をいただきましたので、

実現されるものと確信いたしまして、その件については終えたいと思います。 
   次の歴史、文化を継承する事業の進め方について、このことにつきまして具体的な

話をさせていただきたいなと思っております。考え方が基本的に共有できているとい

う観点から申し上げたいのですが、豊里の小学校の跡地利用が出ております。それに

ついては、町政執行方針上も触れられておりました。私の考えでは、あそこは豊里遺

跡という有名な、学会においてはかなり評価の高い遺跡なのです。なおかつ、そうい

うものについての収集物は保全されているわけでありますけれども、このことについ

て、そこに縁がある豊住小学校の跡地利用に関して、やっぱり郷土資料館というよう

なもので複合施設としてお考えをいただきたいと考え、私は自分の意見をそうまとめ

ておりますので、何か答弁できることがありましたら、お答え願いたいと思っており

ます。 
 
◇議  長 渡邊教育長。 
 
◇教 育 長 今、豊里遺跡に関連をいたしまして豊住小学校の跡地利用の中でという、そ
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ういう御提言をいただいたものというように受けとめております。ただいま御承知の

ように、町内では跡地利用のプロジェクトチームというものが住民の皆さんの意見も

受けとめながら、どのような使い方をしていくかということをまさに検討を進めてい

るところでございます。私も石刃遺跡に始まり、豊里にさまざまな財産があるという

ことも承知しております。また、豊住の中学校が統合して、そのときのいろんな財産

なども地域の皆さんのところに分散をしているといったお話も伺ったことがあります。

また、今後豊住小学校が統合になったときに、学校としてのいろんな資料、財産とい

ったものをどうするかといったことも大きな課題であると、そのように考えておりま

して、郷土資料館といったような御提言もありましたけれども、いろんな、多角的な

方面から私も考えてみたいなと、またプロジェクトの推進のほうも見守っていきたい

なと、そのように考えておりますので、御理解をいただきたいと思っております。 
 
◇議  長 １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 何分、財政権のない教育長としての答弁は、限界があることは十分承知して

おりますので、町長部局、町長においてこのことについて、もしお考えを聞かせてい

ただければありがたいと思っています。 
 
◇議  長 町長は通告書には入っていないです。 
   １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 いずれにしても、積極的な検討を進めていただきたいということを申し上げ

ておきたいと思います。 
   それで、次の女満別湿生植物群落の調査についてでございます。このことについて

は、随分何回も教育委員会側に質疑を繰り返してきた経緯がございまして、私の見解

というのは何回も申し上げるわけにいきませんけれども、また新たにわかりやすく言

わせていただきたいのですが、前２回の調査というのは簡単に言うと、湿生植物群落

を含む湿地帯は時間的な経過とともに陸地化するという考え方だったわけです。とこ

ろが、私が言ったからではないでしょうけれども、いろんな角度から調査を、つまり

対応策、改善策、これに意を配った答弁が先ほど調査の経過として報告をされており

ますので、私としては何の異論もございません。そういう方向性で頑張って、きちっ

とした調査を踏まえた対応策を検討していただきたいということについて再度申し上

げて、お言葉をいただきたいと思います。 
 
◇議  長 渡邊教育長。 
 
◇教 育 長 ミズバショウの本年度の調査の内容については、先ほど御答弁を申し上げた

とおりでございます。以前、議員からも、いろいろな変更の要因というものがあるの

ではないかということでお話もいただいたところであります。それは、倒木の状況で

あったり、水の流れであったり、あるいは道路の排水管のつぶれといったような御指

摘もあったかなと、また木道の存在といったものもいろいろと影響があるのではない

かと。いろいろ要因はあるかと思います。ただ、特定してこれだというところまでは、
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まだまだ至っていないのかなと。特にミズバショウにとって生育しやすい環境という

のは、これはお聞きしておりますけれども、ヤチダモやハンノキのもと地下水位の高

いところがミズバショウが生育するに当たっては非常に好条件のところであると。逆

に言うと、その状況が壊れれば、当然生息に影響するということであろうと思ってお

りまして、また倒木につきましてもハンノキの寿命も１００年程度樹齢がもう達して

いるのではないかと、そういったことからうまく更新がされずにハンノキが減り、倒

木がふえることでヤチダモだけが残ってふえているといった、そんな現象もできてい

たり、また倒木による日の光によってヨシが生い茂るなど、さまざまな状況が見られ

てきたということであります。ただ、非常にポイントとなるのは、やはり水の流れが

どうなって水がどういう状況にあるのかと。やはり水が滞留することで木にとっては

水攻めに遭うというのでしょうか、そういうような現象もあることから、倒木も起き

やすいと、そういうお話も伺っております。湖との行き来、湿地との水の行き来、そ

ういったものの因果関係というものも必ずあるのかなと、そのように考えておりまし

て、来年度さらに一歩も二歩も進めた形で状態を十分に把握をして次の対応を考えて

まいりたいなと、検討してまいりたいなと思っておりますので、よろしくお願いした

いと思っております。 
 
◇議  長 １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 いろいろと議論を尽くしているうちに、大体私の認識とほぼ重なるところま

でようやっときたなという、大変感謝を申し上げます。特に今、教育長から答弁があ

ったように、申し上げるのですが、木道との関係もやっぱりありまして、これはやっ

ぱり他の産業課との関係でございますので、各課連携をよろしく、その影響について

も十分調査をしていただきたいということを申し上げて、このことについての質問を

終えたいと思います。何かあれば一言。 
 
◇議  長 渡邊教育長。 
 
◇教 育 長 木道の影響というものも、これも含めて調査、また北海道大学のほうからも

いろいろ意見をいただくということになっております。また、所管しております関係、

産業課のほうとも十分に連携をとりながら進めてまいりたいというふうに考えており

ますので、御理解をいただきたいと思います。 
 
◇議  長 １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 ありがとうございます。 
   それでは、引き続きまして、いじめ、不登校、体罰等、本町の現状認識についてお

伺いをいたしました。先ほど教育委員長からもお言葉をいただいたように、いじめは

どの子にも起こり得る、どの学校においても起こり得るということで、全く共通した

認識、問題意識でございます。以前、いじめ問題を私は質問した経緯がございまして、

中村教育長のときでございました。そのときは、夏、９月だか６月かは忘れましたけ

れども、聞いたときには文部科学省の定義によるといじめは存在しないという答弁を
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いただいて、次の年の３月、最終、その年度の末の定例会、今定例会のような状況で

もう一度確認をしましたら、文部科学省の定義が変わったから、いじめはあると、こ

ういう答弁をいただいたのです。私が言いたいのは、何を言いたいかというと、一番

大事なのは子供が主人公なのです。教育委員長は、一番現場に精通されているから、

よくわかると思うのです。子供が主人公なのです。子供がどう思っているかが大事で、

子供を中心に教育を考えなければいけない。もう一つは、教育現場においては何かそ

ういうことが、不都合なことが起きたり、いじめなどが起きると、あるいは不登校が

起きると、何かとんでもないことが起きたことのように思って隠蔽したり、報道によ

るといろんな他県、その他の事項でもそういうことが生まれています。北海道でも以

前にありました。教育委員会の対応が悪いという指摘を受けたことも過去の経緯にあ

ります。ですから、私は何が言いたいかというと、教育現場ではいつも問題は生起す

るものであると、生まれるものであると、したがってどういうふうに対応して子供た

ちを主人公として教育を実現するのかと、それができることが教育の本質だと実は思

っているのです。知識の切り売りではなくて、まさに人格形成も含めてそういうこと

が問われているのだというふうに思ってございますので、いじめ問題についてはなか

なか深くて、誰もが簡単に解決できるなどということは言えませんし、いわば大人社

会においても多くありまして、その反映が子供たちにも行きますので、いじめ問題と

いうのは単に教育現場の問題でもないかもしれません。それは余談でありますけれど

も、そんなことで共通な認識を持っているというふうに思っているのでありますけれ

ども、改めてその辺についてもう一度お聞かせ願って、これは終えたいなというふう

に考えてございますので、よろしくお願いします。 
 
◇議  長 相馬教育委員長。 
 
◇教育委員会委員長 大空町の教育委員長が、これまで教育経験者がいなかったというこ

とに関連して、私が昔、小中学校の教師であったということでお聞きされているのか

なというふうに思いますが、いじめや不登校などの生徒指導上の諸問題に対しまして

は、何といっても当該児童生徒の心のケアが大切であると押さえております。そのた

め、常に最悪の状況を想定した問題の早期発見、早期解決が求められると思います。

私が経験してきた一例を申し上げますと、年度初めに生徒指導上の問題を教職員全体

で共有するための事例研修会の開催や学期ごとの生徒指導事例交流会、問題発生時の

事例研究などで目の前にいる子供たちの現状の把握と全教職員の共通理解を図ること

が大切であると思っております。これらは、教師側の取り組みですけれども、子供の

立場からは子供たち一人一人が心の叫びを大人に伝えられないことが早期発見をおく

らせている一つの要因でもないかと、そのように思っております。自分の気持ちを大

人や友人に伝えられる、そういう人に成長させるための家庭との連携や年間に計画さ

れた学級担任や副担任、または学年団の教師による教育相談、部活動や少年団にかか

わる顧問との教育相談、随時に対応する児童生徒からの自発的な教育相談などで子供

からの心の叫びを、または変化を早期に把握する手だてを数多く設けて、問題傾向の

気づきのためのアンテナを教職員全体で広く高く張った努力をしていく、そういう努

めをすることが早期発見に生かしていけたのではないかなというふうに思っておりま

す。大空町の児童生徒は、挨拶がとてもすばらしいのですが、毎朝の登校時の挨拶運
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動などで子供たちの表情の変化が挨拶にあらわれることもありますので、貴重な発見

の機会でもあると押さえております。問題傾向を把握した場合に、担任や学校が孤立

して解決を図るのではなくて、教育委員会を初め関係機関全体で早期の問題解決を図

る体制の確立が肝要ではないか、そのように押さえております。情報の早期把握のた

めの報告、連絡、相談の機能を生かすことが何より大切であり、各学校にお願いして

いるところでございます。教育委員会というのは、合議制で物事を決めていく機関で

ございまして、私が単に教職経験者ということではなくて、私の経験を一つの常識、

知識として押さえて、一般常識人として、レイマンコントロールとして機能させてい

きたい、そういうことで５人の委員が大所高所から大局的に判断して物事を決してい

く、そういう教育委員会でありたい、そういうふうに押さえております。 
 
◇議  長 １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 ありがとうございます。当時を思い出します。相馬先生と私がＰＴＡ会長の

時代に、いろいろと連携をして、当時の中学校でも現場は荒れていましたよね、刃物

を持った子供が暴れたりして学級経営が崩壊していると、新しい先生が対応できなか

った、そしたらＰＴＡに支援要請があって、我々が参観という目的で行って子供たち

を注意したりなんていうことをしたことなども懐かしく思い出されます。先ほどの答

弁は、まさに教育にかける相馬教育委員長の熱烈な思いがひしひしと伝わりますので、

今後ともよろしくお願いをいたしたいと思います。 
   あと、事務方のほうにと言ったらいいのですが、３月１日の北海道新聞、読売新聞

にも出ていますけれども、北海道のほうでいじめ防止条例を制定する予定だと、こう

いう話が伝わっております。個別の町村においてどうするかということは、いろいろ

検討の余地がありますけれども、この情報に接して何かお考えがございましたら答弁

をいただきたいと思います。教育長、よろしくお願いします。 
 
◇議  長 渡邊教育長。 
 
◇教 育 長 ただいま北海道のいじめ防止条例のお話がございました。また一方では、国

も法制化をしようといった動きも出ております。それを受けての北海道の条例化とい

った関連もあるのかなと、そのように承知しておりまして、北海道の動向を注視しな

がら本町の対応についても検討してまいりたいと、そのように考えてございます。 
 
◇小島議員 終わります。 
 

◇議  長 これにて小島一弘議員の一般質問を終了します。 
本日の会議時間は、議事の都合によってあらかじめ延長します。 

   次に、８番、深川曻議員の一般質問を許します。 
 
◇深川議員 一般質問をいたします前に、それぞれの前出議員も申されておりました

けれども、先日起きました暴風雪の災害につきまして御苦労されました職員の

方々には心から敬意を表しますとともに、また被害に遭われました方々につきま
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しては心よりお見舞いを申し上げたいと存じます。 

   私は、町政執行方針の中から２点ほど質問をさせていただきます。まず、１点

目として、合併後の評価と大空町の将来像について。合併をいたしまして７年、

８年目に入るわけでございますが、私どもが見ている評価、また町民が見ている、

考えている評価と町長が考えておられる現在までの評価、さらには町政執行方針

の中で商工業の発展が活性化に重要とされると申されております。これについて

は観光、また関連企業、団体との連携も大事と考える次第です。今後の大空町の

まちづくりと将来像の考え方をお伺いしたいと存じます。 

   ２番目につきましては、指定管理者制度についてでございます。指定管理者制

度について、それぞれ個別の指摘ではなく、本年度までに１９施設が制度導入を

されて定着をされていると思うと申されておりますけれども、本当にサービスの

向上になっているのか、また総体的な評価と今後の課題、問題があるとすればお

伺いをしたいと存じます。よろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 深川議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   まず、１点目、合併後の評価と大空町の将来像についてということでございま

す。合併時におきまして調整が必要な事務事業というものは、合計で９６項目あ

りました。平成２４年度現在で調整が未着手なものについては、現状ございませ

ん。また、職員数でありますけれども、合併時１７８人でございましたが、平成

２４年度４月では１４４人でございます。財政面でのさまざまな指標の中のうち

の一つ、実質公債費比率は合併時２３．８％でありましたが、平成２３年度決算

では１６．２％でございます。町債残高は、全会計を合わせまして２０７億９，

０００万円から平成２３年度決算で１６６億４，０００万円、一方で町の貯金で

あります基金残高は３２億３，０００万円から平成２３年度決算では４１億３，

０００万円ということであります。これらの財政面などを見てまいりますと、改

善されてきている状況にあります。一方で、そのほか町民生活にかかわる分野な

どを考えてみますと、放課後児童対策でありますとかゼロ歳児保育、新しい町と

して取り組んだ課題などもございます。しかし、少子高齢化の対応が十分である

かというと、まだまだ仕組みづくりが途についたばかりというものも数多くあり

ます。町政執行方針の中で述べましたように、まちづくりの総合計画、新町建設

計画、行政改革大綱などがありますけれども、一区切りをつけながら次に、新た

に町の将来指針というものを築いていく必要もあるのではないかと、そのように

も考えております。そういった中において、地域産業の振興というものも高齢化

社会の対応とあわせて非常に重要なものになると、そのように考えているところ

でございます。先ほどＴＰＰなどの話もありました。それは、主に直接的には農

業の分野で大きなウエートを占めておりますけれども、地域における経済全体に

も大きな影響を及ぼすものでございます。そんな中にあっては、地域の商工業と

いうのは今大変な状況にあると、そのような認識を持ってございます。大空町だ

けではありませんけれども、多くの自治体の中で、この商工業をどのように支え

ていくかということが課題になっております。当然、行政としてもさまざまな取
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り組みを実施していかなければならないわけでありますけれども、そこには商工

業者の方々や関係する団体の方々などを含めて一緒になって取り組みを進めてい

かなければならないものと、そのように思ってございます。連携、連帯すること

はもちろんでありますけれども、場合によっては統合して大きなエネルギーを持

って立ち向かうということも必要なこととなってくるのかもしれない、そのよう

に考えているところでございます。私どもの町は、従来の女満別町は花と音楽の

町、また東藻琴村はノンキーランドというような言い方でまちづくりの指針を持

ってまいりました。両地域とも農業を主体とする産業を持っていたり、また教育

や文化、また心の豊かさというようなものを一つのポリシーとして持ちながらま

ちづくりを進めてまいりました。今後の将来像でありますけれども、そういった

ものを１つ持ち得ながらまちづくりを進めていくということも大切なことではな

いかと、そのように考えているところでございます。私の答弁も、少しあちこち

に飛んでしまいましたけれども、そのような思いを持ってこれからもまちづくり

というものに携わっていければと思ってございます。 

   指定管理者制度でございますが、平成１８年から導入をしてございます。公募

や選定などにつきましては、指定管理者選定委員会を組織し、公募、指名の審議

でありますとか、募集要項、業務仕様の確認、適合性の審査などを行っておりま

す。この指定管理者選定委員会においては、施設利用に係る団体、機関などから

２名の御推薦をいただいて、そういった方々の意見聴取もさせていただく中で審

議、確認に当たっているところでございます。しかし、選定するところだけでは

なくて、その仕事の内容などについて評価をしていく、モニタリング作業をして

いくということも重要であるということで御指摘もいただいてございます。そん

なことから、先進事例を参考として具体的な評価方式を取りまとめるべく事務を

進めてございます。平成２５年度においては、こういった方式を取り入れて、こ

のモニタリング評価というようなところについても実施をしてまいりたいと、そ

のように考えてございます。この指定管理者制度というものは、先ほど平成１８

年からスタートをしたということで申し上げましたけれども、課題もまだまだた

くさんございます。新しい制度というようなこともございまして、まだ十分に受

ける側、そして仕事を出す側、理解を深めていない部分がございます。また、全

国的な制度でありますが、私どもの地域にあっては受け皿となる指定管理者の数

というものが限られる状況にもあります。そんな中では、首都圏などと同じよう

にこの効果が発現されるものではないと、そのようにも思ってございます。もう

一つは、先ほど言いました選定における審議と、さらにはその評価の仕組みとい

うものもまだまだ課題途中であると、そのように認識をしてございます。指定管

理者制度を導入したからといって、私どもは指定管理者に丸投げをするというこ

とではなくて、行政としての果たすべき役割も持ちながら、また指定管理者の方々

のいろいろなノウハウもいただきながら、ともに成長して町民の方々にサービス

を提供していかなければならないものと、そのように考えてございます。そんな

ことから、まだまだ発展途中でございますが、御意見をいただいた中で改善に努

めて、この制度の定着に努力をしてまいりたいと、そのように考えているところ

でございますので、今後とも御指導いただきますようにお願いを申し上げます。 

   以上、申し上げまして、１回目の御答弁とさせていただきます。 
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◇議  長 ８番、深川曻議員。 

 

◇深川議員 それぞれ答弁をいただきました。まだ８年目に入るところでございます。

合併の評価については、各資料によりますと、やはり１０年を経過した程度がめ

どと、このように申されている書類が多いわけですが、ただ合併後、やはり私が

おります東藻琴地域については非常に不安感が募っていることが現状であります。

高齢者の方と接する機会もあるわけでございますが、よく聞かれますのが「来年

は役場も教育委員会も、みんななくなるんですってね。」と、とんでもない勘違

いをされて言われる方もいらっしゃいますし、そういったことがやはり不安の材

料の一つになるのかなと、このように思い、その辺は私どもも「そういったこと

は全くありませんよ。」という、そういった答え方をするわけでありますけれど

も。ただ今後についての、それは世の中の情勢もありますけれども、やはり不安

材料の一つではないかなと、このように感じるところであります。確かに２つあ

るものを１つにして、やはり経済効果、あるいは統合して大きな力になる、そう

いったことも多く含まれますけれども、逆に力の弱いところ、数の少ないところ、

そこが疲弊するということは、これは歴史が物語っていると思います。そこを精

査してくれと言うのではありませんけれども、やはり今後について、それは町長

も同じ自治体が２つ、大変要望も多く、バランスは大変かと思いますけれども、

その辺の今後の考え方についてお聞かせいただければと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 東藻琴総合支所のあり方についてのお話かと思います。ある方、東藻琴

地域にお住まいの方でありますけれども、効率性を考えれば早くなくしたほうが

いいのではないかということを言われた経験もございます。しかし、そのとき私

は申しました。「そんな経費のことだけでやっていくということでもないと、当

然そこにはお住まいの方々がたくさんいる、そのサービスのことまで考えて対処

しなければならないと思っています。」と、そのようにお答えをさせていただき

ました。過去にも同様の御質問をいただいたことがあったかというふうに思いま

す。合併調整の中では、東藻琴総合支所については当分の間と具体的な数値は明

示をさせていただいておりませんでした。その中で町長はどのように考えている

のだと、過去にも御質問があった中で、私は新町建設計画の期間中は少なくとも

現在の総合支所方式というものについて存続をしていくというふうに御答弁をし

たかというふうに思ってございます。であれば、それ以降はなくなるのかという

ことでありませんけれども、それ以降については今、私が思っているところは特

別ございませんので、総合計画でありますとか、さらにはそれに伴って行政改革

の大綱なども、また見直しなどが出てくるかと思います。その中の議論によって

今後判断をしていけばいいのではないかと、私はそのように感じております。で

すので、そういうような御不安のお話などがあれば、議員のほうからも先ほどそ

んなことはありませんよとお伝えしているという言い方をしていただきましたけ

れども、私もそういうようなお話をさせていただきますので、議員からもよろし



- 134 - 
 

くお伝えいただければと思っております。 

 

◇議  長 ８番、深川曻議員。 

 

◇深川議員 大変、高齢者の方にしますと、なかなか情報を交換することも少なくな

ってきている、私もそういいながら高齢者に入る一人でございますから、なので

すが、なかなか出なくなりますと、だんだんうわさに先行しやすくなるというデ

ータがあるそうですが、そういった経過かなと、このように感じているところで

ございます。ただいまの町長の答弁に対して、自信を持ってこれからも町民に対

して説明ができると、このように思っております。そういいましても、世の中の

情勢、またなかなか自由民主党政権にかわりましてもそう即効性がなく、景気が

上向くわけでもありませんし、郡部にまでは景気回復が来るのはなかなか難しい

かと思います。ただ、今後におかれて、やはり町長におかれましても御苦労は多

いと思いますが、両地区のどうかバランスのとれた、そして自治体としての理念

と誇りを取り戻して元気な自治体になれるよう少しでも夢と元気、安心という項

目がございましたけれども、このまちづくりに向けて奔走していただきたいと、

このように思いますが、御答弁をお願いいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私どものような地域は、よく人に景気の波打ち際であろうかと、景気の

好況の波が来るのは最後で、引いていくのは最初、そういう地域ではないかと、

そのように思っております。また、今回の経済対策なども功を奏して好転してい

くということであったとしても、それには多少時間がかかるものと、そのように

思っております。そんな中では、先ほど前出の議員の御答弁でも申し上げました

ように、何とか地域の中でお金が循環するような、そういう仕組みづくりを考え

ていかなければならないと、そのように考えてございます。そんな中で直接的な

商工業者の方々など、観光に携わる方々などの御苦労も多いわけでありますけれ

ども、そこにお任せだけをするのではなくて、行政も一緒になって取り組んでま

いりたいと、地域一体となって取り組まなければ、こういったものについては進

んでいかないように思っております。将来に向けて多少なりとも明るい展望が開

かれるような、そんな夢が描けたり、日々元気に過ごしていける、そういうとこ

ろを心がけながらこれからも町政のいろんな施策の提案などについてさせていた

だきたいと、そのように思ってございます。両地域の公平感といいましょうか、

バランスというようなもの、単に金額ではかるか時期ではかるか、いろいろなも

のがありますけれども、一番はそこに住んでいらっしゃる方々が納得をしていた

だけるバランスというものに配慮しなければならないものと、そのように考えて

ございます。そういった町民の皆さんの気持ちを受けとめながら施策、また事業

の実施に当たってまいりたいと、そのように考えてございます。今後も御指導い

ただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 ８番、深川曻議員。 
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◇深川議員 それでは、１番目の質問を終了いたしまして、２番目の指定管理者制度

についてお伺いをしたいと思います。 

   １９の施設、この中にやはり受けます指定管理者が少ない、数が少ない、当然

のことでありますけれども、そういった中で何とか指定管理者制度を運用してい

るわけですけれども、こうなってきますと、やはり指導していく役場の所管から

の姿勢が大事かと思われます。ただ、こう言っては大変語弊があるかもしれませ

ん。やはり受けております指定管理業者に対して所管課の対応が若干弱腰という、

言葉が悪いのですけれども、もう少しきちっとした指導、物によりますけれども、

そういったことがあったほうがよいのではないかなと。例えば議会、私が所属し

ますのは産業建設常任委員会ですが、余り我々が強く言い過ぎますと、これもや

はり若干の勘違いがあるということもあります。また、総務文教厚生常任委員会

においても同じような事例があるのかと思われます。ただ、大きくなって表に出

てくる問題は少ないかもしれませんけれども、数が少なく、受ける業者が少ない

場合は、全国的なデータを見ましてもやはりそういったことが多くあるというこ

とでございます。その辺については、やはりよりよき指導をしていただくのが一

番かと思いますが、その点についてお伺いをしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 現実、役場の職員が本当の意味での直営だけで施設を管理していくとい

うのは難しくなります。ですので、指定管理者制度でないとしても、業務委託な

どで分けながら、その部分についてお願いをしてサービスを提供していかなけれ

ばならない時代になってございます。そんな中で委託を受ける、業務委託を受け

る、もしくは指定管理者で受ける側と、また仕事を出してお願いをしていく側と

のバランスといいましょうか、関係というものは大変大切になってくるだろうと

いうふうに思います。そういった意味で御心配をいただいている部分についても、

私どもとしてそのバランスを欠いたことがあったというふうに思ってございます。

そういう意味では、先ほど言いましたように、指定管理者であろうが業務委託で

ありましょうがお任せをするわけではありますけれども、そこの管理に対する担

当課も一方ではプロフェッショナルになっていかなければならないものと思いま

す。また、管理を受ける側についても同じであります。その中で切磋琢磨をする

関係というものをしっかりと築いていかなければ、この制度というものはいい方

向に回っていかないのではないかと。どちらかがどちらかの力関係の中で上下に

あるということではなくて、お互いにいいもの、ウイン・ウインみたいなような

関係をつくっていくというようなことを私どもがしっかりと持ち合わせながら相

対してまいりたいと、そのように思ってございます。当然、町として指定管理者

にお願いをする部分はありますけれども、町としてやらなければならない、汗を

かかなければならないものもたくさんございます。そんな中にあって、これから

も御指摘の部分について努力をして改善をしてまいりたいというふうに思ってお

ります。それが先ほど言った評価の中で、しっかりと形としてあらわせられるよ

うに努力をしてまいりたいと思いますので、今後ともよろしくお願いを申し上げ
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ます。 

 

◇議  長 ８番、深川曻議員。 

 

◇深川議員 言葉で指摘をするのは、大変簡単でありますが、現場としては非常に難

しいことだと、このように思っております。モニタリング制度、評価方式につい

ても大変いいことでありますし、ぜひ取り入れていただきたい、このように思い

ますが、こういった制度については、やはり問題点、指摘時点についておくれる

おそれがあります。ひょっとすると年度がわりでなければわからない、次年度で

なければ改正ができないというような問題点もあるやに聞いております。この辺

の対応についても、やはり少し知恵を加えてやりやすい方向で動いていただきた

いと、このように思います。 

   それから、最後になりますが、もう一点ですが、これは決して誤解をされては

困るわけですが、強制的な形ではなく、指定管理を受けております業者あるいは

施設につきまして、備品または商品等の仕入れに対しまして地元企業あるいは商

店の利用促進の観点から、そういった指導はされているのかどうか、この点につ

いてお伺いをしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 モニタリングというものは、１つの仕事が終わって全体の中で評価を下

していく、それはそれとしてさせていただきたいというふうに思っております。

ただ、現場として課題があったときにそれを改善できる、瞬時にといいましょう

か、迅速に対応できるような仕組みにもしておかなければならないというような

御指摘かというふうに受けとめます。モニタリングはモニタリングとしながらも、

今言われました御指摘の点なども取り入れられるような仕組みにしてまいってお

きたいと、そのように思います。 

   また、指定管理をしている施設などにおける地元の商工業者の方々との関係と

指定管理者の関係などにつきましては、副町長のほうからその状況などについて

御説明をさせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 ただいま深川議員から質問のありました指定管理者における物品等、か

かる資材等の納入の関係、こちらにつきましては基本的には役場側からとしては、

あくまでも指定管理者に対しましてはお願いをするということでございます。当

然、指定管理者側の努力もありますし、また納入されるほうの皆さんの御努力も

いただくということで、基本的には役場が直営でしたときと変わらぬように、そ

の辺については努力をいただきたいということでお願いをしているところでござ

います。 

   以上でございます。 
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◇深川議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて深川曻議員の一般質問を終了します。 

   これで一般質問を終わります。 

 

◎休会の議決 

◇議  長 お諮りします。３月９日と３月１０日の２日間は、会議規則第１０条第１項

による休会とし、３月１１日から１３日までの３日間は、予算審査特別委員会開催に

伴う議事の都合によって、会議規則第１０条第２項による休会としたいと思います。

御異議ありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、３月９日と３月１０日及び３月１１日から３月１３日までの５日間は、

休会することに決定しました。 
 

    ◎散会の宣言 

◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 
次回の本会議は、３月１４日に開催いたします。 
本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

散会 午後 ４時４４分 
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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  品  田  好  博    ７番  松  岡  克  美  

 

 ２番  中 堀 君 子    ８番  深 川  昇  

 

 ３番  近 藤 哲 雄    ９番  勝 田 鉄 城  

 

 ４番  松 田 信 行    10番  小 島 一 弘  

 

 ５番  斎 藤 宏 司    11番  田 中 勝 吉  

 

 ６番  植 田 泰 弘    12番  後 藤 幸 太 郎  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長

副 町 長  産 業 課 長

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事

会 計 管 理 者  建 設 課 長

総 務 課 長  住 民 福 祉 課 長

総 務 課 参 事  産 業 建 設 課 長

住 民 課 長  総 務 課 主 幹

福 祉 課 長   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開議 午前１０時００分 
◎開議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 
平成２５年第１回大空町議会定例会につきましては、平成２５年３月８日に３月９

日から１３日までを議事の都合で休会とすると議決をしましたが、会議規則第１０条

第３項の規定により議長において、ただいまから第６日目の会議を開きます。 
急な開議通知にもかかわらず出席くださいました議員、説明員各位に感謝を申し上

げます。 
 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、１番、品

田好博議員及び２番、中堀君子議員を指名します。 
 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 
事務局長に報告いたさせます。 
鈴木事務局長。 

 
◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は、１２名全員であります。 
本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとお

りであります。 
本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 
以上でございます。 

 
◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 
 

◎日程第２ 発議第１号 

◇議  長 日程第２、発議第１号 ＴＴＰ（環太平洋経済連携協定）交渉参加の中止を 
  求める意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 
８番、深川曻議員。 
 

◇深川議員 「発議第１号 ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉参加の中止を求める意

見書 
   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出し

ます。 
   平成２５年３月１２日提出 提案者 大空町議会議員 深川曻、齋藤宏司、田中勝

吉、小島一弘、植田泰弘、中堀君子」 
   趣旨説明については、朗読をもってかえさせていただきます。「ＴＰＰ（環太平洋経

済連携協定）交渉参加の中止を求める意見書 
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   去る２月２３日に行われた日米首脳会談で発表された共同声明で、安倍晋三首相は

「ＴＰＰでは聖域なき関税撤廃が前提ではないことが明確になった」として、なるべ

く早い段階での決断を表明しており、近日中に正式な交渉参加を表明するという報道

もされています。 
そのような中にあって、３月１０日には北海道内で相次いでＴＰＰ交渉参加への反

対集会が開かれている状況にもあることから、十分な国民的議論、道民的議論がない

まま参加表明されるような事態になれば、極めて遺憾であります。 
本町を含むオホーツク管内では、一次産業が食品加工業や観光業などと密接に結び

つき、地域の基幹産業となっています。適切な国境措置がなければ、その影響は農業

のみならず、オホーツクの地域経済に多大な影響を及ぼすことが懸念されます。 
また、ＴＰＰは一次産業のみならず、医療、公共事業、金融、食の安全、雇用や農

業関連業種など様々な分野にも影響が及ぶ可能性もあり、国民生活の根幹に関わる極

めて重大な問題です。 
国は、ＴＰＰが国民生活に与える様々な影響について十分な情報提供を行い、地方

の農林水産業者、商工業者、消費者、医療関係者など国民各層の意見をしっかり聞い

た上で国民的議論を行うべきであり、ＴＰＰ交渉への参加を拙速に判断してはならず、

「地域」「経済」「生活」に直結する極めて重要な問題であることからも、国民合意が

ないままでの交渉参加は、断じてするべきではありません。 
   よって、国においては下記事項について実現が図られるよう強く要望します。 
   記、１、ＴＰＰ交渉への不参加、ＴＰＰは一次産業のみならず、医療、公共事業、

金融、食の安全、雇用や農業関連業種など様々な分野に影響が及ぶ、国益を損なう極

めて重大な問題であり、到底国民合意を得られる問題ではないことから、事前協議を

含めた一切のＴＰＰ交渉参加に向けた取組を断念すること。２、多様な農業の共存を

明確に位置づけた貿易ルールの確立、我が国の貿易政策の基本として、多様な農業の

共存、林業、水産資源の持続的利用が可能となるルールの確立を明確に位置づけ、こ

れに基づき重要品目については必要な国境措置を維持すること。 
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
平成２５年 ３ 月１２日 大空町議会議長  後 藤 幸太郎」 
提出先に当たりましては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、農林

水産大臣、経済産業大臣、厚生労働大臣宛てでございます。よろしく御審議いただきま

すようお願いいたします。 
 
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから発議第１号 ＴＴＰ（環太平洋経済連携協定）交渉参加の中止を求める意

見書を採決します。 
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お諮りします。本案については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、発議第１号 ＴＴＰ（環太平洋経済連携協定）交渉参加の中止を求め

る意見書は、原案のとおり可決されました。 
 

◎休会の議決 

◇議  長 お諮りします。改めて、本日３月１２日散会後から３月１３日までは、予算

審査特別委員会開催に伴う議事の都合により休会としたいと思います。御異議ありま

せんか。 
（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、３月１２日散会後から３月１３日までの間は、休会とすることに決定

しました。 
 

    ◎散会の宣言 

◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 
本日はこれで散会します。 
 
                         散会 午前１０時１０分 
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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  品  田  好  博    ７番  松  岡  克  美  

 

 ２番  中 堀 君 子    ８番  深 川  昇  

 

 ３番  近 藤 哲 雄    ９番  勝 田 鉄 城  

 

 ４番  松 田 信 行    10番  小 島 一 弘  

 

 ５番  斎 藤 宏 司    11番  田 中 勝 吉  

 

 ６番  植 田 泰 弘    12番  後 藤 幸 太 郎  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長

副 町 長  産 業 課 長

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事

会 計 管 理 者  建 設 課 長

総 務 課 長  住 民 福 祉 課 長

総 務 課 参 事  産 業 建 設 課 長

住 民 課 長  総 務 課 主 幹

福 祉 課 長   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開議 午前１０時００分 
◎開議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２５年第１回大空町議会定例会第８日目の会議を開きます。 
 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、３番、近

藤哲雄議員及び４番、松田信行議員を指名します。 
 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 
事務局長に報告いたさせます。 
鈴木事務局長。 

 
◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は、１２名であります。 
本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとお

りであります。 
本日の議事日程は、お手元に配付しております議事日程表のとおりであります。 
以上でございます。 

 
◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 
 

◎日程第２ 議案第２号 

◇議  長 日程第２、議案第２号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更につ

いてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

たいと思います。質疑はありませんか。 
１番、品田好博議員。 
 

◇品田議員 この案件は、既に趣旨説明がされております。予算を伴う過疎地域自立促進

市町村計画の変更ということでありますので、本来ならばもう議決が終わっている案

件が、この中に入っております。ちょっと、ずっこける感じがいたしますけれども、

質問をいたしたいと思います。 
   この件につきましては、２月１３日総務文教厚生・産業建設常任委員会の連合審査

会の中で説明を受けた過疎地域自立促進市町村計画の変更についてでありますけれど

も、その中の東藻琴中央会館建設についての質問となります。中央会館は、説明の中

にもありましたとおり、大空町東藻琴国民健康保険診療所の医院長住宅を平成１４年

度から自治会館として使用していたということのようでございます。平成２２年には、

建設要望書が出されていたというふうな説明でございます。私は、別にそのことにつ

いて云々ということではないのですけれども、たまたま、東藻琴地区では、今現在地
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域振興施設の計画が進んでいるというふうに理解をしております。その中での住民の

皆さん方の考え方も、一度、議員協議会にかかっておりますので見せていただきまし

たけれども、余分な施設はいらないと、会議室だ、研修室だ、なんだのというものは

もういらないのではないかというふうな、当初の計画のときにそういう意見が見られ

ておったのを記憶しております。女満別地区においても、真ん中には中央会館は、い

わゆる公民館というものはございません。そういう要望も一時期あったやに聞いてい

ますけれども、役場庁舎と近いということで、そういうことになっておりません。東

藻琴についても、事実なかったわけであります。たまたま、その先ほどの利活用とい

うことで使われていたということでございますけれども、当時、どのような協議の中

で、住民との間で、そういうようなことがなされたのかは承知しておりませんけれど

も、私の質問でございますけれども、行政改革というものが我が町にあります。行政

改革推進委員会からの答申でございます。その中の、いろんな項目を見させていただ

いても、ちょっと違うのではないのかなという感じがしてならないわけでございます。

その辺について、どのような協議等及び政策として町が決断をしたのか、意思決定を

したのかということに関して、お答えを願いたいと思います。 
 
◇議  長 阿部住民福祉課長。 
 
◇住民福祉課長 ただ今の中央自治会館の関係でございますが、先ほども議員が言われた

とおり、昭和４８年に建設された東藻琴国民健康保険診療所の医院長宅を東藻琴中央

自治会が平成１４年１０月から会館として使用してきたところでございます。建設後

４０年が経過し、建物の老朽化で雨漏りや冬期間の水道、トイレの凍結など、故障と

いいますか、修繕の事案が発生しまして、自治会活動に支障をきたしていることから、

平成２２年の４月に東藻琴中央自治会より町への会館建設の要望書を出されたところ

でございます。その後、自治会や町内部での協議を重ねてきた結果、既設の建てかえ

をすることが適当であると判断し、今後のコミュニティー活動の理由のため、平成２

５年度で整備をしようとするものでありまして、東藻琴地域につきましては１６の自

治会がございまして、その中で各自治会に自治会館がございます。そういった点から、

今回更新をして建てかえをしようとするのでございますので、御理解をいただきたい

と思います。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 御答弁をいただいたのですけれども、私の質問の趣旨というものから、ちょ

っと違うのかなという感じをいたしております。市街地ですからね、恥ずかしいです

けれども、私は東藻琴のことは余り存じ上げないのですけれども、町のど真ん中とい

う感じ方をしております。役場庁舎からも、かなり近接、近間にそういった建築物が、

空き家といいますか、使われていない施設もあるやに聞いておりますし、私が聞きた

かったのは、そういう行政改革の趣旨から見て、統合化、複合化の道を歩んでいかな

ければならない今日的状況の中で廃止をして、既存の施設で賄えないのかという議論

はあったかと、こういうふうな趣旨であります。 
 



- 149 - 
 

◇議  長 阿部住民福祉課長。 
 
◇住民福祉課長 自治会館の統合が必要ではなかったかという御質問でございますが、実

は、この中央自治会につきましては、当初は東藻琴農村環境改善センターですとか、

それから大きな行事があった際には、町の中の飲食店で多人数が収容できるところが

ございましたが、それがなくなり集まる場所がなくなったことによりまして、この東

藻琴国民健康保険診療所の医院長住宅を自治会館として活用していたところでござい

ます。東藻琴農村環境改善センターですとか、ほかの施設もございますが、時間的な

制約がございまして、そういうところの使用も最終的には難しい状態といいますか、

自治会活動をする中で、時間的な制約があって使用について問題があるということで、

自治会館の要望がありまして医院長住宅を自治会館として活用したわけでございます

が、老朽化によりましてコミュニティー活動に支障があるということで、今回建てか

えをしようとするものでございますので、御理解をいただきたいと思います。 
 
◇議  長  １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 内容はわかっているのです。きのうの話の中にも出ましたけれども、時代が

違うやに思っているのです。要望があるのはわかるし、なんでも要望はあります。今、

そういった形で、これからの地域の将来を考えたときに、投資計画のあり方というも

のについては、慎重かつ、やっぱり行政改革の精神に基づいて遂行していくという筋

道を立てていかなければならないときであると、私は考えているわけなんです。それ

で、きのうも同僚議員から話が出ておりますけれども、いわゆる一体感の情勢、これ

は合併前の一般質問で私がした項目でございますけれども、地域、地域の主張をどん

どん、どんどん、要望だ、要望だと上げていくという形でせり上がっていけば、違っ

た方向にいってしまう可能性が十分にある。もう７年目、８年目を迎える、私ども大

空町の歩むべき姿というものを十分に勘案して進めていかなければならない時期だと

考えているのです。東藻琴は東藻琴で決めればよい、女満別のことは女満別で決めれ

ばいい、そういうことでは、いつまでも一体感というものがない。東藻琴のことに関

しても女満別の人が口を出す、女満別のことについても異議があれば東藻琴の人から

意見を聴取する、それが大空町の姿だと私は思うのです。そういう意見の聴衆、また

はしていかなければだめだと。そして、政策、立案というものを進めていかなければ

ならないときに入っていると、私は思うのです。それから、やや逆行しているのでは

ないかな、それは表へ出ませんけれども、やっぱりどちらの地域でも同じようなこと

で、井戸端会議で話されていることではないかなと、不満という形で。それをどうい

うふうにすくい上げていくのか、それは問題の共有、同じ住民としての意識の共有を

高めていかなければならないし、また、それをリードしていかなければならないのは

行政じゃないでしょうか。きのうも話しましたけれども、要望書が上がれば、何でも

やってもらえる、そういう時代ではないわけですから。説得すればわかるという、私

は考え方を持っているわけでございます。それについて、どういう事情があったかと

いう質問をしているわけで、内容についてはもうわかっています。時代の認識という

ものが、どうあるべきなのか。自らが答申を受けた行政改革、これは十分に重いもの

ですよ。それをどのように具体化して、政策としてやっていくのか、それを町民に知
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らせないで、どういう形になるのか。 
 
◇議  長 暫時休憩します。 
 

休憩 午前１０時１５分 
再開 午前１０時１６分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 １番、品田好博議員。 
 

◇品田議員 この案件についても平成２２年ですから、自治会との話し合いが持たれてき

たというふうに書いていますけれども。平成２２年ですから、私が当選した年でござ

います。私は、この話を一向に聞いたこともありませんし、総務文教厚生常任委員の

中では、話題提供もなかったように聞いておりますし、当日２月１３日も参考資料と

しては全く不備で、後から郵送で数字的なものを送ってきたと。こういう姿勢ってい

うのですか、そういうことが大きなちゃんと決まりごとを決めても進まないという状

況。これは、議会基本条例第６条に完全に触れています。大げさにするわけではない

ですけれども、つくたったものを自ら、どんどん、どんどん守っていけない状況下と

いうことに、問題の提起もあろうと思います。私は、こんなことも考えているのです。

行政改革の中で、時代に即した組織・機構の確立の中で、議会への要請という形が行

政改革推進委員会の皆様方の答申の中にあります。この中に、地方分権の議会への要

請という形の中で、地方分権の進展により、議会の果たすべき役割がますます増大し

ており、これを踏まえた議会運営や町民等に対する説明責任を果たされるよう要請し

ます、大変多い答申がなされております。 
 
◇議  長 申し上げますけれども、きょうは過疎地域自立促進市町村計画の一部変更と   
  いうことで、それはやろうということの変更なのですけれども、それは常任委員会で 
  も行っておりますし、常識ある議員であってほしいと思います。答弁をお願いします。 
   山本総務課参事。 
 
◇総務課参事 過疎地域自立促進市町村計画の変更で、今、中央会館の問題が出ておりま

した。これにつきましては、２月１３日の総務文教厚生常任委員会の中で、中央公民

館の担当のほうからも説明をさせていただいて、御了承をいただいているものと理解

しております。また、過疎地域自立促進市町村計画につきましては、そういう計画が

出た場合に市町村としましては有利な過疎債を使いまして、財政的にも有利な形で進

めたいということから今回の計画の変更に至ったものでございます。そういいますの

で、今、御質問がありました過去の問題点がありましたけれども、２月１３日には皆

様に御説明をさせていただいて、担当のほうから御理解をいただいているものという

ことで、今回変更について御承認を願うということでございますので御理解願いたい

と思います。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
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◇品田議員 ２月１３日にありまして、その後、総務文教厚生常任委員会が開かれている 
  のです。その中で追加、後で潜り込んで、この案件が後に説明をされた。それは、連

合審査会で指摘をされた同僚議員がいまして、その後の総務文教厚生常任委員会でこ

のレジュメが、図面が出てきたのです。あとは、口頭説明。あとは、郵送で額の、数

字の件に関して送ってこられたと。本末転倒な形をしているという形を認めるという

ことではないのですか。それで説明をしたということになるのですか。 
 
◇議  長 川口副町長。 
 
◇副 町 長 ただ今の中央自治会館の建設に至るまでの説明の経過ということで、その手

順については、ただ今の議員御指摘のとおり、確かに私の監督不行き届きというかで

すね、それに沿っていないことは事実かというふうには思います。この辺ですね、ま

た、一つ一つ検証をしながら、今後このようなことがないように一定のルールのもと

に、事前にそういうものを議会に御説明をして手順を踏んでいくように、また指導し

てまいりたいと思いますので、その点については今後改めるようにいたしますので、

どうぞ御理解を賜ればというふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 副町長さんのそういうことでありますので、理解をいたしたいと思いますけ

れども。この議会への要請というのは大変重いものだと、私は議会人に対して、こう

いう要請があるということは重いものだと感じています。平成２２年度の当選以来、

一般質問で今できている行政改革は立派だと、財政計画も立派だと、私は発言をさせ

ていただいています。立派なものなのです。それに対して、議会人はどう対応してく

れるように、こういうふうに書いてあるのです。住民説明、説明責任を果たされるよ

う要請します、こういう重いものを議会が十分に審議ができなかったと、そのことに

関して私は声を大きくせざるを得ない、そういうことなのです。どういうふうな説明

をしていいか、わからなくなる。そういうことでございますので、これで終わりたい

と思います。 
 
◇議  長 そのほかありませんか。 
   １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 同僚議員に関連したことで、ちょっと確認だけさせていただきたいと思って

おります。私も議員協議会で報告があった後、常任委員会は違いますけれども、基本

的なことについては了承したつもりでございますから。その前提に、ちょっと確認を

させていただきたい。私がそのときに発言をした趣旨は、今後会館を設置する場合に

ついては、一定の基準がないと、あっちによくて、こっちにだめだということになら

ないのです。ですから、設置に対する基本的な考え方を市街地においてはどの程度ま

で設置をするのかという、標準的な考え方を内部で検討されているはずだと思います

ので、そのために議員協議会で私は質疑をさせていただいたわけですから。その考え
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方を聞いて、私は了承をしたいと、このように思っております。 
 
◇議  長 藤田住民課長。 
 
◇住民課長 ただ今の小島議員の御質問にお答えをしたいと思います。現在、こちらのほ   
  うで考えておりますのは、既存にございます会館につきましては、機能を維持するた 
  めに改修等を行って整備をしていきたいというふうに思っております。新たに会館を 
  建設するというようなことでは考えていないということで、御理解をいただきたいと 
  思います。 
 
◇議  長 １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 今後についてということで、了解をしたいと思います。新築する場合につい

ても同様なことになりますので、今の答弁だと、改築なら納得のいく答弁になっちゃ

うわけです。新築をするという判断、また新たな判断でありますので、基本的に了承

いたしました。ありがとうございます。 
 
◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第２号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更についてを採

決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について

は、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第３ 議案第１２号 

◇議  長 日程第３、議案第１２号 美幌地域３町障害程度区分認定等審査会共同設置

規約の変更についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

たいと思います。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 



- 153 - 
 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第１２号 美幌地域３町障害程度区分認定等審査会共同設置規約の変

更についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１２号 美幌地域３町障害程度区分認定等審査会共同設置規約

の変更については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第４ 議案第１３号 

◇議  長 日程第４、議案第１３号 大空町暴力団排除条例制定についてを議題としま

す。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
１番、品田好博議員。 
 

◇品田議員 この案件については、２月１３日にかかったものでございます。趣旨は大変 
  重要なものでございまして、暴力団の排除ということに関して国が大変きつい、もっ 
  とも推進していくという意志表明であったかに思います。その説明の中で、現在まで 
  の当町は、この排除条例に関する取り組み状況というものが、課長さんから説明があ 
  りました。その中で、私の認識がなかったということがありました。それは、不当要

求行為等の防止に関する対策要綱というものが、女満別町時代、平成１６年度につく

られたそうでありまして、私はちょっとこの辺はわかっておりませんでした。それを

合併後、これを新町の要綱として継続していたというふうな説明が書類に残されて、

説明がありましたのでお尋ねをいたしたいと思います。前段の不当要求行為等の防止

に関する要綱というものが、基礎になって暴力団排除条例というものがあるんだろう

なと、こういうふうな認識でございますけれども、この不当要求行為等防止対策員会、

これは副町長が委員長を務めると、こうなっておるらしいですけれども。いまだかつ

て、そういう委員会を発動して会議を催したことがありますでしょうか。お尋ねをい

たしたいと思います。 
 
◇議  長 竹内総務課長。 
 
◇総務課長 前までは、総務課のほうで担当をしていた経緯がございまして、そのときは、 
  こういう会議を開いた案件はございませんでした。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 そしたら平成１６年度、要綱をつくった以降案件がないという理解でいいで

すか。 
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◇議  長 竹内総務課長。 
 
◇総務課長 会議を開いた案件はございませんでした。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 だいぶ認識が違うんだろうなと、その辺の認識の違いだろうと私は思ってお 
  るのですけれども。私が入ったときに、そういうことが起きているということは、庁 
  舎内で私は認識がなかったので、平成１５年度当時、新人の議員でもありましたし、 
  私は認識しておりませんでした。ところが、話になるとそういう話を聞いておったわ 
  けでございますけれども、その後、いろんなそういうことの事例があったという、い 
  わゆる不当行為と呼ばれる、次に掲げる者の中に、乱暴な言動により他人に嫌悪の情 
  を抱かせる行為、不当な要求、そういうものが対象になっているということであって 
  ですね、かなり庁舎内であったやに私は思うのですけれども。この要綱があって、今

日までその初動的なことができなかったことが、ある程度の問題点を温存してしまっ

たという案件があるのではないかと、私は思っております。私もそのことに対して関

与をしておりますし、それによって被害を被った人が助役さんのところに行って、話

したいということで、私も一緒に同席したことがありますけれども、それに対しての

処置が今日までずっと長引いてきている。それについてトラブルがあったときに、私

は議員ではなかったですけれども、町長さんのところに電話をしたことがあるという

ことを覚えておると思います。それがなお、その後ずっと響いてきて、最終的にはス

ポーツコミュニティーである女満別パークゴルフ協会の解散ということまで繋がって

いるという認識はありませんか。 
 
◇議  長 品田議員、言っている過程が違うのではないですか。これは今、暴力団です。 

 
◇品田議員 説明をしている。 
 
◇議  長 説明をしていると言っても、結局、団とその固有名詞を挙げていないけれど  
  も、それは大変ですよ。 
   暫時休憩します。 
 

休憩 午前１０時３３分 
再開 午前１０時３８分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 竹内総務課長。 
 
◇総務課長 大空町不当要求行為等の防止に関する要綱というものが、平成１８年に作成    
  されておりますけれども、これは不当要求があった場合に職員を守るというか、そう 
  いう要綱でございまして、これに基づく不当な要求があったかということになります 
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  と、過去の平成１８年以降はないものですから、これに基づく会議は開かれていない 
  と。これに関しまして、こういう要綱を作成したものですから、網走警察署の刑事課 
  を招いて職員の研修をした経緯もございます。なので、こういう不当要求が町にあっ 
  て、会議が開かれたかということはないということで御了解いただきたいと思います。 
 
◇議  長 藤田住民課長。 
 
◇住民課長 今回、提案しております暴力団排除条例の関係でございます。不当要求行為 
  に対する措置ということで、第６条のほうに規定してございます。これにつきまして 
  は、暴力団員から職員に対して不当な要求行為、暴力、脅迫等の不当要求行為があっ 
  た場合については、既に大空町不当要求行為等の防止に関する要綱、これにつきまし

ては暴力団員という限定ではなく大空町、町に対して不当要求行為があった場合に対

しての措置を講ずることが規定されてございます。既に、こちらのほうにございます

ので、そういった対応につきましては、この要綱に基づいて対応していくという考え

方でございますので、御理解をいただきたいと思います。 
 
◇議  長 １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 今、課長の言った答弁で、これから将来的に対応していくと、機能させると 
  いうことの答弁というふうに解釈いたしますけれども、それでよろしいですよね。そ 
  ういうことでよろしいですね。これから、この不当要求行為等の防止に関する要綱を

もとに、しっかりと暴力団以外のそういったものに対しても、しっかりしていくとい

う考え方で理解してよろしいですね。 
 
◇議  長 藤田住民課長。 
 
◇住民課長 暴力団に関係しますことにつきましては、この条例、それから要綱に基づい 
  て対応していくということでございます。暴力団以外のことにつきましては、不当要

求行為等の防止に関する要綱のほうに基づいて対応していくというようなことでござ

いますので、御理解をいただきたいと思います。 
 
◇品田議員 以上で終わります。 
 
◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第１３号 大空町暴力団排除条例制定についてを採決します。 
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お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、議案第１３号 大空町暴力団排除条例制定については、原案のとおり

可決されました。 
 

◎日程第５ 議案第１４号 

◇議  長 日程第５、議案第１４号 大空町財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条

例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第１４号 大空町財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１４号 大空町財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の

一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第６ 議案第１５号 

◇議  長 日程第６、議案第１５号 大空町女満別高等学校生徒寄宿舎条例制定につい

てを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第１５号 大空町女満別高等学校生徒寄宿舎条例制定についてを採決

します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、議案第１５号 大空町女満別高等学校生徒寄宿舎条例制定については、

原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第７ 議案第１６号 

◇議  長 日程第７、議案第１６号 大空町東藻琴生涯学習センター条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第１６号 大空町東藻琴生涯学習センター条例の一部を改正する条例

制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１６号 大空町東藻琴生涯学習センター条例の一部を改正する

条例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第８ 議案第１７号 

◇議  長 日程第８、議案第１７号 大空町災害に伴う住家被害見舞金支給条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第１７号 大空町災害に伴う住家被害見舞金支給条例の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１７号 大空町災害に伴う住家被害見舞金支給条例の一部を改
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正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第９ 議案第１８号 

◇議  長 日程第９、議案第１８号 大空町日常生活用具給付事業に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第１８号 大空町日常生活用具給付事業に関する条例の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１８号 大空町日常生活用具給付事業に関する条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１０ 議案第１９号 

◇議  長 日程第１０、議案第１９号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第１９号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１９号 大空町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１１ 議案第２０号 

◇議  長 日程第１１、議案第２０号 大空町障がい者福祉センター条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第２０号 大空町障がい者福祉センター条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２０号 大空町障がい者福祉センター条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１２ 議案第２１号 

◇議  長 日程第１２、議案第２１号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定

についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第２１号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定についてを

採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２１号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定につい

ては、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１３ 議案第２２号 

◇議  長 日程第１３、議案第２２号 大空町指定地域密着型サービスの事業の人員、
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設備及び運営に関する基準を定める条例制定についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
   １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員  この条例につきましては、居室定員を原則１名という方向性から、地域の

実情に合わせて４人以下とするということで、積極的に評価をするものでございます

けれども、もう一つだけ、ちょっと確認をさせていただきたいのですが。特に、指定

地域密着型の介護老人福祉施設入所者生活介護に該当することではございますけれど

も、小規模施設の職員の兼務基準の実態を踏まえて、検討していただいたものという

ふうに思っているのですが、そのことについて何かお考えがあれば、ちょっと示して

いただきたいと思います。 
 
◇議  長 大槻福祉課長。 
 

◇福祉課長 今回の条例の制定に当たりましては、パブリックコメントを実施いたしまし 
  て、その中で意見をいただいております。前に説明をさせていただきました、入居定 
  員の部分につきましては、その意見に基づきまして変更をかけさせていただいており 
  ます。原則１名という部分を、町長が認めれば４人以下という形で、その部分につい 
  ては変更したということで説明をさせていただいたところでございます。なお、この 
  パブリックコメントに当たりましては、もう１点の質問、意見をいただいております。 
  議員がおっしゃられましたように、兼務基準を実態に合わせて見直しをしていただき 
  たいということの意見をいただいておりましたけれど、この条例の制定に当たりまし 
  ては国のほうで示されている基準がございます。基本的には、この基準に基づいて実 
  施をするということにしておりましたけれど、国の基準のなかでも「参酌する基準」、

「従うべき基準」、それと「標準」という３つの基準がございます。このうち「従うべ

き基準」、「標準」の基準につきましては、国の基準に基づいて制定をしなければなら

ないということで定められております。市町村が自由に決定をできるという部分につ

きましては、「参酌する基準」の部分のみとなってございます。先ほど意見のございま

した部分につきましては、国のほうで「従うべき基準」ということで定められており

まして、市町村で独自にその部分の基準を変えることができないということになって

おりますので、今回はその部分を国が提案した、そのままのもので本日提案をさせて

いただいているということでございますので、御理解をいただきたいと思います。 
 
◇議  長 １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 基本的には了解したのですけれども、参考までにお尋ねをしたいのですが。

この種の条例について、他の自治体においてどうなっておりますか。私の知る限りで

は、余り多くないのかもしれないのですけれども、パブリックコメントで指摘されて

いるようなことについて、市町村で変えているところがあるやに聞いているのですが、

その事実はないですか。 
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◇議  長 大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 市町村によりまして意見を受ける、または意見ではなくて市町村独自として、

やはり必要性を感じて、国の基準と違う部分を設定している実態もございます。ただ、

先ほども申し上げましたように、その基準の中には３つの類型がございまして、その

中で変更ができるというのは「参酌すべき基準」の部分のみでございまして、それ以

外の部分については、どこの自治体も変更することはないと、していないということ

で理解をしております。なお、今回の町が行っております居室定員４人以下の部分に

つきましては、特別養護老人ホームの部分については北海道が定めておりますが、そ

ちらのほうについても同様の設定をしていると。また、この部分につきましては、現

在町で押さえている北海道内の状況といたしましては、この４人にするという部分に

つきましては、全道で２１市町がこの規定を盛り込んでいるという実態でございます。

オホーツク地域におきましては、本町を含めまして現在押さえている中では、４町が

この規定を盛り込んでいるという状況でございますので、御理解をいただきたいと思

います。   
   以上でございます。 
 
◇小島議員 終わります。 
 
◇議  長 そのほかありませんか。 
   ６番、植田泰弘議員。 
 
◇植田議員 同僚議員が質問をされたので、大体半分くらいはわかったのかなと思います

けれども。この条例におきましては、認知症対応型共同生活介護が我が町では対象で

あるというふうに、先日これについて説明がありましたけれども、この条例を制定す

るに当たって、例えば３１４ページの「第２節 人員に関する基準」という項目があ

るのですけれども。この条例を制定することによって、この事業所が現在不合理にな

って、将来変えなければいけないような状態になってくるのかどうか。それと、ちょ

っと気になるのですけれども、次のページの３１６ページに「第３節 設備に関する

基準」で７行目ですか、「次の各号のいずれかの要件を満たす木造かつ平屋建ての指定

地域密着型特定施設の建物であって」と書いてあるのですけれども、現在、平屋では

ないと思うのですけれども、ここら辺の考え方だとか、クリアの仕方というものを、

ちょっと聞きたいなと思いまして、よろしくお願いします。 
 
◇議  長 大槻福祉課長。 
 
◇福祉課長 議員がおっしゃられますように、この条例の該当になります部分につきまし

ては、認知症対応型共同生活介護の部分が町内で２施設運営されているという状況に

なってございます。基本的には国の基準をもとに作成をしておりまして、国の基準に

つきましては平成１８年に制定されたということで、町内にあります施設につきまし

ては平成１７年だったかと思います、に建設がされているという状況でございますの

で、この設備基準につきましては、この基準に基づいてそれぞれ２つの施設について
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は建設がされているということで、この基準を町が設けたからといって新たに加えな

ければならないというようなことはないということで現在認識をしております。また、

設備の部分につきましても、スプリンクラー等につきましては面積等によりまして設

置の義務づけがございますけれど、うちの２施設については面積的にその該当にはな

っておりません。ただ、平成２２年でしたか、大きな火災があったということもござ

いまして、また、国の補助金もあるということで基準には該当していないけれど、町

が補助金を支出しながら両施設ともスプリンクラー、それから防災設備を設置してい

るという状況になってございますので、御理解をいただきたいと思います。 
   以上でございます。 
 
◇植田議員 終わります。 
 
◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第２２号 大空町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準を定める条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２２号 大空町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準を定める条例制定については、原案のとおり可決されました。 
   ここで１０分間休憩します。 
 

休憩 午前１１時０１分 
再開 午前１１時１１分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  
◎日程第１４ 議案第２３号 

◇議  長 日程第１４、議案第２３号 大空町指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例制定についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
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これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第２３号 大空町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２３号 大空町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準を定める条例制定については、原案のとおり可決されまし

た。 
 

◎日程第１５ 議案第２４号 

◇議  長 日程第１５、議案第２４号 大空町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 
本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第２４号 大空町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２４号 大空町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１６ 議案第２６号及び日程第１７ 議案第２７号 

◇議  長 日程第１６、議案第２６号 大空町鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例

制定について及び日程第１７、議案第２７号 大空町特別職公務員の報酬及び費用弁

償条例の一部を改正する条例制定についてを一括議題とします。 
本件については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第２６号 大空町鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例制定につい

てを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２６号 大空町鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例制定に

ついては、原案のとおり可決されました。 
これから議案第２７号 大空町特別職公務員の報酬及び費用弁償条例の一部を改正

する条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２７号 大空町特別職公務員の報酬及び費用弁償条例の一部を

改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第１８ 議案第２５号ないし日程第２１ 議案第３０号 

◇議  長 日程第１８、議案第２５号 大空町土地改良事業分担金等徴収条例の一部を

改正する条例制定についてから日程第２１、議案第３０号 清泉頭首工管理条例の一

部を改正する条例制定についてまで、４件を一括議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
作田産業課参事。 
 

◇産業課参事 議案書の４０９ページでございます。「議案第２５号 大空町土地改良事 
  業分担金等徴収条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   改正の内容につきましては、「大空町土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正 
  する条例新旧対照表」により、御説明いたしますので参考資料の５３ページをお開き 
  願います。本条例は、土地改良法に基づき、国営、道営、団体営、土地改良事業に係 
  る分担金等を徴収することについて定めたものでございます。今回の条例改正につき 
  ましては、地域主権一括法の施行による土地改良法の一部改正に伴い、本条例で引用

している土地改良法第９６条の４に第２項が追加されたことにより、条項の整理を行

うものであります。変更の内容につきましては、新旧対照表の第１条中２行目と４行

目、また第３条、第４条中の「第９６条の４」を「第９６条の４第１項」に改め、附

則といたしまして、平成２５年４月１日から施行するものでございます。 
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   続きまして、議案書の４２１ページでございます。「議案第２８号 古梅ダム管理 
  条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   改正の内容につきましては、「古梅ダム管理条例の一部を改正する条例新旧対照表」

により御説明いたしますので、参考資料の５７ページをお開き願います。本条例は、

古梅ダムの管理に関し必要な事項を定めたものでございます。今回の条例改正につき

ましては、先ほどの条例改正と同様に、土地改良法の改正に伴い条項の整理を行うも

のでございます。変更の内容につきましては、新旧対照表の第１条中４行目の「第９

６条の４」を「第９６条の４第１項」に改め、附則といたしまして、平成２５年４月

１日から施行するものでございます。 
   続きまして、議案書の４２５ページでございます。「議案第２９号 緑ダム管理条 
  例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   改正内容につきましては、「緑ダム管理条例の一部を改正する条例新旧対照表」によ

り御説明いたしますので、参考資料の５８ページをお開き願います。本条例は、緑ダ

ムの管理に関し必要な事項を定めたものでございますが、今回の条例につきましては、

先ほどと同様に土地改良法の改正に伴い、条項の整理を行うものでございます。変更

の内容につきましては、新旧対照表の第１条中１行目の「第９６条の４」を「第９６

条の４第１項」に改め、附則といたしまして、平成２５年４月１日から施行するもの

でございます。 
   続きまして、議案書の４２９ページでございます。「議案第３０号 清泉頭首工管理

条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   改正の内容につきましては、「清泉頭首工管理条例の一部を改正する条例新旧対照 
  表」により御説明いたしますので、参考資料の５９ページをお開き願います。本条例 
  の改正につきましても、同様に土地改良法の改正に伴い、条項の整理を行うものでご 
  ざいます。変更の内容につきましては、新旧対照表の第１条中１行目の「第９６条の

４」を「第９６条の４第１項」に改め、附則といたしまして、平成２５年４月１日か

ら施行するものでございます。 
   以上、提案理由の御説明を申し上げましたので、よろしく御審議賜りますようお願 
  い申し上げます。 
 
◇議  長 暫時休憩します。 

休憩 午前１１時２０分 
再開 午前１１時２３分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
   これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第２５号 大空町土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正する条

例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２５号 大空町土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正す

る条例制定については、原案のとおり可決されました。 
これから議案第２８号 古梅ダム管理条例の一部を改正する条例制定についてを採

決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 
   したがって、議案第２８号 古梅ダム管理条例の一部を改正する条例制定について 
  は、原案のとおり可決されました。 

これから議案第２９号 緑ダム管理条例の一部を改正する条例制定についてを採決

します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２９号 緑ダム管理条例の一部を改正する条例制定については、

原案のとおり可決されました。 
これから議案第３０号 清泉頭首工管理条例の一部を改正する条例制定についてを

採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 
   したがって、議案第３０号 清泉頭首工管理条例の一部を改正する条例制定につい 
  ては、原案のとおり可決されました。 

 
◎日程第２２ 議案第３１号 

◇議  長 日程第２２、議案第３１号 大空町水道法施行条例制定についてを議題とし

ます。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
 

◇建設課長 議案書の４３３ページでございます。「議案第３１号 大空町水道法施行条 
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  例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料にて行いますので参考資料の６１ページをお開き願

います。大空町水道法施行条例につきましては、地域主権一括法により水道法が改正

されましたことによりまして、町が行います水道の布設工事を行う場合に必要な技術

的監督を行う専門家であります、布設工事監督者の工事の範囲とその資格、水道技術

管理者の資格について、町が条例で定めるものでございます。 
   条例制定の考え方につきましては、町が設置いたしております水道につきましては、 
  全国的に見ましても特殊なものではなく、国が全国一律で定めている基準と同じ程度

の知識と経験がある布設工事監督者と水道技術管理者であれば業務が遂行できると考

えておりまして、国が定める基準と同じ内容によりまして条例を制定することにいた

しているところでございますます。 
   新規条例の制定ではございますが、条文の朗読は省略をさせていただきまして、概 
  要のみ説明をさせていただきます。 
   内容につきましては、参考資料６２ページから６４ページまで記載をしております。 
  まず、「布設工事監督者が監督業務を行う水道の布設工事」の関係ですけれども、水 
  道施設の新設の工事またはその増設もしくは改造の工事のうち、(１)といたしまして

「１日最大給水量、水源の種別、取水地点又は浄水方法の変更に係る工事」、(２)とい
たしまして「沈でん池、濾過池、浄水池、消毒設備又は配水池の新設、増設又は大規

模の改造に係る工事」のことを対象といたしております。次に「布設工事監督者の資

格」につきましては、大学に関しては、大学で土木工学科等における衛生工学もしく

は水道工学に関する学科目を修めて卒業後に２年以上、上水道に関する技術上の実務

に従事した者、また、短大等にありましては大学と同じ学科目を修めて卒業後に５年

以上の実務経験、高校等にあっては７年以上の実務経験、土木課程を修めなくても１

０年以上の実務経験があれば資格を有すること等の規定をしているものでございます。

なお、簡易水道事業にありましては、規定しております年数の２分の１と読みかえる

こととすることの規定でございます。 
   次に「水道技術管理者の資格」といたしましては、さきの「布設工事監督者の資格」

で規定している内容、そのほかに土木工学以外の学科目を修めた後に、実務経験の年

数として、それぞれ大学卒で４年以上、短大卒で６年以上、高校卒で８年以上の規定

をするところでございます。また、１０年以上の実務経験があれば資格を有すること

の規定でございます。こちらにつきましても、簡易水道事業については規定の年数の

２分の１へ読みかえるという規定になってございます。なお、この条例の施行にあた

りましては、平成２５年４月１日から施行するものでございます。 
   以上、条例改正の内容につきまして御説明申し上げましたので、よろしく御審議賜

りますようよろしくお願いいたします。 
  
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 
これで討論を終わります。 
これから議案第３１号 大空町水道法施行条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３１号 大空町水道法施行条例制定については、原案のとおり

可決されました。 
 

◎日程第２３ 議案第３２号 

◇議  長 日程第２３、議案第３２号 大空町下水道設置条例の一部を改正する条例制

定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
 

◇建設課長 議案書の４３９ページでございます。「議案第３２号 大空町下水道設置条 
  例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料にて行いますので参考資料６５ページをお開き願い

ます。大空町下水道設置条例の一部改正につきましては、地域主権一括法により下水

道法が改正されましたことにより、公共下水道の事業計画について国土交通大臣の認

可が廃止され、都道府県知事との事前協議に改められましたことから、関係する規定

を改正するものでございます。 
   改正の考え方につきましては、下水道設置条例におきまして、区域の関係で「国土 
  交通大臣の認可を得た区域」と規定いたしておりますけれども、その部分を国土交通

大臣の認可が廃止されましたことから「区域」に改めるものでございます。 
   新旧対照表６６ページでございます。第２条第１号アの中の「各一部で国土交通大

臣の認可を得た区域」を「各一部の区域」と改めまして、また、第２号アの中で「一

部で、国土交通大臣の認可を得た区域」を「一部の区域」に改めるものでございます。

附則といたしまして、この条例につきましては、平成２５年４月１日から施行するこ

ととしております。 
   以上、条例改正の内容につきまして、御説明申し上げましたので、よろしく御審議 
  賜りますようよろしくお願いいたします。 
  
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第３２号 大空町下水道設置条例の一部を改正する条例制定について

を採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３２号 大空町下水道設置条例の一部を改正する条例制定につ

いては、原案のとおり可決されました。 
 
◎日程第２４ 議案第３３号 

◇議  長 日程第２４、議案第３３号 大空町公共下水道の構造の技術上の基準等を定

める条例制定についてを議題とします。 
本案については、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
 

◇建設課長 議案書の４４３ページでございます。「議案第３３号 大空町公共下水道の  
  構造の技術上の基準等を定める条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料で行いますので参考資料６７ページをお開き願いま

す。大空町公共下水道の構造の技術上の基準等を定める条例につきましては、地域主

権一括法により下水道法が改正されましたことから、町でつくる下水道施設の材料や

つくり方などに関する基準について、町が条例で定めるものでございます。 
   町がつくる下水道施設の材料やつくり方に関する基準を条例で定めるに当たりまし

ては、国が全国一律で定めております基準を十分に理解した上で、町の実情に応じて

町独自の基準を定めることができることとなってございます。 
   条例制定の考え方につきましては、町がつくっております下水道施設につきまして

は、全国的に見ても特殊なものでないことから、国が全国一律で定めている基準と同

じもので、安全な下水道施設をつくることが可能であると考えておりますことから、

町といたしまして国が定める基準と同じ内容で条例を定めることとしてございます。

新規条例の制定ではございますけれども、条文の朗読につきましては省略をさせてい

ただきまして、概要のみ説明をさせていただきたいと思います。 
   「排水施設の構造の技術上の基準」につきまして、１から１０まで、１０項目につ 
  きまして規定をしております。規定する基準につきましては、主なものといたしまし 
  て、堅固で耐久力を有する構造であること、また、腐食の恐れのある部分には腐食し 
  にくい材料でつくり腐食を防止する措置を講ずること、また、地震によって支障が生

じないよう地盤の改良等必要な措置を講ずること、さらに、清掃上必要な箇所にはマ

ンホールを設け、ますやマンホールには蓋を設けるなどといった、１０項目について

の基準を規定しているところでございます。また、適用の除外といたしまして、仮設

の公共下水道や、非常災害時に必要として設けられる公共下水道につきましては除外
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するという規定でございます。なお、この条例の施行に当たりましては、平成２５年

４月１日といたしているところございます。 
   また、説明資料６９ページから７１ページまでにつきましては、「大空町公共下水  
  道の構造の技術上の基準等を定める条例施行規則」を載せてございますので、参考と 
  していただきたいと思います。 
   以上、条例制定に当たりまして御説明申し上げましたので、よろしく御審議賜りま 
  すようよろしくお願いいたします。 
  
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第３３号 大空町公共下水道の構造の技術上の基準等を定める条例制

定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３３号 大空町公共下水道の構造の技術上の基準等を定める条

例制定については、原案のとおり可決されました。 
 
◎日程第２５ 議案第３４号 

◇議  長 日程第２５、議案第３４号 大空町個別排水処理施設管理条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 
本案については、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
 

◇建設課長 議案書の４４７ページでございます。「議案第３４号 大空町個別排水処理 
  施設管理条例の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料で行いますので７３ページをお開き願います。個別

排水処理施設整備事業につきましては、旧女満別町で平成８年度から平成１７年度ま

で実施をした事業でございますけれども、近年、既存の住宅を建てかえすることで、

住宅の新築場所がこれまでの場所から変更となりまして、事業で設置をいたしており

ました既設の浄化槽が使用できなくなるなどの事案が出てきております。これまで使

用してきました既存の浄化槽を移設したり、撤去をしなければならないことが今後思

慮されております。現在、個別排水処理施設管理条例におきまして、移設や修繕に係

る受益者の負担につきましての規定がない状況でございます。個人的な理由によりま
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して浄化槽の移設等をしなければならない場合につきまして、受益者の費用負担によ

り行うことの規定を追加し、条例の改正をしようとするものでございます。 
   改正の内容につきましてですが、新旧対照表ですけれども、第１２条の次に第１３ 
  条として、「第１項、排水設備設置者又は使用者は、その責に帰すべき事由により個 
  別排水処理施設に修繕、移設又は撤去（以下「修繕等」という。）の必要が生じたと 
  きは、町長に報告の上、その指示に従い修繕等を行わなければならない。第２項、前

項の規定による修繕等に要する費用は、排水設備設置者又は使用者が負担しなければ

ならない。ただし、町長がやむを得ないと認めた場合は、この限りでない。」の一条を

加えるものでございます。附則といたしまして、この条例は、平成２５年４月１日か

ら施行することといたしております。 
   以上、条例改正の内容につきまして御説明をさせていただきましたので、よろしく

御審議いただきますようよろしくお願いいたします。 
  
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第３４号 大空町個別排水処理施設管理条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３４号 大空町個別排水処理施設管理条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第２６ 議案第３５号 

◇議  長 日程第２６、議案第３５号 大空町道路の構造の技術的基準を定める条例制

定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
 

◇建設課長 議案書の４５１ページでございます。「議案第３５号 大空町道路の構造の 
  技術的基準を定める条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料にて行いますので参考資料７５ページをお開き願い

ます。大空町道路の構造の技術的基準を定める条例につきましては、地域主権一括法

によりまして道路法が一部改正されましたことから、道路のつくり方や必要な施設な
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ど、町道の構造に関する基準について町が条例で定めるものでございます。町道の条

例を定めるに当たりましては、国が全国一律で定めております道路構造令の基準を十

分に理解した上で、町の実情に応じた町独自の基準を定めることができることとなっ

てございます。 
   条例制定の考え方につきましては、同一地域内において、町道が国道や道道と異な 
  った基準とすることにより利用者に混乱が生ずること、さらに安全かつ円滑な交通を 
  確保するために、国が定めております基準と同じ内容で町の条例として定めることと 
  しております。一部の項目といたしまして、路肩や歩道の幅、停車帯の設置などにつ 
  きましては、町の地域性や交通事情などの実情を考慮いたしまして、また北海道の基

準を考慮した町独自の基準を条例で定めるものでございます。新規条例の制定でござ

いますけれども、条文の朗読を省略し、概要のみ説明をさせていただきます。 
   町が独自に設ける基準につきましては、７５ページ、７６ページに記載をいたして 
  おります。５項目について独自の基準を設けております。１つ目につきましては「路 
  肩」の基準でございます。国の基準においては、路肩の幅員は０.７５メートルから０.

５メ－トルとすることとなっておりますけれども、独自の基準として歩行者や自転車

の交通量が少ない場合において、歩行者や自転車の通行スペースの確保のために、路

肩の幅員を広げられるという規定をしてございます。２つ目といたしまして「停車帯」

でございます。国の基準におきましては、都市部（市街地）の道路には、自動車の停

車により車両の安全かつ円滑な通行が妨げられないようにするために必要がある場合

においては、車道の左端寄りに停車帯を設けるものとするということになってござい

ます。町の独自の基準といたしまして、観光のための停車の需要がある場合につきま

しては、車両の安全かつ円滑な通行のため、市街地以外の郊外の道路においても停車

帯を設けることができるという規定をしてございます。３つ目といたしまして「歩道」

でございます。国の基準におきましては、歩道の幅員は、歩行者の交通量が多い道路

にあっては３.５メートル以上、その他の道路にあっては２メートル以上とするという
規定になってございます。町の独自の基準といたしまして、車いすのすれ違いを考慮

した標準的な幅員２メートル以上での整備が困難な場合、例外的に歩行者のすれ違い

が可能な１.５メートルまで歩道の幅員を縮小できることの規定をしてございます。４
つ目は「堆雪幅」でございます。国の基準には規定がございませんけれども、町の独

自の基準として大空町全域が積雪寒冷地であることから、道路に除雪による堆雪スペ

ースを設けることができることとしております。この基準につきましては、北海道の

基準を参酌しているものでございます。５つ目につきましては「視距」ですけれども、

衝突しないように制動をかけて停止することができる距離のことをいいますけれど

も、国の基準では道路の設計速度に応じて２０メートル以上から７５メートル以上と

規定になってございます。独自の基準として、凍結した路面での制動停止距離を考慮

した視距とするため、道路の設計速度に応じて２５メートル以上から１００メートル

以上にすることができるという規定を設けてございます。 
   この５項目以外の部分につきましては、参考資料の７７ページから９０ページまで、

４０項目にわたりまして記載をしております。内容につきましては、国の基準どおり

としております。それぞれの説明につきましては、省略をさせていただきます。なお、

本町に該当いたしません「高速道路」、「路面電車」などの基準につきましては、条例

化をしないということにしてございます。なお、この条例の施行につきましては、平
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成２５年４月１日から施行するものでございます。 
   また、説明資料９１ページ、９２ページに条例施行規則を載せておりますので、御

参考にしていただきたいと思います。 
   以上、条例制定につきましての説明を申し上げましたので、よろしく御審議賜りま 
  すようよろしくお願いいたします。 
  
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
   ９番、勝田鉄城議員。 
 
◇勝田議員 １点お伺いをいたしますけれども、４５９ページの下段のほうなのですが、

「植樹帯の植栽に当たっては」というくだりですけれども、これに関して樹種の選定、

樹木の配置等を適切に行うものとするということになっておりますけれども、具体的

に言いますと、空港線ですか、あそこに植わっている樹種もこれに該当するのかなと

思うのですが。あれは、町道ではないから該当しないのかもしれませんけれども。冬

ですと特に堆雪帯ですか、雪を置く場所と、それから樹種の関係で非常に交通の支障

になるという意見をよく伺います。樹種の選定に関しては、あの道路をつくるときに、

かなり地域の方からもいろいろと話があって、なんとか変えてくれと言っても設置者

はこれでいいのだということで、変えることができなかったというような話を聞かさ

れております。したがって、あれは町道ではないのかもしれませんけれども、この条

項を適用して、もう少し適切に管理ができないものかというふうに思うのですが、い

かがでありましょうかということでございます。 
 
◇議 長 伊藤建設課長。 
 
◇建設課長 ただ今の植樹帯の関係ですけども、今お話しをいただいた路線につきまして

は道道になります。道道での植樹帯が設置されておりまして、その中に樹種が植栽さ

れているという状況になっているかと思います。確かに除雪時には、やはり支障にな

るというような状況にはなっているかと思いますけれども、北海道が設置したときに、

どのような内容で植樹帯を設けているか、ちょっと私も、その辺を承知しておりませ

んけれども、今後この規定が町の規定となりますので、今後植樹帯を設ける場合につ

いては、その冬の管理についても十分注意をしながら進めていきたいというふうに思

いますので、御理解を賜りたいというふうに思います。 
 
◇議 長 ９番、勝田鉄城議員。 
 
◇勝田議員 もう１点なのですが、これと同じような条例が、国道ですとか、道道に関し 
  ては、こういう条例というのは、あるのかないのかをお聞きしたいと思います。もし、 
  北海道ですとか国が、こういう規定があるとすれば、それにのっとって町村が非常に

通行の妨げがあるというようなことを指摘すれば、こういう条項に従って変えれるの

ではないのかなというふうに思うのですが、いかかでしょうか。 
 
◇議 長 伊藤建設課長。 
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◇建設課長 国と北海道の関係ですけれども、国においては当然、これまでこの規定の同 
  じ内容、独自の部分以外の分については、国もこの規定でこれまでずっときている。 
  北海道についても、今回の一括法の改正によりまして、北海道独自の規定をつくって 
  いると。内容的には同じものになっておりますので、当然同じ構造のもので今後整備

をしていくということになろうかと思います。今、植わさっているものについては、

再度協議というか、お話を申し上げて改善ができるものであれば改善をしていただく

ような形もとれるかとは思いますので、その辺については、ちょっと話もしてみたい

なというふうには思います。全国、どこへ行っても同じ基準でなければ、その町、そ

の町で基準が別々になっていれば、当然運転するほうの人も戸惑いますし、それは全

国一律の基準であるということで認識をしております。 
 
◇勝田議員 終わります。 
 
◇議 長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第３５号 大空町道路の構造の技術的基準を定める条例制定について

を採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３５号 大空町道路の構造の技術的基準を定める条例制定につ

いては、原案のとおり可決されました。 
 
◇議 長 ここで昼食のため休憩をします。 
   再開は、午後１時とします。 

休憩 午前１１時５５分 
再開 午後 １時００分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
    

◎日程第２７ 議案第３６号 

◇議  長 日程第２７、議案第３６号 大空町移動等円滑化のために必要な道路の構造 
  に関する基準を定める条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
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◇建設課長 議案書の４７１ページでございます。「議案第３６号 大空町移動等円滑化の

ために必要な道路の構造に関する基準を定める条例制定について    
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料で行いますので９３ページをお開き願います。大空

町移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例につきまして、

地域主権一括法によって高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律が改

正されましたことによりまして、高齢者、障害者等が円滑に移動できる道路をつくる

ための基準を、町が条例で定めるものでございます。条例制定に当たりまして、国が

全国一律で定めている基準、移動等円滑化に必要な道路の構造に関する基準を定める

省令を十分に理解した上で、町の実情に応じた町独自の基準を定めることができるも

のとなってございます。 
   条例制定の考え方につきましては、同一地域内において、町道が国道や道道と異な

った基準とすることにより利用者に混乱が生ずること、また、安全かつ円滑な交通を

確保するために、国が定めております基準と同じ内容で町の条例として定めることと

いたしております。一部の項目ですが、歩道や立体横断施設などにつきましは、町の

地域性や交通事情などの実情を考慮した町独自の基準を条例で定めるものでございま

す。新規条例の制定ではございますけれども、条文の朗読は省略をさせていただき、

概要のみ説明をさせていただきます。 
   町独自の基準につきましては、９４ページに記載をしております「立体横断施設」

の１項目のみでございます。国の基準では「省令で定める基準」となっております。

その基準につきましては、横断歩道橋、地下横断歩道その他立体的な横断施設につい

て、エレベーター、高さが低い場合は傾斜路、通行の状況によってエスカレーターを

設けるということになってございます。独自の基準といたしまして傾斜路、通路や階

段に設ける手すりの構造に関して手すりの端部が突出しない構造とするということ規

定するものでございます。この規定につきましては、北海道で定めている基準を参酌

しているものでございます。この項目以外の部分につきましては、参考資料の９５ペ

ージから１０３ページまで、５項目にわたりまして記載をしておりますが、国の基準

どおりとしているところでございます。なお、本町に該当しない「路面電車停留所」

などの基準につきましては、条例化しないこととしているものでございます。この条

例の施行につきましては、平成２５年４月１日としているところでございます。 
   以上、条例制定について御説明させていただきましたので、よろしく御審議賜り 
  ますようよろしくお願いいたします。 
  
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 
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これで討論を終わります。 
これから議案第３６号 大空町移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基

準を定める条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３６号 大空町移動等円滑化のために必要な道路の構造に関す

る基準を定める条例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第２８ 議案第３７号 

◇議  長 日程第２８、議案第３７号 大空町道路に設ける道路標識の寸法を定める条

例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
 

◇建設課長 議案書の４８５ページでございます。「議案第３７号 大空町道路に設ける 
  道路標識の寸法を定める条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料にて行いますので参考資料１０５ページをお開き願

います。大空町道路に設ける道路標識の寸法を定める条例につきましては、地域主権

一括法によって道路法が一部改正されましたことから、町道に設ける道路標識の大き

さ、形などに関する基準について、町が条例で定めるものでございます。町道に設け

る道路標識の基準については、道路標識・区画線及び道路標示に関する命令の基準を

条例で定めるに当たりましては、国が全国一律で定めている基準を十分に理解した上

で、町の実情に応じて町独自の基準を定めることができることとなってございます。 
   条例制定の考え方につきましては、同一地域内においての町道が国道、道道と異な 
  った基準とすることにより利用者の混乱が生ずること、また、安全かつ円滑な交通を 
  確保するために、国が定めております基準と同じ内容で町の条例として定めることと 
  してございます。新規条例の制定ではございますけれども、条文の朗読は省略をさせ

ていただき、概要のみ説明をさせていただきます。 
   内容につきましては、１０６ページ、１０７ページにございます。６項目にわたり 
  記載をしているところでございます。「案内標識及び警戒標識の寸法の原則」といた 
  しましては、国が定めております「道路標識・区画線及び道路標示に関する命令」の 
  基準によること、「案内標識及び警戒標識の寸法の特例」については、標識などの大 
  きさを拡大できる場合について、町道に設置する駐車場の案内標識に便所等の表示を 
  する場合は２．５倍まで拡大できるなどの規定について、「案内標識及び警戒標識の文

字等の大きさの原則」につきましては、国の基準に図示の寸法がある場合については、

その寸法を基準とすること、その他「特定の案内標識の文字の大きさ」、「案内標識及

び警戒標識の緑等の太さ」、「補助標識の寸法」について規定しているところでござい

ます。この条例の施行に関しましては、平成２５年４月１日施行としているところで

ございます。 
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   以上、条例制定につきまして御説明申し上げましたので、よろしく御審議賜ります

ようよろしくお願いいたします。 
 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第３７号 大空町道路に設ける道路標識の寸法を定める条例制定につ

いてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３７号 大空町道路に設ける道路標識の寸法を定める条例制定

については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第２９ 議案第３８号 

◇議  長 日程第２９、議案第３８号 大空町準用河川に係る河川管理施設等の構造の

技術的基準を定める条例制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
 

◇建設課長 議案書の４９１ページでございます。「議案第３８号 大空町準用河川に係 
  る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料で行いますので参考資料１０９ページをお開きくだ

さい。大空町準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例につき

ましては、地域主権一括法によりまして河川法が改正されております。町が管理する

準用河川に設置する堤防などのつくり方や材料について、町が条例で定めるものでご

ざいます。準用河川に設置する堤防などのつくり方や材料に関する基準を定めるに当

たりましては、国が全国一律で定めている基準を十分に理解した上で、町の実情に応

じて町独自の基準を定めることができるものでございます。 
   条例制定の考え方につきましては、町が準用河川に設置する河川管理施設等が、国

が全国一律で定めているつくり方や材料で長年にわたり整備を進めてきており、既に

ある施設とのばらつきを避けるために、国が定めている基準と同じ内容の条例を定め

るものでございます。新規条例の制定ではございますが、条文の朗読は省略をさせて

いただき、概要のみ説明をさせていただきます。 
   内容につきましては、１１０ページから１１９ページまで、８項目にわたりまして
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記載をしております。１１０ページ、１１２ページの「堤防」につきましては、材質

や構造、大きさ、側帯、護岸などに係る基準について、１１２ページの「床止め」に

ついて、河川の洗掘を防ぎ河川の勾配を安定させるため、河川を横断して設けられる

施設などの構造に係る基準について、１１２ページから１１４ページの「堰」につき

ましては、河川を横断して水位を制御する施設などの構造に係る基準について、１１

４ページの「樋門」については構造や断面などに係る基準、１１５ページの「揚水機

場及び排水機場」につきましては構造や流下物排除施設などに係る基準について、１

１５ページから１１８ページの「橋」につきましては橋台、橋脚、護岸などの構造に

係る基準、１１８ページの「伏せ越し」につきましては、用水路や排水路が河川と交

差する場所での河床の下を横断させる施設などの構造に係る基準について、１１９ペ

ージについては、その他適用除外とする施設についての基準を規定するものでござい

ます。なお、町が管理している準用河川にはダムがございませんので、ダムに関係す

る項目につきましては条例化しないこととしてございます。 
   河川の管理につきましては、国が管理いたします一級河川、北海道が管理いたしま

す二級河川がございます。そのほかに公共性の見地から重要と考え市町村が指定する

準用河川及び普通河川がございます。町内におきましては、藻琴川の１河川を準用河

川として指定をし、管理をしているところでございます。この条例の施行につきまし

ては、平成２５年４月１日としてございます。 
   また、説明資料１２０ページから１２７ページまでに、条例施行規則を載せてござ  
  いますので、御参考としていただきたいと思います。 
   以上、条例制定にかかわります内容につきまして御説明申し上げましたので、よろ

しく御審議賜りますようよろしくお願いいたします。 
 
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第３８号 大空町準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準

を定める条例制定についてを採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３８号 大空町準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的

基準を定める条例制定については、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第３０ 議案第３９号 

◇議  長 日程第３０、議案第３９号 大空町営住宅等の整備基準を定める条例制定に

ついてを議題とします。 
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本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
 

◇建設課長 議案書の５０７ページでございます。「議案第３９号 大空町営住宅等の整 
  備基準を定める条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料にて行いますので、参考資料１２９ページをお開き

願います。大空町営住宅等の整備基準を定める条例につきましては、地域主権一括法

によりまして公営住宅法が改正されましたことから、町営住宅の建築の方法等につい

て町の条例で定めるものでございます。建築基準を定めるに当たりましては、国が全

国一律で定めている基準を十分に理解した上で、町の実情に応じて町独自の基準を定

めることができることとなってございます。 
   条例制定の考え方につきましては、町営住宅等の建築基準を定めるに当たり、お住

まいになる方が健康で文化的な住生活を営む上で、必要不可欠な水準を確保すること

が大切となります。町といたしましては、お住まいになる方が健康で文化的な住生活

を営む上で必要不可欠な水準を確保するために、全国の事例を参考にして国が定めて

いる基準と同じ内容を基本として条例を定めることとしてございます。新規条例の制

定ではございますが、条文の朗読は省略をさせていただき、概要のみ説明をさせてい

ただきたいと思います。 
   内容につきましては、１３０ページから１３２ページ、３区分、１６項目にわたり

まして記載をさせていただいております。「総則及び敷地の基準」につきましては、安

全、衛生、美観等に配慮した良好な居住環境の確保、災害等により居住環境が阻害さ

れないような位置の選定や敷地の安全等についての基準。「町営住宅の基準」といたし

ましては、防火、避難や防犯などの措置、遮音性能の確保などの住宅の基準、一戸当

たりの床面積や各戸に設ける設備などの住戸の基準などについての基準、「共同施設の

基準」につきましては、児童遊園、集会所、広場及び緑地、通路についての基準を規

定するものでございます。なお、この条例の施行につきましては、平成２５年４月１

日としているところでございます。 
   以上、条例制定につきまして御説明させていただきましたので、よろしく御審議賜

りますようよろしくお願いいたします。 
 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
   １０番、小島一弘議員。 
 
◇小島議員 ちょっと確認だけさせてもらいたいのですが、「町営住宅の基準」について住

棟等の基準、今、遮音だとか、そういう問題があります。過去の事例で、以前と条例

の精神は同じことだと思うのですけども、住居者によって上の棟の音がうるさいとか、

いろんな問題がございましたけれども、この条例の整備によって、過去にそういう事

例が起きていた事例はなくなるというふうに考えてよろしいですね。 
 
◇議 長 伊藤建設課長。 
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◇建設課長 ただ今の御質問ですけれども、これまでもこの基準に基づいて、それぞれ建 
  設をしてきていると思います。その関係で、過去に騒音の問題があったということで 
  すけれども、ちょっと私は承知しておりませんけれども、そのような状況がなくなる 
  かどうかということにつきましては、今後気をつけながらそれぞれ対応してまいりた 
  いというふうに思っております。 
 
◇小島議員 終わります。 
 
◇議 長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第３９号 大空町営住宅等の整備基準を定める条例制定についてを採

決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３９号 大空町営住宅等の整備基準を定める条例制定について

は、原案のとおり可決されました。 
 

◎日程第３１ 議案第４０号 

◇議  長 日程第３１、議案第４０号 大空町都市公園条例の一部を改正する条例制定

についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
伊藤建設課長。 
 

◇建設課長 議案書の５１３ページでございます。「議案第４０号 大空町都市公園条例 
  の一部を改正する条例制定について 
   このことについて、別紙のとおり提出する。 
   平成２５年３月７日提出 大空町長 山下英二」 
   説明につきましては、参考資料にて行いますので、参考資料１３３ページをお開き

願います。大空町都市公園条例の一部改正につきましては、地方主権一括法によりま

して都市公園法が改正されまして、町がつくる都市公園はどのくらいの大きさがいい

のか、どのような公園施設の大きさが必要なのかという基準につきまして、町の条例

で定めるものでございます。また同じく、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進

に関する法律が改正されておりまして、町が高齢者や障がい者の方が利用する都市公

園の公園施設をつくる場合において、園内に設ける出入口や散策路の幅、必要な設備
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に関する基準について、町が条例で定めるものでございます。町がつくる都市公園に

必要な大きさ、設置しなければならない公園施設の基準、高齢者や障がい者の方が利

用する都市公園の公園施設に設けるべき出入り口や散策路の幅、必要な設備などに関

する基準を条例で定めるに当たりましては、国が全国一律で定めている基準を十分に

参酌した上で、町の実情に応じて町独自の基準を定めることができることとなってご

ざいます。 
   条例の一部改正の考え方につきましては、 町がつくる都市公園及び公園施設につき

ましては、全国的に見ましても特殊なものではございませんので、国が全国一律に定

めている基準に当てはまると考えておりますことから、国が定める基準と同じ内容で

条例を定めることとしてございます。高齢者や障がい者の方が利用する都市公園の公

園施設、特定公園施設につきましては一部、北海道福祉のまちづくり条例との整合性

を考慮して変更、追加した上乗せの基準を設けることとしてございます。 
   条例改正の内容につきましては、１３５ページから１３７ページまで、３区分、８ 
  項目にわたりまして記載をしているところでございます。別表１の都市公園の敷地面

積、配置や規模についてですけれども、住民一人当たりの基準として町の都市計画区

域内で１０平米以上、市街地区域内で５平米以上と規定してございます。別表２の公

園施設の設置基準については、公園内に設ける施設の建築面積の割合の基準を規定し

ており、町では施設がございませんけれども屋根つき広場については条例化しないこ

ととしてございます。別表３の移動円滑化のために必要な特定公園施設の設置基準に

ついては、５項目について北海道福祉のまちづくり条例との整合性を考慮し定めるも

のでございます。特定公園施設につきましては、高齢者、障害者等の移動等の円滑化

の促進に関する法律施行令第３条に定められている施設のことをいいまして、町では 
   記載の４施設について規定するものでございます。「園路及び広場」につきましては、

出入口の幅を国の基準「１２０㎝以上」を「１８０㎝以上」に、また、通路に設ける

傾斜路の幅を国の基準では「１２０㎝以上」ですが「１５０㎝以上」にし、必要な場

所に点字ブロックや手すりを設置すること、階段に設ける手すりについては、手すり

の端の部分については突出しない構造とすることとしてございます。「休憩所及び管理

事務所」につきましては、出入口の幅を国の基準で「１２０㎝以上、やむを得ない場

合８０㎝以上」と規定しておりますが「１２０㎝以上、やむを得ない場合９０㎝以上」

という規定をしてございます。戸については、前後の高低差がなく、開閉時に廊下に

突出しない構造とすることという規定となってございます。「駐車場」につきましては、

国の基準はございませんが、駐車場から利用施設までの距離を短かくすること、トイ

レにつきましては、出入口の幅を国の基準「８０㎝以上」を「９０㎝以上」に、国の

基準にない水洗器具の設置や非常呼出し装置の設置をすること、さらに「施設共通事

項」とし、通路について滑りにくい材料で仕上げること、掲示や標識については高さ

や文字の大きさ、表示内容には配慮し、必要に応じて点字表示を行うこと、以上４施

設について記載をし、独自の基準を設けているところでございます。 
   なお、町内には該当する事例がございませんけれども、屋根つき広場、野外劇場や

野外音楽堂については、今後も整備する予定が現在ございませんので条例化しないこ

ととしてございます。 
   条例の一部改正に伴う新旧対照表につきましては、１３８ページから１５２ページ

までに記載をしてございます。 



- 182 - 
 

   なお、この条例の施行につきましては、平成２５年４月１日としているところでご

ざいます。 
   以上、条例の一部改正につきまして内容を説明させていただきましたので、よろし

く御審議賜りますようよろしくお願いいたします。 
 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
   １番、品田好博議員。 
 
◇品田議員 今現在、都市計画審議会において、都市公園の長寿命化計画が策定されるべ

く審議最中でございますけれども、この条例との関係、どういうふうにリンクされる

のか、お聞かせください。 
 
◇議 長 伊藤建設課長。 
 
◇建設課長 ただ今の御質問ですけれども、都市公園長寿命化計画とこの条例の関係とい

うことでございます。現在、都市公園長寿命化計画を策定いたしておりますけれども、

その対象となっておりますのは、現在公園の中にある施設について長寿命化を図る、

延命化をするための修繕だとか、更新等の計画でございます。今回の条例を制定いた

しますのは、今後都市公園で整備をする場合に、この基準にのっとりまして整備をし

ていくということになります。これまでの基準に今回制定する条例の基準が該当しな

い部分が多少あるかと思います。その分については今後整備した場合にこの基準が適

応になるということで押さえております。高齢者の部分のバリアフリー法の関係につ

きましては、平成６年ごろに法律がスタートしているかと思います。それ以前につき

ましては、現在の基準ではつくっていないということになりますので、今後整備する

場合はこの基準を採用するということになろうかと思います。 
 
◇品田議員 わかりました。 
 
◇議 長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第４０号 大空町都市公園条例の一部を改正する条例制定についてを

採決します。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４０号 大空町都市公園条例の一部を改正する条例制定につい
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ては、原案のとおり可決されました。 
 

 
◎散会の宣告 

◇議  長 以上で、本日の日程は全部終了しました。 
次の本会議は、３月１５日に時間を繰り下げて午後１時３０分から会議を開催いた

します。 
   本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

散会 午後１時３２分 
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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  品  田  好  博    ７番  松  岡  克  美  

 

 ２番  中 堀 君 子    ８番  深 川  昇  

 

 ３番  近 藤 哲 雄    ９番  勝 田 鉄 城  

 

 ４番  松 田 信 行    10番  小 島 一 弘  

 

 ５番  斎 藤 宏 司    11番  田 中 勝 吉  

 

 ６番  植 田 泰 弘    12番  後 藤 幸 太 郎  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長

副 町 長  産 業 課 長

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事

会 計 管 理 者  建 設 課 長

総 務 課 長  住 民 福 祉 課 長

総 務 課 参 事  産 業 建 設 課 長

住 民 課 長  総 務 課 主 幹

福 祉 課 長   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開議 午後 １時３０分 
◎開議の宣告 

◇議  長 こんにちは。 
ただいまから平成２５年第１回大空町議会定例会第９日目の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、５番、齋

藤宏司議員及び６番、植田泰弘議員を指名します。 
 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 
事務局長に報告いたさせます。 
鈴木事務局長。 

 
◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は、１２名全員であります。 
本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとお

りであります。 
本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 
以上でございます。 

 
◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 
 

◎日程第２ 議案第４１号ないし日程第９ 議案第４８号 

◇議  長 日程第２、議案第４１号 平成２５年度大空町一般会計予算から、日程第９、

議案第４８号 平成２５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの８件を一括

議題とします。 
本案について、予算審査特別委員会の報告を求めます。 
予算審査特別委員会委員長 田中勝吉議員。 

 
◇予算審査特別委員会委員長 予算審査特別委員会における審査結果について報告いたし

ます。 

   本委員会に付託されました事件は、 
   議案第４１号 平成２５年度大空町一般会計予算 
   議案第４２号 平成２５年度大空町国民健康保険事業特別会計予算 
   議案第４３号 平成２５年度大空町後期高齢者医療特別会計予算 
   議案第４４号 平成２５年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算 
   議案第４５号 平成２５年度大空町介護サービス事業勘定特別会計予算 
   議案第４６号 平成２５年度大空町簡易水道事業特別会計予算 
   議案第４７号 平成２５年度大空町下水道事業特別会計予算 
   議案第４８号 平成２５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算  
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  の８事件であります。 
   平成２５年３月７日の平成２５年第１回大空町議会定例会で設置された本委員会に

付託された事件は、今後の大空町の方向性にかかわる重要な内容であることから、３

月１１日から１３日までの３日間で委員会を開催し、説明員の出席を求め、その内容

等を慎重に審議いたしました。 
   その結果、お手元に配付の委員会審査報告書のとおり、本委員会に付託された８事

件は、すべて原案を可決すべきものと決定いたしました。 
   以上、当委員会に付託された事件の審査結果を申し上げ、大空町議会会議規則第７

７条の規定による報告といたします。ありがとうございました。 
 
◇議  長 別に発言もないようですので、これから採決します。 
   お諮りします。議案第４１号 平成２５年度大空町一般会計予算から、議案第４８

号 平成２５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの８件を一括して採決し

たいと思います。 
   御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 
   したがって、議案第４１号から、議案第４８号までの８件を一括して採決すること

に決定しました。 
   議案第４１号から、議案第４８号までの８件に対する予算審査特別委員会の審査報

告は、いずれも原案可決です。 
   議案第４１号から議案第４８号までの８件は、予算審査特別委員会審査報告のとお

り、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、議案第４１号 平成２５年度大空町一般会計予算から、議案第４８号

平成２５年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの８件は、原案のとおり可 
決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第４９号 

◇議  長 日程第１０、議案第４９号 平成２４年度大空町一般会計補正予算（第８号）

を議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
竹内総務課長。 

 

◇総務課長 追加議案書１ページであります。「議案第４９号 平成２４年度大空町一般 
  会計補正予算（第８号） 
   平成２４年度大空町一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。 
   歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，１１

５万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８５億３，６８４万３，

０００円とする。 
２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳
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出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
   平成２５年３月１５日提出 大空町長 山下英二」 
   ３ページの第１表 歳入歳出予算補正、歳入であります。１８款 繰入金に１，０ 
  ４２万８，０００円を追加、２０款 諸収入に７２万７，０００円を追加、歳入合計 
  は１，１１５万５，０００円を追加し、８５億３，６８４万３，０００円とするもの 
  であります。 
   ４ページ、歳出、７款 商工費に１４５万５，０００円を追加、８款 土木費に９ 
  ７０万円を追加、歳出合計は１，１１５万５，０００円を追加し、歳入合計と同額と 
  するものであります。 
   ５ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。３ 歳出か 
  ら説明しますので、１０ページ、１１ページをお開き願います。今回の補正予算は、 
  ３月２日から３日にかけて発生しました暴風雪に伴うものであります。７款 １項  
  ２目 観光費の湖畔管理事業で、湖畔艇庫シャッター修繕工事１４５万５，０００円 
  を追加しております。暴風雪により湖畔艇庫のシャッター、電動シャッターですけれ 
  ども、２カ所破損したため修繕工事を行うものであります。 

８款 ２項 ３目 除雪対策費で指定管理委託料に９７０万円を追加しておりま

す。この冬は例年より降雪が多く、除排雪に要する指定管理者の負担が増しておりま

す。この３月２日、３日の暴風雪により、さらに経費がかさみ、今後も除排雪作業が

予想されることから追加するものであります。 
   次に歳入の説明を申し上げます。８ページから９ページをお開き願います。１８款  
  １項 １目 財政調整基金等繰入金で財政調整基金繰入金として１，０４２万８，０ 
  ００円を追加しております。今回の財源対策のため取り崩すものであります。 

２０款 ４項 ９目 雑入の建物災害共済金として７２万７，０００円を追加して

います。湖畔艇庫のシャッターの修繕工事に対して、財団法人全国自治協会の建物災

害共済に保険をかけておりますが、半額補填されるものであります。 
   以上で補正予算の内容につきまして説明申し上げましたが、よろしく御審議くださ 
  るようお願いいたします。 
 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 
これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから議案第４９号 平成２４年度大空町一般会計補正予算（第８号）を採決し

ます。 
お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４９号 平成２４年度大空町一般会計補正予算（第８号）は、
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原案のとおり可決されました。 
 
◎日程第１１ 発議第２号 

◇議  長 日程第１１、発議第２号 議会運営委員会の閉会中の継続調査についてを議

題とします。 
議会運営委員会委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配りまし

た本会議の会期日程等、議会の運営に関する事項等について、閉会中の継続調査の申

し出があります。 
お諮りします。委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異

議ありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

しました。 
 

◎日程第１２ 発議第３号 

◇議  長 日程第１２、発議第３号 各常任委員会の閉会中の所管事務調査についてを

議題とします。 
   各常任委員会委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定によって、お

手元に配りました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出がありま

す。 
   お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御

異議ありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
したがって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 
 

◎日程第１３ 発議第４号 

◇議  長 日程第１３、発議第４号 懸案事項促進のための議員派遣についてを議題と

します。 
   平成２５年度中の懸案事項促進のため、派遣用務の選択、派遣議員の氏名、人員、

派遣期間及び用務地等について、その都度議長において検討の上決定し、議員を派遣

することにしたいと思います。 
   お諮りします。発議第４号は、そのように決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 
   したがって、懸案事項促進のための議員派遣については、そのように決定しまし

た。 
 

◎日程第１４ 発議第５号 

◇議  長 日程第１４、発議第５号 安心できる介護制度の実現を求める意見書を議題
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とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
３番、近藤哲雄議員。 
 

◇近藤議員 議案書１３ページです。「発議第５号 安心できる介護制度の実現を求める 
  意見書 
   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出し 
  ます。 
   平成２５年３月１５日提出 提案者 大空町議会議員 近藤哲雄、松田信行、勝田 
  鉄城、松岡克美、品田好博」 
   以下、朗読をもって説明にかえさせていただきます。「安心できる介護制度の実現 
  を求める意見書 
   「家族を介護負担から解放する」ことを主たる目的として介護保険制度が始まって 
  以降、制度改定がなされるたびに給付が削減され、使いづらい制度となっています。 
   ２０１２年４月の介護報酬改定では、ヘルパーが訪問して行う訪問介護での生活援

助の時間区分が、これまでの「３０分以上６０分未満」「６０分以上」から「２０分以

上４５分未満」「４５分以上」へ短縮されたことにより、サービス低下、事業所の経営

悪化やヘルパーの収入減など様々な問題が表面化し、利用者の自立を妨げるものとな

っています。介護保険の利用限度額上限に達したり、利用料自己負担額が大きくなり

過ぎるなどで必要な介護を受けることができず、家族の介護負担も一向に軽減されて

いません。 
   また、介護労働者の賃金は他産業と比較して大幅に低く、職場では離職者が後を絶 
  ちません。働き続けられる賃金への改善が急務です。 
   医療費の抑制の名のもとに入院日数が削減され、「病院から在宅へ」の流れが強まて

いますが、在宅医療も介護も、その受け皿としては余りに脆弱な体制です。利用者本

位の制度改善と、サービスを提供する側の処遇改善が急がれます。 
   よって、国においては下記事項について実現が図られるよう強く要望します。 
   記、１、介護保険制度を改善して介護報酬を引き上げるとともに、介護保険料、利 
  用料を国の責任で軽減すること。２、訪問ヘルパーによる生活援助の時間短縮と上限 
  引き下げを見直し、必要なサービスを受けられるように改めること。３、全額国費負 
  担による介護職員の賃金引き上げを行うこと。 
   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
   平成２５年３月１５日 大空町議会議長  後藤幸太郎」 

提出先、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣宛てでございます。 
以上、説明とさせていただきますので、御審議いただきますようよろしくお願い申し

上げます。 
 
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから発議第５号 安心できる介護制度の実現を求める意見書を採決します。 
お諮りします。本案については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第５号 安心できる介護制度の実現を求める意見書は、原案のと

おり可決されました。 
 

◎日程第１５ 発議第６号 

◇議  長 日程第１５、発議第６号 平成２５年度地方財政対策に関する意見書を議題

とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
３番、近藤哲雄議員。 
 

◇近藤議員 「発議第６号 平成２５年度地方財政対策に関する意見書 
   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出し 
  ます。 
   平成２５年３月１５日提出 提案者 大空町議会議員 近藤哲雄、松田信行、勝田 
  鉄城、松岡克美、品田好博」 
   以下、朗読をもって説明にかえさせていただきます。「平成２５年度地方財政対策 
  に関する意見書 
   平成２５年度地方財政対策は、一般財源総額が前年と同水準で確保されており、こ 
  れまで地方税財源の安定的な確保について強く要請してきた地方の声を理解していた 
  だいたものと、関係各位の御尽力に対し敬意と感謝の意を表するところです。 
   しかしながら、国の財政再建を目的とした三位一体改革によって、市町村は地域間 
  格差が拡大し、厳しい財政運営を強いられ、深刻な経済、雇用状況と相まって、地域 
  の疲弊が深刻化していることに加えて、地方税制は地方の自主的な根幹をなすものに 
  もかかわらず、平成２５年度税制改正大綱では地方の声が十分に反映されたものとは 
  言えないなど、地方は将来の財政運営に大きな不安を抱いています。 
   このような状況において、国家公務員の給与減額措置に準じて地方公務員の給与削 
  減を求めるために地方交付税を減額するとしたことは、その根拠が極めて不明確な上 
  に、厳しい財政事情から国に先駆けて給与の独自削減や職員定数の削減を行っていた 
  地方の努力を踏みにじる極めて不合理な措置であり、同時に、地方交付税制度の「地 
  方公共団体間の財源の不均衡を調整する財源調整機能」及び「どの地域に住む住民に 
  も一定の行政サービスが提供できる財源保障機能」を無視するもので、税源が乏しく 
  財政基盤の脆弱な団体ほど、その影響を大きく受ける不公平な政策です。 
   特に、地方との十分な協議を経ないままで、国の政策を地方へ一方的に押しつける 
  ために、地方固有の財源である地方交付税を削減することは、これまでの国と地方の 
  信頼関係を大きく損なう非常に理不尽な措置で、極めて遺憾であると言わざるを得ま 
  せん。 
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   よって、国においては今回のような措置を二度と繰り返さないよう強く要望します。 
   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
   平成２５年３月１５日 大空町議会議長  後藤幸太郎」 
   提出先に当たりましては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、 
  総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当）宛てで

あります。 
   よろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 
 
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから発議第６号 平成２５年度地方財政対策に関する意見書を採決します。 
お諮りします。本案については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 
   したがって、発議第６号 平成２５年度地方財政対策に関する意見書は、原案のと 
  おり可決されました。 

 

◎日程第１６ 発議第７号 

◇議  長 日程第１６、発議第７号 札幌航空交通管制部の存続、充実を求める意見書

を議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
８番、深川曻議員。 
 

◇深川議員 「発議第７号 札幌航空交通管制部の存続、充実を求める意見書 
   このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出し 
  ます。 
   平成２５年３月１５日提出 提案者 大空町議会議員 深川曻、齋藤宏司、田中勝 
  吉、小島一弘、植田泰弘、中堀君子」以上であります。 
   趣旨説明については、朗読をもってかえさせていただきます。「札幌航空交通管制 
  部の存続、充実を求める意見書 
   日本の国土総面積の約２２％を占める北海道には、５４０万人強の人口が分散して 
  居住しており、都市間の移動に要する時間が他県と比べて非常に長くなる傾向にある 
  と言えます。最近では高速道路の整備も進み、自家用車や都市間バスでの移動も、以 
  前に比べると時間的な短縮が図られてきていますが、まだまだ移動時間が道民の負担 
  となっているのは明らかです。 
   このような地理的事情により、道央圏以外に居住している道民にとって医療を初め 
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  とした生活全般や様々な経済活動をするに当たって、移動に要する時間が生活の活動 
  範囲を大きく制限していることは、見逃せない事実と言えます。札幌市への日帰り通 
  院などといったケースはもちろん、各種イベントに参加して交流を拡大していくため 
  には、航空機の利用による時間短縮効果が相当大きいことは、間違いありません。 
   そういったことから、道内の航空ネットワークを将来的に維持していくことは、観 
  光客のみならず道民にとっても重要な課題であり、加えて、空港を拠点とした地域の 
  活性化につなげていくことは、今後求められていくことであると考えます。道内の航 
  空ネットワークを維持していくため、航空機を運航している航空会社だけでなく、北 
  海道、関係市町村、空港ビル会社や各種関連事業所それぞれが日夜尽力していること 
  は、周知のとおりです。 
   一方、国土交通省職員も航空機の運航を陰で支えている一員であり、道内の空港事 
  務所、出張所、あるいは札幌航空交通管制部において、管理業務、施設の維持管理業 
  務に従事することで、航空機の安全運航の一翼を担うという重要な役割を果たしてい 
  ます。 
   とりわけ、札幌航空交通管制部は、北海道内の空港だけでなく北東北地方を含めた、 
  全１５空港から離発着する航空機に対して航空管制業務を実施しており、全国４カ所 
  に設置されている航空交通管制業務の拠点官署の一つであり、唯一積雪地域に立地し 
  ている官署でもあります。また、札幌市に設置されていることから、道内出身の管制 
  官や道内空港に勤務経験のある道外出身の管制官も多く勤務しており、特に航空機の 
  運航状況が厳しくなる冬期間においても、積雪状況や天候状況を肌身に感じながら、 
  日々管制業務が実施されています。 
   今般、国土交通省はそのような重要な機関を、道内に代替機関を残すことなく廃止 
  に向けて検討していることは、北国の気象特性を実感できない国土交通省職員を増や 
  すことにもつながり、航空機の安全にとっては決してプラスにならないものと考えま 
  す。また、将来国土交通省職員を目指そうとしている道内出身者にとっても、札幌圏 
  に勤務先がなければその道をあきらめる選択をすることも十分考えられ、雇用面でも 
  大きな損失となる可能性が出てきます。道民の安全、安心な航空交通を確保するため 
  には、札幌航空交通管制部の存続、充実は不可欠なものと言えます。 
   よって、国においては下記事項について実現が図られるよう強く要望します。 
   記、１、北海道での航空行政の枠組みを堅持し、札幌航空交通管制部を存続させる 
  こと。２、広大な北海道の航空行政をよりよいものにするため、国の出先機関である 
  札幌航空交通管制部を充実させること。 
   以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
   平成２５年 ３ 月１５日 大空町議会議長  後 藤 幸太郎」 
   提出先に当たりましては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、国土交通大臣宛

てであります。 
   以上、説明とさせていただきますので、よろしく御審議いただきますようお願い申し

上げます。 
 
◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 質疑なしと認めます。 
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これで質疑を終わります。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
これから発議第７号 札幌航空交通管制部の存続、充実を求める意見書を採決しま

す。 
お諮りします。本案については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
◇議  長 異議なしと認めます。 
   したがって、発議第７号 札幌航空交通管制部の存続、充実を求める意見書は、原 
  案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 報告第１号 

◇議  長 日程第１７、報告第１号 大空町地域防災経過計画の修正についてを議題と

します。 
   町長から、大空町地域防災計画の修正について報告書の提出がありましたので、報

告を求めます。 
   竹内総務課長。 
 

◇総務課長 ２５ページの報告第１号であります。大空町地域防災計画の修正につきま

しては、３月１日付で報告をさせていただきました。その内容について、説明を申

し上げます。 
   東日本大震災を受け、災害対策基本法の改正や国の防災基本計画、北海道の地域防

災計画が見直され、それらに基づき本町の地域防災計画も見直しました。２回の大空

町防災会議を開催し、議会も２回の合同常任委員会で御意見をいたたき、パブリック

コメント等所定の手続を踏み計画ができ上がりました。 
   地域防災計画の構成は、前計画では一般災害編、地震災害編と水防計画の３部構成 
  になっていますが、基本的な構成は変わっておりません。一般対策編は防災ビジョン 
  などを新設して見直し、地震対策編は津波対策を追加し地震津波対策編とし、変更要 
  素の多い機構図、一覧表、様式等を資料編に記載することとしました。水防計画は北 
  海道の水防計画などに基づき見直しました。 
   地域防災計画の主な修正概要について説明申し上げます。一般対策編ですが、第３ 
  部の防災ビジョンを新設しております。災害対策の目標や防災面に着目したまちづく 
  りの目標として防災ビジョンを掲げることとしました。計画を見直すに当たって、東 
  日本大震災の教訓を踏まえ、自らの身の安全は自らが守ることや減災のまちづくりを 
  基本とした防災ビジョンを新たに掲載しています。自助、共助、公助の位置づけと、 
  地域防災力の向上、減災のまちづくり、災害に強い防災体制づくりといった減災対策 
  を考慮した防災ビジョンを掲げています。第４部の災害予防計画では、新たに津波等 
  危険区域を追加し、近年の竜巻被害等を踏まえ、北海道防災計画に即して風害予防計 
  画を新設しております。また、自主防災組織の育成計画では、自主防災組織の編成例 
  なども追加しています。土砂災害予防計画では地すべり、がけ崩れの予想区域や土石 
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  流危険区域について記述しておりますが、さらに情報収集や警戒避難体制について追 
  加しています。第５部の災害応急対策計画では、機構改革に伴う組織名称、業務分担 
  の変更を行いました。気象情報等の伝達については、北海道地域防災計画及び気象庁 
  の発表基準に合わせました。また、避難対策などの計画を北海道防災計画の修正にそ 
  って見直しました。避難場所、避難所を見直し、避難場所の運営については男女の双 
  方の視点に立った配慮や要援護者、子育てをしている家庭等に配慮した内容に改めて 
  おります。第７部の災害復旧計画では、被災者の生活再建等への支援として、生活確 
  保のための資金の融資等について記述し、罹災証明書の発行について新たに追加しま 
  した。 
   次に地震津波対策編ですが、オホーツク海沿岸津波シミュレーションに基づく津波 

対策を創設しました。平成２２年に北海道が行ったシミュレーション結果に基づき、 
湖岸に到来する危険性のある津波への対策を掲載しております。地震の想定について 
は、千島海溝南部や十勝沖といった海溝型地震、活断層帯による内陸型地震に加え、

網走・紋別沖を震源とする地震について追加しています。一般対策編と同様機構改革

に伴う組織体系の変更、国の防災基本計画、北海道地域防災計画との整合性を図りま

した。防災思想普及・啓発計画では、新たに家庭、職場そして車の運転中の心得につ

いて追加しています。自治体の業務の継続について、庁舎の無事、職員の無事が大前

提で東日本大震災ではその課題が浮き彫りになりました。非常時の自治体及び事業者

の業務継続計画の作成方針を定めました。 
 資料編では、一時避難場所及び避難所を見直し記載しています。避難所については、

前計画では女満別地区と東藻琴地区で各学校や公民館等の４７施設について指定をし

ていましたが、現実には、これらを指定しても職員が張りつくことは困難であり、収

容する避難所の見直しを行いました。女満別地区１１カ所、東藻琴地区６カ所の計１

７カ所としました。 
   次に水防計画の修正であります。修正の主なものは、重要水防区域について北海道 
  の水防計画との整合性図りました。また、水防法の改正により、町の配備体制基準と 
  して第１・第２・第３非常配備に準備体制を加え４段階に変更しております。 
   このように、地域防災計画が見直されましたので、新しい防災ガイドブックやハザ 
  ードマップを全戸配布し、町民の防災意識の啓発と災害時における行動力の向上に努 
  めてまいりたいと思います。 
   以上、地域防災計画の修正について報告をさせていただきました。 

 
◇議  長 これで大空町地域防災計画の修正については終わります。 
 

◎日程第１８ 報告第２号 

◇議  長 日程第１８、報告第２号 平成２４年度定期監査結果報告についてを議題と

します。  
   監査委員から、平成２４年度定期監査報告の提出がありましたので、監査委員の報

告を求めます。 
近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました、報告第２号 平成２４年度定期監査報告
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につきましては、平成２５年２月１４日から１５日まで松岡監査委員とともに審査

いたしましたので、報告申し上げます。 
   今回御報告いたします定期監査につきましては、地方自治法第１９９条第４項の

規定により、平成２４年度中に大空町教育委員会等が行う委託契約のうち、１件当

たり８０万円以上の契約のものについて監査を実施いたしました。 
   定期監査に当たりましては、所管部署から委託契約にかかわる一連の関係書類の

提出を求め、関係法令及び大空町の条例、規則等に基づき手続、契約の方法、検査、

支払い等の書類が整備され、適正に行われているかについてを主眼に監査を実施い

たしました。 
   監査の結果は、お手元に配付の資料に記載のとおり、特に指摘すべき事項はなく、

当該事務については概ね適正に事務が執行されているものと認められました。しか

し、提出された契約書の中には、参考見積書もとらず、前年同額の委託契約を締結

しているものもありました。今後、設計書算定にあたり参考見積書を証し、契約が

適正かどうか判断できる書類の整備も必要であります。また、委託契約の中には、

単に期間満了後、請求書のみで支払いしているものもありましたが、実績報告書や

必要であれば写真等の提出を求めることも必要であります。 
   以上、平成２４年度定期監査について報告させていただきます。 
 
◇議  長 これで平成２４年度定期監査結果報告については終わります。 

 

◎日程第１９ 報告第３号 

◇議  長 日程第１９、報告第３号 例月出納検査結果報告についてを議題とします。  
   監査委員から、例月出納検査結果報告書の提出がありましたので、監査委員の報告

を求めます。 
近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第３号 例月出納検査結果の報告につ

きまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により報告を申し上げます。 
   検査の対象となった月は、平成２４年１１月から平成２５年１月分まででありま

す。検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。例月出

納検査を実施いたしました時期は、１１月分につきましては１２月２６日、１２月

分につきましては１月１７日、１月分につきましては２月２１日、松岡監査委員と

ともに実施したところであります。 
   監査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり、相違あり

ません。また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございません。 
   以上、適正であることを認め監査結果の報告といたします。 
 
◇議  長 これで、例月出納検査結果報告については終わります。 
 

◎閉会の宣告 

◇議  長 これで本日の日程は全部終了しました。 
会議を閉じます。 
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山下町長から、発言があれば許します。 
 
◇議  長 山下町長。 
 
◇町  長 平成２５年第１回大空町議会定例会の閉会に当たり、一言お礼と、また決意 
  を申し上げたいと、さらにはお願いを申し上げたいとそのように存じます。 
   今定例会におきましては、一般質問を６人の方からお受けをさせていただきました。 
  また、予算につきましては、平成２５年度予算８件、さらには条例改正などの地域主 

権改革に関連する条例制定というようなことから、数多くの条例について御審議を賜 
ったところでございます。改めて、お礼を申し上げたいと存じます。また、予算につ 
きましては、お認めをいただいたわけでありますけれども、ともすれば予算というの 
は編成作業、予算の額を確定させるまでに大きなエネルギーを使ってしまい、その後 
の執行がおろそかになってしまう、そんなことも考えられます。過去の事例からもあ 
ることかと思います。しかし、予算といいますのは、一年間の予算ではありますけれ 
ども、その編成段階で約半年、さらに執行段階で一年、さらにその結果を検証する決 
算の段階でも、また半年ほど費やすわけでございます。そう考えますと、一つの予算 
の成り立ちから結果までということには、２カ年間かかることになろうかと思います。 
今回お認めをいただいた第１段階の予算編成の時期は終わりましたけれども、平成２ 
５年を迎えて、しっかりと執行できるように職員ともども取り組んでまいりたいと、 

  そのように決意を新たにしているところでございます。 
   また、今回の議会の中には、暴風雪への対応に対する議員各位からのねぎらいの言 
  葉もいただきました。また、給食センターにおけるノロウイルスの関係の事案なども 
  ありましたけれども、迅速に対応ができたのではないか、そのような御指摘もいただ 
  いたところであります。職員は、それぞれの言葉に元気づけられたものと、そのよう 
  に受けとめております。 
   過日、この場所で青少年健全育成のための顕彰式というものが実施されました。こ 
  の１年間、地域の中で文化活動や、またボランティア活動、スポーツ活動などで頑張 
  った子供たちを顕彰という形で褒めたたえる会議でございました。子供たちは、ある 
  とき叱らなければならないこともありますけれども、褒めることで育つんだ、そのよ 
  うなことが言われております。また、被災地に支援にまいりました町民の方々、職員 
  などから帰ってきて感想を聞きますと、被災地の方々に大変感動をいただいたと、あ 
  りがとうという言葉をかけていただいた、そのことが大変つらかったけれども自分た 

ちのやっていたことが間違いではなかった、そんな元気につなげることができたとい 
うような発言もありました。そういうところに携わった職員は、一つ一つ成長したも 
のと、そのように思ってございます。 

   今回の定例会の中では、職員数の問題、さらには今後ふえていく事務の中で、どの 
  ように仕事をこなしていくか、そういったことの課題についても議員から御指摘をい 
  ただいたわけでございます。なかなか、普段の仕事の中で町民の方々、議員の方々に 

お認めをいただくということは、そんなに多くはなく、逆に叱責を受けるところも多 
々あろうかと思っております。しかし、職員は自分の任されたその仕事に対して、一 
生懸命に取り組んでいる姿勢というのが、常日頃から見受けられます。ぜひ、皆様方 

  にお願いを申し上げたいのは、しっかりとした仕事ができ、町民の皆さんのためにな 
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  るような、そんな仕事の端々が見えたときには、ぜひ職員にもそれなりの言葉をかけ 
  てあげていただければありがたいと思ってございます。町の中には、町がつくってま 

いりました、いろいろな社会資本なども財産もございますけれども、職員も大きな財 
産であると、そのように思っております。ぜひ、その職員を町民の皆さんの言葉など 
で育てていただければ、ありがたいと思ってございます。 

   この定例会に当たってそのことを、また皆様方にお願いを申し上げ、さらにはその 
  職員と一緒にこれからしっかりとしたまちづくりに取り組むことをここでお約束を申 
  し上げ、お礼にかえさせていただきたいと存じます。 
   本当にありがとうございました。 
 

◇議  長 これで平成２５年第１回大空町議会定例会を閉会します。 
   大変お疲れさまでした。 

閉会 午後２時１４分 
 


